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鷺 本 の 昆 虫 学 を 育 て た 人 々 一

長　 谷　 Jii　　　 仁

　 農 業 技 術 研 究 所

Materia］s　 on 　 the 　 lives　 and 　 contributions 　 of　 the　 deceased
　　　 Japanese　 entomologists 　since 　the　Meiji　Era

　　　　　　　 By　Hitoshi　Hasegawa

NationaHnstitute 　of　Agricultura］Sciences，　Tokyo

は 　　じ　　め　　に

　50周年記 念事業 の
一

っ として 「昆虫」記念号の 発 行が 決 つ て か ら， そ の 内容 に つ い て は

た び たび 委員会が もた れ， また 委員 を 通 じて 各支部か らの 希望や 意見 が提 出され た が，そ

の 中に 毘 虫学史や そ れ に 関連 した資料 の 集録 も入 れ た ら とい う声が かな りあつ た，殊 に創

立以来の 「物故会員」 の 経歴や事蹟の 紹介な どは こ の 記 念号 IC．S、 さわ しい とい う意兇 も 出

て ，大体 そ の 線 で 話 が 進 め られ た． しか し会員 に 限定 した の で は集録範囲も狭 くな り，昆

虫学史 の 資料と して は 簫つ た もの と な る と考 えて ， 私 は 明治以降の 昆虫学研究家 ・
昆虫愛

好者な ど の 中から， 経歴 の 判つ た方を で きる だ け多 く集録 して ，将来発 刊 され るべ き 厂日

本 昆 虫学史」 や 「応用昆 虫学発 達史」 の 資料と して 遺 した らとい う提案 を した が，結局 は

や ぶ 蛇となつ て そ の 係 を嘱 さ れ る結果 とな つ て 了つ た．

　今 まで こ の よ うな 資料の 必要を 人一倍感じて い た だ け に ， 日頃か ら多少 の メ モ の用 意 が

あつ た もの の ， い ざ整理 を は じめて 見 る と た ち まち多 くの 障害 に ぶ つ か り， こ の 難事業を

突破す る勇気 が くじけ勝ちで あつ たが，幸 い 全 国 の 多数 の 方 々 の 御 声 援を 得て ， こ こ に 不

完 全 なが ら 193人 の 略歴 と業績の一・
端を集録するこ とがで きた こ と は 全 く御支援御協力 の 賜

と感 謝 に た え な い ． こ の 仕事 は今まで ば らばらに なつ て い た資料の
一

部を
一

堂 に 集め得 た

とい うこ とで ，初期 の 目的 は達せ られ た と御考え い た だ けれ ば 幸で あ る．

　他 人 の 経歴 な ど は 親友 の 間 で も兄弟の 仲 で もご く大ざつ ば な 点 しか 判 らな い の が普通で

あり， 経歴そ の もの に は プ ライバ シ ーの面がか な りあ つ て ， こ れを公 に す る こ と は必 ず し

も歓迎 されない 場合 もあり得 るの で， 聞取調 査 に は文 献渉 猟 以 上 の 困難が 伴 い ， ま た 事績
の 集録も別 の 意味で 大変な 弄数を要 した．

　本稿 は あ くま で 経 歴 と事繽 を主 と した人 に 関 す る 「昆虫学史」 の 累材 で あり，伝記 で は

な い の で 記述 は努 めて 客観的に扱 い ， なるべ く主観的字句 の 挿入を さ けた．またやや不完

全 な資料 で も歿年の 明確 な場合は集録 した 関係 もあり，多少 記載に粗密 の 差を 生 じ， ま た
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記 載 に統
一

を欠 く点も出来た こ とを御諒承頂きたい．な お本稿 に関す る誤謬や記載もれ の

事項等御気付の点は是非御指摘 い た だき，今後増訂 の 資 と して 行 きた い の で 御教示 ， 御 叱

正 を御願い する次第で あ る．

　本稿集録 に あたり資料提供 そ の 他で 御支援を 賜つ た 多数 の 方 々 はそ れ ぞれ の 項で そ の 御

芳名を明記 したが，改め て厚く御礼を申し上げる． また全般的な事項に つ き種 々 御助言と

資料蒐集上 の 要点 に つ き御 教 示 を 得 た，本会名誉会員春川忠吉， 岡崎常太郎 ， 素木得
一・，

矢野宗幹， 故八木誠政の 諸氏 な らび に 朝比奈正二 郎，井上寛，一
色周 知，磐瀬太郎，野村

健
一

， 渋谷正 健，安松京三，渡辺千尚の 各評議員，　日本応用動物昆虫学会名誉会員 の 岸 田

久吉，桑山覚 ， 田申義麿の 3氏， お よ び多 くの 資料 の 提供 に あずかり， また 御鞭撻 を賜 つ

た日野巌，小西正泰 ， 中根猛彦，南川仁博，三 輪勇四郎 ， 森八 郎， 二 宮栄
一，奥 谷 禎一・，

笹本馨，田 中正，上野益 三 の 諸博士 に 深謝 ［・！lし上げたい ．な お 元大阪植暢防疫支所長 の 平

野 伊
一

氏か らは特 に 本集録 の た め に 日本関係昆虫文献 日録 の 「歴史
・
伝記 ・

行政」 に 関す

る貴重 な る未刊原稿 と　「昆虫論文執筆者索引」原稿の 貸与に あずか つ t ．末 筆 な が らそ の

御厚 情 に 対 し，特 に 明記 して 感謝の 意を 表す る次第 で あ る．

凡 例

　1． 本稿 に は 明治以降 に 活躍 された方で 既 に 亡くな られ た 昆虫学者，応 用 昆 虫学者，昆虫

学 啓 蒙普及 家，昆 虫愛好者そ の 他昆 虫学 に 何等か 関係 の ある 日本人 を 五 十音順 に 集録 した．

　2． 入 名 の 読み方の 難解 な場合，本人 使用 の 樋が判つ たもの は振 り仮名を付 した E 振り

仮名 の な い 趣D は 読み 易 い もの と読 み 方不 明 の 場合とで あ る．旧姓 お よ び 旧名 の あ る もの

は入名の 後に カ ッ コ 内に付記 した．

　3． 人 名の 後の カ ッ コ 内の 洋数字 は西暦 の 生年 と歿年で あ る が，明 治 5年 12月 23日以前

の 方 の生年月日 は 「日暦 （大陰暦）な の で ，西暦 （太陽暦） に換 算 した年 月 日を カ ッ コ に 入

れ て 併記 した．そ の 場合 ， 月日 は勿論年号 まで 変 る こ とが あり得 るの で 御注意頂き た い

（例 1参照 ）．た だ し生年 ま た は生年月だけで 誕生 日の 不明 な場合に は西暦 の 月を 正 確に 書

く と長 くな る の で そ の まま と した （例 2参照）．

　 （例 1）安政 5年 12月 29 日生 ， 安政5 年は西暦 1858 年 に当 るが 金 体 を西暦 に 換算す る

と 1859年 2 月 1 日生 とな り，年号の 西暦牢代と
一

致 しな い ．

　 （例 2） 嘉永 3 年 6 月生 どい う風 に 誕 生 日 の 不明な 場合，西 暦 に 換算す る と 正 し くは

1866年 7 月 9 日〜8 月 7 日生と書 くべ きで あ るが，煩雑とな る の で 西暦を付記 す る こ と を

害1亅愛 した．ま た，旧暦 の 閠 の 場合は 1 ケ 年が 13ケ 月とな り，ある 月 が 2 回続 くこ とに な る

の で そ の 月 の 干支 の 不明な場合は 正 確 な西暦年月目 を 算 出 し得 ない の で 双方の 場合を 付記

した （鳴門義民氏
・
田中房太郎氏 の項参照）．

　4． 人名 の 下 の   は学歴，職歴等の 経歴，   は 主な 報文 ・著書 そ の 他 の 事績，  は

追悼関係 ・文献資料そ の 他 の 備考 の 順 に記載 して ある．

　  の 経歴 は従来余り紹介がな く今回新たに判明 した もの は成 る可 く詳 細 に 入 れ た．また

父兄 そ の 他 に 知 名人 の ある場合 は便宜 上多少の 説 明 を 付記 した．明治 5 年以 前 に 生まれた
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方 は歿年不 明で も集録 した 例が あ る．享年 は原灘的 に満年令 で 数え，何年何ケ 月とは しな

か つ た の で 普逓 の 伝記資料より年令が 少な くな つ て い る．

　  　の 主 な事績は は じめ主要報文 を例記 した い と考 え た が， 時間的 に 選択 が 不能 とな つ

た の で発表年代を示 す こ と と，研究分野を 知 る手が か りを 与え る こ とに 主眼をおい た．

　  　の 追悼関係資料そ の 他備考欄 に は 執筆者，文献名，表題等を記録 し ， 肖像写真図示

例 を付 記 して， よ り詳細 な資料を得 た い 入 の 便 に供 した．ま た 昆 虫名等 に 献名 され て い る

もの は判るだけ例記し，また資料，出典や提供者に 関す る付記 を 行 なつ た．

ア

　 　 　 　 　 　 アキ ラ

　青 木 　 朗 （1917〜 1951）

  大正 6年 3 月 28 日東京都浅草松葉町に道 晃長 男 と して 生 る （父道晃 は 目黒滝泉寺 （9

黒不 動） の 大僧正 ）．昭 和 10年 3 月駒込中学校卒，同 18年 3 月第七高等学校造士館卒，同

4 月台北帝国大学理学部生物学科入学，同 17年 重月世田ケ谷第 12部隊 に 入隊，同 6 月除

隊，同 18年 9 月台北帝国大学理 学部卒，同 10月 同校助手，同 19年 5 月 臨陦召集，同 20

年 ll 月 巾華民 国 国立 台湾大学農学院勤務，同 22年 工 月東京 に帰還，1司22年 9 月，立教女

学院高等学校講師，同 23 年 4 月同教諭，同 26年 3 月病気 の た め 退 職．

　 昭 和 26 年 7 月22 日歿　享年 34 オ．

  　宮崎県 榠 峯付近 の 蝶，Zephyrus　5 （2／3）： 146〜147 （1934），日本昆虫図鑑 の ミズ ア ブ

科，シ ギ ァ ブ科 ， ツ ル ギア ブ科，コ ガ シ ラ ア ブ科，ム シ t キ ア ブ科，オ ド リバ エ 科， ア シ

ナ ガ バ エ 科を分担執筆 （北 隆館，1950），Undescribed　 alpine 　Asilidae　from　 Fo エ mosa

and 　Japan，　with 　descriptions　 of 　new 　species （後掲追悼集 ：2〜 4 （1954））．

  青木朗氏 の 訃 ， 新昆虫 4 （11）：24 （1951）， rあぶ 」青木朗の 追憶 （秋田康一他 3氏編 ，

1954） 内容 は 1．遺稿新種記載 （英文）， 2．弔辞，3．大学時代 の思 い 出 （素木得
一

： 青木朗

閣
1
の 事 ど も （13〜16），青木文

・郎 （16），中條道夫 ：故青木期君 と鉄甲亀 （17〜19）， 正 宗

巌敬 ： オオ ゴ マ ダ ラ とホ ウ ラ イ カガ ミ （19〜21）， 他 10篇 （22〜26）），
4．桜島の 思 い 出 （後

藤弘毅外 12氏 の 追悼文 （37〜70）），
5．朗 さん （黄 田多喜夫外 9 氏 の 追

」
啅文），

6，立教女学院

の 思 い 出 （大谷て る 外 12氏追悼文 （7工〜81）），7，家族の 思 い 出　（御両親令妹の 追 悼文（82
〜103））．
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　明 石 　 弘 （1881〜1946）

  明治 14年 7 月退 蔵 長男 と して 東京 に生 る．明 治 38年 7 月東京帝国大学農科大学農学科

卒，蚕 業講 習所 技 師，農商務省技師 兼東京高等蚕糸学校教授，大 正 6 年臨時産業調 査 局技

師 とな り巾国 へ 出張，同 9 年農商務技 師 に再任 し，同 10年欧米に 出張，同 14年農林技師兼

蚕業試験場枝 師，昭 和 2年新設 の 農林省蚕糸局 産業課長を 兼務す．

　昭 和 21 年 1 月 31 日歿　享年 64 才．

  　桑 ヲ害 ス ル 燈蛾科昆虫調査 ， 束京蚕業講習所蚕事報告 30 ：35〜55（1907）， 蠻蛆 二 関ス

ル 研究，蚕事報告 33 ： 1〜63 （1908），蚕桑害虫篇 （明文堂 ，1909），桑樹災害篇 （明文堂，

ユ914），近代蚕糸業発達史 （明文堂 ，
1939） の ほか多数 の 蚕業関係 の 報文 が あ る．
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  　経歴資料は帝国大学出身者名鑑 ：ア の p．43 （ユ927） そ の 他に よ る，歿年は蚕糸試 1験場

菊池実技官の 教示 ICよ る ．

　秋 山 　 元 （1853〜？）

  嘉永6年 1 月 1 日 （エ853年 2 月 8 日）下総国香取郡南玉 造村生，［iヨ名一太郎．明治 12

年以前 に 内務省勧農局 に 就職， は じめ 内藤新宿農事試験場 に お い て，害虫 に 関す る質疑 応

答 に従 い 明治 工2年 9 月よ り害虫飼育調査 を行 な う．同 16年 7 月駒場農学校雇と な り，同

年 8〜9 月練木喜三 （別項）と共に 北海道蝗害調査に 出張，同 14年 9 月よ り佐々 木忠次郎

（別項） の 下で 害虫研究 に 従事蟹蛆 の 生態調査 飼育等を行 な う　（同 17隼 8 月蠻蛆 原因を 探

究 して 予防法格別勉励候付慰労金下賜 （5円）， 同 日付同理 由に よ り佐 々 木 も亦慰労金の 下

賜 （30円） を受けて い る ）．同 19年 3 月退 職，同 8 月秋国 県勧業課雇，任秋 田 県属，勧業

課勤務，伺 22年 3月農商課勤務，同 23年同内務部商工 課勤務，「司 26年 2 月病気 （脳浴血）

の た め退職，歿年不 明．

  瓢虫 二 有益有害 ノ ニ 種 ア ル ノ 説，農 事 月報 18 （1883），蟷瑯解説，農芸志林 14　（1883），

同文転載，大 日本農会報告 53 ：12〜13（1885），苹果 を害 す る ワ タジ ラ ミ駆除法，大 日本農

会報告 46 ：30〜31（1885）， 蛛改良説付蚕 に 稲 の 飼料を 与ふ る試験，大 日本農会報告 53 ：

51〜58（1885）（本報告は ク ワ ゴ と家蚕を 交配せ し試験の 本邦最初 の もの ），葡萄蛾駆除質問

回答，大 日本農会報告 137 ：37（1893）そ の 他 の 報 文 の ほか，明治 正2年 9 月よ りの 害虫釧

育 記 録 「虫類経験書 （1〜3）」（稿本）， 皇国蝶譜 （本邦産蝶類解説書）　（稿本）そ の 他多数

の 稿本 が農業技術研究所図書課そ の他 に遺 され て い る．

  本経歴資料は 秋 田繋農事試験場渡辺忻悦按師，同県果樹試験場成 田 弘技師の 提供 ICよ

る．練木喜三 ：青森幽館両 県下出張 復命書，農務 顯 末 5 ： 176〜 工78 （1957），矢 野 宗幹 ；応

用昆虫学史 （全国農業学校長協会編 ： 目本農学発達史 ： 335〜363 （1943）　（本文 352頁の 秋

元元 は誤植）．

　足 立 元 太郎 （1859〜1912）

  安政 6 年 3 月26N （1859年 4 月28 日）江戸本郷で 栄蔵長男として 生る．明治 14年 7 月

札幌農学校卒 （第2 期），そ の 後開拓使御用 掛 ， 北海道庁妓手 ， 杓隰農学校助教授兼務，同

28年 12月生糸検査所 （横浜）技師，同 37年 7 月生糸倹査 所調査部 長，同年 4 月 万国「専覧会

へ 生糸幽品 の た め米国へ 出張 ， 同 12 月帰飄．

　大 正元年 8 月 1 日歿　享年 53 才．

  害虫駆除 の 説 （講演） 北海道勧業協会 （1883），専門 は養蚕学 で あ るが松村松年 （別

項） の 昆 虫学 の 師の 1 人 で 英人 G ．Lewis の 北 海 道採 集に 随行 し採集 を行 な い ，　 Lewis 同

定 の 昆虫多数を所蔵 せ した め 松村の 昆虫学研究 に 便宜 を 与え し とい う．

  参考 ：昆 虫学に関係あ る大家の略歴松村松年氏，昆虫世界 14 （156）： 430〜432 （1910），

松村松年 ： 松村松年 自伝 （造 形 美術 脇会，1960），略 歴 は桑 lil覚「尊．1：の 提供 に よ る．な お，

長男安立仁氏 は元台湾帝国大学教授，現玉 川学園大学農学部長，農博で あ る．

　荒　川　保 　雄 （旧 姓　手代木）　 （1893〜1933）

  　明治鱒年 1月 1 日福島県会津 の 手代木善次 2男 と して 生 る．明治 41年 同県耶摩郡荒川
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保洲の 養子 とな る．大正 6 年 3 月東京農業大学農学部卒，同 7 年 よ り 11 年まで 南満洲 製糖

株式会社勤務，同 11年秋渡米ユ タ州立 大学お び コ
ー

ネル 大学 に 学び昆虫学を専攻，同 14年
ユ タ州立大学卒，バ チ ェラーオ ブサ イ エ ン ス の 学位を 受 く，同 14 年秋 ア イ ダホ 州 セ ン ト・

ア ン ソ ネ
ー・ジ ョ ン ・アーレ ン 種子会社勤務，同 15 年帰国 ， 南満洲鉄道株式会社農事試験

場勤務．

　 昭 和 8 年 8 月 12 日福島県 に帰省巾，平町に歿　享年 40 才，

  　南満洲 産 の鳳 蝶類 Zephyrus 　2 （2）：91（1930）， 韮 の ハ ム シ の 生活史 （1〜2），昆虫世

界 34（39D ：74〜79，（392）： 110〜114（1930），南満洲 の 蝶類 Zephyrus　3（1）：29〜（1931），

ウ ス バ シ n テ フ お よび エ ゾ シ ロ テ フ の 翅脈異常に つ い て ，同上 3 （3／4）：183〜（1931），南

満洲 に おけ る梨花潜象虫 の 研究，満鉄農試研究時報 5 ： 工3〜（1931），衣虱 の発育に及 ぼ す

温度 の 影響，応用動物学雑誌 4 （1） ：8〜（1932），毛 虱 に 関す る研 究 （1〜 3），昆 虫世界 37

（430）： 183〜189，（431）：220〜228，（432）：256〜264（1933），
べ ＝ カ ミキ 1丿属天牛 の 内部生

殖器 の差異 に つ い て，昆虫 7 （4〕：178〜179（1933），衣虱 の研究 （遺稿集，1936）．

  　荒 川保雄氏 の 逝 去 を悼 む，昆 虫 部部 報 （東京農大 ） 3 （2）： 42 （1935）（写真お よび 略歴

付），衣 虱 の 研究 （1936，写 真略歴付）．

　 　 　 　 　 ハ ル　 ツ グ

　 荒 木 東 次 （1914〜1945）

  　大正 3年 1 月 12 口三 雄 2 男と して 東京市港区芝明舟 町 に 生 る．鞆絵小学校，東京中学

校を 経て 法政大学法学部予科卒，昭和 9年北朝鮮各地 に 採集，多 くの未記録昆虫を採集す．

昭 和 12年頃 よ りオ オ キ ノ コ ム シ の 分類 に 専念す．昭和 18年沖電気株式会社入社，昭和 19

年頃よ り著 しく健康を害 し神奈川県片瀬海岸 に 転居．

　 昭和 20 年 5 月 28 日心臓 マ ヒ の k め歿 享年 31才．

  　Description 　of 　a　new 　genus　of　Erotylidae　from　Japan　proper，　Trans．　Nat，　Hist．

Soc．　Formosa　31（216）： 364〜366 （1941），　Description　ef 　a 　new 　species 　of 　Erotylidae

from　Formosa 同上 31（216）：367〜 368（1941），　Description　of 　two 　species 　 of 　 Ero−

tylidae　from　Formosa （英文）関西 昆虫学会報 XI （1）：55〜58（1941）， 大蕈虫覚書 （1），

昆虫界 9（89）：440〜446（1941），偽瓢虫科覚書（1），罠虫世界 48（565）： 17玉（1944）， 金子

富雄氏 の 採集せ る マ ラ イ 産偽瓢虫科 に っ い て ，同上 （567）：ユ30〜132（工944）．

  経歴資料は令弟荒木 三 郎氏の 提供．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 イ

　 　 　 　 　 　 ア キ ラ

　飯 塚 　 啓 （1868〜1938） （写真 P1，2）

  　明治元年 6 月 群馬県群馬郡小野上村 に孝七長男と して 生 る．第二 高等学校卒，明治 30

年 7 月東 京 帝国大 学理 科大 学動物学科卒， 同 33年 8 月第六 高等学校教授 ， 同 34 年 9月東

京帝国大学理科大学助教授 ， 同 43 年埋 学潯士の 学位を受け学習院教授 となる．大正 4年 ブ

〜8月台湾お よ び 澎湖島へ 採集旅行，昭和 5 年退職，昭和 6 年 9 月科学博物館動物学部長．

　 昭 和 王3年 12 月 10 日歿　享年 69才．

  クサ カ ゲ ロ フ の 生 活歴史， 動物学雑誌 8 （91）： 157〜160 （1896），鞘翅類 の 翅 の 起原お
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よ び発 育，「司上 15　（！81）：415〜（正903），尺蠖の 保護的擬態 の
一
新例，同上 16（185）： 111

〜（1904）， 満洲 の螢， 同上 24（287）： 538〜（1912），はさみむ し類 に就て
，

理 学界 12（7）：

487〜491（1914），台湾産 ア ケ ボ ノ ア ゲハ ，同上 27（326）； 640〜（1915），
ヒ リ ッ ピ ン の 飛螻，

自然科学 と博物館 62 ：6〜 8 （1935），比律賓産蝶類標本 に 就て ，動物学雑誌 48（8／10）：

653〜664　（1936）、

  　自然 科学 と博物館 10（110）： 3〜19（1939）， 水野常吉，秋保安治，入 江整三 ， 大島広 ，

吉田貞雄，百瀬文雄，内田
一

の 諸氏 に よ る 追悼記 お よび 略 歴 ．

　 イ　 ク マ 　 y

　生　熊　与
一

郎 （？〜1916）

  　静岡県浜名郡 平貴村 の 人 （生年不 明）． 明治 33年浜松蚕業学校卒， 同 35年鹿児島県鹿

屋 農学校教諭，同勤務中第 13師団衛生隊付として 樺太に渡 り，余 暇 に 昆虫調査を行な う．

明 治 39年鹿児島第七高等学校勤務，鹿児島農学校教諭，志布志中学校教諭を歴任 ， 同 41年

長11膚県立農学校兼長崎県蚕業講習所講師，大 正 2 年京城高等普通学校教諭．

　大iE　5年 4 月 1 日歿．

  　応用 毘 虫学教科書 （江馬 定治郎 と共著，有隣堂，1904），昆 虫実験談H 〜凶，昆虫世界

3〜4巻 （1899〜1900）， 黄楊の葉捲虫 に就 て，同上 6 （62） ： 409〜411
，

6 （63）：437〜

441（1902），大島産の 浮塵子 に就 て，同上 7 （69）：183〜190，7 （70）：　Z27〜235 （1903），樺太

の 昆虫に 就て ，同上 1D（103）：99〜103（工906）．

  訃報 昆虫世界 20（225）：220（1916 ），氏 1・cec 名 され た 昆虫が 数種ある．

　 池 　田 　作次郎 （旧姓宮沢）（1860＊〜1938）　（写真 P1．2）

  　万延元年
宋

新潟県古志郡山崎村 の 庄屋作兵衛 2 男と して 生 る．麻布学農社 IC学ぶ ．明

治 16年駒場農学校を経 て 東京帝国大学理 科大学動物学科選科修業 ， 同 22 年農科大学授業

嘱託，同 26 年退 職，同 28〜29年頃郁文館中学博物科教諭 （当時の 学生 に 三 宅恒方 （別項）

あり）， 同 34 年 9 月鹿児島第七高等学校造士館教授 （当時の 学生 に 江崎悌三 （別項）あ り），

大正 8 年退職，郷里 長岡 に 帰 る ， 同 9 年 9 月新潟高等学校動物学講師，同 14年 3月退 職の

後，上 京す （淀橋羽根木 に在注）．

　昭和 18年 1 月 27E 歿 　享年84 才．

  　害虫雑録 （1〜II），動物学雑誌 1（10）：　339〜343，（11）：371〜374，（12）：411〜416，

（13）：464〜468，　（14）： 505〜509，　2 （15）：27〜35，　（17）：106〜lll，　（18）：149〜 151，

（19）： 193〜工97， （21）：278〜285，（22）： 333〜336（1889〜1890），本邦産撚翅類二 就 テ

（1〜2），同上 8（94）；281〜290
，（96）：374〜377（1896），ア ブと蝶 の 波渡，同上 13（152）：

213〜214 （1901），そ の 他 1989〜 1901 にか けて 害虫報文あ り。

  　訃報 ：動物学雑誌 56（1，2，3）巻頭肖像写真付 ， 江崎悌三 ：鹿児島の思 い 出， 第七高等

学校造 士 館生物研究会 々誌 2 ：1〜4 （1936），平坂恭介 ： 恩 師 の 思 い 患，池田先生 の こ と，

越佐昆虫同静会 5 （1）：25〜 26 （i951），な お 令弟岩治 （1872〜1922）も動物学者 ， 理学博士

で京都帝国大学教授で あ り，養嗣子嘉平も動物学者と して 名高 い ．＊
生年は年令 に よ る推定．

　 　 　 　 　 ヨ ネ

　池 田 米 舅 （1905〜1946）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Entomological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Entomologioal 　Sooiety 　of 　Japan

ユ967 KONTYO 7

  　明治 38年 2 月21日長崎県北 高来郡本野村 に 生 る．大正 15 年 3 月長崎県 立農学校卒，昭

和 4年 3 月鹿児島高等農林学校農学科得業， 同 5 年 2 月幹部候補生 と して 歩 兵第 46 聯隊 入

隊，同年 11月現役満期退 官，同年 12 月科学研究補助員 として 鹿児島高等農林学校勤物学

教室勤務，昭和 6年 5 月鹿児島県 農林技手 ， 同 12 年歩兵第 46聯隊へ 召集入 隊

　昭和 21 年 8 月 22 日急性肺炎 に て 歿 享年 41才．

  　温泉蒸気 に よ る ナ ス の ネマ ト
ーダ 防除試験 （昭和 6 〜8 年度，鹿児島県農事試験場業

務功程）， ア カ マ ル カ イ ガ ラ ム シ の 発生生 態 と防除 に関す る研 究　（昭 和 8 〜9年度）（鹿児

島県農業試験場業務功程）．

  　鹿児島県農試原敬
一

技師提供資料に よ る．

　石 井 重 美 （1日姓秋山）（1883＊〜1933）

  明治 16年静岡県 田．方郡内浦村 の 秋山六 宕衛門の 2 男 と して生 る．沼津小学校卒，明治

35年 3月東京郁文館卒 （韮 山中学 よ り転校），同 42年7 月 東京帝国大学理 科大学動物学科

卒 ， 同 43 年北海道水産試験場技 師，同 45年 東京 水産 講 習 所 教授，大 正 10年退 職，そ の後

曹洞宗大学，集洋大学，立 教大学 ， 東京商科大学，慈恵会医科大学等 の 自然科学，生物学

講師を歴 任す．

　昭和 8年 7 月 31 日歿 享年50才．

  　蟻 の 社会生活 （大 阪毎日新聞社，1924），キオ ビ ベ ッ カ ウバ チ に 就て の こ ， 三 の 観察 ，

昆虫 2 （3）： 183〜188 （1927），水 産学者で 魚類お よ び そ の 寄生虫 に 関す る 論文 の ほ か一
高時

代秋美生 の 名で 発表した 「変動物学」（1906）をは じめ 「自然 と科学」（1922）， 「生 物界 の

驚異」（1924）， 「生 物科学総論」（1929）等多数 の 著書 が あ る．

  　中沢毅
一

： 石井重 美氏，動物学雑誌 45 （541）：483（1933）． ＊

生年 は年令 に よ る推定．

　石　　井　　　　　悌　（1894〜1959）

  　明治 27年 8 月 6 日神奈川 県中郡秦野市下大槻 に 銀次郎 2 男 と して生 る．大正 2 年 3 月

県立 第二 il．1学校 （後 の 小 田原 中学 校）卒． 同 7 年 7 月 東京帝国大学農科大学実科卒， 引続

き同大学嘱託と して 勤務 ， 同 11 月同雇 ， 同 9年 5 月退 職 し，同 6 月植物検査官補，植物検

査所長lrl蕾支所長，同 13年 12 月長崎税関植物検査課 長，昭 和 2年 6 月農林省農事試験場技

手 ， 昆虫部勤務 尚 3 年 5 月 ブ イ リッ ピ ン ，マ レ ー， イ ン ドに 出張，同 4 年 6 月
一

旦 帰国

し更に 8 月フ イ リッ ピ ン に 出張，同年 12月帰国 ， 同 5 年 7 月 中国，仏 印，タ K ，マ レ イ，

ブ イ リ ッ ピ ン へ 出張，同 6年 3月帰国，同 10年 9 月東京高等農林学校教授，同 22年 ・23 年

度木会 々 長 ， 同 24 年東京農工 大学教授， 同年6 月農学部長，兼東京農林専門学校長伺教

授 ， 同 26毎 3月 兼職解除，同 27 年 5 月 農学部長解除，33年 3 月退 職，同 33年 4 月社団法人

植物騎疫協会研究所長 ， 同年 5 月 東京農 工 大学名誉教授．

　昭和 34年 11 月 19 日歿 　享隼 65才．

  　温室 の ス リ ッ プ ス に つ い て ，昆虫世界 24 （277）：301〜305（1920），独活 の 2 害虫，病

虫害雑誌 7 （12）：686〜 687 （1920），ヒ ラ タ ア ブ の 寄生蜂 に っ い て ，屍虫世界 25 （287）：221
〜225（1921），Observations　on 　the　Hymenopterous　parasltes　of　Ceroplastes　rubens ，植

物検査所欧文報告 3 ：　69〜 114（1923），　Enargopelte　ovivora ，　a　new 　chalcid −fiy　from　Japan，
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Ko 且tyO　2 （4）： 206〜208 （工928），　The　Encyrtinae　of　Japan（1〜2）， 農事試験場欧文報告

3（2）（1928）， 農事試験場報告　3（1）（1932）， Some 　 PhilipPine　Eucharids ，　with 　 notes

Qn　their、oviposition 　habits，隱上 3（3）：203〜212 （1932），　Netes 　on 　some 　chalcidoids

from 　the　Micronesian 　Islands　w 童th　descr量ptions　of　tWo　new 　eucharids ，　Annot．　Zool．

Jap．20 （2）；le6〜108（1941），　New 　chalcid −parasites　of　Cecidomids−fiies　injurious　to

the　soy 　boan ，応用 昆虫 4 （3）： 141〜正43（1950），　Description　of 　a　new 　parasitic　wasp

of　Ceroplastes　rubens 　Maskell （安松京三と共著）．Mushi　27（IO）：69〜74（1954）． こ の

ほ か 1958年 に か けて 多数 の 報文が あ る ほ か，害虫防除 の 実際（養賢堂，1936），農業昆虫学

（aj賢ig，　 1949） の 著書， 日本昆 虫図鑑 （1932，1950）の 分担執筆お よび武藏野 昆 虫誌 （三

省堂，1940），南方昆虫記 （大和書房，1942）な どの著書が ある．

  　桑名伊之吉 ： 石井君 の 新嘉坡よ りの 通信，昆 虫 世界 32 （376）：22〜24 （1928）， 木下周

太 ：石井悌略歴，農薬 と病虫 4（1／2）：54 （1950），石井悌 ：研究 の 思 い 出，植物防疫 1G （2）

：84 （1956），同 ：わが エ0代を語る，新昆虫 10 （10）： 36〜38（1957），同 ： わが 10代を語 る

後 日譚，同上 11（11）： 17（1958）， 同 ： 私の 長崎時代 の 思 い 出，大阪植物防疫 4 （糾 ）：274

〜285（1955），　石X：’1弟博士経歴，　同」ヒ　7（3／4）： 1ユ0〜112 （1959），　土生昶 喘‡ ：石ゴキ悌先生 ，

昆虫 27 （4）；287〜289（1959）河 田党 ：石井 博士をい たむ，日本応用動物昆 虫学会誌 3（4）：

294〜295 （肖像写 真略歴 付）（1959）．な お ， 女婿石井象二 郎博士が京都大学教授 として 活

躍 して お られ る．

　石　川　千代松 （1860〜1935）　 （写真 PI．2）

  万延元年 1 月 8 日 （1860年 1月 30 日） （戸 籍上 は 文久元 年 4 月 6 日 （1861年 5 月 16

H ）） 周二 （後 漸叟 と改 名） の 2 男 と して 江戸 に 生 る ．明治 5年 3 月進文学舎 で 英語を学

ぶ ， 同 7年 3月外国語学校英語科第 4級に入学 ， 同 8年 9 月開成学校予科第 3級 に 入 学，

同 15年東京大学 理 学部生物学科卒，同年東京大学御用掛準教授，同 工6年 11月岡助教授，

同 18年 12月 ドイツ へ 私費留学 ， 同 22隼 ユ0 月帰国， 理科大学助教授 ， 同 11月帝国博物館

学芸委員兼務 （同 33年 8 月ま で），同天 産部勤務，岡 23年 8 月農科大学教授，囲 24 年 8

月理学博士，岡 33年 9 月東京帝国博物館 々 長兼務，同 39年 2 月濠州へ 出張 ， 同 41年5 月

欧米各国へ 出張，同 44年 4 月帝国学士院会員，大正 13年 2 月退官，同 7 月帝鼠大学名誉

教授，北米に旅行，同 ユ5 年〜昭 和 2年米国各地を 巡 歴， 同 9 年台北 で 開催 の 日本学術協

会大会に 出席中入院，

　 昭 和 1G年 1月 17 日肺壊疽 の ため台北で 歿　享年 75才，

  Case　of　mimicry 　 among 　Japanese 　LepiCloptera
，
　 Tokyo　 Times （1878），　Notes

on 　variation 　in　some 　Japanese　Lepidoptera，　Pappllio　2 ：35〜 37（1882），　 Zoological

collection ，　Catalogue　of　Lepidoptera　classified　to　M 　A ，　Fenton ，　Science　Museum ，

Department　of 　Science，　 University　of 　Tokyo （1882），オース トラ リア 洲 の ハ ム ブ ル ビ

ー，動物学雑誌 2 （16）：94 （1890），日本産蝶類，同上 3 （27）：1〜6，（28）；54〜57
， （29）

：95〜98（1891），昆虫 の 話 （1〜15），同上 4 （43）：181〜187一工0 （112）：51〜 55（1892〜

1898），日本産蝶類の 気候上の 変形に 就て ，同上 6 （65）：98〜100 （1894）， 白蟻 の 話 ， 同上
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24 （285）；429，（287）：548 （1912），そ の 他動物学，進化論等 に 関す るきわ め て 多 くの 報文

が ある．

  　石川 千代松全集 1〜10 （ユ936），石川 千代松 ：私 が蝶 々 を 集めた 頃，蟲 2 （4）：242〜245

（1930）， 同 ：五
一r一年前の 日本の 勁物学，動物学雑誌 41（490〜491）：349〜358（1929），昆 虫

学 に 関係ある大家の 略歴 （10）石川千代松氏 ，昆虫世界 15 （163）： lll〜115 （1911），江崎

悌三 ： 日本昆虫学史話 （1）， 昆虫 23 （4）： 182〜188 （1955），上 野益 三 ：石川千代松博士，

科学知識 26 （12）：24〜28 （1946）， 町 田次郎 ：石川博士 の 業績 ， 昆虫 9 （1）：1〜6（1935），

故石川千代松博士記念 号，勁物学雑誌 47 （562，563）：445〜487 （正935）（口 絵写真，谷津直

秀 ：略伝 （445〜446）乍譜，佐 々木忠次郎 ：鴫呼石川 博士 （456〜458），宮嶋幹之助 ： 石川

干代松先生を想 ふ （459〜462）他），田中館愛橘 ； 石川千代松先生 の 思 い 出，科学 5（4）：

166〜167（1935）．

　 　 　 　 　 マ サ 　　 ト

　石　田　昌　人 （1877〜ユ940）　　（写真 PI．3）

  明治 10年 10 月 21 日生，明治 30年 3 月札幌 農 学校農 芸 科卒 ，同年 札 幌農 学 校 助手，同

38年 4 月熊本県立熊本農学校教諭 ， 冏 40年 6 月退 職，そ の 後台湾 に渡 られ 殖産局，糖業試

験場等を 経て 大正 2 年 Io月台湾総督府技手，麺年 5 月総督府農事試験場技師を兼任，同 10

年 5 月総 督府 技 師．昭 和 3年 6 月退 官，同 10月北 海道 大学農学部嘱託 昆虫学教崟 勤務，同

13年 9 月嘱託 を解か る．

　昭 和 15年 8 月18日北海道 で 歿　享年63 才，

  　夜盗虫 と糖蜜誘殺 法 （1〜2），昆虫世界 2 （6）：45〜47
，
2（7）：81〜 86 （1898），稲 の 害

虫 イ ネ ノ ッ トカ （新称）（1〜VII），北海道農会報 ヱ （7）〜1 （12）：7〜14 （1901），稲 の 警虫 ネ

ク ピ ザ ウ ム シ （新称） Notaris　oryzae 　Ishida 北海道 農会報 2 （13）：90 （1902）， 棉の 害益

虫報告， 台湾殖産局出版 12 （1913），甘蔗螟虫調 査報告 1〜II，台湾殖産局出版 87，88

（1915），Fauna　of 　Thysanoptcra　in　Japan （1〜VII），　Ins，　Mats．　 V ； 149〜153，　XI ： 67
〜 74（1936），昆虫採集 日 記 （1903），昆 虫学術語辞典 （1933），著書の 他多数の 報文が ある，

  略歴資料 は桑山覚博士の 提供 に よ る．

　IshidaelJa，　ishidai，　masatonis など多 くの 昆虫名 に献名されて い る．

　 イシ 　Pt＝ フ ク 　ノ ブ

　石 谷 福 信 （19工5〜1946）

  　大 正 4 年 1ヱ月 10 日大 阪 府堺市錦之町 に 生 る，昭 和 2 年 3 月堺市立 錦西 小学校卒，同 8

年 3 月大阪府立堺中学校卒 ， 同 ll 年 3 月岐阜高等農林学校卒，同年4 月農林省農事試験場

属 同 12年 8月応召，同 13年 3 月r除隊，農林省農事試験場へ 復帰，同年 9 月 28 日選職 同

14年華北交通株式会社農事試験場 に入所 ，同 19年 4 月応召．

　昭 和 21年 3 月 7 日華南 の 佳林 で 戦病死　享年 30 才．

  　大阪 府 に お け る タマ ム シ 科 の 分布，関西罠虫雑誌 1 （1）：18 （1933），棉蜥虫 の 防除効

果 に就て ，華北農業 2 ：98（1942），棉蚣虫防除に関す る基礎研究，華北農業 3（1942），水稲

に 傷葉 を生ぜ しめ る稈蠅 の
一

新種，Hydrellia　sasakii 　Yuasa　et　Isitaniイ ネク ロ カ ラバ エ

（イ ネ クキ ミギ ワバ エ ）（湯浅啓温 と共著），勁物学雑誌 51 （7）：447〜 450 （1943），華北 に お
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け る ア ワ ノ メ イ ガ に 関 す る 研究 （1），応用 昆 虫 5 （1）：17〜20（1949）、

  経歴資料は農業技術研究所職歴 な らびに 長［11ti市 の 近藤 登美子氏 に よ る．な お 同 氏 の 採

集品 の
一
部は農業技術 研 究所お よ び 九州大学農学部　（山西省五台地区の 採集品）　に 保存 さ

れて い る （安松京三 ： 山西 の 昆虫 p．66，山西 学術 探検記 （朝 日新聞社，1943））．

　石 　村　　　済 （旧 名　明矩）　（1910〜1956）

  明治 43年 2 月青森県 に 生 る．昭和 2 年 3 月青森県立商業学校卒 （第 18回生） 同 3 月青

森市浦 町尋常講 小学槻 「1導 同 5 年 3 月浪打尋常高 等 小 学校 に 転任，同 21年 3 縢 郡石

江小学校 に 転任，同 23年 3 月青森市脇野巾学校 に 転ぜ られ ， 更 に 同 28年 4 月浪打中学校IC

か わ られ た，そ の 間み ちの く学生生物同好会顧 問，青森県生物学会羆 事を勤む．

　昭和 31年 10 月 21 日歿 　享年 46才．

  青森県 の 蝶類 に つ い て ，青森県 博 物研究会会報 2 ： 1〜18（1935），Anew 　form 　of

Sympetrum　kunekeli　Selys　from　northern 　Honshu ， 青森県博物研究会会報 4 ： 1〜 4

（1937），オ オ・レ リシ ジ ミの 生活史 ，Z ・phy ・u ・　7 （2／3）・175〜183 （1937）・Ali ・t ・f　Od ・−

nata 　from 　Aomori 　Prefecture，青森博物研 究会会報 6 ：4〜22 （1938），　 Lestes　J
“
apollticus

S。1ys成虫 につ い て （奥村定
．一

と嬬 ），E 虫 12（3）；84〜92（1938）・
Lesta　Sp・nsa 　 Hanse−

mann の 形態 と そ の 習1生 （奥村定
一と共著），「司上 15（1）：27〜36（1941），日本産 ゴ マ シ ジ

ミの 生活史 ， 生 態毘 虫 4 （10）：27〜34 （1952），トワ グオ ォ カ の 幼 生期につ い て ，衛生動物

3 （1／2）：12〜19（1952），［
’
和 田 ・八甲田に おけ る蚊族幼 虫 の 棲息環境 ，生態学研究 13（4）；

249〜256（1954）．

  斉藤和夫 ： 青森県昆虫研 究者 の 足跡 〔1〕，石村濤氏 （1）〜（2）（肖像写真・略歴・著作

目録 とそ の 解説付）進化 10（3／4）： 56〜58 （1958）， 同 ll（1）： 35〜37 （1960），磐瀬太郎 ；

石村清氏の 死 を悼みて ，生態昆虫 5 （13）： 185rw（1956）．

　 　 　 　 　 ナ オ　　ト

　石 森 直 人 （1890〜1961）

  明治 23 年 5 月 11 日 長野県 上 田市 で 治部之助長男として 生 る．県立上 田中学校 ， 第二

高等学校 を経 て ，大 正 3年 7 月東京帝国大学農科大学農学科卒，同助手，同 正0 年欧米留

学，同 13隼帰朝，盛岡高等農林学校教授，同 14年農学博士 （鱗 翅 類幼虫 の 直腸壁 内 の マ ル

ピギ ー氏 管 に 関 す る 研究），昭和 3 隼乗京帝国大学農学部講師，東京農業教員 養成所助教授

を経て來京農業教育専門学校教授．

　昭 和 36 年 5 月 31 日歿　享年 71才．

  Les　tubes 　de　Malpighi 濁 a　paro量du　recturn 　du　ver 　a　soie・RapPort 　pr61imina−

ire，　Bull、1’Assoc ．　S6ric．　Japon　19：3〜（1916），　Distribution　of 　the　Malpighian 　Ves・

seles 圭n　the　wall　of　the 　rectum 　of 　Lepidopterous 　larvae，　 Ann ．　Entom ．　Soc．　Ame −

rica　17 （1）；75〜84（1924），蚕児 2 〜3 鱗翅 目幼虫 ノ血球 二 関ス ル 研究 ， 蚕業新報 33（39G）

：1312〜1320 （ig25），蚕児 ノ 濃病 二 於テ 胃壁表皮及 ビ 其他 ノ細胞 ノ侵 サ ル ル 場合，植物及

動物 3（1）：10〜14（王935）， 蚕体解剖図譜 （丸由舎，1921），蚕 （岩波書店・1948），蚕・虫・

農業 （1943）そ の 他 1916年よ り 58年 に か けて多数 の 報文 が あ る，
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  石森直人 ：研究の 動機，新昆虫 11（6）； 12〜14（正958），八木誠政 ：石森直人博士を偲

Aミ，　昆虫　29 （4）： 279〜280（1961）　（肖｛象写真イ寸）。

　 イ シ ワ タ 　 シ ゲ 　クrネ

　石　　渡　　繁　　胤　（1868〜 1941）

  　明治元年 10 月 2 日 （1868年 11 月 15E ）神奈川 県三 浦郡 田 越村 に 正 敏 （佐 々 木 長 淳 の

項参照）長男 と して 生 る．明治 25 年東京大学農科大学農学科卒 ， 群馬県中学校教諭を 経て

蚕業講習所入所，同 32年京都蚕業講習所技師，試験躑長，同 36年農商務省蚕糸課技師，欧

洲 に 留学 ， 岡 43 隼京都蚕業講習所長，同 44年原 蚕製造所技師長，大正 元 年農 学 博士 （蚕

児 の 雌雄鑑好匡に 関す る研究），同 10 年農林省農務局鼓師，後東京農業大学教授 と な り，昭

和 6 年〜同 11年 まで 同校専門部長，蚕業試験場嘱託兼務．

　昭 和 16年 8月 18 日脳軟化症 に て 歿　享年 72 才．

  　栗虫 ノ繭，日本農 業新誌 5 ：839〜840 （1896），蚕蠕 ノ 外形 二 於 ケ ル 雌雄 ノ特徴，農学

会報 45 ：2〜3 （1900），蛆 蠅産卵 日 記，蚕業新報 9 （94）： 72〜74 （1901），野蚕 糸論 同上

工0 （工07）：140〜142 （1902），蚕児雌雄判別法，大 日本蚕糸会報 13（145）：17〜18 （1904），Sur

les　 marques 　 exterieus 　des　 sexes 　du　ver 　 a　sore 　Rpt．　Seric．　Assoc．　Jap．，146 ： 1〜2

（1904）， 栽桑と養蚕 （1908）， 蚕卵 の 雌 蠖，大 日本蚕糸会報 22 （256）： 11〜12，（258）：14

〜15，　（259）：10〜12（1913），　欧羅 巴蚕 種 ノ臣可育，蚕業新幸侵 21（242）：53（1913），　蠻蛆 ノ蚕

児神経球 二 寄生 ス ル 位置，佐久良会誌 16 ： 18〜19 ｛1924）， 蚕 の 雌雄鑑別 の 理 論 と 実際

（1925），蠻蛆 ノ寄生状態二 就 テ　（永盛新 三 郎 と共著） 大 日本蚕糸会報 35 （415）： 1004〜

1010（1926），Sexual　differences　in　the　larvae　of　silkworms 　and 　some 　ether 　moths ，

P 「oc ・III　Pan 、　Pacific　Sci．　Cong ．2 ：2171〜2172（1928）．

  人名辞典類 よ り資料を得 た．

　伊　　勢　　秀　　夫　（1911〜1938）

  明治 44 年 3 月 7 日生．昭 和 4年 3 月大阪府立生野中学校卒 ， 昭和 8 隼 3 月岐阜高等農

林学校農学科卒，同 4 月財 団 法人 名 和 昆 虫研究所技手，同 7 月 同 所退 職，同 7 月岐阜高等

農林学校研究科入学 ， 昭稲 9 年 8 月同一ヒ退学，農林省農事試験場見習生と して 入場 ， 昭和

10年 7 月見習生 を解 か れ 練習生 とな り同 n 年 5 月練習生を解かれ，栃木県農林技手 に 任ぜ

られ県立農事試験場勤務，同 11年 7 月病虫害防除委 員，同 13年 3 月願 に よ り退 職，後郷里

徳島県那賀郡中野島村へ 転居．

　 昭 和 13隼 6 月 8 日歿　享年 27 才．

  　岐阜地方 に産す る ビ ロ ウ ドコ ガ ネ属 の 昆虫に就て
， 昆虫世界 37（426）： 51〜54 （1933），

麦瘻蠅成虫採集框に 就て ，農業及園 芸 13 （2）： 577〜580 （1938）・

  訃報，昆虫避界 42（491）：237 （1938），略 歴 資料 は栃 木 県 農試高橋三 郎部 長 に よ る．

　磯　　村　　純　　一　（1890 〜 1932）

  明治 23年 7 月大阪府三島郡大冠村生，六酔 と号す．明治 42 年 傾 ）三 島郡磐手小学

校訓導，同年 8 月第22回全国害虫駆 除講習会修業，同 45年同村 に蠕螢学舎 を創立 ， 蜻螢学

舎要報を 発行 ， 大正 7 年三 島郡磐手村 に転居，蜻螢学舎昆虫研究所 と改称，後に東京 に 出
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イ ン セ ク ト社を経営標本商とな る．大 正 9年陸軍被服本廠 に 奉職，衣服害虫研 究 に従 事．

　 昭和 7 年 7 月 14 目歿　享年 42 才．　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 ・

  クサ ギ の 花 に来集す る天蛾 目録 ，

．
博物之友 9 （59）：28〜29 （1909），珍奇 の 天牛ウシ ヅ

ラ カ ミキ リに 就て
， 蜻螢学舎要報 5　（1914），松 の 新害虫 ア ミメ ヒ ゲナ ガカ ミキ リに就 て，

昆 虫世界 21 （236）； 161〜正62（1917），雀の 巣と毛織物害虫，昆虫世界 34（392）： 137〜 139

（1930），こ の ほか 1909年 よ り　1931年 に か けて 多数の 発 表が あ り，六酔の 名で 書 い た もの

も多 い ．

  　訃報，昆 虫！r堺 36（421）：324 （1932），磯村純
一

：私望，昆虫世界 27（273）：186〜188

（工920）， 江崎悌三 二 日本 の 現代昆虫学略史 ， 昆虫 25 （4）：180（1957）．

　 伊 藤 篤太郎 （1865−・1941）

  慶応元年 11月 29H （1865年 12月 24 日） 延吉長 男 と して 生 る （父 薙吉 （1［1姓 巾野）

は 名古屋 の 医師，母小春は 伊藤圭介 （1803〜1901）理 学博士 ， 男爵 ， 稙物学者 の 5 女）．明

治 7 年愛知英語学校入学，同 10年病 に よ り退 学，同 10年東京大学医学部予科入学後病 に よ

り退 学，爾後祖父圭介 に 従 つ て 博物学を修む．同 17年 3 月北米を経 て 英国 に渡り同 S 月 ケ

ン ブ リ ッ ジ大学 入 学，同 20 年 9 月ま で植物学を 学ぶ ．同 20 年 11月帰国 ， 同 23年 11月愛

知 尋常中学校教諭嘱託，ma　28年 11月教諭，同 29年同校文部省直轄廃 止 に 伴 い 退 職，同 31

年東京成城学校講師，同 33年 6 月運 学博士，同 42年 5 月台湾総督府植物調 査 嘱託，大正

10年新設 の 東北帝国大学 理 学部講師，後 に 教授とな る．

　 昭 和 16年 3 月 21 日歿　享年 76才．

  トビ トビ ム シ 説，錦窮翁耋 筵誌品物之部24 丁表 （図）裏 （解説）（1882），劭 耐 θ砺α p π・

ziloi 　Ersch．に つ い て ，附吉 田平 九郎 翁 略 伝，動 物学雑誌 1 （H ）：377〜379，蜜柑 と蟻 との

関係，植物学雑誌 ］60 （1900），蟻 の 菌畑 ， 昆虫世界 8 （86）：418〜422 （1904），ナ ワ コ シ ボ

ソ ァ リ，
Crematogaster　aubesti 　Eln　var ．　nawai 　 nov ．（新称），同上 18（200）：135〜138

（1914），Formicidarium 　Japonicorum 　species 　 novac 　velminus 　cognitae ，　Ann ．　 Soc．

Ent．　Beleg ，58 ：44〜45（1914），ナ ワ オ オ ア リ Camponot”s　fallax　Ny1 ．　var ．　 nawaii 　Ito，

昆虫1せ界　25 （281）：3（192工）．

  　矢野宗幹 ：伊藤篤太郎博士伝，桜 （1941）， 内田
．・一“

： 日本跳虫研究史と 目木産眺虫総目

録，自然科学と博物館 9（ユ06）： 1〜9 （1938），杉本勲 ：t］藤圭介 （1960）。

　 　 　 　 　 　 アキ ラ

　糸 賀 　 璋 （1894〜 1941）

  明 治 27年 6月 10日 茨城県稲敷郡金江沢村生．茨城県立竜 ケ 崎中学校卒， 中央大学串

退 ，千葉県柬葛飾郡我孫子町 で 酒造業を営む．昭 和 3 年横浜市中区赤門町 に 昆虫標本採集

用員店を営む．

　昭和 16年 12月 16 日病歿　享年 47才．

  　コ フ キ トン ボ とオ ビ トン ボ の 形態比較，ア ゲ ハ 2 （2）：9〜 10 （1933），キ ァ ゲ バ の 3新

型，ア ゲハ 2 （1）：1〜3（工933），ヒ メ ウ ラナ ミジ ャ ノメ にお け る翅 紋 の 変化， ア ゲハ 2 （3）：

1〜6（1933），ナ ガサ キ ア ゲ ハ 雌雄型，ア ゲ ハ 3 （2）； 1〜2 （1937），ホ リシ ャ ル リマ ダ ラ の 雌
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雄型，ア ゲ ハ 3 （3）：1〜 （1937）．昭 和 7 年横浜昆 虫同好会を 神田 重夫 （別項）と共 に 発会，

同県昆虫学啓蒙につ くす．

  　平山修次郎 ：訃報，虫 の 世界 4 （718）：137 （1942）．

　 　 　 　 　 ソ ウ　 ゾウ

　稲 村 宗 三 （1890〜1945）

  明治 23年 5 月 3 日生．明治 41 年 3 月埼玉 県 立 熊 谷 農学校卒，大 蘆 3 年 3 月 台湾総 督

府技手，農事試験場昆虫部勤務 ， 同 ユ0年 10 月官制改 正台湾総督府目コ央研究所 勤務，同 工3

年 8 月基隆植物検査所長，同 15年殖産局農務課勤務 ， 昭和 17年 10 月陸軍鼓師 に任ぜ られ

第 14軍軍政監部付．

　昭和 20 年 6 月 10 日 ブ イ 1）　・y ピ ン，ル ソ ン 島 フ ァ ム ス ク イル ｝［て 戦病死　享年 55才，

  K ナ ム ラテ ン タ ウ （Noyius　 inamurae　Mats．） に就て， 台湾農事報 4 （39）： 16〜17

（1910），七 星山昆虫 目録 （楚南仁博 と共著），台湾博物学会報 2 ： IO〜13（1912），台北 付 近

に お け る．一一
点大螟娥卵寄生蜂 ｝こ就 て ， 台湾農事報 6 （63）： 17〜23 （1912），蜜蜂 の 飼養 に よ

りて 得 らる る利益，同上 7（76）：272〜275 （1913），桃園魚池水生 昆 虫類 （1−−2），台湾 「專物

学会報 3 ： 236〜237，4 ：230〜231 （1914），台湾 に お ける養蜂業，台湾農事報 8 （88）：225〜

246 （1914）， 泥負虫 の 寄生蜂，同上 9 （99）： 163〜165 （1915），移出植物検査品並 に こ れに 寄

着す る病害虫 に 就き， 同上 15 （172）： 109〜114（1921），移住飛蝗 の 調 査並 に 駆除顧末 （素

木
・楚南 と共著）， タ直産局出1叛 635 ： 1〜59 （1933）、

  　経歴資料は 南川仁博噂士を通 じ子息稲村宏氏 の 提供 に よ る．

　 イノ　 マ Pt

　猪　　月殳　修三二 郎　（1893〜1958）

  明 治 26年 7 月25目秋 田県 由 利 郡石 沢 村 館 （現木荘 市館） ｝こ生 る． 明 治 36年 3月秋 田

県由利 郡 石沢尋常高等小学校尋常科卒， 同 40 年 3 月同校高等科卒，同 45年 3 月秋国県立

秋 田 中学校卒，大正 4 年 7 月第二 高等学校第二 部乙 類卒，同 7 年 7 月東京帝国大学農科大

学農学科 卒，同 7 年 12月 1 年志願兵 と して 弘 前輜 電兵 第八 大 隊 ｝こ入 隊，同 8 年 11 月除隊，

同年農商務省蚕 糸業改良 に関す る事務取扱 を 嘱託 ， 同 工G 年 3月前嘱託 解任，鳥取高等農林

学校講 師，「司 6 月 属 校教授，昭 和 2 年 2 月応用昆虫学研究の た め 3年間亜米利加合衆国 ，

独 逸 国 お よ び伊太 利 国に 留学，同年 5 月 1928 年 8 月 12 日 よ り 18 日 ま で 亜 米利 加 合衆 国 紐

育州 イ サ カ市 に 開催せ られた第 4回国際昆虫学会 に 日本代表 と して 出席 ， 同 4年 7 月帰朝，

同 年 9 月鳥11又県実業補習学校教員 養成所 講 師 を 嘱託，同 6 年 7 月 中華民 国へ 出張，同 13年

8 月朝鮮総督府技師，農林局農産課勤務，同年 正0 月 朝鮮総督府．専亮局技師 を 兼任，同 14年

1 月朝鮮農会技師を嘱託，同 18 年 12 月朝鮮総督府専売局技師 を免職，同 20年 6 月免本

官，同年 11 月博多 に 引揚，同 21 年 3 月 秋田県由利 郡石 沢 村農会会長 に就 任，同 22 年 4 月

同 解任， 同隼 11月秋 田県立本荘中学校外国語（英語）， 理 科 （生物）教諭を嘱託 ， 同 23 年

同校退職，同年 10月 秋 田軍政部顴問，同 24年同所退職，　 同年 8月秋田県立木荘高等学校

定時制 課程講師，同 26 年 3月1司校退職，同年 4 月兵庫県農業短期大学教授，同年 8月同大

学学生課長，同 27年同校学生課長を解任，同 31年 3月兵庫農科大学短期大学部教授，同 32

年 4月兵庫農科大学講師，兵庫農科大学附属 加 1三i川 農場勤務．
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　昭和 33年 1 月 11E 歿　享年 64 才．

  鳥取県東郷湖 に おけるイ トメ 群游期 に 就て ， 動物学雑誌 39（461）：153（1927）．

  　経歴資料は 兵庫農科大学奥谷 禎
一

博士 の 提供 に よ る．

　今 村 重 元 （1904〜工936）

  明治 37年 2 月 11 日粟京に て 重教 4 男と して 生る．本郷駒込小学校 ， 府立第
一

中学，第
一

高等学校卒 ， 昭和 5 年東京帝国大学農学科卒 ， 動物学教室で 研究 ， 昭和 5 〜7 年応用 動

物学会編集幹事， 昭和 7 年蚕業試験場 に 入 堤，蚕桑病害虫防除 の 研究，線虫の 研究な どに

従事．

　昭和 11年 5 月 26 日歿　享年 32才．

  蠻 蛆 ノ逸出能力 二 就テ，日本蚕 糸学雑誌 5 （2）：173，　 174 （1934），ヒ メ マ ル カ ツ オ ブ シ

ム シ の 嗅覚竝視覚反 応 に つ い て ，蚕 糸試験場報告 9 〔1）： 1〜21 （1935），螢蛆蠅 の 飛翔距離，

動物学雑言志 XLVII 　562／563 ：501〜502 （1935），他線虫関係論文多数あり．

  吉 川 微 雄 ：今村 重 元君を追 憶す，応用 動物 8 （4）： 235〜 236 （1936）・

嘸
驚
霍
瓠

ξ噺
蕪
謡
ゼ

繋・

　岩 　　」［1　友太郎　（1855〜1933）　　（写真　Pl．工）

  安 政 元 年 王2 月 8 口 （1855年 1 月 25 日）青森県 弘 前 で 豊吉長 男 と して 生 る．は じめ 藩校

糟古館に 学び 褒東奥義塾 で 米 人 ウ ォ ル フ に 語 学 そ の他 を学 ぶ，同 7 年 ウ ォ ル フ 東京 に 出で

した め通訳と して 共 に ．ヒ京，暫 く同氏 の 宅 で 語学 を学 ぶ ，同 年 4 月外国語学校入学，同 8

年大学予備門入 学，同 11年 南 校 に 入 学，同 14年東京 大 学理 科大学 生 物 学科卒，同 年高 等 師

範学校教授，同 23年 4 月 東京女子師 範学校教授 お よ び 帝室 醇物館学芸委員 を兼務，同 3至年

4 月東京女子 高等師範学校専任 教授 ，大正 14 年 3 月退官，同校名誉教授．

　 昭 和 8 年 5 月 2 日歿 享年 78 オ，

  明治 工2〜13年頃当時来朝中の G ．Lewis に 昆 虫学 の 指導 を受け，蝶，甲虫 ｝ご興味を持

ち，後 E ．S．　 Morse に 動物学 を学 び 員類 に 興 味を い だ く．

　日本 産 革肖麦遯類　（1〜3），　動物学雑誌　1（10）　；320〜325，　（11）：361〜364，　（14）：496〜

（1889），帝国博物館天産部動物標本目録 （1891），チ ヤ タテ ム シ に 就て ，動物学雑誌 4 （47）
： 341〜345 （1892），日本産天牛科 （1〜4），同上 12 （141）：243〜246，（143）：322〜324，

（144）：358〜 368，21 （145）：405〜407 （1900），そ の 他貝類学等の 多数 の 論著が あ る．

  高橋堅 ：岩垣友太郎先生追懐録 動物学雑誌 45（539）：398〜 408 （1933）， 一 ：昆

虫学 に 関係あ る 大家 の 略歴岩川 友太郎氏，昆 虫世界 14 （150）：71〜 75 （1910），イ ワ カ ワ シ

ジ ミは氏に 献名された台湾 ・琉球産 の シ ジ ミチ ョ ウで ある．

　居 崎 卓 爾 （1869〜1937）

  　明治 2 年 10月 17 日 （1869年 H 月 17 日）宮城 県仙台市小 田 原 町 に 生 る．明治 21年 3

月宮城県尋常中学校卒 ， 同 4 月第二 高等学校 入学，詞 24年 10月退学，同 25 隼 10月札幌測

候所入所，同 30年 2月中央気象台 へ 転任，同 31年 9 月 （27E ） 石垣 島測候i所勤務 とな り

同 工0 月 16日 赴妊，同 32年 4月 大島測候i所 に 転任す る も同 10月再び石垣 島測候所長とし

帰島 し，昭 和 7年 2 月退官 され る まで 35 ケ隼間勤務 せ ら る．
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　 昭和 12年 5 月 18日歿　享年 67才．

  ヒ メ ク サ ゼ ミの 鳴声 と採 集法，昆 虫阻界 11（i18）：253 （1907），石 垣 島に お け る 白蟻

雑報 ， 同上 15 （161）：29〜31（工911），コ ノ パ テ フ の 羽化の 観察，Zephyrus　2（2）：62〜63

（1930）， 石垣島蝶相 ， 旅 と伝説 7 （82）：41〜45（i934），ヒ カゲ テ フ の 観察，昆 虫界 2 （10）

；440〜442　（1934）．

  故岩［ll奇卓爾遑悼 ：正 木任 （69〜71），大 島広 （71〜73），江［ll奇悌三 （73〜74），楚南仁　
・i専

（74〜76）， 晦野明 （77〜78），野村健一 （78〜79）の 諸氏の 追悼記，Zephyrus 　8（1f2）：69
〜79 （1938），Iwasakia　irvasakii　Matsumura 他岩崎の 名 を 冠せ る毘虫名 が多 い ．

ウ

　 ウ エ 　 　 　 　 テ ン 　 ジ

　 上 忝 治 （1892〜1965）

  　明治 25 隼 1 月 17 目大分 県 速 見 郡 八 坂 村 に 生 る．明治 34年八 坂 尋常小 学校卒，同 38

年杵築尋常小学校高等科卒，農業を鴬 み つ つ 昆虫 ・鳥類の 研究に没頭多 くの 論夂を 発表す．

昭 和 25 年過 労 の た め半身不随とな る．

　昭和 40年3 月 7 ｛］歿　享年 73 才．

  　嬋 の 観察，火分県 「専物学会誌 2 〔1923）， 日塞産蝋虫の 新種，昆虫世界 27 （1）：3〜5

〔1923）， Vesicutaphis　carcis 　Fu工laway の 形態並 び ｝ご生活史 （1〜2），同 上 29 （335）：218

〜223，29 （336）： 254〜260 （1925 ），ア リノ タ カ ラ，同 上 32（367）：77〜 79 （1928），鳴 く虫

雑淡，毘虫界 1（4）： 392〜395 （1933），鳴 くヵ メ ム シ II，同上 1 （4）：375〜376（1933）， 融蔘 の

種 子 に寄生 す るヰ ク ビ マ メ ゾ ウ に 就 き て，同上 2 （II）： （1934），カ シ ワ タム シ Thorachaphis

kasJiifolia　Uye に 就 きて ，同上 3（3）： 167〜171（1939），九州 産木蝨 の 研究 （1〜IV），同

上 4（23）： 8〜14
， （34）： 849〜852，5 （35）：33〜38，5 （43）： 605〜608（1936〜1937），ナ シ ァ

ブ ラム シ の 研究 ， 同上 5 （41）： 452〜460（1937），An 　entomological 　survey 　of 　the　Yasaka

river ，関［衝毘虫学会蝦 8 ： （1939），豊国昆 虫記 （単行書， 1944），昆虫今晶
「
物語， 八 坂 川

の 水棲昆虫他 〔1〜5）， 新昆虫 10（11）：32〜33，10 （王2）： 工4 （1957），ll （1）：28（1958），11

（2）： 41〜42 （1958）．

  　大分県 農 林技術 セ ン タ ー植物防疫部申 島三 夫技 Bffs∫es供 資料 に よ る，

毳＿鼠 ．琉 嵐 （1854〜1907）

  　安政元 年5 月 13S （1854年 6 月 8 日）栃木県都賀郡野木村に 生 る．明治 23年頃より蝶

の 採集家 と して 主 に 外 国人 の 依頼に 応 じ全 国を 採集 に 歩 く．

　明治 40 年 9 月 20 日残　享年 53オ
ー
．

  　明治 23〜24 年 ｝調 竰 ゐ鋸籘 ⊥∴庶烈凛ど の 依嘱に よ り横浜 ・相樸大山附近 の 蝶 を採

集，明治 25 年頃 よ り晩年 まで 脚 皇狐腆 ，A．　E ．（］860〜1929） の 専属採集家 とな り彼 の 研

究 を助 け信任厚か りしとい う，神戸 に 住す．歿後遺品 は名和 昆 虫研究所 に 寄贈 され た．

  　昆虫採集家 の 訃とそ の 遺品寄：贈，昆虫世界 11（123）：525 （1907）。

　 　 　 　 シゲ

内　山　繁太郎 （1885〜1967）
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  明冶 18年 11月 18 日札幌に生 る．明治 37年 3 月札幌農学校農芸科卒，同年7 月 北海

道農事試験場病理 昆虫部 に勤務 ， 助手， 事業手，後に 技手とな る．同 40年 10月 山形 県 立 荘

内農学校教諭心 得，同 43 年 1月北海道庁農業技手 （病害虫の 指導に従事），大 正 8年 4 月

退職，大正 8年 4 月北海道空知外三 郡農会技師，庁立空知農業学校教師嘱託を兼務　（病害

虫 の 講義を担当），同 11年 5 月南洋庁産業試験場技手 （病害 虫 に関す る試 験事 務担当 ），庶

務部主任 を兼任，後 ポ ナベ 分場長，サ イパ ン 支庁兼務 ， 昭和 11 年 5 月南洋庁産業試験場技

師，同年 6月南洋拓殖興業株式会社技師，栽培部長 （ポ ナ ペ 島で デ リス の栽培を担当）， 同

19年 互月退職， 同20 隼 11月南洋ポ ナ ペ 島 よ り帰国 ， 同 21年 6 月 よ り同 23年 6 月 ま で 北

海道立農業講習 所講師．

　昭和 42年 2 月 25 口脳内出血 にて歿 享年 81才．

  北海道農事試験場初代 の 昆虫試験研究者 ， リン ゴ ハ バ チ Hytotoma 　mali の 生態，北

海 道農 業試験場報告 2 （1906）そ の 他 の 報文が ある ．

  　南洋 の 蝶
・
甲虫に 氏 の 名 （uchiyamai ）を負 うもの が数種ある ．本資料 は桑山覚 1専上 の

提供 に よ る．

　 　 　 　 ジ ン

　梅　村　甚太郎 （1862〜1946）

  文久 2 年 11月 3 日 σ862年 12月 23H ）志摩国鳥羽 で 甚太夫長 男 と して 生 る．明治 3

年鳥羽藩校尚志館 に 学 び，同 14 年三 重県尋常師範学校卒，同年 9 月四 目市小学校に奉職，

同 16年退 職，同 17〜18年伊勢掻坂で 私塾を開 く， 同 22〜23 年頃福島中学校教諭 ， 同 24年

中等学校植物科検定試験合格 ， 後勁物科 も合格，同 34 年愛知 県第
一・

師範学校教諭，同志 と

共 に 名古屋博物学会 を創設幹事長 と な る，そ の 後岡崎中学校，松 「」」中学校，静岡師範学校

に 勤務後 ， 名吉屋 に もど り愛知 師範学校，尾 張 中学校，淑徳女学校，愛知 国学院教 諭，講

師を歴任す．任他楼 と号す．

　 昭 和 21年 3 月 21 日歿 　享年 83才．

  は じめ 伊勢の西村広休 （1816N ・1889）に 後丹波修治 （1828〜1908） に 本草を学ぶ 。那

須原の 甲翅 類，勳物学雑誌 （12）：61 （1888），昆虫植物採集指南 （進振堂，1889），明治 22

年 3月 ヨ リ同 8 月 二 至 ル 迄 福島 ニ テ 採集セ シ 蝶類 動物学雑i誌 1〔12）：430〜432 （1889），

明治 23年 3 月 福島地 方二 於 テ 採集セ シ 蝶類，同上 2（18）：182〜183（1890），ア サ ヶ トン

ボ ， 同上 3 （35）： 378 （1891），伊 勢 の ギ フ テ フ ，同上 3（28）二84〜85（1891）， ヒ オ ドシ テ フ

の 蛹 ， 同上 5 （60）：398 （1893），志摩 の キ マ ダ ラ ア ゲハ ，1司上 5 （60）：398〜399（1893），ジ

ャ ノメ モ ドキ及 び キ マ ダ ラテ フ ，同上 5 （60）： 399（1893）， 時局本草 （1942），昆虫本草（正

文館 書店，1943），そ の 他植物誌，薬用動植物 に 関す る多 くの 論著 が あり， 晩年任他楼誌 を

自刊す．

  　牧野富太郎 ：我等が 敬愛 せ る梅村甚太郎先生 の 事ども，植物研究雑誌 5 （3）： （1928），

土 井久作 ：木草家梅 村甚；太郎先生 と昆 虫学，昆 虫研究 4 （V2）：23〜24 （1940），土井久作 ：

梅村甚太郎先生逝 く，採集 と飼育 8 （12）：223〜224 （1946），吉 川芳秋 ：梅村甚太郎翁 と仏

法僧鳥，紙魚の む か し語 り 181〜184（1958）．
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　 ウメ　 ヤ 　 ヨ シ チ ロ ウ

　梅　谷　与七 郎 （1890・v1962 ）

  明治 23年 6月 25 日周吉長男 と して福井県坂井郡 三 国町 に 生 る．県立福井中学校卒，第

四 高等 学校卒，大 正 5 年 7 月東京帝属大学農科大学農学科卒，同 9 月 蚕業試験場嘱託，同

6 年 5 月同上技手 ， 同 7 年 6 月同場松本支場勤務，同 10年 8 月技師，同 12年 11 月 朝鮮総

督府京畿道蚕業取縞所長 ， 同 13年 7月兼水原高等農林学校教授，瞬 14年 6 月 農学博士，昭

和 4年 「家蚕 に 於ける 卵巣移植 の 実験 に 依 る研究 論 文」 に よつ て 農学賞受賞，同 12年 7 月

農林省蚕糸試験場嘱託 ， 同 工8年 2 月歴学博士 ， 同 24年 6 月蚕糸試験場技官，同 33年退 職 ，

日本応用動物毘虫学会名誉会員，

　 昭 和 37年 4 月 22 日歿 享年 72才．

  家蚕 ノ 内分泌 二 就キテ ， 朝鮮 1專物学会講演集 2 ： 1〜14（1924）， 家蚕 に於ける卵巣移植

及 び血液移注実験特 に 化性 の 変化 に 就 き て，遺伝学雑誌 3（4）：155・− 182 （1925）， Studies

on 　the　siIk　glands　 of 　the　 si王kworm ，　 BulL　 Seric．　 Exp．　 Station　 Chesen ，
1 ：27〜48

（1926），On 　the　degeneration 　of 　the　male −copulatory 　organs 　of 　the　silkworm ，
　Journ．

Coll．　Agr．　Imp，　Univ ．　Tokyo 　9 （1）：57〜 84 （1926）（農博学位論文），蚕 の 越年卵より見

た る昆虫 の 卵態越冬現象，蚕糸試験場報告 12 （4）：393〜 480 （1946）（理 博学位論文），無脊

椎動物ホ ル モ ン 論 （黨華房，工953） こ の ほか 1929年より196e年 にかけて きわめて 多数 の 論

著 が ある．退官を 記念 して 1959年 目本 の 昆虫生理 学者 が こ ぞ つ て 「実験形懇学新説」 を上

梓 し博上に 捧げた．

  深 谷 昌 次 ：梅 谷与 七 郎溥士の こ と ど も （付略歴 肖像写貞），日 本応 用動物昆 虫学会誌 6

（2）： 177（1962），　竹
’
脇潔

・」｝卜塚 1ピ梼↓・深谷昌次編　；ソミ｝検几彡態 学萩註血　（養賢堂，1959）　（海 谷 十専

士科学論文 目録付）．な お ， 博士 の 2 男献二博士が 昆虫学者として の 遺鉢をつ が れて い る．

工

　 エ 　　サ キ

　
’iコ匚　崎　　悌　　三三　（王899〜互957）

  明治 32年 7月 15 口 政忠 3 男 と して 東京 に生 る （父 政忠 （1865〜1951） は 長野県出身 ，

帝室林野局 技師 ， 退 官後実業界 に 入 り各種会 祉 監 査 役，藤 田財 団 お よ び 鴻池家 の 理 事 を 歴

任），明治 45年 3月東京愛 日小学校卒，東京府立第四中学校 を経て ，大正 6 年 3月大阪府立

北 野 中学校卒，同 9年 7 月第七高等学校造士館卒，同 10年 8MO 月台湾旅行 ， 同 11年 7〜

8 月樺太旅行，同 12 年 5 月東京帝国大学 理 学部動物学科卒，同 年 5 月 九州 帝 国大学助教授，

農学部勤務，同 12 年 12月昆 虫学研究 の た め英 ・独 ・
米 へ 留学，同 13年仏 ・伊国を在留国

に 追 加，同 15年 2 月 よ り私費滞在許可 を受け，昭 和 3年 9月帰国 ， 同 4 年蝶類同好会創立

に参画
“Zephyrus ”

発行，同 5 年 4 月教授，同 11月理 学博士 ，同 7 年 7 〜 9 月第 2 回 台

湾旅行，同 8 年7 月奄美大島旅行，同 ユ1 年 1月南洋群島へ 出張 ， 同 ll年 10 月九大附属彦

lI【生物学研究所設立 に 参画，所長 と な る．同 12年 10 月南洋群島へ 出張，同 13年〜14年中

華民国 へ 出張，同 15年 8 月満洲国 へ 出張 ， 同 16年 12 月仏 領印度支那へ 3ケ 月滞留調査，

同 23年 6 月 （25年 6 月まで ）九州大学農学部長，同 26年 （29年 ま で ） 目本学術会議会員 ，
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同年 （歿年 まで）木会会長， 同 28年 6 月欧洲各国へ 出 張，岡 11月帰国，醐 29 年 （歿年 ま

で ） 日本鱗翅学会長，同 30年 3 月九大教養部長， 同 31年園際昆虫学会議常任 委員，

　昭和 32年 12 月 14 日肺臓癌の た め歿　享年 58才．

  　ユ ］」　 7 ハ ナ ス ヒ に就い て ，昆虫世界 14（151）： 131〜132（1910）， Two 　new 　species 　of

Pentatomidae　from　Japan， 昆虫学雑誌 （京都）2 （3）： 125〜128 （1916），　Notes　on 　some

species 　of　Acanthosoma，　Ann ．　Mus ．　Nat ．　Hung ．22 ：201（1925），　The 　water
−striders

of　the　subfamily 　Halobatinae 　in　the 　HungaTlan　Nat．　 Museurn，同上 23 ：117〜164

（1926），Anew 　family　of　aquatlc 　Heteroptera （China，　W ．　E ．と共 著 ），　Trans．　Ent

Soc ．　Londen 　l927：279〜295（1927），
　A 　monograph 　of 　the　He 工otrephidae 　subfamily

Helotrephinae （China，　W ．　E ．と共著），　Eos　4（2）： 129〜172（1928），　Aquatic　and 　semi
−

、q。 ・ti・ H ・t… pt・・a，・1・・ect ・ 。f　S・m ・a 　2 （2）・67〜80（1928）・U ・ rec ・・d・d　H ・mipt ・・a

from　Japan 　and 　Formosa ，　Annot．　Zool．　Jap．13（3）；259〜269 （1931），　A 　new 　species

of 　Scutellerinae　from ∫apan ，　Mushi　8 （2）：105〜107 （1935 ），　Die　Gcrroidea 　Miklone−

siens ，　Tenthredo 　1（3）： 351〜 362（1937），目本の 現 代昆虫学略史．昆虫 25 （4）：151〜196

（1957），そ の 他極めて 多 くの 報効 ミあり生物学史，昆 蝉 史関係 の 論文 も多 い ・歿後江111fi

」
［弟三三随藻i集 （北隆館 ，

1958）が 出版され た．

  　江崎悌三 ：研究 の 思い 出，植物防疫 11（10）：39（1957），同 ：我 が 10代 を語 る，新 昆 虫

10 （3）・ 22〜23 （1957）洞 ・私 の 青春時代，遺伝 il（11）・ 47〜49 （1957）・洫 奇悌 三a91士言己

念号，毘虫 27 （1）：1〜95（1959）　（Dr ．　Teiso　Esaki 英文略 歴 と写真付，他 は 記 念 論文），

上遠章 ： 江崎悌三 博士 の 逝去 を い た む，日本庵用動物昆虫学会誌 2 （D ：64（1958），吉井甫

， 江麟 三 鞭 を偲 ぶ，九 州病害虫研究会報 4 ・2 （1958），鳩 広 ・ 江lh琳 三 ［導士 を悼む・

採集 と飼育 20 （3）・83〜85（1958），吉川芳秋 幌 蝉 の 江1｛麟 三 「専士 ・しみ の 齡 駒 ・6°〜

62 （1958），江i畸博士 追悼号 ， 新昆虫 11〔2）（1958）（ありし 日の 博士　（ロ絵グ ラ フ写真 集）

安松京三 ：江崎博 ゴ：伝 （2〜4），高島春雄 ： 先生 の 名を負 う動物 （4），朝比奈正二 郎 ：江崎

先生 と日 本昆虫学会 （5），内田 清之助 ：江1［i奇悌三 君を偲 ん で （5〜 6），素木得
一

：江 1崎博士

の あ る思 い 轟 （6〜7）， 内田 亨 ：江lil奇悌 三 博士 を しの び て （7〜8），戸沢信義 ： 江崎君 の 仇

名 （8〜9）， 上 野益 三 ：江 崎博士 を悼む （9），野村健
一

： 江崎先生 と新昆虫 （9〜10），福 田

元次郎 ：江i11奇先 生 の 追憶 （10〜11）， 平嶋義宏 ：江崎先生 の 御葬 儀 （11），江崎会長追 悼号

：蝶 と蛾 9 （1）；1〜16 （1958）（中原和良山 江崎君と私 （3〜4），竹内吉蔵 ；江崎さん を偲 ぶ

（4〜5），戸沢信義 ： 江 崎氏 の 宵春 （6〜8），磐瀬太郎 ： ぐう りあ
・ぶ れしで ん て い （8〜10），

一
色周知 ：江崎教授を 偲 ん で （11）， 白水隆 ： 江i崎悌三先生を偲ぶ （12），緒 方 正 美 ：会長

江崎悌 三 先生 （13〜14），林久男 ： 思 い 出写 真集 （15〜16））， 内田 亨 ：動物学者江崎悌三 博

士 を偲 う， 遺伝 12（2）：57 （1958 ），山坂 転太 （高島春雄）：江1畸先生 と虫聖 会，陸水通信 1

：5〜6 〔1958），動柵 類学会報 17 ：1〜5 （大鶴広他 3氏 の 馴 較 ・
1958）・判 議 宏 ： 江

崎悌三 博士蒐集展 を 観 て ，新毘虫 12（7／8）二44〜45（1959），高島春雄 ； 江崎先生 の 御墓 ， 新

昆 虫 11（6）；6（1959），China，　 W ．　E ．：Obituary 　Teiso　Esaki，　Ent ，　Month．　Mag ．94 ：

132（1958），Gressitt，」，　L ：Teiso　Esaki，　1899〜1957，　Ann ．　Ent．　Soc．　Amer ．51： 410〜

欝
藜
凝
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广
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4ユ1 （1958），内田亨 ：昆虫懸出の 記
一

江崎悌三君を め ぐつ て一（1〜8）
’
昆虫と 自然 1（6）：9，

（7）：22，（8）：9，（9）：20（1966），2 （1）：29，（2）：2，（3）：19，（4）： 8 （1967），九 州大学

農学部 ：彦山生物学研究所要覧 （第 3 報）（経歴 ， 肖像 ， 写真付）（1961）．な お同研究所刊行

誌 に
t‘Esakia” がある．

　江　聞　定治郎 （旧名定次郎 ， 定二 郎）（1867〜？）

  　慶応 3年 9 月 20 日 （1867年 10月 17 日） 静岡県磐 田郡中泉町に 生 る．明治 25年 7 月

東京帝国大学農科大学農学科第
一

部卒 ， 同 26年 5月東京農学校講師，　同 28年4 月静岡県

韮 山尋常中学校教諭，同 30年 5 月岐阜県農事講習所長兼同所教諭， 同 31 年 5 月鹿児島県

技師，兼鹿児島県農学校教諭，同 33年 4 月鹿児島県農学校長，同 37年 5 月島根県技師，同

島根県農事試験場技師，後場長，rc　43年 5 月場長を退職爾後の 経歴不明．

  夜盗 虫 の 習性及 び 予防駆除法，昆虫雑誌 4 ：5〜12 （工896），昆虫世界の 発 行 に就て ，

昆 虫世界 1 （1）：6 （1897）， 農作物害虫警報 ， 同上 4 （33）： 184N・185 （1900），磨 用 昆虫学教

科書 （生熊与
一

郎 （別項） と共著）（1904）．

  経歴資料 は島根県立農業試験場藤村俊彦妓師 の 提 供 ｝c よ る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ

　大 国 　 督 （ 　〜1957）

  北海道に 生 る （生年月 凵不明）。 明治 40年 3 月東北帝国大学農科大学農芸科卒，引 続

き昆虫学教室に 助手と して 勤務 大正 7 年 10 月台湾総督府農事試験場技手，後台湾総督府

技師，中央研究所及 植物検査 所兼務，同 15年退職，台北 市静修高等女学校教諭，教頭 とな

る．終戦 に よ り宮崎市に 帰国，H 向学院講師．

　昭 和 32年 8 月 29 日 （頃）宮IIト奇市 で 歿，

  　日本 産 は さみ む し目録，札 11晃博物学会報 4 ： 182〜189（1911），台湾産 天牛に就て ， 台

湾博物学会報 9 （43）：120〜124 〔1919）， 罌粟の 害虫 （1〜2）， 台湾農試出版 139， 142

（1920〜21），カ ラ ラ ビ ー（紅頭嶼 の 嬋 の 種類），台湾博物学会報 10（48）；153 （1920），シ ャ ム

産 蝶 類 に 就 て ，同上 9 （45）： 153〜156 （1920），紅頭嶼産蝶類 （楚南仁博 と共著）， 同上 10（50）

： 185〜209 （1920）， 靨粟 の 害虫 （3）， 中央研究所農業部彙報 19（1924），貯蔵穀物害虫に

関す る 調 査 （1〜2），中 央 研 究所 農 業部報 告 9 ： 1〜 166 （1924），同 報 34 ： 1〜121 （1928）．

  　経歴資料 は南 川仁博博士 の 提供 に よ る．

　 　 　 　 マ サ　　ミツ

　大 島 正 満 （1884〜 1965） （写真 PI．4）

  明治 17年 6 月 21 日正健長 男 と して札幌に生 る （父 正 健 （1859〜1938） は札幌農学校 ・

同志祉の 教授を 経て 奈良中学，甲府中学の 校長を勤む）．北海道師範附属 小学校尋 常 科 卒，

京都 の 小学校高等科お よび奈良中学を経て 明治 35年 3 月神奈 川県立第
一
申学校卒，同 38年

3 月第一高等学校卒，同 41年 7 月東京帝国大学理 科大学動物学科卒 ， 同年台湾総督府技師，

大正 9 年 5 月台湾産淡水魚 に 関す る論文 に よ り理 学博士 の 学位を受 く，同 13隼退職，東京

女子大学講師， 東京大学理 学部三Ill奇臨海実験所嘱託 ， 昭 和 5 年 3月東京府立高等学校教授，

同 15年パ ラ オ熱帯生物研究所兼務 ， 同 17年府立高校退職 ， 陸軍および海軍医学校嘱託，戦
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後 GHQ 天然資源局 技 術 顧 問，同 33年淡水性鱒類に 関す る研究 に よ り農学博士 の 学位を

受 く，同 39 年日本動物学会名誉会員，

　昭 和 40年 6 月 26 目歿 享年 81オ ，

  白蟻 の 生殖法 に就 て ，動物学雑誌 19 〔230）：359〜362（1907）， 日本内地産白蟻，同

20 （242）：512〜517（1908），第 1回白蟻誘査報告書 C台湾総督府土木局 ，
1909），台湾産白

蟻 ｝こ就て （1〜2）， 動物学雑誌 22（260）：343〜346，　（261）；376〜382（1910），岡山及 び

愛媛二県に 発生せる白蟻 ， 同上 22（262）：4王3〜416（1910），第 二回 11i蟻 調 査報告 （1911）・木

邦産白蟻 の 分布系統蹴 きて ，動物学雑；ま25（302）・ 595〜600（1912）， ヵ ・ V ン 群 ll讙 白

蟻，台湾博物学会報 6 ： 167〜170（1916）， カ ロ リン 島産 白蟻 の 3 新種 ，　日木動物学彙報

9 （3）： 195〜200 （1913），第 3回白蟻 調 査 報 告 書 （1912），第 4回白騰 周査報告書 （1915），

第 5 回白蟻 調査 報告書 （1915），第 6回白蟻 調査報告書 （19正7）， Termites　from　Palao

Islands，　Palao　Trop ．　BioL 　Stat．　Stud．2 （3）：381〜389（1942），建物 の 敵 しろ あり、新毘

虫 3 （1）：17〜20 〔1950）．そ の 他 1907年 よ り 1950年に わ た り多 くの 白蟻 論文 の ほか魚学

そ の 勉多数 の 論著が あ る，

  大島正 満 ： 私の 青春時代，遺伝 10（10）： 28〜31 （1956），大島 正満 ： 白蟻 を語 る （研究

の 動機），新 昆 虫 3 （1）：18〜20 （正950）．大 島家編 ：魚 影一大島正満 の 遺 稿 と回想・ 1〜109

（1966），遺稿自然 は は ぐくむ （12〜14）， 記 憶 を た ど りて （14〜22），大島広 ：大島出満兄

と私 （29〜32），駒井卓 ：大 島正 満 兄 の 事 ど も （32〜33），岡 田豊 目 ：大島先 生 の 思 い 出 （59

〜61）， 木場一夫 ：大 島博士と蛇類研究 （65〜67），羽 根 田弥 太 ：大島 tL満先tkの 思 い 出 （67

〜69），末広恭雄 ： 大島正 満先生を偲ぶ （魚類学雑誌 13巻 よ り転載）〔69〜71）， 他 26氏の 追

悼集を集録．

　 　 　 　 　 ヨ シ　 ナ リ

　大 塚 由 成 （1862〜1925） （写真 Pl．2）

  文久 2 年 1月 2正日 （1863年 3 月 2 日）由之 の息 と して 生 る，幼名翁 ・i「「1i（父 巾 之 は 尾 張

藩下河原家の 家臣， 明 治 7年 開 農義 会 を お こ し開農雑報を発行， ま た松原新之助 （別項）

ら と農学私塾混 々 舎を作る，岐阜公 園 内に 頌 徳碑が あ る）．明治 13年 6 月駒 場農学校卒，同

14年 8月岐阜県農学校教諭，同 15年 】0月退 職，11月 福井県農業講習所教諭 ， 兼農業巡 回教

師 ， 同 17年退 職，同 年 8月栃木県師 範学校教 諭，同 20年 2 月栃 木県 瞞 範学校教諭兼同中学

校教諭 ， 同 21年 ll月福岡県師範学校 へ 転｛壬， 同 22年 2 月福 岡県 勧農試験場長兼務，5 月

兼務を解き場長 ｝こ専任，同 22年 11月県測候所長兼務，同 26 年 4 月 本兼職を 免ぜ られ ・ 5

月 農商務省農事試験場抜 師，「司 6 月熊木支場長，同 31年沖縄 へ 出 張，37年 鹿 児 島，沖縄へ

出張，同年 7月米国 へ 出張，同 38年 9月関東州民政署付兼務 ，
38 年 日露戦役 に 出征，39

年 2 月帰国，39年 2 月民政署兼務を免ぜらる，大正 8年農学 1専上，同年 8 月 農商務省・Nflll亅，

農務局勤務，同月退官．

　大正 14年 2 月 24 日歿　享年 63 才．

  稲 の 螟虫 に 就て ，大日本農会報 170：1〜（2），農事新報 86／87 （1895），昆 虫雑誌 3 ：

1〜8，同 4 ： 14〜21 （1895〜 1896），螟虫駆除法 （有隣堂，1897），螟 虫 と浮 塵 子，病虫雑誌

3 （7）：3〜4 （1911）， そ の 他報文多数 が あ る．
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  　経歴資料 は農業技術研究所職歴 に よ る．参考 ：福 岡県立農業試験場 80年史 〔同場編，

1959）．

　 大 林 一 夫 （1915〜1967）

  大正 4年 10月 21 日岡山市大字野 田屋町 に生 る．昭 和 3 年 3 月尾道市土堂小学校卒，同

8 年 3 月県立 尾 道中学校卒，同 4 月台湾旅行，同 9 年鳥取高等農林学校農学科入学，後退

学，同 11年 11 月東京農業大学助手，同 13年 3月退職 ，

一
時薬種会社 に 入 りし後同 14 年

10 月米国毘虫局横浜出張所勤務，同 i5隼退Pffし平山博物館嘱託，5 月よ り台湾紅頭嶼 へ 採

集 旅行，8 月〜H 月応召，同 玉6 年名和 昆 虫研究所技締，同 17 年 7 月毎 日新聞社大垣支局

入社 ， 岐阜支局 ， 関炎局 を経 て名
．
占屋 中部本社勤務。

　昭 和 42年 4 月 30 日歿 享年51才．

  　尾 道 附近 の 蝶，関 西 昆 虫学会報 1 ：102 （1930），尾道附近 の 蝶相 （1〜2）， 博物同好会

雑諱志　　（尾道 中学校）　1 （1）　：　3，　同　（2）　：37 （工931），　奈良春 日 liJま采葬…言d，　1司上　1 （3）　： 79

（1931），尾 道 附近 蝶 団録，　 関西毘 虫学会報 2 ：91〜97 （1931）， ム カ シ トン ボに就 て，む

し 6 （1）： 48〜（1933），広島県 産 天牛科目録，広島昆 虫同 好会誌 1 （2）（1934），New 　lon−

gicorn−beetles　from　Japan，関髑昆虫学会報 7 ：11〜15（1937），日本［日北区 の リン ゴ カ ミ

キ サ属 に 就 て ，同上 7 ： 16〜28 （1937），Notes　 on 　 some 　 Longicorn　 beetle　from　 Man −

churia ，　North 　China ，　Corea 　 and 　Japan ，関西 昆 虫学会報 8 ：114 （1939），そ の 他 カ ミキ

リム シ，ベ ニ ボ タル な どに つ き多 くの 報文が あ る ほか，原色昆 虫大図 鑑 II （北隆館 ，
1963）

の 天牛科 を 分担執筆す．

  　中根猛彦 ：大林
一一
夫氏 の 思 い 出，昆虫 と El然 2 （6 ）：2〜4 （1967）．

　岡　　島　　銀　　次　（1875〜1955）

  明治 8年 4 月 18 日福井県大野藩 （家老）七郎 の 2男 として 生 る．小学校を出て 東京英

語学校 ， 第二 高等学校を 経 て，明治 33 年 7 月東京帝国大学農科大学農学科卒，大学院に入

り， 続 い て 陸軍砲兵と して軍務に服 す，同 34年山口県立農学校教諭，蚕業講習所技師，策

京高等農学校講師等 を 歴 任 し，同 42 年新設 の 鹿児島高等農林学校教授，大正 3年養蚕学 ・

昆虫学研究の た め欧米 に留学，同 5年帰国，昭 和 10〜11年九 州帝国大学教授兼任，同 U 隼

停年退職同校名誉教授 ， 來京に転居 ， 同 13年 か ら日本大学農学部講師， 隔 27年退職後広島

県三 原市 に 転屠。

　 昭 和 30年 1 月 29 日歿　享年 79 才．

  野蚕 に就 て ，大 日本蚕 糸 会 輟 8 （144）：9〜 （1ge4），キ シ タバ ァ ゲ ハ に 就 て，動物学

雑誌 王8 （216）： 272〜274 （1906），Contributions　to　the　study 　of 　 Japanese 　Aphididae

1，Bu ／l．　Co1L 　Agr ．，　Tokyo 　Imp ．　Univ ．8 （1）（1908），恐 るべ き甘蔗の…新害虫に就て，

農 学会報 236 ：361 （1922），Descriptim 　Oligotoma 　from　Japan 　together　 with 　notes

on 　the　Family 　O ！igotomidiae，同．L　7 （4）（1926），九 州 に 於け る稲の 害虫 の 種類及 び其 の

分布 ， 鹿児島高農開校 25 周年 記念論文集，537〜615 （1934）．

  　宋永
．−A

： 故岡島銀 次先生 を 憶 う，昆 虫 23 （2）：43 〜 pa （1955），末永
一

：名 誉 会員故岡

島銀次先生を憶う，応用昆虫 11（i）：39〜40 （1955），訃報 ：新昆虫 8 （3）： 20 （1955）．
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　岡 田 十 蔵 （1874〜1936）

  明治 7年 11月 4 日山ロ県佐波郡防府町 に生 る．明治 39年7 月東京高等農学校本科卒，

同年 9 月山口 県農業試験場技手 ， 大正 11 年 4 月技師，病虫係主任とな り引続き在職中，

　昭 和 11年 7 月 25 日歿 　享年 62才 ．

  泥負虫， 由 ロ農試臨時報告 3 （1913）， ナ シ ヒ メ シ ン ク イ に就 て，日本園芸雑誌 26（7）

（1917），螟虫の 防除に 関す る試験研究成績 L 螟虫赤卵蜂の 放飼利用試験，農事改良資料

79 （1934）．そ の 他防除に 関す る 報文が 多 い ．

  　上遠章 ：岡 田十蔵氏 の 逝去を悼む （肖像 ， ロ 絵 ， 写真）， 昆虫 10 （6）：279　（1936），野津

六 兵 衛 ：故岡 田
・．
卜蔵 君 を偲 ぶ ，日本穂物病理 学会報 4 （3）：19S（1936），一

：岡 田十蔵氏

の 死を悼む （上 遠 （1936） と略同文）昆 虫部々 報 （東京農業大学）4（2）17〜18G937 ）．本

経歴資料の
一

部 は 山口県立 農業試験場児 玉行技師の 教示 に よ る．

　岡 田 忠 男 （1871〜1920）

  　明治 4年 6 月静岡県 浜名郡 知波 田村生．明治 27年 1月 よ り 1ケ年名和昆虫研究所で 昆

虫研究 に 従事．28〜33 年郷里 の 小学校 お よび 浜名郡養蚕学校に教鞭 を とる． 明 治 30年浜

名郡毘虫研究会を発会， 明治 33 年 5 月静岡県立 農事試験場創設 に 当り入場技手に 任 ぜ られ

大正 4年技師，歿年まで 20 年間同場 で 害虫研究 に専念す．

　大正 9 年 4 月 8 日腸 チ フ ス で 歿　享年 49才．

  浮塵子卵 の寄生 蜂 に就 て．昆 虫世界 2 （13）： 323〜325 （1898），稲 の 害虫 ク ロ ム クゲ ム

シ の 防除，同上 4 （36）：286〜 287（1900），静岡県下 の ル ビー蛾虫駆除 の 巓宋，病虫害雑誌

5 （9）： 712〜717 （1918）， Ieerya　okadae な る 貝殼虫 に 就て ，昆虫世界　12 （126）： 5正〜53

（1908）， 梨姫果蠹 に就 て ，岡上 21（239）： 267〜274 （1917）， 筍 の 害虫ハ ジマ クチ バ に就 て
，

病虫害雑誌 6 （1）：42〜 46 （1919），こ の ほ か 1898年か ら 1921年にか け各種害虫につ き多 く

の 発表 が ある．

  訃報 ：昆虫世界 24（272）：149．同略歴 24 （273）： 183（1920）， 病虫害雑誌 7 （6）： 口 絵

肖像写真およ び ト蔵梅之丞 記 略伝を付す （1920），な お氏 の 蔵書 は歿後静岡農試 に納 り岡田

氏文庫となつ て い る．

　岡　田　虎（扁）二 郎 （18ワ2〜1920）

  　明治 5 年愛知県渥美郡 田原町生．全 国 の 老 農 を歴訪し害虫駆除注等を研究， 岡田 式螟

虫採卵法を案出，　また浮塵子発生予報を 提唱 し，明治 35年全 国昆 虫展 覧会 llc際 し功労賞を

受 く，明治 34年 6 月米国に 留学教育哲学等を学び同 38年春帰国 し，身心強健を図るため，

岡田式静座法を案出， 数万 の 門下生 を得 る．

　大正 9 年 10月 14日尿毒症 の ため歿　享年 48 才．

  虫害予 防の 報告．大 日 本農会報 191 ： 26 （1897），岡田式螟虫採卵法 を普及 ま 九・早くよ

り害虫発生予察 の 必要を説 く．

  言ト報 ：昆虫世界 24（279）：341（1920），伊奈森太郎 ： 螟虫採卵法を 発見 した 岡 田先生 ，

愛知県農会報 420　：　36〜37（1933）， 昆虫世界 49 巻表紙全号に肖像写真を付す，同表紙 の 解

説 49（568）：15．
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　岡　本　半次郎 （1882〜1960）　　（写真 Pl．3）

  　明治 15年 4 月 22 日圭吉長男と して 広島県福由市 に 生 る、明治 34年福山申学校卒，同 40

年 7 月札幌農学校卒 ， 同年北 海道 庁技手 と な り北海道農事試験場勤務 ， 同 42 年道庁技師，

大正 元年〜大正 2 年東京帝国大学農科大学実科講師を兼務，周 8年 9 月　「目本産草蜻蛉に

関す る研究」 で 農学博士，同 9年 10月朝鮮総督府勧業模範場鼓師病理 毘虫係主 任，同 13年

水原高等農林学校教授 を兼任，同年末退官帰郷，母校福山中学校教諭を経て ， 昭和 6 年広

島県 立 沼 南中学校長， 同 14 年広島県立青年学校教員養成所長，同 17年広島県立広島第一

中学校長，同 19年地方事務官に任ぜ られ，御調世羅地方事務所長，同20年広島県書記官 ，

翌 21年 3 月退官 ， 同 22年 4 月公選 に よ り沼隈郡干年村長 に就任 1期を勤めらる．同 19年

以 降は 令 弟経 営 の 岡木工 作機賊製作所松永 工 場顧問，同 29年広島大学教育学部福山分校講

師を勤め らる．

　昭和 35年 3 月 4 日喉頭癌 で 歿　享年 79才．

  　北海道 に お け る脈 翅 目， 札幌博物学会報 1（1）： 112〜工17（1906）， 本邦噛虫目の 研究

（1〜III），博物之友 7 （37）：35〜37，38 ：67〜69，（39）：99〜100（1907），本邦産長角蜻蛉

科，動物学雑誌 21 （254）：499〜508 （1909），実用害虫駆除法 （札幌朝 日商会 ， 1909），Die

Myrmeleoniden 　Japans， 動物学雑誌 23 （272）：356（1911），Efster　Be圭trag　zur 　Kenntnis

der　japanischen　Plecopteren， 札幌博物学会 々報 4 （2×1912）， 北海道害虫篇 （北海道 園

芸会，1913），Ueber　Chrysopiden−fauna 　Japans，東北帝国大学農科大学紀要 4 （3）（1914），

苹果果蠧 の 防除に 関す る試験及び 調査 成績，北 海道 農 試報告 6（1916），The 　insect　fauna

of　Quelpart　Island，朝鮮勧業模範場報告 1（1924），朝鮮 に於け る稲 を害す る浮塵子 に関

す る研究，同上 研究報告 12 （1924），Some 　Myr 皿 eleonidae 　 and 　 Ascalaphidae 　 from

Corea，
　Ins．　 Mats ，1 （1）：18〜22 （1926），そ の 他 1903 隼か ら 1940年 ｝こか け て 多 数 の 論 文

が 発表 さ れて い る．

  桑山 覚 ：岡本半次郎先生，毘虫 28（2）：ユ48〜150（1960）（肖像写真付）．

　 オ　　ゲ マ

　小　熊　太 郎吉 （1874〜1938）

  明治 7年 6 月 工8 日千葉県南相馬郡岡発戸村 （現我孫子町）に生 る．明治 19年 12月 岡

発戸尋常小学校中退 ，同 27年 11月 同県千代 田 村狛小学校雇教員，同 29年 10月千葉県尋常

師範学校講習科修業後柏小学絞に復職，同 12月尋常科准教員免 許状 を 受 く，同 30年 2 月

市川尋常小学校 に転職，同3i年 6月尋常科本科正 教員免許状 を受 く，同 32年 3 月我孫子尋

常小学校訓導，同 12 月塚 田小学校訓導，同 34年 11月兼任校長，同 35年 11月松戸 町古 ケ

崎尋常小学校訓導兼校長，同 35年 玉2 月退 職，同 36 年 よ り我孫子町 に博物標木製作業 を開

業，傍ら昆虫採集飼育 に 専念，同 18年 8月よ り病床に つ き，

　昭和 18年 10 月 工9 日歿　享es．　69才．

  鳳 蝶科 6 種 の 鋼育，昆虫界 5 （35）： 64〜68 〔1937），ク リシ ギザ ウ ム シ 出現 時期 そ の 他，

同上 5 （39）： 335〜338 （1937）， 幼虫飼育 に 就 て ， 同上 6 （54）：633〜638 （1938）， 蝶や 蛾 の採

集 と飼 育 （ユ〜 3），採集 と飼育 2 （6）：225，2（7）；284〜285，2 （8）： 307（1940），サ ル ト

tJイバ ラ に生活す る昆虫， 同 上 4 （IO）： 291〜292（1942），オオム ラ サ キ の 飼育 ， 1司上 4 （11）
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：349〜350（1942），そ の 他採集 と飼脊 5巻 にかけて 蝶 の 飼育記録を発表す，

  　本経歴資料は我孫子在住の 息明氏 の 提供 ICよ る．

　 奥 村 多 忠 （1887〜1923）

  明治 20 年 5 月 6 日長野県 伊那 郡竜江村に 生 る．明治 43 年 3 月第七高等学校造 士 館卒，

同 45 年7 月東京帝国火学理学部動物学科卒，大学院に進 み 蜘蛛の 研究の 傍 ら医科大学に籍

を お き基礎医学を修む．大正 5年北里研究所に入所医用勁物学を研究，同 9年 リグ ラ状裂

頭条虫 の生活環を究明し浅川奨学賞を受 く．

　 大正 12年 5 月 22日 ドクガ 類研究中歿 ， 功績をた た え られ部長 に 昇進．享隼 36才．

  　食 用 とな る蜂 の 子，動物学雑誌 24（289）：645〜650（1912），蜘蛛の 糸紡績器及 び其 の

腺に就て ． 動物学雑誌 24（290）：673〜686（王912），毒蛾 の 飼育成績 に就 い て ，日本之医界

12（30×1922）． な お，七高時代鹿児島各地 で 昆虫採集を な しそ の 採品 の
一

部 （半翅類，ハ

ム シ 類）は農業 技術 研 究所 々 蔵，キ ム ラグモ 最初 の 採集者で ある，

  北里研究所 50年誌 （1966年同所発行），平坂恭助 ；古 日記 よ り，台湾博物学会報 22（123）

：509〜511 （1932）（同級の 奥村，工 藤祐舜，平坂の 3 氏で 霧島旅行 の 際の 日記 抄，捕虫網

を もつ 奥村氏 の 写真挿入）．

　 オ 　　ジ マ

　小 島 銀 吉 （ユ868〜1935）

  　明治元年7 月 13 日 （1868年 8 月 30日）福井市に お い て喜平長男 と して生 る．明治 24

年 7 月東京帝国大学農科大学農学科第
一
部卒，同25年 5 月岐阜県 尋常中学校教 諭，同 28隼

3 月同退職 ， 同 29年4 月福島県尋常師範学校教諭，同 11月兼福島県蚕業学校教諭 ， 明治30

年 4 月茨城県簡易農学校教論，同 30年 11月宮崎県尋常 中学校教諭，同　31年 1 月兼宮li奇県

高等養蚕伝習所技師，同 32年 2 月兼宮崎県 農事講 習所技師，同 32年7 月同退職，宮rii奇県

技師 と な り内務部第 4課長兼農事講習所長 ， 同 33 年 51 ・1宮崎県農学校長兼宮lr誨農事講 習所

技師，同 35年 4月福并県技 1「↑i， 福井県農会農事試験場技師兼場長 ， 38年 3月退職，同 4 月

農商務省農事試験場技手九 州支場勤務，大 正 5 年 6 月本場勤務 ， 同 IO年 9 月 技師 と な り退

宮 ， 昆虫調査 を 嘱 託，同 6年本会創立幹事，昭和 7年嘱託を解 く，同 9年本会評議員．

　昭和 10年 1 月 26 日歿 享年 67才．

  　杉 の 害虫，動物学雑誌 2 （16＞：70〜 72 （1890），作物病害 篇 （1892，本邦最 初 の病理 学書），

浮麋子発生期予察法， 鹿児島県立 鹿屋農学校学友会報 4 ： 1〜（1908）， 果樹病虫害篇 （1913），

益 虫 保護 器，病虫害雑誌 5（3）（1918）， そ の 他多数 の報文 が ある．

  　岸田久吉 ：小島銀吉氏小伝 （口絵，肖像 および 年表付），小島 さん とカ ラ ス ミと蘭の 筏

（八木誠政），オ ジ マ サ ン 　（湯浅啓温），小島さん小話 （新開悟），小島さん を 惜 み て （石井

悌）以上 ，昆 虫 9 （1）：7〜18（正935），昆 虫世界 47 巻 （1943）全 号表紙に 肖像写真 が ある ．

　 　 　 　 　 カズ 　マ

　織　　［日　　一　　麿　（1882〜1956）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ！プ ノ V

  　明治 ∬ 年東京芝 で 信徳 4男 として 生 る （父信徳 （1848〜 1903）は わが国最初 の 動物剥

製家で 昆虫 に 関する報文もある，  の 文献参照）．麻布小学校卒，河村清雄， 金子政二 郎 に

洋画および石版術を学び， 大正 7 年日本創作版画協会創立 に参加，同 13年出雲松江市 に 版
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画研究所を設立 ， 昭和 5年洋風版画創設，H本版画腑会員，文化学院教授，文展無鑑査．

　 昭 和 31年 3 月 8 日歿　享年 74才．

  　天 蛾 類 と花，昆 虫 世界 18 （205）：379〜380（1914），奥多摩蝶報，虫 の 世界 1 （4）： 25〜

26，1 （5〆6）： 9〜11，1 （7／8）122 〜25 （1937），Nt形具蔵王山蝶類採集，虫の 世界 3 （5／6）：

68〜69 （1939），武 蔵野 の 記 録 （洸 林 堂，1944，武蔵 野 に 於け る毘 虫採集 の 追想，武蔵野 と

昆虫採集 ， 武蔵野蝶類目録を 納む pp ．223〜265）．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 カ イ ドウ ヒ サシ

  江崎悌三 ： 日本昆虫学史話 （3）， 昆虫 24　（1）：63〜65 （1956），兄海東 久は Wileman ，

A 、E．（1860〜1929）の 論文 の 蝶 の 生 態 図 を描 い た．

　 織　田　富士 夫 （1895〜1943）　（写真 P1．4）

  　明治 28隼 5 月 21 目福岡県京都郡 行橋町 に生 る．大正 3年 3 月編岡県立豊庫申学校卒，

同 6 年 3 月鹿 児島高 等農林学校農学科 卒，同 8 年 3 月福岡県農業技手， 同県病害虫予防督

励員 ， 同同県立 10年 9 月福岡県技手，産 業部農林課 勤務，昭 和 4 年 6 月福岡県農林技師 ，

農事試験場豊 前分 場勤務，同 17年 11 月地 方技師，福岡県勤務， 同農事試験場豊前分場技

師を命ぜ られ る．

　 昭和 18年 3 月 10H 脳腫蕩 に よ り京都 に 歿　享年 47 才．

  　福岡県に 於け る主要病害虫 の 被害 に 就 て ，病虫害雑誌 10（1）：26〜33（1923），螟 虫越

冬 の 概況 と螟蛾 発生 趨向，同上 11 （6）： 32王〜324 （1924），梨果を 害 す る 恐 るべ き梨 牲蠣介

殻虫と之 が 駆除予防法 ， 農業及園芸 5 （10）：1351〜（1930）， 実験園芸害虫図譜篇 （明文堂 ，

1936），作物病虫害 （竹内晴好と共著）（明文堂，1940），蔬菜病虫害　（滝本清透と共著）

（明文堂，工944），他 に応 用 昆 虫学史的 な報文 と して 目木 に 於け る応 用 昆 虫学の 趨勢，鹿 児

島高等農林学校「專物同志会 々 報 4 （13）： 14〜26（1934）， 明治時代に於け る 我 邦応 柵 昆虫学

の 貴重 な る文献 に 就て （1〜2），病虫害雑誌 22 （1）： 33〜37， （2）：116〜125（1935），口

本 に 於け る稲三 化 性螟虫の 研究 （1〜2），応用 動物学雑誌 7 （2）： 75〜87，7 （5）：242〜261

（1935）， N 本 に於ける応用毘虫学 の 業績 に 就て ，応用動物学雑誌 8 （4）：229〜233 （1936）な

ど が ある ．

  経歴資料は 福岡県農業試験場吉村清
一
郎技師の 提供 に よ る．

　 　 　 　 　 b せ

　尾 高 朝 雄 （1899〜 1956）

  明治 32年 1 月次郎 の 3男 と して 東京 に生 る．明 治 44年 3 月東京高等師範学校附属小学

校卒，同中学校卒．大 正 ユ1 年 7 月東京帝国大学政治学科卒， 引続 き京都帝国大学文学部

卒，大 学院 を経 て 京 城帝国大学 法 文学部教 授，後東京大 学 教 授，法 学 博士 ．

　昭和 31年 5 月 15 日歯 の 治療 の た め の ペ ニ シ リン 注射 に よ り歿　享年 57 才．

  中学時代 よ り蝶 の 採集家と して 知 られ，弟邦雄 （1908〜 ），（東大教授，文博）末弟尚

忠 （1910〜 1952，作曲家）と共に 蝶好きと して 知 られ，採集品 は後 に 義兄 の 渡正 監 （別項）

の もの と合同 され 渡 ・鯤 高 コ レ ク シ ョ ン とな つ た．尚忠に 山地蝶 の 採集　（山岳科学講座），

山と渓谷 8 ： 51〜58 （1931）の 報文が あ る．

  　尾高邦雄 ：兄朝雄の 思 い 出， 文芸春秋 24 （7）：286〜 287 （1956）， 江崎悌三 ：尾高朝雄

さ ん と渡正 監 さんへ の追想 ， 薪毘虫 9 （10）： 10〜12（1956）， 蝶 の 標本 は現在国立 科学 1専物
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館 に 渡 ・尾高 コ レ クシ ョ ン と して 保管 されて い る．

オ　　ヌ キ　 シン

小 　貫　信 太 郎 （1869〜 ユ910）　（写真 Pl，3）

Vo玉．35，　No ．3，　Supp1。

  　睨治 2 年 3 月幕臣忠勝 の 長男と して 東京 四谷坂町に 生 る． そ の 後静岡に 移 つ たが ， 明

治 6年上京近藤塾 に 学び後攻玉社 に 学び海軍 に 志願せ しも病弱 の ため中止，同 25 年 3 月第

一高等中学校を 卒業の 学力 と 同 等 と 認め らる．同 27年 7 月東京帝国大学 農科大学農学科

卒 ， 同 9 月農商務省農事試験場技師襪を命ぜ られ 農務局勤務，同 28 年 3 月農商務技手 ， 農

務局勤務，同 29 年4 月農事試験場技師，同 7 月九州支場勤務，同 31年 10月病気 の ため休

職 ， 同 32年 5 月復職，同 8 月農事試験場昆虫部長．1司39年四国巡 回中病 を得，

　明治 43 年 3 月 2 日病歿 享年41 才．

  　害虫と植物の 関係を論ず，毘虫雑誌 三 ：23〜26，3 ： 13〜15（1895）， 徳島県 に於け る三

化螟虫 の 大発生 と其の 防除，大 日本農会報 219 ：20〜26 （1899），本邦浮塵子第
一

集 ， 農事

試験場特別報告 工0 （1901），実用昆虫学 （成羨堂 ， 1903），昆虫採集製1乍法 （成美堂 ，
1903），

梨 ジ ラ ミ駆 除試 験 ，農商務省 農事 試験場報 告 30 ：86〜87（1904），秋 季 に 於け る苹果棉虫駆

除試験， 同上 88〜 〔1904），二 化螟 虫幼虫 の 発 育 と湿度，大 日本農会報 274 ：11〜（1904），

稲 を害す る弾尾類，大日本農会報 282 ： 22（1905），珍 ら しき苗代害劇坿毛翅 目幼虫検索

表，昆 虫学雑 誌 （東 京）2 （6）：292〜 296 （1907），四国 に於 け る三 化螟 虫， 目本昆 虫学会報

2 （1）：4〜16 （1908）

  　桑名伊之吉 ： 昆虫学に関係ある大家の 略歴，故農学士小貫信太郎氏，昆 虫世界 14 （153）

：196〜197 （1910）．

　小　野 　孫三郎 （旧 姓中村）（？〜1914）（写真 pa，1）

  　生年 月日，出生地不明．明治 工3 年 7 月駒場農学校植物病理 科入学，同 14年 3月同科

廃 止に 梓 い 退学，同 6 月農務局雇 と な り，直ちに 6 〜 9 月練木喜三 （別項） に 従 つ て 同期

の 松下基之 ， 鳴門義次 （別項義民 の 息）と共 に 北海道蝗害調査 に 出張防除に 従事，同 17年

3 月農務局御用謝と して再 び 北海道へ 蝗害講査 に 出張，そ の後農商務省技師，同 27年兵庫

県へ 転 出 ， 農事試験場創 設 に 関与 し， 同 28年 8 月兵 庫県 立農事試験場長， 同 43年 8月兵庫

県農務課長 とな り， 大 正 2 年農商務省技師を兼任 し輸出検査事務主 任とな る．

　大正 3年 1 月 13 日病歿．

  　植物 の 病害及虫害 ， 大 日本農会報 110 ：26〜27 （1890），重要植物害虫要説 （農商務省

蔵版，1891），虫害駆除講話筆記 （殖産社 ，
1892），稲作被害演話筆記 （福島県内務部，1892），

明治 18年 ブ トウ フ ィ ロ キセ ラ発生調査 の 復命書，農務巓末 5 ：196〜208（1957），

  兵庫県農業試験場 ：兵庫県農事試験場 50 年記念誌 （1943），狩谷精之 ：
一
植物検疫者の

思 い 出 （14），横浜植防 二 ＝L．一一ス 138 ：3 （1959 ），

カ

　 カ ツ　 マ が　　　 カナ メ

　勝 又 　 要 （1896〜 1945）

  明治 29年 5 月 6 日静躅県に 生 る．明治 44年 3 月静岡県駿東郡佐野農業補習学校卒 ， 大
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正 2年 4 月静岡県農業試験場農業練習生 と な る．同 5 年 4 月同助手， 同 8年 3 月農商務省

植物 検 査 所雇 ， 検査部勤務 ， 同 10年同上 助手，同 12年退職，同年 6 月静岡県農業技手，県

立 農業試験場勤務 ， 同 14年 1 月石川県農産鼓手，県立農事試験場勤務，同 18年 7 月退職，

同 18年 7 月日本綿花櫨会技師，日本綿花栽培協会比島中央綿作試験場勤務，同 20年 2 月現

地飛行場に 応召．

　昭和 20 年 7 月 12 日比島北ネグ ロ ス 島 マ ナプ ラ山脚地 に て 戦病死　享年 49才．

  二 十八星 瓢虫に就 きて （吉田嘉七 と共署），病虫害雑誌 6 （1）：27〜 31 （1919），黒椿象

に 関す る調査 （亅926）， 稲黒椿象駆除予防 に 就い て （1〜2）， 同上 14 （6）： 320
， （7）：386〜

（1927）， 黒椿象 の 産卵 に 就い て （ユ〜2），毘虫世界 32（368）：114〜124
， （369） ：154〜158

（1928），農林省委託黒 椿象に 関す る研究成績，石川県農事試験場 （1930），桃象虫に 関す る

研究成績 ， 石川県農事試験場 （1934）， 砂潜瓢箪象虫に 関する研究 ， 農事改料資料 109 ：

133〜148（1936），黄条蚤虫駆除予防 に 関する研究成績 に就て ， 農友 （石川県） 8（8） ： 9

（1940），黄条 蛋 虫 に関 す る研 究，石 川県 農事試験場 （1941）．

  略歴資料は石川県農業試験場川 瀬英爾技師提供．

　 加 藤 静 夫 （1906〜1962）

  　明 治 39年 5 月 15　［］山形禦米沢市 に 武夫長男 と して 生 る （父 武夫 （1883〜1949）は 地質

学者，理 学 1専士，東大名誉教授）．大 正 8 年 3 月福岡県戸畑市明治尋常小学校卒，同 13年 3

月青山学院中学 S　／s
’
f
−．，昭和 7年 3 月北 海道帝国大学農学部農業生物学科昆虫学分科卒 ， 同

4 月農事 試験場見習生，同 9 年 6 月北海道農事試験場副 手 ， 同 10年 2 月北海道庁技手 ， 農

事試験場勤務，「司 11年 7 月北大農学部講師，同16年 7 月北大農学部助教擾，同 12 月中華

民 国国立 北京大学理学院副教授，同 18年 8 月教授，同 20年 11月終戦 に よ り退職， 同 12

月 中華罠 国農 林部華北農事試験場に 留 用，病虫係主任，同 22年 9 月留用解除，10月帰国，

同 22 郊 11 月 GHQ 農業課技術顧問，同 23年 8 月農林技官，農事試験場勤務，同 25駕 4 月

農業技術研究所病理 昆虫部昆虫科長兼昆 虫同定分類研究室長，同 30年本会評議員，同 31 年

5 月病理 昆 虫部長，同 7 月第 11圓国際昆虫学会議出席の た め カ ナ ダ お よ び 欧米 へ 出張 i2月

帰国，同 32年 9 月第4 回国際作物学会議 に 出席 の た め西 ドイ ツ に 出張，9 月帰国，同 33年
1 月本会副会長，同 35年 9 月 ミカン コ ミバ エ 調査 の ため中華民国お よ び フ ィ リッ ピ ン へ 出

張 ， 同 36年 1 月帰国，同 36 年 1 月 日本慮用動物昆 虫学会副会長，同 10 月農学博士．

　 昭 和 37年 9 月 30 日心筋梗塞症 の た め歿　享年 56才．

  Anew 　and 　four　unrecorded 　species 　of　Phaoniinae　from　 Japan，　 lns．　Mats．　 l　l

（1／2）；24〜 27（1936），本邦産 Polietes属 2 種，昆虫 13（1）： 1〜3 （1939），日本及 び満洲 に

於 て 農作物を害す る ダイ コ ン バ エ 属 の 種類 とそ の 特微 ， 植物及 動物 7 （8）： 1367〜1376，

7（9）：1529〜 1538（1939），ノ サ シ バ ェ に 就て ，応用昆 虫 1（4）：ユ51〜159 （1939），本邦産 ア

カザ モ グ リハ ナバ エ と其 の 近 似種，昆 虫 15 （2）： 55〜68 （1941）， Ataxonomic 　study

on 　the　rice　leaf　 miner 　Agromyza　oryzae 　Munakata ， 農技研報告 C6 ： 26〜34 （1956），

Taxonomic 　studies 　on 　soy 　bean　leaf　and 　stem 　mining 　flies　of 　economic 　importance

in　JaPan，
　with 　descriPt董ons 　of　three　new 　species

， 農技研報告 C13 ：175〜206（1961）
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の ほ か多数の 報文 が ある．

  　渡辺 千尚 ：加藤静夫君の 追憶， 日本応 用動物昆虫学会誌 6（4）：299〜 301（1962）， 渡辺

千尚 ：加藤静夫君 を追 想 して，昆虫 30 （4）： 285〜287 （1962），
Xctnthochroa　katoi　Kono

カ トウ カ ミ キ リモ ドキ の ほか数種 の 毘虫に 献名されて い る ，

　 カ　　 コ

　 可 イニ 藤 吉 （1908〜1944）

  明治 41 年 1 月 1 日周山県勝問 田 町藤 i・良阻 男と して 生 る．昭和 2年 3 月岡山県立津山

中学卒 ， 同 5年 3 月大阪府立 浪速高等学校理 乙 卒 ， 昭和 8年 3 月京都帝国大学農学部農林

生物学科卒， 同年理 学部大学院 に 入 り川村教授の 指導 に よ り渓流 の 生態学的研究 に 没頭，

同18年10月太平洋戦争 に
一

兵士と して 出征 ， 同 ユ9年 4 月南方に 出勁，

　 沼 和 19年 7 月 18日 マ i］ア ナ 方面 で 戦死　享年 36才．

  晩春の 川 に て ，あ きつ 2（4）：189〜194（1940），i奚流性昆 虫 の 生態 」 ド川晴男編 昆 虫

（上）：i71〜317 （研究社 ，
1944），京都鴨川 水系産ブユ 科 Il 種 の 蠕，大津臨湖実験所 生 理 生

態学研 究業績 ll（1944），満洲産泥虫科火蚊科蚋科の 幼虫，関東州 及 満洲 国陸水生物 調 査書

（1950），木曽王 滝川 昆 虫1志 （木曽教育会，1952）．

  遺稿論文集 「木曽三E滝 川 昆 虫誌」略歴 司
簡． カ ニ エ リユ ス リカ， カ ニ ア ミカは氏 に献名

され た昆 虫で あ る．

　 カ 　 ノ 　 Ptx オ 　　　　　　　　　　　　　　　　　 な，
　鹿 野 忠 雄 （1906 〜1945ti：） （写真 PL　4）　

ti

  明治 39年 10月 24 日生 （本籍福島県）．大 正 捻年 3 月東京開成 LI」学校卒 ，
　 H召和 4 年 4

月台北高等学校 （運 甲）卒， 同 8年東京帝国大学理 学部地 理学科卒，狸学博士 （台湾シ ル

ビ ァ 山の カ
ー

ル 研 究），台湾総 督府 理 蕃課 嘱 託 を 経 て 第 二 次 大 戦中 フ ィ リッ ピ ン お よび 北 ボ

ル ネオ の 地質，生物民俗凋 査 の た め陸軍 々 属 （中佐待遇）と して 派遣 せ らる．

　昭 和 20 年 8 月 13N 北 ボル ネオ で行方不 明と な る， ＊

歿年不明．

  　福 島県 産 蝶類 目録， 昆 虫世界 24 （278）：358〜368 （1920），日本 ア ル プ ス高 rl1蝶 に 就て，

同上 26 （304）：405〜408（1922 ），朝鮮産斑螫歩行虫 既 知種 目録 同上 27（305）： 377〜384

（1923），　 紅頭嶼産斑螫及 天牛 目録並 に 同島毘虫相に就きて の 考察，昆虫 3 （2） ： 76〜82

（1929），　 Descriptions　 of　 three　 new 　 specics 　 of　Curculionidae 　 of 　the 　 genus　Pa −

chyrrhynchus 　Germer 　from ・the・island　of　Botel　Tobago ，昆虫 3 〔4）： 217〜238 （1929），

蝶類の 分布 よ り見 た る紅頭燠 と隣接地 との 動物地 理 学的関係 （1〜2）， 日本生物地理 学会 々

報 2 （2）： 221〜237 （1931），2 （3）： 249〜252 （1932），New 　 and 　unrecorded 　 longicorn−

beetles　from　Japan　and 　its　adjacent 　territories（1〜2），昆虫 6（5／6）： 259〜291（1932），

7 （3） ： 130〜 140（1933）， Second　 contribution 　 to　the　knowledge　 of 　 celeopterous

fauna　of　Kotosho ，日本動物学彙報 18 （1）：29 〜 32 （1939），紅頭嶼 （瀬川孝吉 と共著）

（1940），山 と雲 と蕃人 と （中央公論社，1941），

  　中学時代よ り採集家と して 知 られ ，　 台北高等学校在学中 は あらゆ る蕃 界 に 入 り込 み，

極めて 多 くの 昆虫を採集 ， 多数の 甲虫を記載す．後に 地理 学を専攻 した が民族学，民 俗学，

考古学の あらゆ る分野 で 活躍， また，登山家 として 知られ 生物地理学，民族地理学上 の 業
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績も多い ，経歴資料 は遠戚 に 当る小西正 泰博士 に よ る，

　 　 　 　 　 タ キ　 ヤ

　 」il　上 　　∫竜　　彌　（187工〜1915）

  明治 4 年 1 月 24 日 （1871年 3 月 15H ） i4形 県飽 海郡松嶺町 に 十郎 2男 として 生 る．

明論 21 年鶴岡中学校卒 ， 同 33隼 7 月札幌農学校卒 （ce　18回）同年北海道庁嘱託，同 34年

熊本県立 熊本農学校教論，同 36年 10月台湾総督府技師 ， 農事試験場勤務，同 37年同農事

試験場技師 ， 槙物病理 部長．

　 大卍 4 年 S 月 12 目歿　享年 44 才，

  　新高山の 蝶類 ， 昆虫 世界 11（115）：92〜94（1907），李煉山の 蝶，台湾 1専物学会報 3 ：

174 （1913）．

  宮部金吾 ： 故 1〕
1

蛭学士川上滝弥君の 略伝，札幌農学会々 報 6 （1）：7G〜73 （1915），［」野巌

： 植物病学発達史，224〜225（1949），伊藤
一

雄 ： 目本に於け る重封病学発 達の 展 望 （1）： 149

（林業試験場研究報告 174 （1965））〔肖像写 夛｛付）．　 カ ワ カ ミシ ロ チ ョ ウは 氏 の 紅頭 嶼 に お

ける採品を記念 して 命名 され た もの で ある．植物病理学者で あ るが，台湾の 植物に カ ワ カ

ミア ジサ イ，カ ワ カ ミガ シ ， カ ワ カ ミカ ズ ラ な ど献名されたもの が あ る．

　 　 　 　 　 Pt ミ ジ

　川　村　多実二 （1883〜1964）

  　明治 16年 5 月 4 日岡山県津山市で 良次郎 2 男 と して 生 る．明冶 38年 3 月第三 高等学校

理 科卒 ， 在学中浅井忠 に 洋画を学 ぶ ，同 41 隼 7 月東京帝国大学理 科大学動物学科卒，大正

元年 10月京都帝国大学医科大学助 畢，同 11月講師， 同 3年 9 月大津に 医科大学1坿属臨湖

実験所 を開 設，同 5 年中華民国へ 出張，鬪 8 年 2 月助教授，同 10 月長野県福島町 に 木曽生

物学研究 所 を開設 ， 同年在外研究員と して 北米 ・英 ・独 ・伊等 に 留学 ， 同 工0 年 4 月帰国 ，

同 10年 5 月教授 ， 同 13年 2 月大津臨湖実験所長，同 18年 5 月停年退職後同大学名誉教授，

同 24年滋 賀県 立短期大学初代学長， 同保育辱門学院長，同 32年京都
’
市立 美術大学長，同

38 年 5 月 同大学名誉教授，日本陸水学会名誉会長 ， 同 9 月京都市名誉市民 の 称号を受 く，

同 10月脳軟化症を 発 し療養中．

　昭和 39年 12 月 16 日残　享年 81才．

  　日本昆 虫 図 蹴 （水 生 幼虫篇，北 隆館，1932）， H 本淡水生物学上
．
ド2 巻 （1918）， 動物

生態学 （1931），動物地瑤学 （193フ），動物群 聚 研究法 （1938），鳥 の 歌 の 利学 （1947）等 の

著 書の ほか 陸 水学 に 闘す る多数 の 報文 が あ る．

  　川村多実二 ：水棲昆虫採集 の 思 い 出，新昆虫 5 （7）：2 （1952），上 野益三 ： 川村多実二 ，

陸水学雑誌 25 ： 133〜136 （1966）．な お，兄清
一 （1881〜1946） は理 学 1専士，千葉高等園芸

学 校教 授 で 菌茸研究 の 権威 で あつ た，また 弟福 田邦三 は 生理 学者で 東京大学名誉教授，現

山梨大学長で ある．

　 カ ン 　ザ ワ　ツ ネ　オ

　神 沢 恒 夫 （1889〜 1954）

  　明治 22年 4 月 21 日山梨県中巨摩郡竜王付に 生 る．明治 40年 3 月山梨県立農学校卒，同

年県立農事試験場勤務，技手，技 師 を経 て 同 17 年退 職，同年甘藷馬 鈴薯 統 制 株 式 会 祉甲府

支所長 に 就任 ，同 21 年退 職 し，病害虫発生 予察事業嘱託と して 再び 山梨県 立 農業試験場勤
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務，同 25年病害虫専門技術員として 山梨県農業改良課兼農事試験場勤務．

　昭和 29年 6 月 2 日十二 指腸狭窄症 の た め歿　享年 65才．

  　稲萎縮病予防法，山梨県農聿：試験場特別報告 （1924），か ん ざ わ は だ に就て，蚕糸228

：8〜ユ0（工927），ス カ シバ カ ゲ ロ ウ民家を襲 う，病虫害雑誌 16（3）： 5（1929），山梨県に於

ける シ ナ ノ コ ナジ ラ ミの 発生，同上 16 （1）：56〜58 （1929）， 葡萄 フ ヰ ロ キ セ ラ の 防除と耐

虫性砧木 の 利用に 就て ，　 同上 19（1）： 53〜57 （1932）， 葡萄免疫性砧木の 試験並 に そ の 利

用 法，山梨農試 （193S），葡萄 の 大害虫 フ ィ v キ セ ラの 防除，新園芸 2 （3）： r］絵 （1949），

葡萄 に脅威 を 与え る ミ ドリメ ク ラ ガ メ，［司上 3 （2）： 口絵 （1950）．

  　小尾充雄 ：神沢 氏の 逝去 を悼む （付肖像写真），応用 毘虫 工0 （2）： 142〜王43 （1954），笹

本馨 ：故神 沢 恒夫 氏 を 想う，植物防疫 8（7）：巻 頭 （1951），山 梨 の 園芸 （昭 和 29 年 8 ・9 合

併号）（神沢氏追悼号）；1〜24巻頭略歴写真，天野久 （県知事）， 滝好雄 （改良課長），奥山

七 郎 （嗣芸課 長），他 2 氏の 追悼文 な らび に 米山勝則 ：神沢恒夫先生 の 業績 に つ い て ，p，16

〜24 （1951）．資料は ［【1梨県 植物防疫協会小尾充雄氏の 縫供 に よ る、

　神　　Eヨ　　重　　夫　（1898〜正961）

  　明治 31年 11 月 10 日茨城県 ICitl・三る，茨城県立 水海道中学校卒，次城師範学校卒・茨城

県水海道小学佼に 奉職 ；「鋤 植物学 の 検 定 試 験 に 合格， 山形 県 立 漣 田 中学校 に 転任，大正 13

年 2 月神奈川県立横浜第二 中学校 （現翠嵐高校）に 転任，昭利 15 年 4 月私立浅野中学絞に転

任，昭和 23年 5 月横浜市立平楽中学校副校艮 （6 ・3制改革に よ る），昭 和 25年 9 月横浜市

本郷中学校長，昭和 29 年 9 月私立 浅野高 ・中学校教論．

　 昭 和 36年 4 月 6 日心筋梗塞の た め 歿　享年 62才．

  　猫浜産介殻虫科目録，昆虫肚界 34（400）：413（1930），Kermes 　kuwanai　n．　sp ．1咐邦産

Kermes 属種の 検索表，目本動物学彙報 13 （5）：551〜554 （1932），　 Eulecanium 　kuwanai

n ，sp ．，同上 14（4）： 405〜408 （1934），　On　the　Genus　ffeliococcus， 同上 15（1）： 70〜75

（1935），朝鮮産介殻虫考察 （1〜32），昆虫世界 45（530）：296〜 298，45（531）： 323〜330，

45 （532）：3S6・−361（1941），山西省の 介殻虫 ， む し ： 21 （4）：33〜38 （1950）， そ の 他多数

の 論文を 発 表す． 目細 ［7 年糸賀璋 （別項）等と横浜昆虫同好会を結成，機関誌 「ア ゲ ハ 」

を 発 刊 し，神 奈川 県 下 の 昆 虫研 究 と趣味普及 に 努力 した．

  本資料は井上 矧 専士 を 通 じ未亡人 より頂 く．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 キ

　 　 　 　 シユウ　 タ

　木 下 周 太 （1884〜195S）

  　明治 17年 11月 15日東京牛込 に周
一

長男 と して 生 る （父周
一

（1851〜1907） は佐賀藩

士 で 山形県知 事，台湾鳳 山県知 事，台巾県 知 事，埼 玉 県 知 事 を歴 任 ）。明治 37年 3 月埼玉 県

浦和中学卒，同 44年 3 月第 二 高等学校卒 ， 大正 4 年 工0 月東京帝国大学理 科大学動物学科

卒，引続き大学院，同 6年 1月本会 （当時，東京昆虫学会）創立 に 参画 ， 創立幹事 ， 同年

11月大学院修業，そ の 間伝染病研究所嘱託 ，同 8 年 3 月農商務省農事試験場害虫調査 嘱託，

同 5 月千葉高等園 芸学校教授，同 11年 4 月周校退職講師嘱託 ，同年 8 月農事試験場技師 ，
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同 13 年 6 月〜昭 和 2 年3 月九州帝匱大学講師，同 15年 10 月獣疫調査所技師兼任，昭和 2

年 7 月天敵調査の た め フ ィ リ ッ ピ ン ，仏印，シ ャ ム ，マ レ
ー
連邦， イ ン ド等へ 出張，同 4

年応用動物学会創立 に 参画，同 8年本会 々 長，同 13年 日本応用 昆虫学会創立 委員，評議員，

同 15年 12 月文部省天然資源 に 関する講査嘱託 ， 同 16年本会並び に応用動物学会 （同28年

まで ）会長， 同 17年 3 月資源科学研究所嘱 託，同 18年〜20 年日本芯 用 昆虫学会長，同 19

年 12 月退官，「司 21年 11 月社団法人 農薬協 会理 嘉長 （26 年 ま で ），同 29年 4 月植物防疫協

会理 事長，同 30年木会名誉会員．

　昭 和 30年 3 月 26 目歿　享年 70才，

  本邦産 跳 虫科 に就 て （予報），動物学雑誌 28 （337） ： 451〜460 （1916），日本産跳虫類

の 三新種 に就て ， 同上 28 （338）：494〜498（1916），本邦産跳虫類 の 二 新種，同上 29 （340）：

40〜46，29 （341）：73〜76（1917 ），朝鮮産吸血性 ク リコ イ デ ス に 就 きて ，同上 30 （354）：15

〜2G 〔1918），無翅蚤 蠅 の
一

新種 に 就 きて ，30（360）： 402〜408（1918），入 虱雑記 （1〜4），同

上 30（361）： 462〜463〜31（366）：ユ29〜131（1918〜1919），ヤ ギ シ ロ トビ ム シ と シ ロ トビ ム

シ モ ドキ に 就て ，昆 虫世界 27 （307）：75〜79（1923 ），ア オ ヤ ン マ の 幼 虫の 記 載 と其 の 生 態

（小尾 充雄他 1名 と共著），昆 虫 3（3）： 179〜183（1929）， 害虫の 解説 （1〜16），農業及 園芸

3〔8）：903〜906〜4（12）： 1407〜14］3（1928〜i929），二 化螟虫分布 の 北限 に就きて （八木

減 政 と共著） 日 本学術協会報告 6 ：546 〜548（1930），カ ミキ リの 穿道 （1〜 2），植物及 動物 1

（1）：79〜82，（2）：237〜240 （1933），夜盗虫の 全貌 と そ の 防除法 （1〜 4），農薬と病虫 4 （3）

： 58〜62〜4 （6）： 323〜329　（1950），そ の ほ か t945年に かけて 多数の 報文 が あり，著書と し

て 防災科学 「虫害 」　（岩波 書店，1936）．昆 虫生 態写 真集 他 ケ原 干IJ行会，1933）， 日本昆

虫図鑑 粘管目お よ び 陸生 幼虫篤 （北隆館，1932），同粘管 目
一部 （同 改訂 版，1950）の 分担

執筆な どが ある．

  　木
．
ド周 太 ： ア ツ サ ム 茶 輸 入 の 思 い 出，茶業技術 研究 7 ：56〜 59 （1952），岡 ： 晶

；
蜻 蛉合

戦記，新昆 虫 7 （3）：18〜20 〔1954），江崎悌三 ：木下周太先生，昆 虫 23 （3）：91〜96 （肖像

写真付）（1955），故木下周太氏記 念号，応 用 昆虫 11（3）；79〜86まで は 追悼記 事：，そ の 後132

ま で 記 念 論文 （1955）．伊東広堆 ：名誉 会員木下周 太 先 生 記 念 号発 「［1に 際 して （79），鏑 木外

岐雄 ：木下周太君 の 追憶 （80〜81），三 坂和英 ：木下先生と螟虫研究 （8エ〜82），尾上 哲之

助 ：木下先生と農薬 （82〜83），石井悌 ：木下周太氏 の 思 い 出 （83）， 南川仁 1専 ：木下先生

に よ つ て 印度か ら導入 され た ア ッ サ ム 茶種子の わが 国茶業界 に 与 え た功績 （84），加藤静夫 ：

故木下周 太先生著作目録作成に 当つ て （84〜86），新昆虫 8 （5）：30〜33（1955），木下先生

記念特集 〔涯崎悌三 ： あ s 悲 しい 哉木下先生 （30），河 田党 ；木下先生 の思 い 出 （30〜31），

内田一
：木下先 生 と私 （31〜 32），朝比 奈正 二 郎 ：私 と木下先 生 の こ と （32〜 33），福 田 良

太郎 ：木下周太先生 を偲 び て （33））， 田村市太郎 ：わ が旅の 入 々 （1），木下周太氏 の 巻 ，

植物防疫 10（9）：395〜（1956），杉繁郎 ：木下 周 太先生 を偲 ぶ，蛾類同志会 通 f言 3 ：11（1955），

上 遠章 ：木下周 太 先 生 を 偲ぶ，関東 々 山病害虫研 究会年報 2 ： 2 （1955）．
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　久　保　猪之吉 （1874〜1939）

  明治 7 年 12 月広島県 二 本松の 常保長男 と して 生 る． IH治　39年 9 月東京帝国大学医科

大学医学科卒 ， 同大学院で修業，同 36年九 州帝国大学医科大学助教授，耳鼻咽喉学研究の

た め独 墺 に留学，同 40年帰 朝 して 教授 と な り医学博士の 学位を受 く，後附属病院長，九州

大学評議員 を歴任，大正 2 年第 正7 匝「万 国医学会で 渡英，同 13年欧米へ 出張，昭 和 10年停

年退職，後東京 に 転居．

　昭 和 14年 11月 12 日歿　享年 65 才．

  耳鼻 咽 喉学の 権威で あるが ， 古 くから蝶の 蒐集研究家と して 知 られ る．医学史学会評

議員と して 医学史に 関す る報文 もある． クボ ウ ラ ミ ス ジ シ ジ ミ （ダ イセ ン シ ジ ミ） の 和名

は氏 に 囚む ．和 歌を 落合直文に師事し，後俳旬に 転ず，夫 人 よ りえ （1884絢 1941）は俳入

と して 令名が あ る．

  大人 名事典 そ の 他の 資料に よる．

　黒　　沢　　三三樹男　　（1903〜1967）　　（写 ｝萋　PL　4）

  　明治 36 年4 月 3G 日生 （本籍横浜市港北区篠原町）．大正 14年 4 月東京帝国大学農学部

実科卒 ， 昭和 2 年 5 月農林省農事試験場見 習生， 1司7 年9 月横浜税関嘱 託，植物検査事務

に 従事 ， 同 8年 11 月植物 険査 官補，同 20年 2 月地方鼓師 に 任ぜ られ 茨城県立農事試験場勤

務，同 23年農林技官，農林省農薬検査所勤務，同 25年農薬検査所生物課長，岡 27年 3 月

退 官，同 27 年 4 月 口木特殊農薬株式会社入仕 ， 同 34年 2 〜3 月東京農工 大学講師，1司 36

年 5 月農学博士 ， 同 40年 4 月同社農薬研究所生物部長兼農場長，総務課長，同 41年同農薬

研 究 所 総 務部長兼総 務課 長，

　昭和 42 年 4 月 10 口歿　享年63才．

  　総尾 目 の 頭部 と口 器 に 就 て ，昆 虫 3 （2）：97〜100（1929），ク リバ ネア ザ ミ ウ マ に 就て ，

同上 3（4）：247〜252 （1929），
Description　of　three　new 　 Thrips　from 　Japan，同上 5

（5／6）：230〜242 （1932），Description　of 　four　new 　Thrips　in　Japan，「司上 11（3）：266

〜275 （1937），Anew 　species 　 of 　Litothrips　from　 Japan ，台湾博物学会報 27 （i69）：

219〜22正 （1937）， 輸移入植物に 発見せ る蘚馬類の 調査， 農林省農事改良資料 134 ：74〜

（1938），Thysanoptera　of 　Micronesia，　Tenthredo　3 （】）：45〜57（1940）， 日本昆虫図鑑

（北隆館，195e＞ お よ び原 色 日本昆 虫 大 図 鑑 III の 総 尾 目 （1965）を 担当執筆 の ほ か，1929

年か ら 1966年 に かけて 多数 の 報告 が あ る．

  中旺i正 彦 ：黒沢 さん の 逝去を 悼む，農薬研究 13 （3）奥付 （肖1象写真付）（1967），経歴資

料は農薬検査所 お よ び 日本特 殊 農 薬 株式 会 社 の 職歴 に よ る．

　桑　名　伊之吉 （1871〜1933）

  　明治 4 年 5 月 17 日 〔1871年 7 月 25 日）福岡県築上 郡 黒 上 村寿八 2 男 に生 る．明治 2工

年ハ ワ イ に 渡 り 1ケ 年労役 に 服 し後監督とな り資 を 貯えて 米本土 に 渡り苦学を しつ つ 中学

課程 を修め，更 に コ ーネ ル 大 学 に学び Comstock の 指導 を得 て カ イガ ラム シ の 分類を 研
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究，明治 32年 5月 同大学卒 ， 卒業篌同大学勘手 とな り大学院で 研究中一
時研 究 の た め 帰国

せ るも再 び 渡米し，同 34年 9 月 Master 　of 　Arts の 学位 を受く， 同 35 年帰国し英彦山の

九 州昆虫学研 究所 へ 入所，カ イガ ラ ム シ の 研究 に 従事する，同 36年 7月農商務省農事試験

場技手，同 38年 8 月小笠原飛蝗調査の ため同島 へ 出張，同41年技師，同 45 年 6 月小笠 原島
へ 出張，大正 2 集 4 月農商務 技師とな り農務局農務課勤務 ， 同 3年 2月植物検査官兼農事
試験場技師，同 7 月植物検査 駈長 ， 同 5年 1〜3 月台湾へ 出張 ， 同 9 年 11 月比 島 ・印度 ・

香港等 へ 出張 ， 同 12年 8 月朝鮮 に 出張，岡 13年12月横浜税 関植物検 査i課 長，大蔵鼓師兼農
商務技師，同 15年農 学 博士，昭和 4 年ジ ャ ワ の 太平洋学徳会議 に本会代表として 禺席，昭

和 5 年度本会 々 長，昭和 7 年 1 月退官引続き農林省農務局嘱託，昭和 7 年度本会 々 長．、

　 昭和 8年 7 月 14日歿　享年 62才、

  昆虫採集製作 法 （小貫信太郎 と共著，1go3）， 目本介殼虫図説前後篇 （191正，1917），
農用 昆 虫学講義 （1918），農芸殺虫剤 （1924），実用害虫駆除予防法 （1925）等の著書の ほ

か，きわ めて 多 くの カ イ ガ ラム シ 類分類 の 報告が あ る （昆虫 7（3）：107 の 主 著 冐録参照 ）．
  　上遠 章 ： 前会長 農学 博 士桑名伊之吉氏 の 逝 去を掉む，昆虫 7（3）： io5 〜107（1933）（肖
｛翡 真 お よび 王蒲 献 騰 付）・黐 伊之吉博士 の 昶 跿 悼む，融 世界 37 （433） 、 巻頭

（1933）・ ト1驫 之丞 ・ 桑舗 士 の 逝去，病蛤 艦 20〔8）・糲 （削象お よ び 1咯伝）（1933），

平野伊
一

・植物検疫諸先 輩 の 略歴，大 trt植物防疫 7（75176）：95〜ユ00 （1959）．

　桑　山　　　茂 （1882〜三912）　（写真 P1，3）

  明治 15年 11月 4H 愛媛県北宇和 郡吉田町 で 貞常 （1851〜1934） の 長 男 と して 生 る。明

治 25年北海道 釧路町に 移 り，同 35年 3 月凾 蝕中学校卒，明治 41年 7 月東北 帝国大学農科
大学農学科卒，同 i2月昆虫学教室 副手， 同42 年 3 月 私立 北 海中学絞講師嘱託，同年同大学

実験農場害虫試験調査を嘱託 さ才もる も病気 となり，

　明治 45年 2 月 17 目歿　享年 30才．

  Di ・ P ・yエlid・n 　J・p… （1〜 2）， 札 1麟 物学会々 報 2 （1／2）・149〜189（1908），同上 3
（1）　：53〜66 （1910）．

  　訃報 ： 昆虫阯界 16（175）：124，一
：昆 虫学 に 関係ある大家 の 略歴 （12），桑山茂氏，

昆虫肚界 16（176）； 158〜195　（1912）（肖像写真付）， 江崎悌三 ： 日本昆虫学史話 （4），昆虫
24 （2）；120 （1956）。元北海道 農業試験場長桑山覚博士 は 茂氏 の 令 弟 で あ る．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ：】

　 　 　 　 　 　 マ コト

　ノ亅s　泉　　　　　丹　（1882〜1952）

  明治 15年 ll月会津藩士忠武長男と して 兵庫県 に 生 る．第二 高等 学校を 経て 明治 40 年
7 月東京帝国大学理 科木学 動物学科卒，伝染病研究所 に入所寄生虫学を専攻す，大 正 3年
台湾 総督府枝師，台湾帝国大学医学部教授，同 7 年白蟻 に 寄生す る原虫類 の 研究 で 理 学博

士 を 受 く， 同 8年 12月〜同 10年 6 月欧米留学，後北 里研究所副所 長 を 経 て 大 正 13年 1 月

慶応義塾 大学医学部講 師， 同 7 月 同大学教授，兵役召集を経て 昭 和 18年 2 月復職，同 21
年 4 月医 学博：士， 同 24年 4 月兼大学予科医学部主任，同 26 隼 3 月兼務 を解か る．
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　昭和 27年 1G 月31目歿　享年 69才．

  　人体寄生動物学 （1911）， 住血 原虫 に 関する疾病 の伝播並撲滅，日新医学 1（4）（191D ，

本邦産鼠蚤 ノ 研究 （1〜2） （宮嶋幹之助と共著）， 細菌学雑誌 159 ：1〜46，162：286〜310

（1909），白蟻 に 特殊な る寄生原虫所謂 トリコ ニ ム フ 類に 就て ，台湾博物学会報 7 ：27 お よ

び 113 （19ユ7），The　Anophelinae　of　Formosa ， 動物学雑誌 37（442）：314〜 377（1925），

0n 　the　distribution　of 　 Anopheles　in　FoTmosa ，　動物学雑誌　40 （476） ； 219 〜228

（1928）．日本昆虫図鑑 蚤科分担執筆 （1932）．

  　略歴資料は慶応義塾大学森八郎博士 に よ る．

　河 野 禎 蔵 （旧 姓原 田）（1818〜1871）

  文化 14年 12 月 1 日 （1818 年 1 月 7 口） 筑前国糸島郡波多江村原 田種彦長男に生 る，

名 は 剛 （初 め養 立 ）通 称禎蔵．福 躅唐 人 町 の 河野 春竜 の 家を 嗣 ぐ， 安政〜交久年間 （嘉永

2 年あ るい は天保年内と あ る もの は 恐 ら く誤 り） 瀋命 に よ り長崎 に 留学， ハ ン デ ン （Van

den　Broek）お よ び シ
ーボ ル ト （Philipp　F．　von 　Siebold）に 医学 ， 農学 ， 植物学を学び

帰国して 波多江 村 に 眼科医を開業せ しも後廃業，慶応 3 年二 豊三 備，繙 州 作州 の 各地を踏

査 し農業を 視察 して 穂生三 分 の 選種法を 発明，明治 3年京都府倹参事に 圧ぜ らる．

　明治 4 年 2 月 12 日京 都 に歿 享年 53 才．

  「農家備要」お よび そ の 後篇 「農家花暦」（1870）を 著す．農家備要 2 巻 中に ある稲災

害篇 は わ が 国に お ける 洋式害虫防除法 の 嚆矢 と称せ られ 「螟 虫 」の 言葉 初 めて ｛吏用 され る，

  河野禎蔵氏小伝，大 日本農会報 108 ：　58−−59　（1890）， 岡田忠雄 ： 明治初年 に於け る病

害虫の 記載，病害虫雑誌 5（2）：96〜98（1918）， 見波定治 ：農 界に お け る郷 土史 の
一

端 筑

tttr　2 ：67〜75（1921）．

　河 野 廣 道 （1905〜1963） （写真 Pl．4）

  　明治 38年 1 月 17 日札幌市で 常吉2 男 と して 生 る （父常吉 （1862〜1930）は 長 野県 ．k，明

治 27年渡島 し道庁 に 奉職，北海道開 拓 史，北方民 族学，考古学 の 研究家と して 知 らる．高山研

究家と して 知 られ る齢蔵 （1865〜1939）の N ）。大 正 6 年札幌 市中央創成尋常高等小学絞卒，

同 10年道立札幌第二 中学校卒 ， 「司 11年 7 月北樺太学術調査隊に 参加，「司 13 年 7 ・8 月台湾

昆虫調 査旅行，昭和 2 年 3 月北 海道 帝国大学農学部生物学科毘 虫学分科卒， 同 5年 3 月同

大学院修叢司大 学助手，同 7年 2 月 日本産短吻象鼻虫科 の 研究 で 農学博士 の 学位を受 く．

同 9年 5 月農学部授業嘱託，同 13年 5 月農学部講師 ， 同 15年 5 月樺太庁 よ り森林害虫調 査

事務嘱託，同 12 月八紘学院講師，同 16年〜18年南樺太調 査，同 16年 7 ・8月北干島 1凋査

隊長と して 同島調査，同 17年 12月北海道新聞社北 方研究室長 ， 同 19年 6 〜10 月満洲 国大

興安嶺総合調査隊に参加，同年同社論説委員 ，
5 月同上 参事，同 28 年北海道 道 政史編集事

務 ri属託，同 30年 1 月北海道学芸大学札 r駝分校教授，同 34年付属図書館 長．

　昭和 38年 11 月 12日歿 　享年 S3才．

  Beitrag　zur 】くenntnis 　Attelabinen −Fauna 　Japans，　lns．　Mat・2   ： 34〜45（i927）・

Die　biologischen　Gruppen　der　R知ynchitinen，　 Atelabinen　 und 　Apoderinae，　Jour．
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Facu1．　Agr ．
，　Hokkaido 　Imp．　Univ，29 （1）： 1〜 36（1930），

　Die 　Apoderinen　aus 　dem

japanischer　Reich．　 Jour．　Facul．　Agr．，　Hokkaido　Imp ．　Univ．29 （2）：37〜83　（1930），

Die　japanischen　Hylobinen，　Journ ．　Facul．　Agr ．　HQkkaido 　Imp ．　Univ ．33 （3）：223〜

248G934 ）， 本邦 に 於け る マ イ マ イ ガあ周期的大発生と太陽ヴ ォ ル フ黒 点数との 関係 ， 植物

及動物 6（8）： 1361〜1376（1938），Die　cutculiniden ，　Schadlich　an 　Sachalintannen　und
Ezofichten，　Ins．　Mat．12（2／3）： 143〜146（1938）， 北 東亜 細亜 産虻科 の 研究 （1〜III）（高

橋弘 と共著），Ins．　Mats ．　13（4）：147〜162
， 動物学雑誌 51（2）：759〜760，

　 Ins．　Mats．14

（1）：6〜18（1939）t 蝶類の 幼虫の 食性に 閧す る研究 1〜II （沢本孝久 と共著），昆虫 12（4）

： 140〜145，13（2）： 60〜62 （王938〜1939），ト ドマ ツ
・

エ ゾ マ ツ 類の 根に 寄生す るア ブ ラ ム

シ 類 に 就 て，北海道林業試験場彙報　2 ：65〜86（1942），　 日本動物分類 10（8）皿o．1〜3，

no ．10 （1936〜1937），北 方昆虫記 （楡 書房 ， 1955），雪 虫 （プ ラヤ 新書刊行会，1956） こ

の ほ か 1925年か ら 1958年 に か けて 昆 虫学の 報文きわ め て多数 あ る ほか，考古学，民族学，

北海道自然史関係 お よ そ 130篇が ある．

  渡辺 干尚 ： 河野 広道博士 の 逝去を 掉み て ，昆 虫 31（4）： 314〜315 （1963），故河 野広道 1専

士 小伝 （河野家，1963）（付著書論文 目録 （昆 虫学関係を 除 く）），
Okada

，
　H 。： Hiromichi

Kono ，1905〜1963；Arct圭c　Anthropology　2 （2）： 149〜154 （1964），経歴資料 は小西正 泰

博ゴ：の 提 供 に よ る．

　 小　　竹　　　　　浩　（1869〜1923）

  　明治元年 12月岐阜県不破君「il：i」村に生 る．岐阜県農事講習所卒，明治 21年来岐阜県下名

地小学校訓導，同 31隼 4 月 名不1i毘 虫 研究駈第 1回害虫駆除講習会参加，明冶 36年小学校 訓

導 を退 き，名 和昆 虫研究所 へ 入 所昆 虫 研究 に 従事，大 正 3年眼病 の た め 同所 退 職．

　 大正 12年 5 月 7 日歿　享年 55 才．

  　害虫駆除予防実見録 1〜 17，昆虫世界 9（89）：27〜30（1905）〜 10（111）： 464〜466

（1906），初等教育 に 於け る毘 虫学 1〜16，昆 虫世界，11（1工5）： IOO〜104 （1907）〜12（132）

： 322〜325 （1908）， そ の 他温古虫談 ， 皇太予殿下献．．ヒ標本の 解説 な どを 昆虫
’
「…堺 に連載．

ユ903年 よ り1913年 に わたり発表活動を なす．

  昆虫 1址界 27 （310）：214 訃報 （肖1象写 真付）．

　 　 　 　 　 ジ ン

　小 西 甚 七 （1目姓渋谷） （1900〜 1944） 　（写．輿 Pl．4）

  　明治 33年 10 月 18 日青森県 に 生 る，大正 7 年 3 月青森県立農学校卒，同 8 年北海道農

串：試験場実習生終了 ， 同年 4 月北海道帝国大学雇 ， 農学部昆虫学教室勤務，同 10年 9 月同

上 助手，周 13年 3 月休職，英独仏 の 3ケ 国に 私費留学 ， 昭 和 2 年 3月帰国，同年 4 月北 海

道帝函大学農学部実科講師 ， 昭 和 5 年 8 月 「台湾産螟蛾科 の 分類学的研究」そ の他 で 農学

「専士 の 学位を受 く，同 5年 12 月退職 ， 岐阜高等農林学校講曄，同 6年 8 月〜同 8年 7 月 ま

で 名和 昆虫研究 所技師長，同 9 年 4 月岐阜高等農林学校退職，南洋興 発株式会社 試験場長

と して サ イパ ン 島に 赴任，両 11 年秋南洋群島およ び西部 ニ ューギニ ア へ 調 査研究の た め 出

張，「司 12 年夏棉害虫天敵調査 の た め 比島ロ ス バ ニ オス 大学およ び南方諸地域 へ 出張 ， 同 工4

年南洋興 発株式会社製糖所長．　　　　　　　　　　　　　　　 ．
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　昭和 19年 2 月セ レ ベ ス 島マ カ ッ サ ル 事務所長と して 転任 の 途 次乗船撃沈され した め，

ロ タ島沖で 夫人 と共に残 享年 43 才．

  　日本本土産太螟蛾亜科 ， 台湾博物学会報 17 ：339〜358（1927）， Descriptions　of　two

new 　species 　Phycitinae　from　Japan，　Ins．　Mats．2 （1）：23〜25 （1927），　Some　new 　and

unTecorded 　species 　of 　Pyra1童dae　from　Corea，　lns．　Mats ．2 （2）： 87〜IG2 （1927），　Descrip−

tions　of　one 　 new 　 genus　and 　one 　new 　species ，
　with 　 four　 unrecorded 　 species 　 of

Phycltinae　 from　Japan，　Ins、　Mats．2 （3）：12弖〜124 （1928），　The 　systematic 　 study 　on

the　Fermosan　 Pyralinae，北 大農学部紀要 22 （1）： 1〜300 （1928），
　The 　Galleriinae　 of

Japan，　Ins．　Mats．4（1／2）：工7〜24 （1929），　Thc　Endotrichinae　of ∫apan ，　Ins．　 Mats ．5

（4）： 161〜 170 （1931），日本本土 産 斑螟 蛾 亜 科 目録，昆 虫世界 36（420） ： 255〜258， 同

（421）：295〜298（422）：331〜335（1933），そ の 他多数の 報告 が あ る．

  安松京 三 ： サ トウ キ ビの 救 い 主，昆虫物語 ：工03〜107（1960） （フ ィ リッ ピ ン よ りヒ メ

ハ ラ ナ ガ ツ チ バ チ を サ イパ ン 島 に 導 入 放 飼 して サ トウ キ ビ 大害虫マ リア ナ ス ジ コ ガ ネ 防除

に大成功 を お さめ た 小西溥士 の 功績 を紹介す）．本経歴資料 の 前半は 北 海道 農業試験場 の 桑

山覚博士 よ り，後半 は 刈谷正 次郎氏よりの 提供 に よ る．

　 コ　　バ 　 ヤス　 キ

　木 庭 康 喜 （1888〜1946）

  　明治 21年 7 月 6 日熊本県山鹿市 に 生 る．明治 40 年 3 月熊本県球磨農業 学校卒， 同 41

年 4 月農商務省農事試験場九州支場勤務 ， 同 45 年 4 月台湾新竹庁農会技手，大正 2年 5 月

熊本県鹿本郡 大道小学校勤務，同 6年 尋 月球磨郡湯前村産 業技手，同 7 年 5 月 熊本県立球磨

農業学校勤務 ， 同 8 年 4 月熊本県立農事試験場勤務，同 14年 9 月退職，同 15年 4 月熊本県

鹿本郡農会勤務．

　昭 和 21 年 3 月 9 日歿　享年 57才，

  　蚕豆 象虫に 関す る研究 （1），熊本農試 （1933），田植前 に 於け る稲の 病害虫防除研究 4

：7〜（1939）， 熊本県 に於け る作物病害虫発生の 変遷 （1〜12），研農 （熊本）6 （1〜9）（1941），

7 （1）（1942）．

  熊本農業試験場古山覚技師提供資料 に よ る．
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　小 　山 　海 太郎 （1870〜1953）

  明治 3年 4月 3 日 （187  年 5 月 4 日）長野県小県郡和村生 ．和村和 ノ亅丶学校卒，明治 18

年 4 月和小学校雇教員，そ の 後弥津尋常小学校雇 を経 て 22 年 4 月和 尋 常 小 学 校 に復 帰 し，

同 26 年 4 月同校訓導， 同 31 年 6 月 同郡第 1〜第 3 区害虫視察委員，小県昆 虫研究会 を創

立，害虫研究に励む，同 33年 3 月同校還職し農商務省農事試験場雇を 拝命昆 虫部勤務，同

12 月文部省巾等学校教員検定試験 に 合格，34 年 4 月同 場 退 職 長 野県 野 沢 巾学 校 教 諭 と な

り爾来 20 数年同校に勤務，後長野商業学校長 ， 小諸高等学校長な どを 歴任す，

　昭和 28 年 8 月歿　享年 83才．

  　長野県下 の 害虫 ， 昆虫雑誌 9 ： 玉4〜16（1897），長野県下浮塵子発生状況，昆虫雑誌 12

：28〜（1897），稲 の 害虫一覧図 （1898）， ジ ャ ノ メ モ ドキ蝶 の 産地，昆虫雑誌 12；27〜
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（1897），昆虫見聞録 1〜8，昆虫世界 2（15）：423〜 426（1898）〜5 （43）：108〜110（1901），
昆 虫 標本中撚 翅類及蝉 の 卵採集に 就 て の 注意，動物学雑誌 13（155）： 285〜287 （1901），北信

地方 に於け るギ フ テ フ の 産地，昆 虫世界 5 （4！1）：397 （1931）， 昆虫物語 （信濃郷土 誌刊行

会，1933）他多数の 報文がある．

  農業技術研究所職歴 およ び長野県和村誌 （P．372），
　 ＝レ　 イシ　　　 タ カ シ

　是　　石　　　　　鞏　（1906〜1965）

  明治 39年 7 月 17日福岡県築上郡友技村に 生 る．昭和 3年 3 月台湾総督府北高等農林

学校農学科卒 ， 同月台湾総督府特殊課雇，同 5 年 10 月台湾総督府植物検査所技手，同 17年
6 月総督府鼓師，海南警 備府附，同 8 月経済局植物検査所長，岡 9 月経済局第 1課兼務，同
ユ8 年 2 月産業試験場兼務，同 21年 6 月退官，同 10 月熊本県農事試験場病害虫発 生予察事

務嘱 託 ， 同 24年 6 月嘱託を解き熊本県 技術吏員，農事試験場勤務，同 25 年 10 月農業講習

所講師兼任，同 29 年 8 月経 済 部植 物 防疫 室 兼務．同 31年 3 月熊本県農業試験場環境部主

任 ， 同 35年 7 月退職，同 8 月 日産化学：〔業橡式会社福岡支店勤務，同 40 年 12 月退社、

　昭和 40年 12 月 25 日歿　享年59才．

  熊本県 に 於ける 夏 ウ ン カ 及秋 ウ ン カ の 発生 予察法，九州農業研究 10 ：163〜（1952）， 熊

本県に於け る気象並 に害虫の 発生相 よ り見た水稲豊凶 の 考察，同上 工2 ：12〜（1953），最近

の ツ マ グ ロ ヨ コ バ イ の 発生 とそ の 対策，植物防疫 8 （9）： 387〜390 （1954），セ ジ ロ ウ ン カ 及

トビ イ ロ ウ ン カ の 越 冬並 び に 第 1 次発 生源 に 関す る調査 ， 病害虫発生予察資料 56 ： 188〜

192 （1956）， その 他 1937年 より 1958年に か けて多数 の報文 が あ る．

  経歴資料は熊木県農業試験場古山覚技師の 提供 に よ る，

　　　　　　　　　い屈 楓 、　　　 サ

　斎 藤 孝 蔵 （1904〜1961）

  明治 37 年 1 月 25 目 秋 田市 に 生 る．大正 10年 3 月秋 田県 立秋屠 中学校卒 ， 同 13年 3

月盛岡高等農林学校林学科卒，　同 4 月朝鮮総督府水原高等農林学校助教授 ， 同 玉5年 8 月

「昆虫 に 依る樹相 の 変化 に関す る研究」で 農学博士の 学位を受 く，同年 9 月教授，同 工9 年

水原農林専門学校 と改称，20年 5 月在満公 立専門学校教授，兼公主 嶺農林専門学校教綬，

同 21年 10 月帰国，同 22 年 1 月山形県 立農林専門学校嘱託 ， 同 22年 3 月演習林長兼厚生

課長，同 7 月文部教官に任ぜ られ山形農林専門学校教授，24年 8月山形大学農学部講 師，

」司25 年 4 月退職 ， 同月山形大学教授兼演習 林長 ， 同 33年非常勤講師，同 34年6 月［⊥1形大

学評議員、

　 昭 和 36年 5 月 】5 日歿　享年 57 才．

  朝鮮に お け る 4要 森林害虫，水原高等農林学術報告 4 ：1〜81（1931）， 樹木昆虫学 の提

唱，動物学雑誌 47（558）：236〜237（1935），朝鮮 に お ける 松帖嘶の 生態的研究， 林学会雑

誌 13 （12）：808〜（1931），朝鮮産天牛の 種類 と分布， 動物学雑誌 47 （557） ： 206〜209

（1935）， 昆虫 に依 る樹相 の 変化 に 閣する研究 ， 水原高農学術報告 6 ： 1〜272 （1941）， 山形

県 に 於ける松喰虫の 樹木 昆 虫学的研究，山形農林専門学校報告 3 （1950），樹木生理 （朝倉

…−
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書店 ， 1954）， 森林昆虫学 （朝倉書店，1957） そ の 他 1929年よ り1960年に かけ多 くの 論文

を発表す．

  山形大学農学部造林学研究室編 ：故斎藤孝蔵博士業績抄録 ：1〜30 （1965） 内容は肖像

写真 ・追悼文 （植木秀幹 ：斎藤博士 の おもい で ）著書，論文 目録，略歴そ の 他

　酒 井 久 馬 （1896〜1948）

  明治 29 年 5 月 9 日 愛媛県北宇和 郡三島村に 生 る．大正 4年 3 月愛媛県立 宇 和 農学校

卒 ， 同 7年 7 月愛媛県北宇和郡農会技手 ， 同 14年 3 月同上退職，昭和 4年 3 月鹿児島高等

農林学校農業別科卒， 同年 4 月農林省農事試験場に 雇 と して 入 場，同 5年 12月大分県農林

技手農事試験場へ 転出，同 8年 7 月北宇和 郡三 島村農会技乎，局年 8 月退職 ， 同年 9 月愛

媛県 農業調 査書記，同 9 年 3 月陸軍少尉，同年 5 月 鹿児 島県 農林技手農事試験場勤務．

　昭 和 23年 3 月 4 日歿　享年Sl才．

  　大分地方産 浮塵干類の 天 敵の 種類と 之等 天敵の 時期に 依る消長 に 就 い て
， 応用 動物学

雑誌 4（3）： ユ24〜127（1932），稲を害す る浮塵子の 駆除剤 に 関す る研究，漉児島高等農林学

校鵑校記 念論文集 ：617〜629（1934），甘蔗小翅 椿象の
一

斉駆除 に つ い て ，昆 虫世 界 39 （452）

：152〜153（1935），イ ナ ズ マ ヨ コ バ ヒ の 越冬に 関す る考察，昆 虫世界 37（436）：409〜413

（1938），鹿児島県 に於け る三 化螟虫駆 除 の概要，応用 昆 虫 1 〔2）：77〜79 （1938），鹿児島県

に 於 け る ナ カ ジ ロ シ タバ の 発生 とす る予 防対策，応用 昆虫 1 〔5）：222〜225 （1939），本邦 に

於けるア カ マ ル カ ヒ ガ ラ ム シ と其の 近似種 との 比較 ， 応用昆虫 2 （2）：45〜62 （1939），そ の

ほか 1928年 よ り 195工年まで 極 め て 多 くの 研究を発表 して い る．

  　御子息福岡県農業改良課酒井久夫技師 の 提供資料 に よ る．

　 　 　 　 　 ソウ

　坂　　口 　　総一
郎　（1887〜1965）

  明 治 20年 1 月 和歌II4県 に 生 る．明治 41 年和歌 ；．L！師範学校本科第 1部卒， 海草郡安

原小学校訓導，中等学校緬物科検定合格，大正 2年和歌山県実科高等女学校教諭，中等学校

動物科生理 衛 生 科検定試 験合格，　同 7 年 12 月海草中学校教 諭，同 9 年 11 月沖縄県立第
一

中学校教諭，同 14年 12 月和 歌山県師範学校教諭，昭 和 14年 12 月退職，京都帝国大学礪託

として 臨海実験所勤務等を経 て 同 29年火浦
’
市の 自宅 に坂口 自然科学研究所を設立．

　 昭 和 40年 1 月 4 日歿　享年 78才．

  　沖繩県 の 甘蔗 に タ イ ワ ン コ バ ネガ イ タの 大発生，昆虫世界 26（303）：394（1922），沖縄

本島IC於け る蝶類， 同上 26（300）：258〜260（1922），　再び沖縄本島に 於け る蝶類に 就て ，

同上 27（314）： 338〜340（1923），琉球産蝶類目録 （1927， 自刊 ？），相歌山県産昆虫目録

（池 田義雄 と共著，ユ962）．沖縄生物教育研究会 ：沖縄動物目録 （昆虫を分担執筆）（1959）．

  　経歴資料 は植村利夫博士 の 御教示 に よ る．

　 サ ギ　サカ

　向 坂 幾三郎 （？〜1928）

  滋賀県 の 入，明治 27年 7 月 東京 帝国大 学農科大学農学科卒 ， 同 30年 10月 〜 同 33年 5

月福岡県勧業試験場 々 長 （8 代目）， 同 33隼 5 月〜同 38年 2 月長崎県農業試験場 々 長，同

39年 9 月〜大正 12年 3 月朝鮮総督府勧業模範場技師，種芸係主任．
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　 昭和 3年 8 月 13 日残．

  　螟虫及 夜盗虫の 卵寄生蜂に対す る保護器，大 日本農会 々 報 199： 12〜（1898）， ウ リバ

イ並 に稲椿象 1ご対 す る除虫菊 の 効果，大 目本農会報 215：11〜14 （工899），コ バ ネゥ ン カ の

雄，大日本農会報 229（1900），　 K ネ ノク ロ カ メ ム シ に 就て ， 大 日本農会 々 報 240 ：140〜

141（1901），クモ カ メ ム シ に 就 い て ， 大 目本農会 々 報 289 ：19〜21（1905）， 害虫 ｝こ関す る

調 査，勧業模範場報告 2 （1908），同 3号 （1909），4 号 （191正），5 号 （1911），6号 （1912），7 号

（1913），　8号 （1914），　9号 （1915），　10号 （1916），　同研究幸艮告（1919），

  　足 立 丈 太 郎 ： 鳴 呼 向坂 幾 三 郎君，朝鮮農会報 2（9）：74〜76（1928），八 田 吉平 ： 故向坂

幾三 郎氏 を悼む ， 朝鮮農会報 2（10）：72〜77（1928），福岡県立農業試験場 80年史 （同場

編，1959）．

　佐 々 木　忠次郎 （「日名忠二 郎）　（1857〜1938）

  安政 4 年 8 月 10E （1857年 9 月 271ヨ）越前福 井神明前神楽町 で 長 淳 （別項）長 男 と

して生る．慶応元年儒者山本平太郎 の 門に 入 り漢籍 を学 ぷ ， 明治 2 年潤藩校明新館中学部

に 入学 ， 同 6 月旧藩主 よ り語学伝習生申付 らる，同 7年 9 月開成学校入学，同 14年 7 月東

京大学理 学部生物学科卒 ， 同 9 月農商務省農務局雇，農学校詰，le 月東京大学雇，理 学部

準助教 ， 同 15年 1月東京大学予備門教員兼務， 同 6 月駒場農学校助教，同 19年 7 月東京農

林学校教授，同 10 月兼第
一高等中学校教諭，同 22 年 5 月養蚕 お よ び水産研究の た め欧米

へ 差遣，同 8 月理 学博士 ， 同 10 月帰朝，同 32年 工0 月 忠二 郎を 忠次郎 に 改名，「司 39年 6

月学術取調べ の ため台湾へ 出張 ， 同 40年 6 月柞蚕調査の た め清国へ 出張， 同 41年 3 月テ

グス 蚕調査の た め 清国へ 出張 ， 同 43年 5 月欧米各国 へ 出張，同 44年7 月帰京， 大 正 10

年 3 月退官，同 11年 1月東束帝国大学名誉教授 ， 昭和 2 年東京農業大学名誉教授．

　昭 和 13年 5 月 26 日歿　享年 80才．

  　蚕の 蛆 （丸善商挺，1885），動物通 解 （上下）（岩川友太郎 とすk一著）（1885），農業書虫

一班，駒場農学叢誌 1（1885）， 稲 の 螟虫駆除法 （1885），微粒子病論 （1886）， 農作物害虫

篇 （成美 堂 ，1899），日 本樹木害虫篇 （上）（1900），〔中，下） （1901）（成美堂），虫類発育表

（「専文館，1902），昆虫分類法 （敬業社，1902），柞蚕 の 飼育 （1903），樟樹害虫諷査 α〜2）

（大蔵省主税局，1905），台湾樟樹害虫諞査報告 （台湾総督府，1907），園芸害虫篇 （東京園

芸株式 会社，1910），昆 虫検索法 （成美堂，1912），蔬菜害虫篇 （大倉書店，19ユ8），作物害

虫篇 （大倉書店，1919），果樹害虫篇 （1921），花卉害虫篇 （1924）．目本昆 虫学 の 発達，昆

虫 1（1）：1〜6（1926），桑の心止痩蠅 の 研究 （興学社，1931）， 日本 の 根付 （1936）そ の 他

昆虫学，養蚕学 IC関 し 1884年 か ら 1938年 に か けて きめて 多 くの 報文 が あ る．

  　佐 々 木忠次郎博士伝記編纂会 ；佐 々 木忠次郎博士 （1〜377，194e），石森直 人 ： 佐 々 木

忠 次郎博士 を 憶ふ，昆 虫 12 （4）：115〜120 （1938），佐 々木忠 次郎博士記 念号，動物学雑誌

51（7）：381〜392， 高橋奨 ：病害虫雑誌 8 （3）：9 （1921），一 昆虫学 に 関係ある大家 の 略歴

佐 々木忠次郎博士，昆虫世界 15 （171）：468〜471（1911）， 鏑木外岐雄 ：佐 々木忠次郎博士，

科学 8（9）：384 （1938），同 ；故佐 々 木忠次郎先生 を語 る，紫友会誌 4 ：12〜17 （1938）．

　佐々木　長　淳 （1830〜1916）　（写真 P1．1）
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  　天保元年9 月 3 日 （1830年 10 月 19 日）越前国福井神明前で長恭長男 と しで 生 る．嘉

永 6年 7 月武術修業 の た め 出府，安政 4 年 1 月御製造 方大砲 ，小銃，火薬，船舶頭取役，

同 8 月長男忠二 郎誕生 ， 文久 2 年 3 月郡奉行 ， 元治元年製造局頭取役 ， 同 4 月製造奉行 ，

慶応 3隼 3 月軍用品購入 の ため米国へ 出張，同 12月帰福，明治 4年東京へ 転居，工 務省勧

エ寮出仕， 同 6 年 1 月 オース トリア ，イ タ リ
ー， フ ラ ン ス

，
ス イ ス へ 養蚕， 製糸，紡績の

学術調査 研究の た め 出張，同 12 月帰朝，同 9 年 5 月 イ タ リ
ーお よ び米国博覧会へ 出張，同

11月帰国，内務省勧業寮農務課養蚕掛兼新町紡績所長，同 10年 1月内務省書記宮，勧業局

事務取扱，同 3 月勧農局試験場長兼養蚕試験掛兼新町屑糸紡績所長，同 11年 7 月神奈川県

下蝗 害調査の た め石渡正敏 （石渡繁胤 （別項） の 父 ， 勧農局属 ） らと出張，同 王2年 5 月宮

内省書記嘗，四 谷 勧農 試験掛兼植物御苑掛，同 13年 重月青 山御所 養蚕 御用 掛，同 6 月大蔵

省御用 掛兼務， fi　15年 ll 月大蔵省兼務 を辞す，同 19年よ り同 28 年まで各県 へ 出張養蚕

に 関す る巡 回講演を 行 な う， 同 37年 12 月隠退 長男忠 次郎家督を 相続す．

　大正 5 年 1 月 25 日歿　享年 85 才．

  明治 7年内藤新宿試験場養蚕爵 と して 科学的養蚕 を 実行 ， 絹糸紡績所設立 の 建議 （容

れ られ 群馬県藤 岡 町 に 設 けら れ た紡績所所長 と な り 欧式製糸の 端を ひ らく），蚕事摘要

（1885），新発明蛆害防禦法，蚕 1 ；18〜20（1888），蚕の 夢 （1893），蚕児 ノ眼 二 就 テ ，大 日

本蚕業雑誌 17：1〜3（1894）、湿度 ト養蚕 トノ 関係 ， 蚕業新報 10（116）：69（1902），蠻蛆蠅

ノ食物 二 就 テ，蚕業新報 1σ（105）：5〜6（1902），微粒子病蚕之顳末 （1907），神奈川 県虫

害調査復命書，農務顧末 5 ：129〜132（1959）および 明治前期勧農事蹟輯録 （上）：906〜909

（1939）．

  故佐 々 木長淳翁，蚕業新報 24（275）：巻頭肖像 写 真 お よ び 略伝，佐 々 木長 淳先生功 徳

碑 ， 蚕業新報 35（413）：14G2（大正 13年群馬県藤岡町II頂気社構内 に建設 さ る），佐々 木忠次

郎博士伝記 編纂会，佐 々 木忠次郎博士，佐々 木長淳翁略年譜 （336〜341），同年譜補記 （342
〜351），著述目録 （351〜 352）（1940）。

　佐 竹 正
一

（1885〜 1938）

  明治 19年 1 月 27目岐阜県大垣 市で 正章 （東京 の 人，鉄道技師）長男 と して 生 る．明治

36年 3月府立第
一

中学校卒 ， 同 40年 3 月第六高等学校卒 ， 同 45年 7 月東京帝国大学エ科

大学工 学部土木 工 学科卒 ， 同 7 月鉄道庁房総建設事務所入所 ， 大 正 9 年鉄道技師，東京建

設局工 事課勤務，同 13年 7 月 ドイ ツ へ 留学，昭 和 2 年 3 月帰国，同 7 月山ロ 建設事務所長，

同 4隼 7 月盛岡建設事務所長 ， 同 5 年 10月岐阜建設事務所長 ， 同 1G年 7 月東京建設事務所

長，1正年 7 月病気の た め 休職．

　昭和 13年 7 月 24 日心臓弁膜症で歿　享年53 才．

  　浅問産蝶類の
一部，博物之友 4（21）： 82〜84（19〔珂），但馬丹波紀行付丹波大江山採集

記，博物之友 6（34）： 244〜248（1906），岡山産 虫報 （鈴木
一郎と共著），博物之友 7（40）：

151〜152（1907）， 日本産蝶類雑記，昆虫学雑誌 （京都）2（1）：　48（1916）， 本邦産蝶類の 2

異 常 型，　名 和 靖還 暦 …1己念 言侖文集 ：141〜142（1917）。

  　内 田
一 ・新村太朗 ：蝶類研究家 として の 故佐竹正 一

氏， 自然科学と博物館 12（143）：
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264〜266（194工），江崎悌三 ；佐竹正
一・E£ ，

Zephyrus 　9（4）： 297〜 298（1947）， 佐竹
一

郎 ・

佐武正雄 ：父を追懐 して ， 同上 298〜300， 内田清之助 ：正 木逆風 に 倒る， 同上 300〜303，

蒐集の 蝶標本は 国立科学博物館に 佐竹 コ レ ク シ ョ ン として 収蔵 されて い る　（高野鷹蔵の  

項参照）．

　佐 藤 　 栄 （1880〜1928）

  明治 13年 5 月 5 日新潟県岩船郡神納村 に生 る．研動 と号す．宮城農学校卒， 明治 31年

昆 虫館を 自宅 に建設，昆 虫研 究 に熱中す，　 明治 36年〜37年 に 名和毘 虫研究所 の 永沢小兵

衛 （別項） を台湾お よ び 中国に派遣 し昆 虫採集を な さ しむ， 弱治 40年 11月神納村農会主

催，害虫駆除講習会を 開催，名和 靖を招聘，同 村農会長 と して 活曜す，後年昆 虫標本を 私

藏 す る の を 惜み 村上 中学校 お よ び東京某所 （不 明）に 寄 贈 す．

　昭和 3年 5 月 13 日歿 享年 48才，

  新潟県岩船 郡 神納村産の 虫報．昆虫 肚界 8（78）：78〜79（1904），ギ フ テ フ を採集す，

昆虫世界 8 （82）：253 （1904）．

  　小川全一
： 越後昆虫学会の 先覚者佐藤栄先生 に つ い て ，越佐昆虫同好会々 鞭 2 ：33〜

34（1947），新潟県下で は じめて ヒ メ ハ ル ゼ ミを採集 （谷貞子 ： 鳴く虫に つ い て ，昆虫世界

9 （91）： 101 （1905））神納村害虫駆除講習会景況，昆虫世界 12（125）： 33・v39 （1908）．

　 　 　 　 　 　 ヒ ロ シ

　里 村 　 浩 （1916〜 1945）

  　大正 5年 1月 19 日大阪 に生る．昭和 8年 3 月大阪府立今宮中学卒 ， 昭和 12年 3 月第六

高等学校卒，同 15年 3月京都大学農学部農林生物学科卒，同年4 月農林省農事試験場昆虫

部助手，同 16年 7 月支那事変の た め応召 ， 同 19年 12 月召集解除 ， 農林省農事試験場 に帰

任，同 20年 2 月技手 E

　 昭 和 20年 3 月 4 日爆撃 に よ り歿　享年 29才．

  　甘藷の 切 干害虫 （石倉秀次と共著）， 応用動物学雑誌 13 ： 146〜149 （1941）， キ ス ジ ノ

ミ ハ ム シ の 幼虫及 び蝋 の 発育並 び に 死亡率 と温度との 関係 ， 応用昆虫 4 （1）：1 （1950）．

  春 川 忠吉 ：里 村浩君 を偲 び て ，応用昆虫 6 （1）： 10（1950），本資料 は 農研職歴 に よ る．

　佐 野 貞 蔵 （1837−．1902）

  天 保 8 年 10月筑後国三 潴郡 木佐木村生 幼名国太郎，初 め貞興後貞蔵 に 改む．久留米

藩黌明善堂 に学び， 明治 6年 3 月小学校教員 とな り，傍ら螟虫 を飼育生 活史 を 研究す ， 問

9 年教職 を 辞 し，同 13年同郡第 10組螟虫駆 除試験主任，益 田素平 （別項）ら と行な つ た 研

究実験成績を 基 と して 稲株掘取駆除 を 福岡県下 4 郡 219 ケ 町村 に 共同実施せ ん とした と こ

ろ ， これを反対す る農民が動乱を起 し， 所謂筑後稲株騒動とな る，貞蔵 は幾多 の危険を 顧

み ず，そ の 主張 を貫 徹 した．

　明治 35年 11 月 11 日歿 享年65才．

  　福岡県八女郡三 潴郡内に螟虫試験所 18ケ所を 設置，被害経過 ，防除の研究を行 な わ し

め し際，そ の
一つ の 試験地主 任 と して 活躍，稲株掘取 りの た め の 特殊 な鍬 を発 明 「佐野鍬 」

と呼ば れ た．
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  　故佐野貞蔵彰功碑除幕式 ： 福躅県農会報192 （1929）（大正 5 年功績表彰会が 設置され，

木佐木村八丁牟 田の 県道 に 功碑が建設 さ れた），福岡県内務部 ： 福岡県に 於ける螟虫駆除予

防 の 沿革，病虫駆除予防資料 ユ5 ：17〜19（1926）（同文転載例，病虫害雑誌 14（2）〜14（5）

他数 例 あ り），一 ：螟虫駆 除発 見者佐 野 貞蔵氏，病虫雑誌 2（11）：23〜（1910），村田藤七

： 昵治年間に 於け る螟虫に 関す る研究及 び駆除予防法の 変遷 ， 昆虫 9（4）： 181〜203（1935）．

　 　 　 　 　 タ カ　 シ ロ

　沢 田 高 材 （1915〜1965）

  大 正 4 隼 2 月 21E 大阪市 に 生 る ： 東京 ， 水戸，釜 石を経て 小樽市 ｝こ定住 ， 昭 和 14年

3 月北海道帝国大学農学部農学実科卒，同
「16年 12 月同大学農学部生物学科卒 ， 同 17年 1

月農林省農事試験場助手， 同 19年 3 月枝手を命ぜ られ東海支場勤務 ， 同 21年 4 月農林技

官 ， 同 22 年 4 月愛 媛 県 農 事 試験場技術吏員 ，同 9 月 農林省道後農事改良実験所勤務，同22

年 11月同所 々 長，同 23年 8 月愛媛県農事試験場嘱 託兼務，同 24 年 8 月京都府農事試験場

技術吏員，同 25年病害虫専門技術員試験合格，同 31年 10月病害虫課長 口 同 40年 4 月京

都府専門技術員と して 農林部農蚕 茶業課勤務 ．

　昭 和 40年 8 月 4 日肝硬変で 歿　享年 50才．

  　ア カス ヂ チュウ レ ン ジ ハ バ チ の 産卵 に よ るバ ラ新梢の 被害 （内 田登一と共著），札幌農

林学会報 12（3）：21〜（1942），ク リの キ ク イ ム シ 防除，植物 訪 疫 17 （9）：346〜 350 （1963）．

  　寺本稔 ： 沢 田高材氏を 偲びて ，　関西病害虫研究会 々 報　8 ： 巻 頭肖像写翼 お よ び 略

歴 （1965），益富寿之助 ：沢 田 高材
．
学士 の 死を悼む，地学研究 17（3）：91〜（1966）．

　経歴及び追悼文献資料は京都府農試の 鈴木久弥技師に よ る．

　 　 　 　 　 マ サ 　　ト シ

　沢 田 栄 寿 （1892〜 1962）

  明治 25年 11月 7 日熊本市 1．111水町に 生 る
L．大正 2 年 3 月熊本県立 熊木農学校本科卒，同

3年 1 月農商務省農事試験場九州支場へ 見習生と して 入場，同 5 年 11月同雇，同 6 年 1 月

植物検査 所神戸支所勤務 ， 同 9 年 10 月長1埼県立農事試験場技手 ， 同 15 年 1 月地方農林技

師，同年退職三 共農薬株式会社営業部長，目君和 19年 2 月陸軍技 師，東京陸軍糧秣本廠教育

部勤務，同 20年ま で フ ィ リ ッ ピ ン ，ハ ル マ エ ラ，セ レ ベ ス な ど に派遣 さる，同 2工年6 月和

歌山県田辺港上 陸，同22年 4 月有明産業株式会社農薬部長 ， 同 24年 5 月熊本県立農事試験

場副手，同年 10月病害虫専門技術員資格試験合格 ， 同 27年 2 月熊本県鼓師 ， 八代地方農業

改良普及事務 所 勤務 ，岡 28年 5 月県庁農業改良課勤務，同 29年 8 月 同経済部植物防疫室勤

務，同 32年 5 月退職， 同 32年 5 月富田薬贔株式会社入 社，同 33年病気 のた め退社．

　昭 和 37年 4 月 18 日歿 享年70 才．

  　桑の 介殻虫 に 就 て ，長 崎県 農 会報 3（1）（1922），小麦縞萎縮病予 防に 就て，病 害虫雑誌

14（8）：444〜449（1927）， 二化螟虫に 就て，長 111奇県農会報　8 （8）（工927），大根の心 喰虫と

そ の 防除，長崎農試時報 3 （9〕：6 （1930），稲縦葉捲に 就て ，同上 3 （10）： 6 （1930）， 大 正 10年
〜昭 和 8年二 化及 三 化 螟 虫 の 発 蛾 並 被 害謌 査 成績，同 7 （9）： 2 （1934），柑橘 果実 に 大 害 を

与へ し椿象，同 8 （12）：12（1935）， そ の 他 1922年よ り 1940年にか け報文 が ある．

  　経 歴資料 は熊本県農業試験場古山覚技師 の 提供 に よ る．
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　芝　川　又之助 （1888〜1916）

  明治 21年 12月大阪 に 生 る ．明治 40 年 3 月府立北 野 中学校卒， 同 44 年 3月山「］高等

商業学校卒 ， 同年 9 月京都帝国大学法科大学選科入学，大正 4年 2 月大 E本昆虫学会の 創

立発起人 の 1 人 と して 昆虫学雑誌発行 に 当 る
一
方実業界で 活躍す る．

　大正 5 年 3 月 27E 腸チ フ ス で 歿　享 E27 才，

  　ユ ウ マ ダ ラ エ ダ シ ヤ ク の 駆 除，昆 虫世界 16 （179）： 288〜289 （1912）， サ ツ マ シ ジ ミ鹿

児島に 産す，昆虫学雑誌 （京都）（1）：40 （19正5）， クサ カ ゲ ロ ウの 嗅気 昆虫学雑誌 2 （1）

： 56 （1916）．

  　訃報 ：昆虫鍵界 20（215）：219〜220 （1916），芝川 家 ：得 々題紫水遺稿集 （2 巻）（1920），

江崎悌三 ：京都 「昆虫学雑誌」発TI亅当時の 秘話 （付肖像写真）， 関酉昆虫学雑誌 1（1）： 1〜

13 （1933）シ バ カ ワ コ ガ シ ラ ア ブ，　 シ バ カ ワ ビ ロ ウ ドツ リア ブ，シ バ カ ワ シ リア ゲ は 氏 に

献名 され た 昆虫で ある．

　芝　山　直　清 （旧 名宗太郎）　（1855〜 1914）

  安政 2 年金沢 に生 る．名は初 め 宗太郎，明治 1工 年石 川 県 よ り選 ばれ 農業 研 究生 と して

駒場農学校官費生 と な る．同校植医科廃止 に 伴い 退学 ， 同 14年農務局雇，御用掛，属官を

経て 同 26年西 ケ原蚕事部教師，27年直清 と改名，同 28年山形 県 技師兼庄内蚕業学校長 ，

同 30年第 5 課長，同 32年蚕業講習所技師 ， 同 3s 年石川 県 技 師，同 38年 同県 農事試験場兼

務 ， 同 39年同県 生絲検査 所良，同 41年愛知県農事講習所技師兼 同 県農会技師 と して 転出，

同 45年農業技師兼県立蚕種製造所長，大正 2年退職．

　大正 3年 12 月 15 日東京で 歿　享年59 才．

  蝣虫説 ， 大 日本農会報告 17 ： 51〜60 （1882），麦を害す るハ リガ ネム シ 駆除法， 1司上

95 ：60 〜 〔1889），日本蚕業史 （1893），蚕の 種類，　日木蚕業雑誌 15：21〜24 （1889），桑葉虫

の 防除法，大
「
日木農会報 144 ： 21（1893）， 蜜柑樹を害す る 蛎虫駆除法，同上 146 ：38〜40

（1893），稗の 害虫同上，156：42〜43 （1894），養蚕教授録 （松尾 重信と共著）（1900）明治15

年練木喜三 （別 項 ） ら と北海道蝗害調査 に 従事．

  　日本人名事典 （平凡 社）などに よ る．

　島 田 五 郎 （旧 名 五 三 郎）（1882〜1960）

  　明治 15年 11月 24 日生 （本籍長野県上 田市）．明治 40年 3 月札幌農学校農芸科卒 ， 同

44 年 6 月 山形県農業試験場技手 ， 大 正 7 年 12月山形県技手，同 11年 8月秋田 県農事試験場

技師，昭和 11年退 官 （？）．

　昭 和 35年 1 月 3 日歿　享年 78才．

  ク ハ ノ コ ナ カ ヒ ガ ラ ム シ に就 て，目本園芸雑誌 35 （3）： （1923），苹樹綿虫駆除と新薬，

病虫害雑誌 11（2）：84〜93 （1924），浮麈子注油駆除に 関す る 実験，秋 田県 農 会報 243 ：12，

244：21（1932），そ の 他果樹害虫に 関する報文多数あり．

  　木資料は秋田県農事試験場渡辺忻悦技師 によ る。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　Servioe

’



The Entomological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Entomologioal 　Sooiety 　of 　Japan

44 KONTYO Vo1．35，　No ．3，　 Suppl ．

　 シ ラ　 イワ

　白 岩 秀 雄 （旧姓下宿 口 ）（1897〜1946）

  明治 30年3 月 29 目鹿児島県姶良郡栗野村に生 る．大 正 7 年 3 月鹿児島高等農林学校農

学科卒，同年 6 月横浜植物検査所雇員 と な る，同年 11 月入営 の ため退職，同 9年 5 月除隊

翌 月再 び植 物検 査 所勤 務 （雇 ），同 9 年 9 月植物検査 官禰 ， 同 11年 3 月 陸軍輜重 兵少尉，

同 14年白岩と改姓 ， 昭和 8年 7 月凾館税関植物検査課長，同 10年 9 月植物検査官，大阪税

関植物検査課長，同 16年 12月大阪税関検疫部植物課長後植物検査 課長，同 18年 11月大

阪海運局植物検査 課長，同 19年3 月門司海運局植物検査 課 長 ， 同 20 黛 6 月九州海運局動植

物課長．

　昭 和 2正年 10月 1 目残　享年 49才．

  　鳳 梨粉介殻虫に関す る調査 ， 農事改良資料 55 ： 6〜7（1933）， サ イパ ン コ ナ カ イ ガ ラム

シ （薪称）に 関する 調査，同上 55 ： 8〜9 （1933），日本 に 於 て 梨を害す る粉介殻虫 に就 て，昆 虫

9 （2）：63〜75 （1935），Descrirtion　of　two 　new 　Coccids　from　Japan，昆 虫 12（3）： 106〜

110 （1938），　Notes 　on 　and 　descriptions　of　the　Coccids　of 　Southern　Saghalien，　昆

虫 13（2）：63〜75 （1939），El本昆 虫図鑑 （カ イガ ラ ム シ 科担 当）（1950）．

  　平 野 伊・一
： 同氏 略歴 （肖像写真 付），大阪植物防疫 7 〔4／3）：579 （1959）．

　 シ ン 　 ジ 　　 MJ 　 ヘ イ

　進　　士 　　織　　平　（1885〜1951）

  明治 工8年 5 月 16日 静岡県小笠郡 丿11城村の 人 藤 七 2 男 と して 生 る．掛川中学校を 経て 明

治 35年 3月東京明治義会中学校卒，同 37年 1 月北米に 留学 ，
42 年加州サ ン ノ ゼ 高等学校

卒，同 45年 5 月加州大学農科卒，大正 2 年同大学院卒，同 6 年 6 月ハ ミル トン カ レ ッ ジ文

科卒，同 7 年 ミ ゾ リ
ー
州立 大学院卒 （ドク トル オ プ フ ィ ロ ソ フ ィ ーの 学位を得る），同 7 年

12月帰国，同 8年宮崎県都城中学校講師 ， 周 13年 5 月盛岡高等農林学校教授，昭 和 5 年2

月農学博士 （ア ブ ラム シ の 染色体 の 進化 の 意義）t 昭 和 14年 12 月東京高等農林学校教授，

同 21年 3 月退 職，GHQ 妓術顧問，

　昭 和 26 年 8 月 25 日脳盗血で 歿　享年 67オ．

  　ア ブ ラ ム シ 分類を 専攻 し極 めて 多 くの 論文が あ る ほ か タ マ バ エ ， キ ジ ラ ミ等 虫痩昆 虫

の 分類も多数発表 し次の 著書 が あ る．昆虫学講義 （上下） （養賢堂，工926，1928）， 昆虫 （目

黒書店，1942），日本蛎
」
虫総説 （修教社書院，1941），昆 虫 の 生活 と環境 （大 目本出 版，1943），

蟲痿と虫瘻昆虫 （春陽堂，1944）．

  　石井悌 ： 進士織平博士 の 逝去を 悼む，応用 毘 虫 7（3）：154〜155 （1951）．

ス

　 　 　 　 　 を ト

　鈴 木 元次郎 （？〜1942）

  生年月口 不明．京都市外花園 村 に 花園昆虫研究所を設 立，大 正 4年 2 月大 日本昆虫学

会の 創会発起人 の 1 人 と して 昆 虫学雑誌 （京都） の 発会に 参画す ， 同 lI年 （頃）京都市竜

安寺境内より門前に 居を構え，生物学標本商を営む，同 12 年 6 月通俗昆虫雑誌を発行，昭

和 5年頃 明石市 に転唇 し，そ の 後発 表活動を 申止 す．

广蓬1瓶
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　昭 和 17年7 月 20 日岐阜県谷汲村で 歿．

  花園 昆虫研究所標本口録 （自刊 ，
1915，同研究所所蔵昆虫 3745種 の R録），日本産尖蛾

科 の 分類 　昆虫学雑誌 （京都）2 （2）：67〜84，2 （3）： 131 （1916），日本産尖蛾 科の 1新種 ，

動物学雑誌 28 （334）： 317 （1916），モ ン キ テ フ 黒化 の 1例，昆虫学雑誌 2 （3）： 120 （1916），

冂本の 鍬形虫，通俗昆虫雑誌 1（1）：5〜 16 （1923）， ダ ン ダ ラ テ フ とヒ メ ギ フ テ フ ， 関西 昆

虫学雑誌 2 （1）： 19〜22 （1934）， 日本塵蟻蜂稽日録，同上 2 （1）：23〜25 （1934）， 天牛図 説

（1〜 3），同一ヒ 2 （3）：69〜78，3（1）： 1〜14，3（2）：37〜49（1935）．

  箕浦忠愛 ：関酉むか し話，新昆 虫，11（7）：2〜6 （1958）（箕浦氏 に よ れ ば鈴木氏は は じ

め 中京 の 漆器の 蒔絵師で ， ある時絵の 参考に 島津標本店 の 昆 虫標本を 見た の が 研究の 動機

と な り， 36才 とか で 虫 の 仕 事を は じめ る よ う に なつ た とい う， ま た，語 学 な ど も全 く独 学

で 勉強 さ れ た とい う）．残年 は上 野益三 博士 の 衛教示に よ る． ス ズ キ ヒ メ ヨ コ バ イ ， ス ズ キ

カ ミ キ リ，ス ズ キ シ ャ チ ホ コ ， ス ズ キ ド ク ガ， ス ズ キ ナ ガ ハ ナ ア ブ な ど の 多数 の 昆虫に そ

の 名を 遺 し て い る が 「花 園 昆 虫 研究所標本厩録l　lcは な お未 記 親 こ終つ た 多 数 の Sμzukii

の 種名を もつ 昆 虫 が あ る．標本の
一

部は 北 海道大学昆虫学教室 に多数蔵 せ られ る ほか 横浜

植物防疫所調 査 課 な ど に も蔵せ られ，松村博士等が 未 記 載に 終つ た多くの suzukii の 正 体

を解 く鍵 と な つ て い る．

　住 田 史 郎 （1866〜？）（写真 PL　2）

  慶応 2 年 6 月広 島県佐伯郡 に 生 る、蚕種検査 員，胡儂 会試験委員を 経て ， 明治 33年香

川県 1中多度郡農事試験場長，同 34年 3 月名和昆虫研究所第 7 回全園害虫駆 除講習会修業，

「司 40 年 6 月香ji1県穀物検査所長，同 43年 12 月退 職，大 〒E7 ，8 年 （頃）沖縄 県 榔 lliとな る

も爾後の 経歴歿年不 明．　　　　　　  

  浮塵 子駆除予防法 （有隣堂，1898），

  香 川県穀物険査 創始 30周 ゴr三記 念誌 （肖像写 真付Xl938）．経 歴 は 昆 虫世 界等 に よ り取材．

セ

　関 谷 英 夫 C1911〜1950）

  明治 44 年 9 月 工3 目栃木県那須郡境村 に 生 る （本籍佐賀市）．昭 和 4 年 3 月佐賀県立佐

賀中学 校 卒，同 13年 3 月東京高等農林学校農学科卒，同年 4 月農林省農事試験場雇，同 14

年 4 月富山県 立 農事試験場技手，同 15年 8 月応召 （南支方面），同 21 年 7 月復員 ， 富1廴1県農

林技師農事：試験場技師 病虫部主任．

　昭 和 25年 8 月 8 日歿　享年 39才．

  　モ ン シ ロ チ ョ ウの 生態観察，慮用動物学雑誌 12（3〆4）： 129 （1940），ヤ チ ス ズ，マ ダ

ラ ス ズ に 関する 研 究，腮 る い 農村 （富山） 9・10 合併号 ： 16〜23 （1950）， ラ ッ キ ョ ウ の ネ

ダニ に 就 て ，応 用 昆 虫 4 （4）：175〜184 （1948）．

  　温浅啓温 ：関谷英夫君を悼む，応用 昆 虫 6 （2）：116 （1950），杉 ll．障 平 ；故 関谷 英夫君 の

業蹟 を憶う，防疫 時報 ユ7 ：2〜3 （1950），明る い 農村 9・10 月合併号 （1950）：関谷英夫技師
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追悼特別号 （pp．1〜190）深谷昌次，石井悌，湯浅啓温，河田党，石井象二郎，杉山昌平，

ほ か県関係者 19氏 の 追悼交 な らび ｝こ 同氏遺稿集 （pp．2〜 83）（表紙 は同氏 の 発見 に 関わ る

Notiphita　sekiyai 　Koizumi （1949）イ ミズ トゲ ミギ ワバ エ i乱 ．口絵肖像写真他付）．

丿

　荘 島 熊 六 （1864〜 ？）

  　元治 光 年9 月 3 日 （1864年 10月 3 日 ）佐賀市水 ケ 江町 に生 る，明治21年 7 月札 ll晃農

学校卒 （第 7 期），卒業農渡米 同 23 年 H 月 ミ シ ガ ン 農学校研 究科卒 （マ ス ターオ ブサ イ エ

ン ス ）， 同 30年 8 月農商務省農皐：試験場技師試髏，同横浜生絲検査所事務嘱託，同 31年 5

月農事試験場技師試補及 び兼職を解か る，同 32年 5 月農事試験場妓師，九 州支場勤務 ， 大

正 4 年休職　（後静岡県庁及 び農事試験場にて 茶業害虫研究関係せ し模様 な る も爾後の 経歴

歿年不明）．

  浮塵子駆 除 談，昆 虫世界 2 （7）：92〜95（1898），（同文削｝岡県農会報） コ ホ ロ ギ及 エ ン

マ コ ォ ロ ギ ， 農事試験場報告 23 ： 137〜144 （1904），稲 の 螟 虫調 査復命，同上 23 ： 145〜

（1904）タバ コ ノ シ ン ム シ i司一E31 （1905）．

  　農業技術研究所 の 職歴 に よ る．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／Σ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 冫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 夕　 　　 　　 　tt

　高　　嘲慝　　養…　雄　（1907〜1962）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
  　明治 40 年 3 月 20 日　米峰長男 と して 東京に 生 る （父米峰 （1875〜1949）は宗教家教育

家と して 畑 られ る）．大 正 8年 3 月本郷 滅之 小 学校卒、 同 工2 年 3 月府立第 5 巾学卒， 昭和

4 年 3 月静岡 高等学校 （理 科）卒 ， 同 8 年昆 虫趣味之会幹事，同 1正年東京文理 科大学理 学

部生 物学科卒，同 6 月同校副手，東亜蜘蛛学会創立 発 起入 とな る， 同 18年 4 月東京文理 科

大学理 学部講 蛹，同 22年同校退 職，山階鳥類研究 所 員，同 27 年早稲田 大学文学部講師，

同 37年同絞専任講師’

　昭 和 37年 5 月 31 目気 管 支肺炎 に て 歿 享年 55 才，

  　タガ メ
・タ イ コ ウ チ 等 に つ い て ，台湾博物学会報，20 （108）：173〜176 （1930），数種 昆

虫の 方言，昆虫世界 35 （411）：394（1931），蝉 にっ い て ， 静岡高等学校寮誌 10：15〜18（1931）

東京 市内 の 蝶 相，Zephyrus 　3 （3／4）：260〜263 （1931），伊豆 の ヒ メ ハ ル ゼ ミ概説， 紀州動

催物 2 （2）： 5〜9（1935）， 注 目すべ き｛尹豆産昆虫 ， 動麹学雑誌 51〔2）：　99・v100 （1939）そ の

他多数の 昆虫関係報文の ほ か サ ソ リ，ク モ，ム カ デ，鳥類 ， 哺乳動物， 爬 虫類な ど に 関する報

文著書が ある．艮 虫 関係単行書 に は 「よ い 虫 わ る い 虫」　（小学臨 　1946及び 1949 増補

版），「昆 虫 の 耻劉 （雁翻 ，
1949），「毘 虫の 劃 （小林清之工Lirと 共著） （あか ね書募

1952〕 が あり， 主串 こ は 「動物渡来物語」（学 風書院 1955），「日本 に 於ける動物の 変遷」

（上野益三 ： 明治前期日本生物学史 1，PP ・584〜 630） （日本学 術振 興 会，1960）が あ る・

  　高島きみ （母堂 ）： 高島春雄 の 思 い 出　（1〜223） （本書出版 ま で 各関係雑誌掲載 の 追悼
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文そ の他を 含 め 75氏 の 追悼記 ， 各学会弔辞 ， 略歴主著 目録 な どが 集録され て い る　（非売

品））、そ の 後の 追悼記 集 に は 次の もの が あ る．早稲田 生物 11 （追悼号）：〜29 （向坂道 治 他

16 氏 の 追 1卓文，1963），動物分類学会報，29 ：工一9 （内田 亨他 7 氏 の 追悼文 を 附す）．

｝

　 　 　 　 　 ノ ブ　 マ ロ

　高千穂 宣 麿 （1865〜1950）（写莫 Pl．2）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 号 ネツ ネ

  元 治元 年12 月 14 日 （1865年 1 月 工o 日） 11芭大寺実則 2男 として 京都 に 生 る （父実貝lj

（1840〜 1919） は 公卿 の 名門 で 明治天皇 の 侍従長，公爵）．明治 3年上京，同 5 隼〜同 7 年ま

で 訓蒙学舎に 学び ， 同 10年学習院創設に 獰い 入 学，同 13 年麻布学農社 に転校，同 ユ4年 同

校を 遡 学 し共 立学校｝t 入学，大学予備門に 入 学準備中，同 16年豊前彦山の 座主高千穂家 を

嗣 ぐこ と に な り，学業 を廃 し英彦山神社宮司 と な り，男爵 を 授けら る．「司 23 年理 科大学動

物学実験室 に於 て 昆牢学及び動物学を研修，同 40年貴族「浣議員 に選 出さ れ，fi　41年東京に

転1誌 　同 41年 3 月農商務省農事試験堺 1葛託 と して 害虫研究 に従事， 同 42年 7 月〜 8 月牧

茂市 郎 （別 項） と 沖繩へ 季采集旅行，大 正 2 年束京斎室博物館天産部1嘱託を兼務 ， 同 9 年 11

月農事試験場退職，同 廻 年彦山に帰 り再び 構 地の 昆虫研究 に没頭，

　 昭 和 25 年 12 月23 目歿　享年 86才．

  英彦［IIIC産する蝶類，動物学雑誌 2 （25）：47圭（1890），蝶類 の 仔虫友喰 ひを な す，「司上

12（工43）： 338 （1900）， エ ゾ ゼ ミ に 就て ， 同上 12 〔143） ： 337〜338（1900），害虫飼育成

績，農 事試験場報告 38（桑劉丿｝之吉と共著）（1911），害虫飼育成績，同上 40（1931）1［．1形地

方病害虫観察の 所見，病害虫雑誌 2 （5）：396〜398（1915），甘藷 ア リモ ドキ ゾ ウ ム シ に就 て ，

同上 2 （10）：839〜 840 （1915），1兆の 心 折 虫 に 就て ，同上 3（6）423〜425 （1916），
コ ノ マ テ フ

英彦山に 産す，Zephyrus　7 （1）：75 （1937）， オ ホ キ ノ コ ム シ 科2 種 の蛹 （安松京 三 と共蓄），

む し 11（2）： 197〜200 （1938），そ の 他 の 報文 が ある．明治 32年彦山1こ 高千穂昆虫実験所

を 設立，新帰 朝 の 桑 名伊之吉 幗 項） を 迎 え て 九州昆虫研究所と改称，講習会を 開催 して

米国最新昆虫学を 講 じ，昆虫学及 び害虫防除の 啓蒙普及 に務 む，昭 和 11 年私有地
一

万坪 と

多数の文献標木を 九州大学に 寄贈 し，同大学附属彦山生物学研究所設立 の 基礎 を 作 る．

  高干 穂宣 麿 ： 鶯嶺仙話 （彦山生物学研究所，1946） （自叙伝風 回想録）， 彦山生物学研

究所要覧 （第 1版 ，
1939

， 第 2 版 1952，第3 版1961
， 第 2

，
3版巻頭 に 肖像写真略歴が附され

第 1〜第 3版 に は そ れぞ れ彦山関係文献集が 附 され て い る），江崎悌三 ： 高 干穂 宣 麿氏 逝

く，応用 毘虫 6（4）：210〜211（1951），タ カ チ ホ ヒ ラ タ フ シ バ チ，タ カ チ ホ クチ ナ ガガ ン ボ

に 献名され て い るほ か，明治 28 年 7 月氏が 英彦山で 採集 された蛇は波江元吉 （別項）に よ

リタ カテ ホ ヘ ビ と命名 された 著名 な種類で あ る．

　高 野 鷹 蔵 （1884〜1964） （写真 P1．3）

  明治 17年 3 月 141一麟 浜市中区本 田∫で 亀右衛 門 の 長 男 と して 生 る （生家は 生糸輸出商

の た め の 運 送，倉嵐 金融の 業を兼ね た 高野屋旅館を営む）．神奈 川県 立第 1 巾学校卒，明

治 41年東京帝国大学理 科大学動物学選 科修業，早稲 「ll大学法学部卒，大 正 12年 9 月震 災 に

よ り横浜 の 家屋
・
倉庫

一
切を焼失 し，東京 に転 居．

　昭和 39年 9 月28 日 歿 享隼 80 才．
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  　本邦産 し じみ 蝶科中印度 二 産 ス ル 種 名一斑，博物之友 工（5）二1〜3（1901），生存競走 に

対す る動物の 自護
1

注，同上 2（7）：4〜9（1902）， 本邦産新種ノ蝶 ＝ 就 テ，同上3 （16）： 2〜 6

（1903），キ マ ダ ラル リツ バ メ ノ 棲息地 二 就 テ，同上 4 （22）： 132・v133 （1904），蝶類採集便覧

（IN・4）， 岡上 4 （24）：23〜30〜5 （28）：271〜276〔1905），め すあ か む ら さ き （新称） 二 就

テ，同上 5（28）：246〜247 〔1905），Erebia属 の
一

品 くもまべ ｝こひ かげ （新称）｝こ就て・同

上 6 （31）：81〜83（1906），蚊 蝶 考 （1〜2），同上 7 （37）：49〜52〜（39）：112〜1王5 （19e7），

本邦産 へ うもん て ふ 属 ノ 特殊鱗 二 就 テ ， 同上 7（43）：240〜246 （1907）な ど の 報文 の ほか 蝶

類名称類纂 （警醒祉，1907）の 著書が ある． 1903年よ り 1908年に か けて 活躍 ， 博物学同

志会横浜支部幹事，明治 38 年山岳会 （後 の 日本 山岳会） の 創立 IC参画 し山岳写真家と して

も知 られ る、大正 6年蒐蔵 の 蝶類標本を友人 佐竹正一 （別 項）に 譲る （昆虫学雑誌 （京都 ）

2（4）：161（1917），内田一，新村太郎 ： 自然科学 と博物館 12（143）：264〜266 （1941）参照），

大正 6 年以降小鳥の 飼養研究 に 移 り，大 正 9 年鳥の 会を 創会同 10年 王0 月 「飼鳥（かひ ど り）」

を発行，後に カナ リア 特 に ロ ーラーカ ナ リア 研究 の 第
一人者と しで 知られ多 く の 報文 著書

を残す．

  「山岳」第 60年，追 悼高野鷹蔵氏 （1965）（武 田久吉 （179〜181），申村清太郎 （正81〜

183），齢 1黙 G83〜184）， 三概 博 （184），藤轍 男 （正84〜188） の 追
11’
較 を 収む）・鳥 獣

時事新聞 234 （1964）高野 鷹蔵先生追悼号， 岡 田利兵術 ： 高野鷹蔵氏を憶 う （2〜3）・黒 田

雁月 （長礼）： 高野鷹蔵鴦を しの ぶ （4），児玉 健
一

：高野先生 の 御逝 去 を惜 しむ 他 20 氏の

追悼文を 収む （4〜18），朝 比 奈貞
一

： 高野鷹蔵 さん の こ と， 神奈川新聞 （昭和 39年 12 月

24 日号 （1964），高野鷹 蔵 ： 思 い 1出の 採集地，遺伝 14 （7）： 10〜11 （1960）．

　 　 　 　 　 　 ス ス ム

　高　　橋　　　　　奨　（1887〜1935）

  　閉治 20年 5 月 16 日 山形県飽海邵南平田村 に 鉄蔵 2 男 と して 生 る．明治 34 年 3 月同村

砂越尋常高等小学校高等科卒，同 37年 3 月山形県立庄 内農学校卒，同 39年 7 月 東京高等農

学校選修科修業， 同 8 月農商務省農事試験場研究生 と して 1年間害虫 研究 に 従 事，同 40 年

10月鹿児島県立 鹿 屋農学校助教諭，同 43年 11 月辞任 し島根県立 農 業試験場技手，大正 2

年 1 月島根県立農林学校講師兼務， 同年 8月新潟県農事試験場鼓手，同 3年 9 月植物検 査

官補，植物倹査所敦賀支所畏 ， 同 9 年 7 月横浜植物検査 所穀物害虫部勤務，同 10 年 1 月 東

京農業大学講師兼務，同 11 年 6 月農商務技手食糧局業務課勤務，昭 和 5 年 7 月生糸検査所

技師兼務，同 7 年 6 月 米穀部勤務，同 9年 5 月農学博士，同米穀局勤務，同 10年 6 月農林

技師．

　昭 和 10年 6 月 29 日歿 　享隼 49才．

  萄葡鳥 羽 に 就て ，園 芸 の 友 20 （1908），梨 の 実蜂駆除予防法，昆虫世界 16（118）：217〜

221 （1912），メ ダ カ カ メ ム シ に就て ， 同 上 20（130）：40G〜403 （1916）， 油桐 の 三 大害虫に 就き

て ， 病害虫雑誌 5 （】）1 （1918），日本農業昆 虫学発 達史，病害蟲雑誌 8（1）〜8（12）（1921），日

本害虫発 生 史，同上 9（1）（1922），誘 蛾 燈及 予察燈 の 歴史，昆虫世界 27 （307）〜（310）

（1923），日本 ｝ζ於ける エ ピ ラクナ瓢蟲に 関す る研究 （英文），東京農業大学紀要 3 ： 1〜112

（1932），害虫の 発生 に依る 穀物 の 発熱 の 原 因 に 関す る 実験的研究 （学位論文） ： 1・v210
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（1934） そ の ほ か 1906 年か ら 1934 年 ｝こかけて 多数 の 報文 が あ り，　 また ， 作物害虫論

（1928），蔬菜害虫各論 （1928），果樹害虫各論 （上 下）（1930） そ の 他多数の 著書が あ る．

  河野常盛 ：高橋奨博士略伝，昆虫 9（4）：153〜158（1935），昆虫部々 報 4 （1）： ユ〜 16

（1935））河野常盛 ：故高橋博士 と其 の 業績 （目録付）： 1〜5，野津六兵衛 ：島根の 業績を顧

み て ， 故高橋奨君を 僊ぶ ： 5〜7，太田幸好 ： 我 が応用 毘虫学界の 恩人 高橋奨氏を偲 び て

：7〜8
， 神谷

一
男 ：故高橋奨博士を 想 ふ ：8〜9， 内海牧衛 ：農学博士高橋奨先 生 の 思 ひ 出

：9〜12
， 原 田豊秋 ：昆虫部と高橋博士 ： 12〜 14 ほ か 2 篇），平野伊

一
： 諸先輩 の 略歴 な ど，

大阪植物防疫 7（3／4）：571〜573（1959）， 肖像写真は 昆虫世界 44 巻全巻 の 表紙 に 出る．

　高 橋 秀 雄 （1906〜1942）

  明治 39年 6 月 7 目 北 海道 天塩 国土 別 町 に 源太郎 2 男 と して 生 る．大正 14 年 3月北海道

庁立旭川 中学校卒，同 4 月北海道帝国大学農学部農業実科入 学するも昭 和 2隼 9 月 よ り 1

ケ月入営，鬩 3年 3 月同科卒，同年 7 月台湾総督府中央研究所農業部糖業科 に 勤務，岡 5年

5 月糖 業試 験場 創 立 に伴 い 同所 技手，昭 和 15年台湾総 督府技手を 兼任，同 16年 重0 月応召

入隊．

　 昭 和 17 年 2 月 5 日フ ィ リッ ピ ン ，バ タ ン 州 キナ ウ ア ン 岬附近 の 戦闘 で 戦死 　享年 36才．

  　甘蔗 の 生育過程と螟虫 の 産邸並 に 心枯発生との 関係 に 就て （1〜ID，台湾蔗作研究会報

16 （7）：135〜153，ittj　 7（12）：321〜335（1938）．赤 眼 卵蜂及 び 黄脚卵蜂 の 季節的消長 に 就

て ，同上 17 （5）：265〜282（1939），甘蔗小翅椿象及撞木椿象の 大発生 と其 の 駆 除予 防 法，

蔗作改良座談会講演集 ：84〜97（1940），ほか多数 の 報文がある．

  高 野 秀三 ： 故高橋秀雄君の 英霊 を 弔ふ，台 湾蔗作研究会報 2G （ll／12）： 599〜601 （1942）

（著作論文屡録，肖像写真付），同，台湾博物学会 々 報 32 （228〜229）： 325 （1942）

　 　 　 　 リ ヨ ウ　 イチ

　高 橋 良
一

（1898〜1963）

  明治 3工年 4 月 6 日良 直長 男 と して 札 1隙 こ生 る （父 良 直 （1872〜 1914）は 北 海道農事試

験場病理 部長，植物病理 学者）．大正 5年 3 月札幌第 1中学卒，同 6 年 12月農商務省林業試

験場勤務 ，伺 9 隼 4 月台湾総督府農事試験場昆 虫部勤務，昭 和 8 年 9 月農学博士，同 16年 3
〜 7 月香港 ・カ ン ボ ジ ア ・タ イ ・マ レ ー方面に ラ ッ ク カ イ ガ ラ ム シ 調 査 の た め 出張，同 17年

9 月陸軍司政官と して マ ラヤ の ク ア ラル ン プール 1専物館勤務，同 20年帰国，同 21年米軍

第 8軍水耕農場技術顧 問，同 23 年 9 月日本シ エ ラ ッ ク株式会社顧問，資源科学研究所及 び

横 浜 植 物 防疫 所 嘱 託 と して 昆 虫研 究に 従 事，同 29 年 3 月浪速 大 学 （現 大 阪府 立 大 学）短 期

農学部教授，同 38 年 3 月停年退職，東京 に在住．

　昭 和 38年 7 月 17 日声帯癌の た め歿　享年65 才．

  動物雑録，学友会雑誌 （札 幌 第一
中学 ）31 ：23〜 36 （1915），昆 虫に 関す る諺 及び 俗 語，同

上 32 ：87〜90（1916），鰐虫 の 3種 に 就 き て，動物学雑誌 30（359）：368〜376（19工8），タ イコ

ウチ 科 Nepidae の 生態，札幌博物学会報 7 ： 185〜ユ93 （1919），　Aphididae　of 　Formosa 　1，

Agr ．　Exp ．　Sta．　Formosa 　Rept ．20　： 1〜97（ユ921），　Some 　Malayan 　Aphididae ，　Philippine

J．ScL　21 ：421〜422（1922），　 Aphididae　of　Formosa　2，
　Dept．　Agr．　Govt．　 Res．　 Inst．
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Formosa4 ： 1〜173 （1923）同 3，同上 10 ： 1〜121（1924），4， 同上 工6 ： ユ〜65 （1925），
5

，同上

22：22 ：1〜22 （1925），6，同＿ヒ 53 ： 1〜127（1931），Coccidae　of 　Formosa （1〜2），　Philip．∫．

Sci．36 ：327〜349（1928）， 2，　Trans　Nat．　 Hist．　Soc．　Formosa 　18 （97），253〜261（1928），

Aleyrodidae 　of 　Formosa ，　Dept ，　Agr．　Govt．　Res ．　lnst．　Ferrnosa 　59〜66 （1932〜1935）

こ の ほ か 1915 年か ら歿後の 1964年まで 400余篇の 報文が あ る．  の 鬆
：

述 昌録参照．

  　桑山覚 ；高橋良
一

博士 を悼む （略歴 写 真付），日本応用 動物昆虫学会誌 7（4）： 358〜359

（ユ963），南 J［1仁 博 ： 高橋良
一

博士を 偲び て ，昆虫 31（3）：230〜231（1963），伊藤修四郎
・
宗

林正人 ： 高橋良
一

著述目録 （退官記念），
Mushi 　37（17）： 167〜190 （略歴肖縁写真 ・献名さ

れた昆虫名 Iist付），高橋良
一

： わ が 10代 を 語 る，新毘虫 10（2）：18〜19　（1957），江 ：i奇悌

三 ：少年 は 語 る，関西昆虫雑誌 3 （3）：92 （1935）．

　滝　　沢　　　　求　（1907〜1936）　（写真 P1．4）

  明治 40年 重月 1 日長 野市に 生 る．大 正 ユ3年長野 中学校卒，昭 和 5 年 3 月北海道帝国大

学農学部農業生物学科昆虫学分科卒，同 4 月北海道農事試験場助手，同年北海道庁技手産

業都勤務農 事試 験場昆 虫部 在勤，同 8 年 10月退 官，醐 11月南満洲 鉄道 株式会社農 事 試験 場

技術員 と な り熊岳城分場昆 虫科勤務．

　昭和 11年 9 月 15 日歿　享年 29 才．

  　The 　Haliplldae　of　Japan ，　 Ins．　Mats．5 （3）： 137〜 工43 （1931），The 　Gyrinidae 　 of

Japan， 同上 6 （ユ／2）：13〜21（1931），　The 　Dytiscidae　of　Japan
，
1〜2

，同上 7（正／2）： 17〜24

（1932），同 上 7（4）： 165〜179 （1933） マ ン シ ウ リン ゴ ヒ メ シ ン ク ヒ に 就て （秋山武雄 と共

著），農業 の 満洲 7 （7）： 408〜417 （1935），テ フ セ ン カ ブ ラ バ バ チ に 就 い て （秋山武雄と共

著），昆虫 9 （5）：207〜220 〔1935），
マ ン シ ウ リン ゴ ヒ メ シ ン ク ヒ に 関す る研究，農事試験場

研究 時報 （南満鉄 道）16 ：77〜i12 （1936），満洲 圏 園 芸 作 物害 虫 目録，同上 40 ： 工〜68（1937）．

  桑 ［／Lc
’
H
”・

：滝沢求君小伝，昆虫研究 2 （D ：19〜21（1938）（肖像写貞付）

　武 内 護 文 （1868〜1923）

  明治元 年 2 月 24 日 （1868年 3 月 17日）高知 県高坂村に 生 る． 明治 16年中学校 へ 入学

す る も2 ケ年で 退 学，同 18年昆 虫標本 500 種を 中学校 に 寄贈 し賞状を受 く，同 33年 11月

名和昆虫研究所第 6 回全 国害虫駆 除講習会修業 ，　同 34年高知県立發林学校助教，大 正 5 年

教諭同師範学校嘱 託 ．

　大 正 12年 7 月 20 目歿　享年 55才．

  　土 佐の 虫報 （1〜9），昆 虫 匪界 5 （51）： 428〜429〜7 （69）：2工4〜217（1901〜 1903），イ

シ ガ キ テ フ の 発育，同上 ，7 （66）：45〜49 （1903），産卵 の 跡を隠匿す る 功妙 な る蛾 3 種，同

上，8 （78）：60〜（1904），ビ ロ ウ ドス ズ メ の 擬態，同上 24（276）：250 （王920），ウ リハ ム シ モ

ドキ の 生 活史，1司上 26（293）：25〜 （工922）そ の 他 多 数 の 報文 あ り．

  高橋奨 ：武内護文氏略歴 （肖像写 真付），毘 虫世界 27 （313）： 313〜314
，
　324 （1923）．

　 　 　 　 タ カ 　 ヨ シ

　Eヨ 中 教 義 （1897〜1927）

  　明治 30年 6 月 281i 和 歌山県 に生 る．大正 8年 3 月鹿児島高等農林学校卒，大正 9 隼

tt
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蟹．
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渡米，大正 11 年 コ
ー

ネル 大学 に入学，ヨ ハ ン ゼ ン 教授の 許で 昆虫学を研究，大 正 13年 1

月 同校卒，マ ス ターオ ブ サ イ エ ン ス の 称号を得 る， 同年 3 月帰朝，静岡県立中泉中学校教

諭 ， 大正 14 年朝鮮勸業模範場昆 虫部主任兼水原 高等農林学校講師，大正 15年病の た め 退

職，帰国．

　昭 和 2 年 2 月 27 日歿　享年 31才，

  医用 昆虫学史の 第
一

頁，水原勧業樸範場同窓会報 16σ926），Homologies　of　wing 　ve 量ns

of 　the　Helniptera，　Annota．　Zoo1，　Jap．　XI （1）：33〜57（1926），　The　cytological 　studies

of 　the　alimentary 　canal 　of　Simulium 　pietipes　Hagen ：its　structure 　 and 　metuamo 「
曽

phosis，鹿児島高農開講 25周年記 念論文集 ：813〜913（1934）， 主要な る疏菜 の 害虫と其検

索表，博物同志会 々 報 1（3）：8〜12，1〔4）：10〜 13，1（5）：4 〜 8 （1928〜 29）．

  　野平安芸雄 ：毘虫 の 翅 脈 に 関す る 日本人 の研究 （1），（野平自刊 ：1〜2 （1951），岡島銀

次 ： 田 巾教義氏追悼文，博物同 志会報 1（1）：3〜5（1927），同 ： Postscript （英文略歴），鹿

児島高農 開 講 25 周 年 記 念 論文 集 ： 892〜895（王934）．

　 田　中　房太郎 （1862〜1950）

  文久 2 年 9 月 10日 （9 月享亥 な ら 1862年 10 月 3 日，9 月辛 巳 な ら同 11月 1 日 ）安芸

市 荒島町 口 白に 生 る，荒島村小学校卒 ， 明治 19年 4 月島根県庁第 2 部勧業課 ， 周 26 年 10

E 同内務部産業 課 （兼福富育種場 ？），同 29年 4 月 島根漿農事試験場技手，同 37年 7 月「司

八 田分場長 （隠岐島），大 正 2 年 3 月送職，そ の 後八束郡津 田 村農会，玉 湯村脊年学校な

ど に 勤務す．

　昭和 25 年 1 月 3 口歿　亨年 88 才，

  　ツ マ グ ロ ヨ コ バ イ虫 に就 て の 実験，昆虫雑誌 3 ：28〜29 〔1895），28年 巾螟虫飼養実況

並 に一種有効な る 肉食昆虫 の 発見 ， 昆虫雑誌 5 ： 2 〜21 （1896），害虫 キ リウジ 虫 に就て の

実験，昆 虫 椎誌 7 ；22〜23 （1897），蠻蠕の 寄生虫，大 日本農会報 ］81 ： 32〜33〔1896），モ ン

キ テ フ の 幼虫 は紫雲英を害す，昆虫世界 4 （37）：343 （1900），浮 塵 子 調 査 成 績 （1〜 2），昆

虫世界 6 （53）：23〜25
， （54）： 69〜72（1902）， 島根県下 に 於ける サ ン ホーゼ貝殻虫 ， 昆

虫
．
世界 8 （78）： 79 （1904）， そ の 他 工939年 まで 多数 の 報告が あ る．

  　上 田 常
一

： 隠岐 の 動物，（開拓 者 とそ の 業績 L 田 中房太郎 ）：2〜4 （1964），歿後蔵書は

島根農科大学 へ 寄贈 された．

　田　中　芳　男 （1838〜 1916）（写 真 PL　1）

  天保9 年 8 月 9 ヨ （1838年 9 月 27日）信州飯円に 隆三 2男 として 生 る，幼名芳介．父

に 医学を 学び嘉氷 3年名古屋 に 出で 伊藤圭介 （1803〜190工） の 門｝こ入 り医術，蘭学，本草学

を 学ぶ ，同 5 年
一一逼 帰郷 し家業を助け る も丈久 2 年圭介 の 招 き に よ り幕府 の 蕃書取調 所 に

出仕 ， 明治元年開成所御用掛，同年大 阪舎密局御用 掛，同 3年大学 出仕 ， 同 9 月上京物産

局勤務，同 6 年澳国博覧会 出 品事務 の た め同国 へ の 出張， 同 9 隼 ア メ リカ博覧 会 へ 1
［
／1／1［張，

同 13年 メ ル ボ ル ン 博覧 会へ 出張，同 9年内務権大丞 ，「司 10年内務権大書記 ，同年内務大書

記官， 博物局勤務 ， 同 14年農商務大書記富，農務局 長，元 老院議盲 ， 同 18年学士会員，同

23年貴族院議員，大正 4 年 12 月男爵を 賜 わ る．大 日本由林会長 ・大 凵本水産会長 ・
伊勢神
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宮農業館長な どを 歴任．

　大正 5 年 6 月 21 日歿　享年77才．

  　慶応元 年仏国 よ り同 3 年開催 の 万国博覧会に 出品勧誘が あり， 幕府 は 出晶中本邦 産 昆

虫を 加うる事 と な り，採集及 標本製作を幕府 よ り命ぜ られ，同 2年 2 月よ り安倍為任を助

手と して 相模 ， 伊豆 ， 駿河及び下総 に 出張昆虫採集 を行 な い 50余 箱 を 作製，同年 11 月仏国

へ 出張 し，動植物研究上 多 くの 新知見を得て， 同 3 年帰国 した，軌 植物農水産，山林 に

関する多 くの 報文 が あ る ほ か 明 治 期初 の 動植物の 教科書，啓蒙書 が ある，

  　田 中芳男君 の 経歴談 ， 田 中芳男君 七六展覧会記 念誌 （大 睡本山林会，1913），同上の 転載

は 日本科学技術 史大系 15 ：32〜34 （1965）の ほ か数例 あり，同上展覧会紹介。昆虫世界 玉7

（194）： 32〜35 （1913），田 中芳 男 ：維新前 の 昆 虫学等 に就て ・博物之友 5（28） ： 239〜240

（同上 の 転載 日本科学技術史大系 15 ： 34〜35），
Girard，　M ．　Les　insectes　a　rExposition

vniverselle 　de　I　867，　Bul1，　Ann ．　Soc．　ent．　France 　1868 　p．　III〜V こ れは 田中 の 出品 した

融 標本の 批評 で齣 ，激 は 江 1：罅 三 ・罅 融 鞍 話 （4）漸 融 5 （正1）・27〜28 （1952）・

同上転載 は 日本科学技術史大系 15 ：35〜37（1965）・ 田 中芳男先生略伝・講農会 々 誌 103

（1916）（肖傷驥 5 繍 付）， 奥
一

・ 帥 嬲 ∋の サ ボ テ ・ 研究 （略伝藷 目ee・　 N 「価
一 ：

父芳男を 語 る，芳男稿本呀蘭虫養育法　（小笠 原 島ヘ コ チ ニ
ール 介 殻虫養殖の た め多数の サ

ボ テ ン を植え し事蹟）サ ボ テ ン 考 （写 真版）他多数 の 資料を 納む （1956， 限定孔1反出版），

上W 益 三 ・明翻 日本生物戦 1 ・531〜548 （1960）・

　谷 　 貞 子 （1885〜1911）

  明治 18年 12 脇 握 1姓 る・ 明治 3確 名i爆 市立高等女学校卒・明 治 37 年 2 肋 ）

ら 12 臆 で 梱 融 鯱 醗 嬲 3盤 と して 漸 ・囎 3蜂 7 肚 京・言吾学勉強 の 働
／

桜井鰹 1・入 る満 の た 腿 学 鵬 42 年 4 肋 ら 7 舷 で 名賜 虫確 縦 期確 生 と ・

・

扇幽 年 、 月 12 日病歿 享年 26 ホ 　 　 　 ／
  モ モ ス ズ メ の 幼虫 の発育， 昆虫世界 8 （84）： 331〜333 （1904），見島く蟲 に就 て （

一
）〜

（＋二 ），同 9 （89〜正・・）19・5，・ の 帥 19・4年か ら19°6 年 1こカ・’iて 確 を 発 表・融 女

史 の ペ ン ネ
ーム で 知 られる．

  谷貞子嬢逝 く，毘虫世界 15（163）： ！28 ：（略歴肖像写真付）（1911）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チ

4 雲 謬 鍵（・888〜19・7）

  鵬 21年 11 月 2 脹 野県上諏訪樟 生 る諏 言狆 学校卒 ・ 螂 省植槲 教員検定鍬

合格，明治 41年茨城県土浦中学校教諭，後 文部省 動物科，地 質鉱 物科検定試験合格 ， 諏訪

高等女学校創設 に 当 り同狡に 転任，後 に 松本高等学校講師兼任，大正 15年京都帝国大学 理

学部嘱託 と な り遺伝学 を専攻し，黒猩 々 蠅 の遺伝学的研究に よ り理 学博士，同年 日本遺伝学

会賞受賞，昭和 23 年諏 訪清陵高等学校 （元諏訪中学 校）校長，同 27 年退 職．

　昭和 32年 9 月 12 日歿 享年 68 才．

iQtt「
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  　昆虫 の 標本製作に就 て，信濃博物学会雑誌 20　：　602〜609 （1906）， 諏訪 の 蝶類 ， 同．．ヒ 24

：794〜 802 （工907），同正 誤 及追加 25： 15（1907），テ ン トウ ム シ の 斑紋の 変化に就て，信濃

博物学雑誌 37 ： 1632〜 1635（1912），信 濃 の 蝶，信濃教育 349：118〜125 （i915），テ ン トゥ

ム シ の 変異 に 関す る研究，信濃教育 384 ： 86〜（1918）， 目本産猩 々 蝿 の 遺伝学的研究，動

物学雑誌 39 （469／470）：472〜476 （1927），そ の 他遺伝学的研究 の 多数 の 報文が あ る．晩

年信濃博物学 々 長 ， 信濃教育会長を歴任す．

  山崎林治 ：千野光茂先生 （肖像写真付）， 採集と飼育 19（11）： 330〜332（1957）， 篠遠喜

人 ：千野光茂先生をた ずねて ，同上 19（11）： 332 （1957）．

・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ツ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 b シ オ

　　　　　 土 　田　都止 雄 （187工〜1945）

　　　　   明治 4 年 5 月 22 日 （187工年 7 月 30 日）越後与坂藩 」：柔助三 男 と して 新潟県 に生 る．

　　　　 明治 32年東京帝国大学農科大 学助手，明治 36年第 5 回内国博覧会審査 補勒， 明治 40 年 10

　　　　　月熊本県農業学校教諭，大 正 2 年病気 の た め退職，大正 6 年慶応義塾大学部助手，火学予

　　　　 科助手 （医学部）， 大正 14年同塾普通部教諭兼幼稚舎訓導，昭 和 18 年退職 土 田兎四 造 （別

　　　　 項） の 令弟 で ある．

　　　　　 昭 和 20年 5 月 26 日戦災 に よ り段　享 年 74才．

　　　　   　本邦産食 虫鱗避類 Taraka 　hamada ノ仔虫 二 就テ，勤物学雑誌 10（120） ： 358〜361

　　　　 （1898）妍虫 ノ 話，園芸界 2（9）〜2（10）（1905），桑芽玉 蠅 〔桑芯止虫） ＝ 就 テ， 日 本昆虫学

　　　　 会 々報 2（10）： 223〜228（1909）．

　　　　   ／ ツ チ ダ セ ミ， ツ チ ダ ニ イ ニ イ の 採集者と して 知 られる．略歴資料 は子 息富士雄氏の 教

　　 ／ 　示 ｝こ よ る．
　 ／　　　　　 ト シ ゾウ

　　　　　 ±　田　兎四造 （ ？ 〜1928）

　　　　   　越後 与坂藩士柔助 の 息 と して 新潟県に 生 る．理 科大 学動物学教室 の 助手を 勤 め，三 崎

　　　　 の 東大臨海実験所 に も勤務，明治 38年 圭0 月 清国政府 の 招 き に応 じ北 京大学 に 赴任 ，同 39

　　　　 年 7 月帰国後京都 の 島津製作所動務．土 田都止 雄 （別 項）の兄．

　　　　　 昭 和 3 年 歿．

　　　　   　宮城県下 の 毒蛾 に就 て
，動物学雑誌 1 （11）：374〜377（1889），Astaxa 　sp．（チ ヤ ドクガ ）

　　　　 に就て，動物学雑誌 1 （13）：456〜458（1889），浅聞山麓蝶類採集
一

斑，動物学雑誌 2（24）：

　　　　 422〜424（1890），繍 艮七 湯 の 蝶 類，勁 物学雑 誌 2（24）：456（1890），杢 氏 〔Leech ）B 本及

　　　　 朝鮮産鱗翅類 （1〜13），動物学雑誌 5 （60）〜9 （107）（1894〜］897）．

　　　　   　小 H 弘太郎 ： 動物標本談，動物学雑誌 26 ；4〜8（1901）．

〜

テ

　寺 西 　 暢 （1896〜1938）

  明治 29年 6 月26H 大阪府東成郡城北村
’
に 生る．明治 40年 3 月東成郡城北 小学校卒 ， 同
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42 年 3 月同高等科 2 年修業，大正 3年 3月大阪府立四条畷中学校卒，同年 3 月 関酉大学選

科入学，直ちに 米国農務省昆虫局横浜出張所入藤昆虫研究 に 従事，同 12年退 職．

　昭 和 13年 8 月 7 日歿 　享年42　k．

  テ ラ ニ シ ア リツ カ コ ホ ロ ギ （新種新称） に 就て ，昆 虫世界 18 （202）：227〜228（エ914），

同追報，18（205）： 378〜379（1914），Anew 　species 　of　Formicidae　from　Japan，毘虫学

雑誌 （京都） 1 （4）：137〜139 （1915），日本産蟻類雑誌 （1〜2），動物学柴齢 39 （46°）・88〜

94
， （465）：297〜300 （1927），

Tiphia の 翅 脈 と其 の 変異 に 就 い て ，同上 40 （472）： 33 〜37

（1920）， 日本産蟻類の 習性と其の 分布 （1〜2），同 上 41（488）：239〜251，（489）：312〜

332 （1929），
The 　parasites　of 　P （〜pillia　japeniea　in　Japan 　and 　Korea （Clausen 　et　aL ），

US ，DA 　Dep ．　Bull．1429 ： 1〜66 （1929），　A 　new ＄pecies　of　the 　Trigonaloidae 　with

description　of 　 a　new 　genus ，関西 崑 虫学会報 2 ： 9〜11（1931）， 日本産蟻 類 の 習性と分

布 （3），同上 4 ：77〜80 （1932），ウ ラ ナ ミシ ジ ミの 蛹 と 其 の 寄生蜂 キ ァ シ ブ トコ バ チ に 就 き

て ，同．ヒ 6 ：35〜39 （1935），熱河省産ア V科，第 1次満蒙学術瀰査研究団 報告 51 区 11編 60

輯 （1936）．

  　関西昆虫雑誌 5 （2）：49〜 98 （1938），故寺西暢回想集 （戸沢，江 「［…奇，矢野 他 22 氏の 追悼

文 の ほか （肖像写真），略歴主著目録を収む），岩田正 俊 ： 寺西 君 を憶ふ 　関酉 毘 虫維誌 5

（3）・24〜25（1936），a・rtl谷一
男，寺西氏 の 想い 出他 2 篇，昆 虫部 々 報 14・3〜8（1938）・戸

沢信義 編 ：寺西 1陽遺稿集〔年代 別 報文複刻 （i〜311）及 び未発表遺 稿 9 篇 （1〜95）を収む），

な お 同 氏 の 戀類標本 は歿後東京農業大学 1・t 寄贈され た が 戦災 に よ り焼滅した．

ト

　 ド　 　イ　 　 ヒ ロ　 ノ ブ

　ニ辷　　居　　寛　　申昜　Gtヨ女’1三平フキ）　（1885〜1949）

  明治 18年 2 月 15 日大分県速見郡 忤築石 町 に 生 る．明治 36年大分 県 杵築 L．；コ学狡卒，明

治 40年 3 月東京高等師範学校卒，同年長野県長野中学校教諭，明治 43 年緯国統監府中学

校教諭に 転任，同年 5 月平壌高等普通学校嘱託，明治 44年同校教諭，大 正 工0 年新義州高等

普逓学校教諭，大正 14年同校長，昭 和 3 年病気 に よ り
一

時退 職 し京 城 に 移 り諏 訪 女 子 高 等

学校教論 とな り，恩賜記 念科学博物鮮 1属託を 兼任， 昭和 8 年竜谷高等女学校教諭
・
兼京城

公 立 中学校講緬，昭 郵 20 年竜谷高等女学校長 ・兼科学博物餓嘱託，同隼 11月 7 日引揚帰

郷 ， 昭和 22年 10 月福岡πに 移り米軍第 3 地区民間検閲 局 に 就職，昭 和 24年 2 月狭 心症 の

た め退職訂ト養 す．

　昭 和 24年 12月 31 目歿 享年 64才．

  　朝鮮産蝶類図録 ： 朝鮮彙報 59 ： 2057〜2070 （1919）， 朝鮮産 蝶類図説 （森，損 両 氏 と

共著），そ の 他 1916年 よ り 1943年 に か けて 半翅類
・
蜻蛉類 に 関する多 くの 論著が あ る．

  　江 111訂睇三 ：「朝鮮昆 虫学 の 開拓 者」土 居 覧暢氏追憶，新昆虫 5 （2）： 30〜31（1952），竹

内吉蔵 ： 土 雇寛暢 さ んの 追悼 ， 新昆虫 5 〔2）：31〜32，上 田常
…・

：土居大愚先生 の 追憶 ， 新

昆虫　5（2）　：32〜33．

丶

羅

驚

懸
櫓

挑蔦 影tt
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f

　 　 　 　 　 　 ミサ オ

　棄 　条　　　操 （旧姓村松）（互884〜1966）

  　明 治 17年 12 月村松秀茂 2 男 と して東京深1「1に生 る．府立第 1 申学校卒，明治 43年 7

月 東京帝匱大学文科大学卒，大 正 2 年同大動手 ， 同 13年静1測高等学校教授，昭 和 4 年広島

高等師範学絞教授を経 て学習院教授，後学習院大学教授．

　昭 和 41年 12 月 工8 日歿　享年 82才．

  明治33 年 5 月市河三 喜及 び 兄 の 村松茂 （昆虫研究家 に 同姓同名 の 別入 あり）と共に 日

本博物学 同 志会の 創会 に 参lr！叮， 博物之友を発刊 して 活躍す．富士採集隊記事， 博物之友 1

（3）： 附 鎌 〜8，同 （4）： 附録 1〜8（1901） 日原鐘乳洞 採集隊記，同上 2 （10）： 附録 1〜6，

（11）： i〜6 （12）： 1〜6 （13）：1〜6 （1902），後 に 方言学者と な り多数 の 著書 が あ る．

  経歴資料 は帝国大学 1出身名鑑 （1932）な ど に よ る．

　 1一　 　バ 　 　ゲン 　ゾウ

　 鳥 羽 源 蔵 （1872〜ユ946）

  　明冶 5 年 1 月 20H （1872年 2 月 28 日）岩手県気仙郡 小友村 に生 る．明治 25年 8 月東

京振農会農学全 科卒， 同 28 年 2 月蚕業用達紺合 よ り蚕業習得証 を 受 く，同 33隼 8 月小学

校教 員免 許 を受 く，同年 9 月岩手県 気仙郡 小反 尋常高等小学校尋常科准訓導 ， 同 41 年4 月

素木博士 の 招きに よ り台湾総督府農事試験場勤務害虫研究 に 従事，同 42年 9 月 同 鼓手，同

44年退官，同 45隼 1 月岩手県 気仙郡小反 尋常小学校准訓導，大正 11年 5 月岩手県 師 範学校

教論心 得，同 14年 3 月盛岡夜間中学校講師嘱託 ， 昭和 3 年 8 月岩手県師範学校教諭，「司 19

年 3 月退官．

　［1召和 21年 5 月 23 ［ヨ歿　享年74才
．
．

  テ グ ス 蟲に 就て ，昆 虫 賦界 1 （3）： 92〜94（1897），ハ サ ミム シ の
一

種 オ オ ヨ コ バ イ を 食

す，同 2 （13）： 339 （1898），昆虫標本製作法 （有隣堂，ユ899），虫談片 々 （1〜7），昆虫世界

2（7）： 103〜106− 3 〔24）： 299〜300（1898〜1899），岩 手 県 産蝶類 岩手 学術彙報 564 （1900），

昆 虫採集旅行 記 ， 博物学雑誌 27 ： 18〜31 ： 11〜17 （1901），　エ ダ ナ ナ フ シ の 食餌昆虫世界

7 （76）： 515〜517（1903）」 蝶と花 　岩手県学術彙 報 738 （1905），そ の 他 1893年 よ り 1937

年 に か けて 多 くの 報文が あ る． 明治 33年 8 月岩手県昆虫学会 を創会幹事 と な る （昆 虫世界

4 （37）：358 （1900）），

  　 トバ ヨ コ バ イ そ の 他 の 昆 虫に 獣名 された 種が ある ほ か カ タ ツ ム リ
ー

種 に トバ マ イ マ イ

が あ る．本 経 歴 資料は 岩 手 大 学 農 学部宮慶
一郎 1蓴士 の 提供 に よ る．

…

　 ト　　 ヤ マ

　外 山 亀 太郎 （1867〜1918）（写真 PL 　 2）

  慶応 3 年 9 月相模愛甲郡 小！〔II悧
’
で 健次郎 の 長男 と して 生 る、明治 13 年同郡古沢小学 1交

卒，同 ］7年慶遜義塾 に入学 1 年闇芙語 を学 ぶ， 同 25年 7 月東京帝国大学農科大学牋学科

卒，洞 年 農 科大 学助手，後 に 水 産講 習所講師を 兼務，同 29年福島県蚕業学校校長 （初代），

1司 32年農科大学大学綻 に入 り翌年 よ り蚕の 遺伝研究を始む，同 35年 2 月 シ ャ ム 国の 招 きに

応 じ同国農務省蚕 業局 の技師 長 と な り蚕 の 品種改良試験を行 な い 同 38年 3 月帰国，農科大

学 講師，同 39 年 4 月 農学 i蕚士，同 41年 9 月助教授，同 44年 6 月原蚕 種製造所技師兼任，
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同年 7 月欧州へ 出張，大正 4年 日本育種学会創会 に 参 画 す，同 6 年 12 月、「司教授，動物学，

昆虫学，養蚕学第 3講廃担任．

　大正 7 年 3 月 29 日歿　享年 50才．

  蚕 蛆試 験 福 島県 蚕 業 学 校 報告 1 ：87〜102 （1898），蚕 の 種類比 較試験 （他 2 氏 と共著）

同上 2 ：1〜38，
3 ：1〜26

，
26〜704：1〜53，5 ：1〜43，7 ：1〜48，8 ：1〜64（1899〜1907），シ

ャ ム ニ 於ケ ル 家蚕 ノ 寄生蝿 二 就 テ，蚕業新報 14（164）： 700〜703 （1906），Contribution 　to

the　study 　of 　silk−worms （正
一II），Bull．　Col1．　AgL 　 Tokyo 　Imp．　Univ．5 ：73〜118 （1902），

同 7 ：　125〜245（1906），Studies　 on 　the　Hybridology 　of 　Insects （1〜II），　Bul］．　Coll．

Agr ．　Tokyo 　Imp．　Univ．7 ： 259〜393 （1906），　fourn ．　ColL 　Agr．　Tokyo 　Imp．　Univ．2 ：

85〜103（1909），養蚕術講義 （1901）， 実験蚕の 遺伝 （1918）その 他多数 の論著が あ る，

  　臆外山博士，蚕業新報 26（302）口絵肖像写真付 （1918），外山博士 10 周年追悼記 念

号，蚕業新報 35 （406）（ユ927），石 1［1r一代松 ：外山亀太郎君の 思ひ 出， 田 中義麿 ： 遺伝学 に

於ける外山博士 の功績，宮原忠正 ： 蚕業学校長時代の 外山 ；石渡繁胤 ： 外山博士洋行中の

動静， 富田勘之 丞 ： 蚕界の 愚人 外山博士，松井佳一 ： 外 L目博士 に つ い て の 思 ひ 出，他多数

（略）， 町田 次郎 ： 伝記外山亀太郎博士，遺伝 6 （10）：29〜31（1942），外山農学博士 記 念 事

業会編 ： 外山博士論文抄録集 （1942），内田為寿 ： 外山亀太郎博士 の 伝，N ．1，　G 談話室

11 （1942）， 鈴木筒
一

郎 二 外山博士 の 面影，同 上 （1942），篠遠喜人 ： 遺伝学史講 （1945），

田 中義麿 ： 日本遺伝学 の 夜明 （1），遺伝 15（1）：39〜42 （工961），佐藤 七郎 ：外山亀太郎博

士 の カ・fコ の 遺伝研究，日本科学技術史火系 15 生物科学 ： 136〜139 （1965），外 pLTtu太郎記

念 録　（1940），

　　　　　　　　貔
　　　　　　　　　 ・　　　　　　　 ナ
　 　 　 　 　 　 　 et

‘
、

中 川 久 帥 （1859〜1921）

  安政 6 年 3 月 21 日 （1859年 4 月 23 日）豊後国直入郡岡城 に生る （兄久成は藩主後 に

始爵），幼名悌二郎，明治 6 隼英人 うわい と及 び 鴨池宜之等 に就き英 語数学等 を学ぶ ，同 8 年

4 月東京英語学校，開成学校を経て 同 10年 9 月大学南校 （東京大学理 学部） に 入 学，同 12

年 10 月退学，13年 4 月麻布学農社英語，数学授業の嘱託 ， 同 ユ5年 8月内務省地理 局 雇，

同 16年 5 月愛媛県 松山中学校教諭1司師範学校 嘱 託 ， 同 19年 6 月福岡 県 師範学校 教諭，同

22年 10 月第五 高 等 中学校 （後 の 五 高）教授，同 25年 7〜8 月沖縄県下採集旅行，同 32年

4 月農商務省農事試験場技手 ， 昆虫部勤務兼蚕業講習所技手，同 35年 4 月同 技 師， 同 36年

3 月退 職 し大分県選 出衆議員 議員，同年 11月農事 試 験場 隲 託 を経て 同 37隼 11 月農事試験

場技師九州支場勤務，大正 2年同支場廃止 に よ り退 官 ， 大 正 5 年まで 郷里 に 於て 養蜂 ・養

鶏等 を営む， 同 9 年育離の た め ヴ ィ タ ミン 研究 の 必要とな り熊本医学専門学校研 究生 と な

り研究 に は げむ．

　大正 10年 11 月 12 日 脳盗血 の ため歿　享年 62 才、

  　夜中蛾を採集す る法，動物学雑誌 1（5）： 136〜（1889），三 化螟卵 の 寄生蜂 と其利用，昆虫

世界 2 （12）：281 （1898）， 稲 の 害虫ク ロ クサ ガ メ と其 の 寄生蜂，同上 2 （16）：449　C1898），本
蠶
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邦産 毘 虫卵寄生蜂 図説 （1），農事 試験場報告 6（1900），本邦 産葉蜂科 （1）， 農事試験場特別

報告 17 （1902）， 天牛卵寄生蜂の 発生経過，同．．｝二 30 ：27（1904），熊本に 於ける昆虫 の 観察二

三 ， 昆虫世界 8（88）： 489〜（1904），そ の 他 ユ889年よ り1922年まで きわめて 多数の 報文 が

あ る．詳細 は   の 高橋奨編 ：論 文 葭録 参 照．

  　高橋奨 二巾川 久知氏小伝 と論文，昆虫世界 26 （295）：95〜99（1922）同追加，同上 （300）

：263〜265（1922）， 高橋奨 ： 中川久知 氏略伝，病害虫雑誌 8（6）附録 P・工2 及 び 8 （12）：

附録 13 （1921）．遺稿 ：（鎮西医報 192 号 ：1〜12（1922） ヴ ィ タ ミ ン に 関 す る 硯 究及 び 高安

慎
一

：附記 p．11〜12）中川家遺族刊 （ig22）．本略歴 の
一

部は 農技研職歴 に よ る．

　永 沢 小兵衛 （1865〜？）

  　慶応元年 7 月宮城県仙台 に 生る、仙台中学校卒 ， 明治 13年 9 月 駒場農学校 予備科入

学 ， そ の 後退学，宮城県農会勤務 ， 同 33年 4 月 名和 昆 虫研 究所第 3回全国害虫駆除講習会

修業，同 34年 1 月よ り36年 1 月まで 名和 昆 虫研究所主任 と して 編集業務 iC活躍，後名和 昆

研との 関係を た ち台湾及び南清 に昆虫調査旅行をな す， 爾後不明．

  リン ゴ ワ タ ム シ の 駆 除法，昆 虫世界 5 〔52）：474 〔1901）．無翅 の 螢につ きて 付台湾 の 螢

（1〜3），　昆 虫世界 7 （71）：286〜289，　（73）：368〜373，　（74）：　410〜414，　〔76）； 500〜507

（1903）そ の他昆虫世界 4 〜6 巻 の質問の回答を 執筆 し「な に が し生」の 名 で 昆虫界消慧を執

筆 「II青耕爾読生」の 名で 温古記事を執筆す．また 「青蓑白笠 の 人」 も恐 ら く同 人 と思 われ

そ の 活躍 に よ つ て 雑誌 内容が 多彩 とな る．雑 誌 編 輯の ほ か 出版物 の 編纂 に も当 る．

  　駒場農学校に入学せ しこ とは 円藤円秀編 ， 駒場農学校等史料 （1966p ．311）に そ の 名

が ある．本資料 は昆 虫世界 4 〜6巻 に よ る．又 台湾旅行 は新潟県佐藤栄 （別項） の 出費後

援 に よ る とい う．一
： 永沢小兵衛氏，昆 虫世界 8 （80）：175 （1904），

ー

ー

　長　野　菊 次郎 （1868〜1919）（写真 Pl，3）

  　明治元 年 9 月 27 目 α868年 11月 11 日）福 岡景 筑 紫 郡 警固 材 に 生 る （祖父種正 は本居宣

長に 国学を学び 後伊能忠敬 と測量 に従 う）．明治 13年 5 月警固小学校卒，同 17年 12月福岡

中学卒，同 18年 6 拑警固小学校教員，同 7 月那珂，席 田両 郡立 高等小学校教員，1司19年 5

月粕屋 郡 箱綺小学校教 員，同21年 4 月箱III奇高 学小 学絞訓 導，1司 30年 7 月文部省尋 常 師 範学

校，尋常中学校植物科教員検定試験合格，同 12月大阪府第二申学校教諭，同 32年 6 月文部

省師範学校中学校，女学校，動物科
・生 理科検定試験合格， 同 33年 4 月岐阜中学校教諭，

「司 6 月 「筑 前国中央 部植物分布 の 状態」 の 論 文 で 東京 植物学会よ り銀 牌 を受 く，同 36年 4

月東京府立第三 中学校講師 ， 同 37年 10 月米国へ 私費留学，同 40年 3 月帰朝，同 4  年4 月

名和 昆 虫研 究所 附属 農学校教諭，同 42年同校廃校 と同時に 同 研究所 に と ど ま つ て 研 究に 従

来，同 44年 2 月同 研究所技師，

　大 正 8年 8 月 11 日歿　享年 50オ．

  筑前麗産蝶類
一

斑，動物学雑誌 5 （60）：391〜393 （1893），昆虫と植物の 関係 （1〜6），毘

虫セ士9“4 （38）　： 363〜367，　（39）： 403〜407
，　（40）：441〜446，　（43）：83〜88，　（45）：167〜

169，（52）： 444〜 45正（1900〜1901），鳥類 の 食物 と昆 虫 との 関係 （1〜3），同上 6 （55）：93〜

97，（57）： 180・v184 ，（58）：221〜222（1902），六 足虫彙纂 （1〜12）同 上 7 （65）：14〜15，
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（66）： 70〜 71，　（67）： 116〜工18，　（68）：158〜159，　（69）　： 206〜207，　（70）二244〜 245，

（71）　： 299〜300
，　（72）　：　336〜337，　（73）　：383〜384，　（74）　：421〜422

，　〔75）　：468〜469，

（76）：518〜519（1903）B 本昆 虫図説 1 （天蛾 科）（1904），日 本鱗翅 目汎論 （名和 昆 研，1905），

日本産蛾 類 の 2 新 種，昆 虫 世 界 16 （179）：259〜264 （1912），日本鱗翅類 の 新属新種 ， 動物学

雑誌 28 （329）： 109 （1916）， 日本産蛾類 の新種及 び未記 録種 ， 昆虫世界 22 （256）： 487〜

（1918），害虫 と益虫 （1918），そ の 他多数 の 報文 が ある．

  訃報 ：毘 虫世界 23 （264）：318 （1919），
　P．Pt呼長野菊次郎氏逝 く （追悼文及肖｛象写 貞）： 昆

虫世界 22 （265）：319〜320，同 353〜355 （1919）， 矢島八 兵衛編 ： 故長野菊 次郎遺墨 「菊

の か お り」： 1〜58（1920），（履略，我宗教 （遺稿）， 病虫 日 記 （
．一

日
一一

感及 病床録），矢島

八兵衛 ；長野先生 の思 出及び，中田武雄 ： 畏友長野君 の 片影 を 集録），なお 歿後江崎悌三 は

遺稿図 「日本産蝶類の 幼虫 蠕 等の 記 録」 （1〜5） （Zephyrus　3 （3／4）〜5〔1）（1931〜1933））
を紹介 して い る．

　 　 　 　 ヒ ヨ ウ　 ジ

　中　　林　　Jee　　次　　（1876〜1934）

  明治 9年 9 月 25H 大阪 に 生 る．大 阪府立 農学校卒，大 正 3年名 和 昆虫研究所第 27 回全

国害虫駆 除 講 習会修 業，大 阪 府 技 手 と な り大阪穀物検脊所 に 玉6 年間勤務 ， 昭和 3年岐 県県

穀物倹査 所 へ 転任後同所長とな り，昭 和 7 年退官，昭 和 12年台湾採集旅行 ， 大阪府嘱託 と

して 公 園課 な ど に 勤務．

　［1醉 「122 年 8月 6 日大 阪 府箕面 に 歿　享年70 オ
1
．

  避債虫 に 就て ，病虫害雑誌 1（3）：310〜（1914），．大 阪 府 に於 け る イ セ リア 介殻虫発生

状 況 （1〜2），昆 虫世界 24 （276）：293〜（277）：328〜〔1920）， 貯蔵穀物 の 生 な る害虫 と そ

の 防除法 ， 大阪穀物検査所特別報告 1 （1922），カ ン タ ン の 産卵 に 就 て ，第 20回 関 西病害虫

研究会講演要旨 ： 12〜（1933），　マ ツ ム シ の 産 卵，昆 虫世界 38 （439）：97〜98 （1937）， 庭木

の 害虫防除法，　関 西昆 虫学会報 9 （1）： 60〜83 （1939）， タ イ ワ ン カ ン タ ン 京都市 に産 す．

同上 10 （2）：43〜（1940）そ の 他 1914 年 よ り 1941 年 に か けて 多 くの 報 文 が あ り，採集記

「虫の ま に ま に」 を昆 虫世 界 33巻 よ り永 く連 載す，

  ナ カバ ヤ シ ヒ ゲ ブ トカ メ ム シ そ の 他台湾蓙 の 昆虫 に 氏 の 発見 に よ る もの が 若干 あ る．

　歿年 は一と野 益 三 博士 の 御教示 に よ る．

　中 村 正 雄 （1867〜1943）

  慶応 3年 ll 月 20 日 （1867年 弖2 月 15 日 ）由形県鶴岡市家中新町 に 生 る．明治 18年 3

月 山形県立西田 川 中学鮫卒，同年 5 月庄 内英学会教授 嘱託，同 22 年 9 月荘内中学校嘱託，

同 29年 4 月荘内尋常中学校書記 兼助教諭，同 31年 1 月米沢 尋 常中学興譲 館教諭，岡 33 年

7 月新海県 長 岡中学校教 諭，同 34年 2 月文部 省 値物学検定試験合格 ， 同 8 月理 科大学動物

学実習 修了，同 38年 8月 新潟県柏埼中学校教諭，大 正 12年 2 月同一ヒ退 職 し宇郡 宮高等農林

学校講師，昭 秘 5 年 4 月 同上 退 職 　昭和 6 年 よ り 9年まで 同 校事務嘱託 図書館 主 事を勤 め

退職後同 弖7 年まで 宇都宮在住 ， 同 17年 5 月 山形県鶴岡街 に帰郷，

　 昭 祁 ユ8年 1 月 11日尿毒症 の ため歿 　享年 75 オ．

  　新潟県所産直翅類目録，名和 靖還 暦 記 念論文集 ： 77〜82（1917），新潟県 天 産誌 （工925），

篝、

纛
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消化管 に 寄生せ し蠅 に つ きて ， 動物学雑誌 ，
38 （453）：211〜2工2 （1926），宇都宮に 於け る誘

蛾装置 内の 昆 虫貝録 （1〜V ）： 昆 虫 13（D ：305〜309，13（4〕：152〜160，14（1）：33〜41，

14（4）： 152〜162，15（1）：37〜43（1939−“1941）そ の 他鳥類 魚類 植物に 関す る報文も多 い ．

  　野平安芸雄 ： 越後の ギ フ テ フ （4），昆虫世界 47（548）： 118 （中村氏追悼記事）（1943）．

経歴 資料 は 宇 都宮大学農学部 田 中正 教 授 の 提供 に よ る．

　 　 　 　 　 　 ヤマ 1’
　中 村 　 倭 （1896〜1948＊

）

  明治 29 年 1 月 7 日東京 に 生 る （木籍向，B区寺島町）．大正 9年 7 月早稲田大学藏学部の

課程を終了，同 7 月為替貯金局 事務 員，同 玉0月簡易保険局書記補，同 11月退職 して 1 年志

願兵 と して 入 隊，1司 10年 11月 除隊，昭 和 2 年 11月東京中央 郵 便 局通 信事務員，同 3 年退

職 し農林省奮産局雇鳥獣調査室勤務，同 10年6 月山林局勤務， 同 圭6年 6 月農林属，rk林局

管理部勤務，昭 和 18年 11月農商務省属，同 20 年浦和 木炭 所長 ．

　 昭 和 23年 （頃）長野 市郊外 で 歿．

  パ ラォ 島の 」購 Lansania 　1（2）：26〜29 （1929），筑波山 の蝶類 に 就て ，同上 1（5）：68〜

73 （工929），エ ゾ シ ロ テ フ の 生盾史，理 学界 27 （9）： 789〜（1929），岸 田 ・中村昆虫標本製作法

（岩 田 久吉と共 著，綜 合科学 出［版 脇合， 1930）台 湾恒春地 方 の 蝶 類，Lansania　2 （17）：98〜

112 （1930），日本産ネア カテ フ属，同上 2 （14）：59〜60（1930），日本産 シ ロ テ フ属 ，理 学界 28 ：

312 （1930），鹿児島県川辺十島の 蝶類 tLansania
　6 （60）： 145〜148（1934），沖繩 シ ロ ォ ビ

ヒ カ ゲ に 就て ，同上 7 （68）：113〜（1935），日本帝国産蝶類目録 （岸田 久吉と共著）， 昆虫界

4 ⊂29／30）： 434〜674 〔1936），八 丈島 の蝶類，Lansania 　8 （75）：70〜73，蒙彊 の 蝶類 （岸 闇

久吉と共著
：

），昆虫世界 44（519）：325〜330（1940）．

  　本経歴資料 は 岸 田 久吉「萼士の 提 供 に よ る ，

　 ナ ミ　 エ 　 モ ト キチ

　波 江 元 吉 （1854〜1918）（写真 Pl．1）

  　安政元 年 2 月 15 日 （1854年 3 月 13 日）東京本 郷 西 片 町 に 生 る．明 治 元 年 8 月広島県

福 祉 誠之 館 に 学び，　同 6 月上 京本郷 の 進交学社 に 入 り独語 を学び，同 9年 2 月東京博物館

の職員 と な り爾来10数年天 産部で 動物調 査 に 従事，［司 王2 年勁物学会の前身東京生 物学会の

設 立 発 起 の 1人 とな る，同 15年東京大学瑚科医学生並 び に 製薬生 の 動物学 講 師 を 嘱 託，同

22 隼東京帝鬮大学理 科大学兼農商務省嘱託 と して 鳥類 ，調査 に 従事，同 26年 理 科大学助手，

　 大 正 7 年 5 月 24 日残　享年 64 才．

  嬋 の 発音器 に 就 て （1〜II），動物 学雑誌 2 （24）：415〜420 （26）： 522〜526 （1890），日 本

及 朝鮮産鱗翅類 に 就て ，同上 4 （41）；　ll5〜120（】892），II｝1縄産蝶類に つ い て ，同上 7 （79）：

150〜162 （1895），鯉節害虫訂1戛畿報告，水産澗査所水産調査報告 8 （1×1898），目本産 トン ボ

図拮反，　動斗勿学当畦誌　13 （156〜 158）（1901），　14（160〜 169）（1902），　15（172〜 工78）　〔1903），

16〔194Xl904 ），白蟻 の 敵，同一h　18（217）： 270〜（1906），　 G ．　Lewis に昆 虫 を学び Pryer の

Rhopalocera 　Nihon 王c 乱 II（1888）及び III（1889）の 邦訳を同書に附す．

  　訃報 ： 動物学雑誌 30（357）巻 頭 （肖像写奥及略1云），訃 報，鳥 7 ； 巻 頭肖像写真略歴

及業蹟 （1918）， ナ ミェ チ ョ ウ は黒岩恒，三木原 広介の 氏 に 献名せ る もので あ る （動物学雑
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誌　7（85）　：　384（1895）．

　 ナ ル 　 ト

　 鴫　　尸『　義　　艮　（1833　（or 　1835）〜1913）　（写真 P1．1）

  天保 4年 7 月 15H （1833隼 8 月 29 日，瑁ij｝C天 保 6 年生 と い う説 が あ るが， こ の 年 は
　 　 　 　 ツ チ ノ ｝ヒ ツ ジ 　　　　　　　　　　　　　　　　 ツ チ ノエネ

閏 で 7月 己 未 な ら 1835年 8 月 9 日， 7 月 戊 子 な ら同 9 月 7 日で あ る） 徳島県美

馬郡 重清村 の 佐々 （後鳴門 と改姓）三 太夫 の 3男 と して 生 る．弘 化年間習学 の ため大 阪 に 1出

て 3年間以上 奉公 し　（呉 服 商 ・
大工 等） 学費を 貯え て 江戸へ 出る 途中横浜 で 酒屋 に 奉公 し

つ つ 中浜某 （万次郎か ） に つ き英語を学ぶ 。安政 3年ペ ル リ来朝す る や幕府 に召 され 通 弁

兼鉄砲役人 とな る も慶応年間に 辞 して 上京学熟を 開 き子 弟 を教育す， 明治 4 年内務省勤農

寮 （後 の 勤 農 局） に 出任，同 10年勤農局 5等属，1司年 5 〜8 月青森秋 田両県下螟 虫発生調

査 に 出張本邦初の 試験 田設置防除試験実施，同 11年 1 月〜10月熊本県 他螟虫調査 の た め 九

州各地へ 出張，同 14年 7 月栃木県 下害虫調 査，同 16年 8 〜9 月 下総種育場虫害調査 の た め

出張 ， 同 10月虫害調査 の た め神奈 川梨下へ 出張，爾後経歴 不胴．

　大正 2年 1ユ月 9 日歿　享年 80才．

  　英語階梯 （1868），五 倍子 の 話，開農雑誌 30 （1877）， 螟 虫駆除実験説 ， 農事 月報 1 ：

ヱ〜15（1878）， 螟害 の 説 ， 第 2 回内国勧業博覧会害虫図解説申の p．47〜50 （188工），明 治 10

年青森秋 田 両県下出張復命書，農務巓末 5 ： 116〜129 （1957），明治 11年熊本県下 出 張復命

書，同上 ；134〜162（1957），明治 16年栃木県下出張復命 書 ， 同上 ：164〜168（1957），明治

16年下総種畜場出張復命書同上 ： 173〜175（1957），同上 16年神奈川県下 出張復命書同上 ：

175〜176 （1957），哥氏 田 圃虫書 （訳書，有隣堂，1882）．

  　高橋奨 ： 本邦応用昆虫学 の 先学鳴門義民先生附鳴門義次民 の 北海道蝗害発 源 地探検談

（1〜2），昆虫世界 25 （281）： 16〜18，（282）：53〜59（王921）（肖像 写 真 ，昆 虫 世 界 25（281）口

絵第 1 図版），筒橋奨 ： 日本農業昆虫学発達史 （1），病虫害雑誌 8 （1）附録 ：5〜6 〔1921）．

　名　　禾口　　梅　　吉　　（1874〜1945）

  明 治 7 年 1 月 8 日平 三 郎 3 男 と し て 岐阜 県 本巣郡船本村 に 生 る． 少年時代 よ り親戚 の

名和 靖（別項）に つ き昆 虫学を学び，其の 研究協力者と な り， 名和昆虫研究所 の 創設 に つ く

し，女婿 と な る． 明治 35年 10 月渡米し国立 自然博物館等 で 昆虫研究 に 従事 し各地を視察，

同 38年 3 月帰国，名和 昆 虫研究所技師 ， 大正 15年 10 月 同研究所第2 代所良 に 就任 ， 理 事

を兼務 ， 爾来昆虫世界 の 主筆 として 活躍．

　昭和 20年 7 月 20 日肝臓癌 の た め 歿 享年 61才．

  本邦産蝉の 種類 に 就て （ユ〜4），昆 虫世界 1（1）： 19〜20− （4）： 130〜34 （1897）， シ モ

バ シ ラの 虫瘻に就て ， 同上 2 （7）： 9玉〜92 （1898），本邦 産 浮塵子 の 種類 に つ い て （1〜9），同

上 2 （13）： 325〜 328− 3（23）：249〜 249（1898〜1899），ム シ ク サ の 虫癨 に 就 て，同 上 4 （35）：

241〜243 （1900），ゴ マ ダ ラテ フ に就て ， 同上 6 （56）： 134〜137，ウ ラ ギン シ ジ ミの 生活 史，同

上 11（118）：235〜237 （1907），葡萄害虫 2 点姫横這駆除予防 （フ タ テ ン ヒ メ ヨ コ バ イ Erytro−

neura 　apicails 　Nawa の 原記 載）t 同上 17（196）；480〜486（1913），ッ マ グ ロ ォ ォ ヨ コ バ イ

に 就き，同上 23（265）： 329〜332（1919），大亜興虫及 切蛆 の 防除 に就 きて，同上 49 （570）：42〜

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Entomological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Entomologioal 　Sooiety 　of 　Japan
駐

慮
電ヒ
華肋
巍

難
羣

韆「
韈
愁

1967 KONTYU 61

43（1945 絶筆），こ の ほ か昆虫世界 1 巻 よ り殆ん ど毎号，きわ め て 多 くの 報文を 発 表す．実

名の ほ か に 初 め随然 （昭 和 3年頃ま で ） 後 に 随其の 号を 用 い て 執筆，著書IC害虫防除宝典

（名和昆 虫研究所，1929），稲 の 害虫 （童話春秋社 ，
1949） が ある．

  　訃 報 ： 虫界 速報 6 ： 1〜4（1945）略歴付，同，号外 （1945年 9 月 8 日付）， 土 井久作 ：

逝 け る名 和 梅 吉先 生 ，虫 B 然 16 ：44〜45（1947），名和正 男 ：名和梅吉翁逝 く， 昆 虫世界 49

（571）： 1〜2 （1945）な お名和 靖 長女貴子夫人 （瓢虫女史）（1884〜1928）に つ い て は新農報

16 ：64〜65（1900）及 び Marlatt，　C 　L，　Japan ’s　 foremost　 entomologist ，　 Ent．　 News

I4 〔3）　：65〜65（1903）　（肖イ象写真付）　を 参照 ．

　 　 　 　 　 　 ヤ ス シ

　名 和 　 靖 〔1857〜1926）（写真 Pl．1）

  　安政 4 年 10 月 8 日 （1857 年 11 月 24 日）美濃国本巣 郡 船本村 に正 也長男 と して 生 る．

明治 15年 3 月岐阜県農学校卒，引続き同校雇，博物学助手とな る，同 16年 7 月同県華陽学

校助教諭試補，同 19年 ll 月〜20年 4 月 まで 東京帝国大学理 科大学 で 動物学を研修 ， 同 21

年 2 月岐阜県師範学校助教諭心 得及同県 尋常中学校 助 教 諭 心 得 兼務，同 26年 5 月 尋常師範

同中学高等女学校博物動物科 及び 師範学校尋常中学校農学科教員免許状を 受 く， 同年 6 月

岐 阜 県 尋 常 師 範 学 校 助 教諭，同 29年 2 月 同校教諭とな り 4 月退職して 名和昆虫研究所を 設

立，ra　30年 9 月 「晃虫世界」を 創刊，同 32年胤降全 国害虫駆除講習会 を 昌剔崔す，同 34 年

5 月藍 綬褒賞 を受 く，同 37年 10月同県巡査教習所教諭嘱託 ， 同 38年県立農学校講師嘱 託 ，

同 40 年 名和 昆 虫 研 究 所 附属 農 学 校 を創 立 し同校 長， 同 42年 4 月廃校， 同 43 年 12 月鉄道

院 の li］蟻研究嘱託 ， 同 44年財団法人名和 昆虫研究所 々 長．

　大 正 15年 8 月 30 日歿　享年68才．

  喰 妍 虫 の 説 ，農 事雑誌 （岐阜農学校） 32 ： 7〜13（1882），マ サ キ 尺蠖 の 説，大 日木農

会皎阜．支会報告 歪0 ：6〜7（1884 ）， クサ カ ゲ ロ ウ 産卵 の 実験，動物学雑誌 1 （8）二260〜 261

（1889），御嶽山の 六 足 虫，同 上 1 （12）：433〜434（工889），大豆害虫 ヒ メ コ ガ ネの 実験 ， 同上 4

（40）： 50〜61（1892），洪 水 と昆 虫と の 関係 ，同 上 9 （106）：328　（1897），蜂と南瓜との 関係，

昆虫世界 1（1）： 16〜工8 （1897），水蜜桃袋掛 の起 源，昆 虫世界 29 （335）： 238〜240 （1925）こ

の ほ かきわめて 多数 の 報文 が ありまた ， 薔薇の一・橡，昆 虫世界 （1897），新式昆虫標本製

作法 （木村小舟 と共著）（1909），昆 虫翁白話 （1924） な ど の 著書 が あ る．

  　名和靖氏 の 迸去，昆虫 1 （2）： 142 （1926），松村松年 ：名粕塙氏を 追想 して ，昆虫匿界 43

（1）：18〜19（1939）名 和先 生 の 遠 逝 を 悼む，昆 虫 世 界 30 （349）： 289〜29D，昆 虫翁 の 臨終

及 葬儀，同上 ：311〜316（1926）， 寒川鼠骨 ：鳴呼名和昆虫翁 ， 日本及 日本人 9 月号 （1926），

土井久作 ：毘虫学者小伝 （】）名和靖氏，昆虫研究 1（1）：20　（1937），経歴資料 は名和 靖履歴

書，動物学雑誌 2 （23）：404（1889），名和 靖氏還 歴記念寄黔論文集 ： 1〜4 （1917），高 橋 奨 ：

病虫害雑誌 8（2）附録 p．8 （1921）及 び昆虫世界 に よる．養嗣干梅吉 （別項）参照，

新 島 馨簷（1871〜1943）
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  明治 4年 7月善之長男と して 東京 に 生 る．明 治 29年東京帝国大学農科大学林学科卒 ，

同 3工隼農 科 大 学 動物学 教 室 助 手同 32年耗鶸農 学 校 教授後 に 東北帝 国 大 学農 科大 学教授，同

38年造林学及 び 保護学研究の た め ドイ ツ に 留学，同 42 年林学博士，北海道帝国大学農科大

学教授兼北海道庁技師，林業試験場長，昭 和 9年 4 月退官，北海道帝蟹大学名誉教授 と な

り，北星女学校長 な どを 勤む．

　昭和 工8 年 2 月 7 日歿　享年 71才，

  森林保護学 （博文館，1900），露本森林保護学 （裳華房 ，
1912），森林昆 虫学 （博文館，

1913），On 　some 　Japanese　species 　of 　the 　 Scolytini，　 Journ．　 Sapporo　Agr ．　 Co1 ，2 ：

67〜（1906），Die　Scolytiden　Hokkaido　 unter 　 BrUcksichitgung　 ihrcr　Bedeutung　fUr

Forestschaden ，東北大農科大学紀要 3（2）： 1e9〜（1909），　 Die　 Berkenkafer 　 Nord 　und

Mittel−Japans，札幌博物学会報 3 （1）： 1〜 （1910），コ ガ ネ ム シ に 関す る研究報告 1〜III，

東北 帝国大農科大学演習林報告 5 （1917） 北 大農学部演習林訊究報告 3 （2）（1923）同 4 （1）

（1927）（以上 3篇木下栄次郎と共著），そ の 他森林害虫 に 関する多数の 報文が あ る．

  　訃報　昆虫世界 47 （547）92　（1943），本略歴資料 は桑 山覚博jjこ よ る．

　 ニ イ　 ム ラ　 　タ　 　ロ ウ

　新 村 太 朗 （1917〜195f）

  大正 6年 7 月 7 日 長野県下諏訪町に 生 る。下諏訪小学校卒 （細野淳校長 に 昆虫を学 ぶ ），

昭 和 10年 4 月長 野 県 立 下諏 訪中学校卒，同 4 月平山博物館 に 昆 虫研究生 と して 入 館，後同

研究員 と して研究に従事，後海軍軍属と して X −… ．・’一ギ ニ ア 民政府嘱託，続い て 海南島海軍

病院昆虫研究室主任 と な りマ ラ リア 研究に 従事，戦後帰国 して 科学博物館動物課 に 入 り文

部抜官とな る，

　昭和 26 年 4 月 20 日狭心 症で 歿 享年 34才．

  霧 ケ i［1条を 巾心 とせ る蝶相，下諏 訪中学学友会誌，1沼和 8 年兮 （1933），信州八 ケ 岳の 蝶

類，虫 の 世界 1 〔4）：24・v25 　（J936）， 諏訪地方の 蝶類二
・三 ，

　Zephyrus 　7 （1）：71 （1937），

南信州蝶類雑記 （1〜2）Zephyrus 　8（3／8）： 122〜130
，
9 （1）： 13（1940），信濃の 蝶 （1〜2）教

濃教育，649 ： 50〜57，650 ： 40〜62 （1940），ニ ューギ ニ ァ の 昆 虫，宝塚 昆 虫館報 39 （1949），

Hypkantri α cunea 　er 　fall　 webworm ，　as　 a　 new 　 comer 　 to　 Japan
， 国 立科学「専物館報

告 25 （1949），ガ ロ ア ム シ につ いて，自然科学 と博物館 18 （2）：25〜（1951），蝶 の 生活 （日

本教育 出版社，1948），昆 虫 の 世界 （高山書店，1949），日本 の 蝶 （南条 書店，1950），

  訃報 ：虫界速報 21 ：3 （1951）， 北 沢右三 ：新村太朗君を しの びて ， 新昆虫 4 （6）：31

（工951），中井猛之 進他 ： 訃 と弔辞，自然科学 と博物館 18（7）：19 （1951），訃報 ：紙村太朗

氏，応用 毘 虫 7 （2）：96 （1951）．

　西 村 真 次 （1879〜1943）　 　 　 ／

  明治 12年 3 月久三 の 長男 と して 宇治山 田市 に 生 る．厚 生 尋常小学校卒，明治 38年早稲

田 大学夊学部英文 科 卒， 日露 戦 役 に際 し軽 重 兵 と して 満洲 に 出征，除 隊後一
時朝 口新聞社

に 勤務後博文館 に入社 ， 雑誌 「学生」の 編集主任と して 活羅 ， 大正 7年早稲 田大学史学科

講師，昭 和 3年 よ り史学科教務主任と して 早大史学科 の 基礎を 作 る， 同 7 年文学博士 ，同
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10年教授 ， 文化史を専攻，酔夢 と号す．

　昭 和 18年 5 月 27 目歿　享年 64才．

  　鳴 く虫の 研究 （参文社，1907），彈の 研究 （博夊館，1909），鳴 く虫の 観察 （弥円書房，
ユ924），

  経 歴 資料 は大 人名事典 （平凡社）等 に よ る．

　 ＝シ　　ヤ

　西 谷 順一
郎 （1890〜196工）

  　明治 23年 1 月6 日青森県黒 石町に生 る．明治 33年黒石小学校 4年過程修了，同 37年

黒石小学校高等科 4 年卒，同年南津軽郡 農事講習所 に 入 学，同 39年南津 軽郡立 農学校第 2

学年 へ 編入 ，［司41年 同校 3年過 程 卒，明治 42年名和昆虫研究所 附属農学校殲 科修了 ， 大正

2 年青森県立農事試験場勤務，同 6 年 9 月退職，同年 りん ご園 を経営， 1司 9年南津怪郡役

所勤務，同 12年那 農会技師を 退職．

　昭和 36年 3 月 HE 歿 　享年 フ1才 ．

  　りん ご は ば ち Hylotoma 　mali 　Mats．に就て ，昆 虫世界 14（正52）：141〜ユ42 （1910），
青森県 に 於け る苹果 の 害虫 た る 綿虫 ・蛎虫 ・

牡蠣介殼の 発生史 に つ い て ，名和 靖還 暦記 念

論文集 p、61 〜 70 （［917），こ の 他 1909年 よ り 1930年 に か け りん ご害虫 に 関 す る きわ め て 多

くの 論文を発 表 して い る．

  　斉藤康 司 ・山田三 智穂編 二酉谷順
一
郎 伝，膏森県 りん ご 育種同好会 123pp ．　C1962），そ

の 他青森 県 りん ご発 達史第4 巻 （胃森県）（1963）参照．経歴資料 は青森 県 りん ご試験場津

川力 技師の 提供 に よる．

　 ＝　ト ベ 　　イナ 　　オ

　新三度戸 　　琴魯　　雄　　（工883〜1915）　（写真　Pl．　3）

  明治 16年 6 月 11N 青森県上北 郡三 承 木 ｝a良勘長男 と して 生 る．（母わか は三 本木開拓

の 祖新渡戸 伝 の 娘で 麺譲戸稲造醇士．（1862〜1933） は稲雄 の 従兄 に 当 る ） 三 本木尋常高等

小学校卒， 明 治 30年 5 月三 本木模範伝習所 を 経て ，同 32年 4 月青森県立農学校農科入学

（後官制変更に よ D
’
校名畜産学校に 変 る，同 35隼 3 月青森県 立畜産学校農科卒 （第 工回），

同 4 月名和 昆虫研究所第12回全睡 害虫駆 除 言冓習会イ參業，　同 35年青森県 農事試験場技弓  害

虫係 ，同 39年 IO 月台湾総督府農事試験場に 転任 ， 昆虫部勤務，大正 3年殖産局及 び警察

官 ・
獄官練習所講師を兼務 　同 4 年新高山採集旅行中ア ミーバ 赤痢　（腸チ フ ス と い う説も

あ る） に か か り腎臓病 を併発 ，大阪の 病院に 入 院 した が 回復せ ず ，

　大 正 4 年 6 月 3Ei歿 　享年 31才．

  　明治 39年 1 月青森県 師 範 学校教諭木梨正太郎，畜 産 学校教諭沢山繁太郎 と共 に青森県

昆虫学会 を 創 立 し「青森昆虫学会 々 報」を 発行す ， これ は地域昆虫 同好会誌 の 最初の もの と

い う．螢狩の 唱三 種 ， 昆虫世界 5 （49）： 352〜353（1901），林檎樹に 発 生 の 虫類，　同上 6

（62）：428〜429 （1902），昆虫界 の 現象，青森県昆虫学会 々 報 1 （1906），青森県 に 於け る 苹

樹害虫 （1〜4），昆 虫世界 10　（IO1）： 19〜23，（工03）：97〜103，（104）： 141〜工44， （105）：

187〜193 （1906），リン ゴ ォ ォ ザ ゥム シ に 就て ，同上 ］0 （107）： 275〜277 （1906）， ニ トベ

エ ダシ ャ クに つ い て ， 同上 11（114）： 54〜56（1907），台湾に於ける 綿吹介殻虫，同 上 14
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（155）：299〜301 （1910），本島 に於ける ベ エ タ リア 瓢虫と其 の 応用，台湾農事報 6 （1910）・

過去20 年闇 に 於ける台湾農学 の 進 歩 ，「虫 害 」 同 上，100 ：玉79〜184（1916），柑卞裔害虫調 査

報告，台湾農事試験場 出版 89（1916）．  の 論文目録参照 ．

  　訃報，台湾農事報 103 （1915），昆虫世界 19（214）：264 （1915），桑 名伊 之吉 ：新渡戸稲

雄君の 訃 （肖像写真付）， 病虫害雑誌 2 （7）：巻頭及 び 86（1915），一 ：故新渡戸 稲 雄氏が 生

前 に 公に せ る印11】1物，台湾博物学会 々報 11 （54） ： 114〜115 （王921），青森県 りん ご発達史
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o

（明治期 りん ご病虫害発生 防 除史）4 ：103〜1（n （1963）（こ の 資料で は新渡戸稲男 とあ りまた ・

文献誌名 に誤 りが あ るの で注意 の こ と），経歴資料 は青森県農業試験場病理 昆 虫科香 川 寛技

師の 提供 に よ る．ニ トベ エ ダ ジ ャ ク，ニ トベ シ ヤ チ ホ コ ， ニ トベ キバ チ， ニ トベ ナ ガ ハ ナ

ア ブ，
ニ トベ ベ ッ コ ウハ ナ ア ブ， ニ トベ シ ロ ア リ等氏 の 発 見 に 関 わ る昆虫が 多 い ．な お昆

虫世界 8 （87）：480〜481　（1904） 1こ青森県毘虫学会会則あり。　　／

二 宮 元 孝 （1891〜1928）　 　 　 　 　 ／
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 f

  明治 24 年 12 月 11 日神奈 川県中君B国府村に 生る．国府尋常高等小学校卒，明治 42年 3
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 x

月神奈川 県中郡 農学校卒 ， 大正 4 年 3 月盛岡高等農林学校農学科卒，岩手県東磐井郡 蚕 業

学校教諭，同 12年 1 月志願兵と して 入 隊，同 8 年歩兵少射，同 6 年農商務技手 ， 同 14年植

物 1貧査i官，　日召零rl　2 年 5 月農林技自市．

　昭和 3年 3 月 7 日流感に て 歿　享年 36 才．

  比 律 賓 に 於ける 稲 の 害虫等に 就て （訳），病虫雑誌 9 （3）：140〜143 〔1922），冨蔓盗虫の 実

用的駆除予防法，同上 12 （2）； 81〜91（1925）そ の 他．

  同桑名σ｝之吉 ：二 宮元孝君 の 遠逝 を 悼む，昆虫世 界 32（368）：巻頭 （1928），

一
： 故二

宮元 孝君，病虫害雑誌 15 （4）： 匚1絵写真裏面略歴 σ928）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ネ

　 ネ
Xj　 キ　　キ　 ゾウ

　練 木 喜 三 （1850〜1910）（写 真 Pl・1）

  嘉永 3年 11月 1 日 （1850年 12 月 4 日） ま奇玉県南埼玉郡粕壁町に 生 る．幕末 に 江戸 に

出て ，初 め平 田 鉄胤 （〜1882）に国学 を学び，後司馬盈 之 （正838〜1879
・ 号凌海・医学校教

授） の 私塾春風 社で 独語 を 習得，明治 の は じめ 医 学 者三 宅 秀 （1848〜1938，東大名誉教授，医

博） の 門人 とな り医学を学 ぶ ， 明治 6 年東京医学校 に 独人 Hilgendorf，　F．　M ．（正839〜 i904
，

動物学者で 日 本の 昆 虫 を多数採集せ し人 ）　が来朝する や 同氏の 家 に寄寓 して 動物学，昆虫

学 を学び，しば しば同氏 に随行 して 各地 に 採集 を行 な い 医 学校 助手 とな る．同 10年 内務省

勤農局員を 兼ね内藤甎宿農事試験場で 害虫研究 と質疑応答 の 業務 を 担当 す．pm　12年 11月駒

場農学校 （動物学）助教，同 13年駒 場農学校穂物病理 試験場担当兼同学校講師，同 14年 6

月農務局御用掛 に転任 ， 同 6 月〜9 月小野孫 三 郎 （1日姓中村，別 項），鳴 門 義 次 （鳴F目義 民

の 項参照 ），菘下基之 （経歴 不 明）と共 に 北海道蝗害調査 に 出張，同 16年 8 月〜 9 月秋山元

（別項） と共に菁森 ・凾館両県へ 虫害調査 の た め 出張 i 同 17年蚕病試験場所長兼務，同 18

年医科大学を辞す　（高橋 の 文献 に よ る），　同8 月農務局御用掛 と して 宮城 県下虫 害調 査 に

出張 ， 同 29隼蚕業講習所長，岡 31年退官大 日本蚕絲会理事，宮城県養蚕顧問．

装
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　明治 43年3 月 22 日歿　享年61 才．

  第 1 回内鬨博覧会出吊 （害虫図）説明 （駒場農学校，1880），同第 2 回害虫図解説 （同

188工）， 螟虫図解 （有隣堂 ，
1883）， 蔔虫図解 （有隣堂 ，

1883）， 応用動物学 （1883）， 蚕桑生

理 問答 （田 島武平と共著 ，
1884）， 蚕事提要 （1891）， 蚕葉 ヲ与ヘ タル 蚕児 二 臼彊 蚕 ノ 黴毒 ヲ

接種 シ 其感染如何 ヲ試 ミ タ ル 成績，同白彊 蚕伝染試験， （松永伍作 と共著，農商工 公 報 附 録

3 ：22〜29 （1887）．蚕桑講筵筆記 （1888），蚕 ノ 体温 二 就 テ，農学会報 6 ：74〜77 （1889），養

蚕演術筆記 （1891），蚕教 （1901），応屠蚕桑問答 （1909），延喜時代より明治 に 至 る蚕 の 種

類　（1〜5），　蚕 業斬報　17（200）： 94〜99，　（201）：46〜50，　　（202）： 54〜60　（以」二　1909），

（203）：39〜46，（2（珂）：39〜47（19工0）， 北 海道飛螻実地視察復命書，農務顛宋 5 ：236〜259

（1957），青森繭館両県虫害調 査復命書，崗上 ：176〜178（1957）．

  　竹沢章 ： 鳴呼蚕界の 功労者練木喜三 氏，蚕業新報 18（205）： 1〜5 （口 絵肖像写真付）

（1910），一：昆虫学 に 関係あ る大家の 略歴，練木喜三 氏，昆虫世界 14（154）： 237〜241（1910），
一

故 練木喜 三 氏 北 海 道 蝗 害調 査 畴の 話，大 日本農会報告 66 ： 7 （1887），高 橋 奨 ： 日本農業

昆虫学発達史 ， 病虫害雑誌 8 （1）巻末附録 1〜4 （1921）， 農務局編 ： 明治前期勤業事蹟輯

録 （上 ・下）（大 日本農会，1939），農林省 ：農務顛末巻 5 虫害 ：1〜429（1957），安藤 円秀編 ：

駒 場 農 学校 等 史料 （東京大 学 出版，1966），上 野 益 三 ： 動 植 物 学 准 講 師練木喜三 申報，日 本

科学技術史大系 15 ：68 （東京大学第2 年報 （1883）： 188 の 転載）（1965）．

ノ

　野　　匚］　　彳恵　　三≡L　（1897〜1965）

  　明治 30年 5 月 28H 茨城県土 浦 で イ1［1二 2 男 と し て 生 る．大 正 2 年 3 月県立石岡農学校

卒 ， 同 5 年 12 月農商務省園芸試験場研究生修業，同 7年 7 月文部省農業科教員試験検定合

格，同 8年 4 月奈良県 添 上 郡農業技手，同 10年 1 月愛媛県 立 新居農学校教論 ， 同 玉2年 4 月

静岡県産 業技 手，農 事試験場， 同梨害虫研究所勤務，昭 和 4 年 8 月静岡県柑橘病害虫研究

所主 任 ， 同 18年海軍技師 t 同 19年 トラ ッ ク 島海軍 々 需部勤務 ， 同 21年 3 月地方技師，静

岡県 勤務，同 22年 9 月庵原 郡農村工 業化学研究所長，同年 11月農業専門技術員，同年 12

月農学博士 ，同 25年 1 月茨城県 農林部農業改良 課技術吏員，同 38年 3 月中外製薬株式会社

常勤嘱 託．

　昭和 40年 2 月 王0 日 出勤途上交通事故 に よ り水戸市で 歿　享年 67才．

  殺虫ニ コ チ ン 剤 （数井正 俊 と共著）（中央園芸会，王924），大 正 工4 年度梨害虫 に 関す る

調査静岡県 農事試験場 （1926）， 矢 ノ 根介殼虫 調査 報告 （1〜III）， 同上臨時報告 2 （1928），
1
同

11（1931），同 16（1931），同 23 （1932），矢 ノ根介殻虫研究15年 を 譖 る，病虫害雑誌 28

（4）〜28 （10）（1941），29 （1）〜29 （2）（1942）そ の 他 1924年 か ら 1959 年 に か けて 梨害虫，柑

橘害虫， 農薬に 関するきわめて 多 くの 報文が あるほか農用薬剤学　（内田郁太と共著 明文

堂，ユ941，1949），柑橘害虫駆 除法 （1959），そ の 他の 著書が あ る，機械油乳剤の 練混法，松

脂含剤 の 新 調製法の 発 明 な ど の 功績で 昭和 18年科学協会か ら鈴木梅太郎賞 を受けられ ， ま

た， 昭和 36年に は農業技術賞を受賞れ さ た．

  　白浜賢
一

： 野 口 徳三 博士 ，関東 々 山病害虫研究会年報 工2 ：1 （略歴 畄像写真付）．
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　 　 　 　 　 ア キ オ

　野　　平．　安芸雄　（1892〜 1966）　（写真　P1．4）

  　明治25隼 10月 3 日大阪市北区曽根崎1こ生 る．大阪 布北 野中学校，京都第 3高等学校を

経 て ， 大 正 8 年京都帝国大学医学部卒 ， 同 9 年 1工月中華民 国青島に渡 り同地 で 開業，同 13

年帰国 ， 福岡県小倉市記念病院勤務 ， 同 15年京都帝国大学病院皮膚科研究生 と な り，昭 和

3 年医学搏士，同 4年新潟県長岡市赤十字病院皮膚科医長，同 22 年越佐昆虫同好会を創立

同会誌を発行，会長とな る，ま た，長 岡市立科学博物館創設 に 参画 し，初代昆虫部長 とな

る， 同 26年小倉記念病院 に転任，同 34年退職，京都市宇治市広野町に 在住．

　昭和 41年 IO 月 22 日歿 享年 74 才．

  ス ズ メ ガ科と花とに就きて ， 博物之 友 9 （59）：28 （1909），伊吹 山の 蝶類 同上 9 （61）：

61（1909）， 京阪地方の 蜻蛉 目録，昆虫学雑誌 1（1）： 35〜（1915）， 日本産鳥羽蛾科の 研究

（1〜 2）．同上 2 （1）：37（1916）− 3 （2）：61〜77（1917），滋8伽 ’‘5 属 の 鳥 羽 蛾に 就 て ，同上 4 （1）：

24〜（1919），フ ジ ミ ドリシ ジ ミ ｝こ就て ， 同上 3（3／4）：152〜（1919），本邦産 Zophyrus 雑

記 ， 同上 3 （3f4）： 207（1919），山形地方蝶類 目録，昆虫界 5 （44）；626〜（1937），越後 の ギ

フ テ フ （1〜17）， 昆虫世界 47 （545）〜（556）（1943），48 （557）〜（561）（1944），ギ フ チ ョ ウ幼

虫 の 生態断片二 ・三 ， 新昆虫 3 （3）： 76〜（1950），粉蝶科の 翅脈，昆虫 29 （2）： lll〜122

（1961） こ の ほか 1909年か ら 1961年 （途 中 1920〜 1936 は殆ん ど発 表 が な い ）こ の 間に 多数

の 報夊が ある ほ か 「鱗翅類翅脈 の 研究」を 1947〜1951年 に か け自費 出版す る．

  　野平安 芸 雄 ：在校時の 回顧，Life　10：2 （1953，大阪北野中学校発行），同 ： わ が 10代

を語る， 新昆虫 10（4）：30〜31（1957），江崎悌三 ：京 都昆 虫学雑誌 発 刊 当 時 の 秘 話，関 西

昆虫雑誌 1 （1）：1．“13（1933），荻野誠作 ： 野平先生 を 想う，越佐昆虫間好会復刊 1 （2）： 1

（1967）（表紙 に 肖像写真を 付す），秘井松太郎 ： 日本産 蝶 類発見者物語 （5），採集 と飼 育 29

（5）　：153N161 （1967）．

野 村 彦太郎 （1861〜？）

  万延 元年 12月 4 野 （1861年 工月 14 日）石川県金沢 市に彦次の 息 と して 生 る、明治 13

年7 月駒場農学校稙物病理 科 へ 入学，同 王4年 3 月同科解散 の た め退 学，同 6 月農務局雇，

駒場農学校勤務 ， 同 6 月直ち に北海道蝗害調査 に陸産課練木喜三 （別 項）と、と もに畠張防除

に 従事 同 16年 3 月蝗害調査 の た め再渡道 し秋帰京す，同 12月農商務省農務局御用掛同 18

年退職，同 25年帝国大学理 科大学 選 科に 入 学，同 29年 7 月修業，蚕業講 習所技手，同 35年

5月農事試験場病理部鼓手，兼蚕業講習所技手 ， 同 36年伊太利 Pavia 大学に 3 年半留学 ，

同大学名誉講師，帰朝後蚕業講轡所講師を大正 末年 ま で 勤む．

　残年月日不明

  動物音声考 ， 動物学雑誌 1〜4 巻 に連載 （鳴く虫，彈の 発音研究を含む）（1891）， 蚕

ノ 蟯虫 二 就テ，大 日本蚕絲会報 10（110）：4〜7 （1901），介殻虫の 猖紅病，農事試験場報告

18：105〜113 （1901），桑樹ノ 甘露 二 就 テ，大 日本蚕絲会報 11 （H9 ）：25 〜 28 （1902），伊国

ノ 介殻虫ハ 1ヨ本 ノ輸入 二 係ル カ，蚕業新報 21 （245）：23 （1912）， 上古の 養蚕者を論じて蚕

の 眠数 に 論及す，蚕学新報 2王（246）：24〜27 （1913），植物病理 学 の 揺籃期 （北海道蝗害調
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査 の 回顧を含む）菌類 1 （4f3）： 工14〜（1931）．

  　日野 巌 ： 植物病学発 達 史 ：149〜151 （肖豫写真及 筆蹟付）（1949）．

　
＊

註）　生 年 月 日は 農業鼓術研究所職歴 に よ る も 日野 ：植物病学発達史で は安政 6年 4 月

　　　　 2 目生 とな つ て い る．

！、

　 橋　本　左五郎 （1866〜 1952）（写真 pl．2）

  慶応2 年 9 月岡山の 人芳太郎 2 男 に生 る，明治 22年 7 月札幌農学校卒 （第 8 期）， 卒

業後同 校教授，東北帝国大学農科大学教授，同 32年牧畜 及畜 産製 造 学研究の た め ドイ ツ に

留学，北海道帝困火学教授 （畜産学）とな り，大正 8 年 12月朝鮮動業模範場長兼水原農林専

門学校長，大 正 12年 3 月邊宮，北海道大学名誉教授，北 海道農会副会長．

　昭 和 27年 9 月 25 日病歿　享年 86 才．

  　綿虫駆 除法試験結果 ， 北 海 之殖 産 7 （1890），林檎害虫綿虫並び に 駆除法，同 16：7〜

13（1891）（こ の 論文 に 石油乳 剤 の 訳 語 を初 め て 使用 ），亜麻害虫調 査成 績報 告，同 18 ：1〜 1Z

（1892），浮塵子，同 40 ： 14”−17（1893），根 切 虫 と除虫菊，同 56 ：67〜72（1894）札幌農学稜

で 明 治 30年頃 まで 昆 虫学 の 講座を担当，秘村松年 の 昆虫学 の 師の
…一

人．畜産製造殊 に乳製

昂 の 研究 で 名高 い ，

  　朝鮮総督府農事：試験場 25周 年記念誌上 巻 （巻頭 に 肖像写真付）（1931）青森県りん ご発

達史 4 〔1963）に 綿虫 の 上掲論文を復刻して あ る（p．31〜39）．経歴質料は桑山覚博二1：の 証ll妊
意 に よ る．

矍广
嚢
灘

萋
難〆

ハダ ケ ヤ マ 　ヒ サ
・
　シ デ

　 畠 山 久 重 （1880〜1959）

  明治 13年 1月 7 日富山県 の 人 久左律1門長男と して 東京 に 生れ る、富山中学校卒，富山

県高岡市高等小学校訓導 （英語科），後上京小石川 植物園 で 穡物学 を学 び，中等教員検定試

験合格，明治 36年4 月 富山県 立 富山中学校教諭，同 37年 4 月新潟県 立 新発田中学校教諭，

同 39年よ り新潟県博物調査 会員 と と して 岩船 ・北，東蒲原 の 地区 の 昆虫動植物調 査 に 従 う，

同 44年4 月 同上 を退職し上京，海城中学校，大 成 中学校，京北 中学校，京北実業学校 ， 早

稲 田 中学校 ， 芝中学絞等の 講師を歴任
一

時科学博物館，中央気象台嘱託，また，そ れ らの

か た わら大 亙E10年 6 月から昭 和 16年 4 月 まで 科学雑誌 「理 学界」の 編 集主任，戦時中 よ り

戦後 にか けて 都立 忍 ケ悶高等女学校，都立第 6 中学校講 師 を歴 任 す，昭 和 26年 3 月都立 第

7 高等女学校を退職 し自適 の 生活に 入 る、

　昭 和 34年 2 月 27 日歿 　享年 792−．

  　北蒲原郡昆虫報告 1〜II （1908〜1909），筑 波山の 動物遺稿集 「あ しあ と」： 121〜128

（1959）の ほ か多数 の生物学， 理 科教育 に 関する報文があり，動物の 分類 と実験 （中興館，
1925），動物界の 智嚢 （松山亮蔵 と共著） （中興 館， 1925）， 動物 の 発生 と環境 （中興館．
ユ927） な ど の 多 数 の 著書 が あ る，

  　畠山久重遺稿 「あしあと一1（長男久尚 （気象庁長営，理 博）次男久幸発 行，　1959），ハ

タケ ヤマ ヒ ゲボ ソ ム シ ヒ キ，ハ タ ケ ヤ マ ア ブ の 松村博士 の type 標本の ほ か新潟時代採集せ
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られ た標 本 の
一部が 北 海 道 大 学農学部昆 虫学教室 に 蔵 せ られて い る． な お，ザ トウム シ の

一
種 に Oligoph”s　hatalceyamai　Kishida が あ る．また 洞窟動物 の 開拓者で もあり秩父影森

石灰洞 で 発見 せ られ た カ マ ドウ マ の 新種 に ホ ラ ズ ミウ マ が ある （遺稿集 p．141〜146 洞窟

勁物）， 氏 の 教 へ 子申の 昆 虫学者 に は村山醸造　〔元 山 口 大 学 教授，林博），鳥居酉蔵　（九

州大学教授，農 「萼，理 博）氏等がある．

　月艮　　部　　　　　　徹　　（？〜1908）

  土 佐中新 町 の 人 ，桜 東園 主人 後 に 図南 と号す．明治 13年上 京，学農社 （東京麻布）卒 ，

明 治 20年小笠原島，ボ ル カ ノ 島な ど を巡 り動植物の 調 査を な し，2ユ年 4 月 よ り 7 月 まで 鳥

ftlC滞在鳥類の 調 査 を な す，同 24年伊豆 七 島調査後南洋ス マ トラの 蕃地 に 入つ て動植物を

調 査 ， 明治 4工年 5 月大 阪 日報の 記 者 と して 再 び 南洋 探検 の 壮 図 に 出で 台湾 を 1 周 調 査の 後

ア モ イを経香港 よ り船 で ジヤ ワ に 向う途 中過つ て 河舫 よ り墜死す．

　明治 41年 5 月 24 日 歿．

  　田圃害虫新説 （有隣堂 ，
IS88）， 小 笠 原島物産 略記 （1888），鳥島信天翁 の 話 ，動 物学

雑言志　1（12）　： 405〜411（1889），

  大日本人 名辞書 3 ：21e4 及 び 暑
：
書 の 奥付 等 に よ る．

　 ハ　 　 プ 　 　ミチ 　　ヤ

　羽 生 道 也 〔？〜1904）

  　鹿児島県熊毛郡 北種子村の 人，生 年 月 日不 明，朋 治 29年 3 月東京美術学校卒 ， 同 年 1

月 1年志願兵 と して 入 隊，除隊後陸軍少尉，同 32年佐賀県師範学校教諭，後農商務省農事

試験場昆虫部勤務，同 37年 日露戦争 に 出征第 6 師 国第 45 聯 隊付 と して 従軍・

　明治 37年 8 月 30 目清国盛京省 マ エ トウ ン で 戦死 ， 享年 29才，戦功 に より陸軍 中尉 に進級．

  　目本稲作省：虫 図，同 説 明書 （益農商会，
1902），重 要農作物害虫図 （益農商会，1905）

の ほ か，稲作害虫駆除國，日本益虫図，H本桑樹図，日本茶樹害虫図の 著 あ りとい う．

  　言卜報 ：昆虫世界 19（209）：44（1915），経暦1ま大 日本人 名辞 書 3 ：2111〜2112 （1937）に

よ る，（本書に はハ ニ ウ ドウヤ の 仮名をふ つ て あ るが   の 著書奥付 に ある ハ ブ ミ チ ヤ の 読

み方 を と る．）

　 ハゾ ツ　 カ ン 　 キチ

　土 生 津　勘　吉 （1878〜1914）

  明治 11年 2 月埼 玉 県 北葛飾郡 田 宮村に 生 る．東京高等農学卒，明治 35年東京帝国大学

農科大学動物学教室雇，同 38年雇 を 免ぜ られ，同 40年同教室助手，同 44 年 退 職 後群 馬 県

農事試験場技手，後 に 神奈川県農事試験場技師を経 て 大 正 2 年植物検査 官捕， 同 3年長 1畸

植物検査 所支所 長 （初代）．

　大正 3年 12 月歿　享年 36才・

  　明治 41年 3 月よ り 日本昆虫学会 々 報 （第 1次） の 会計事務を同 44年まで 教 室助手の 傍

ら執務す．

  油 艦 三 ・ 日本 の 現代融 学略史，融 25（4）・ 151〜196 （特 に P・176）・佐 々 木忠次

郎博士　（伝言己）：70〜71〔1940）．
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　浜　　　　次　　雄　（1907〜1939）

  　明治 40 隼 4 日 8E 長野県諏訪郡湊村 に 松衛 2 男 として 生る．大正 14年 3 珂県立諏訪中

学卒，昭和 4 年 3 月第 正高等学校運科甲類卒．昭 和 9 年 3 月東京帝国大学農学部農学科卒，

同 4 月 同大学副手， Nll 隼 6 月農林省農事試験場技手昆虫部勤務、

　昭 和 14年 IO 月 7H 急性肺カ タ ル で歿　享年 32才．

  家蚕卵の 水素 イ オ ン 濃度，応用動物学雑誌 8 ：　318〜327 （1936）瀞 色食蚕児 の 生理 作用 と

温度並に 湿度との 関係，同上 8 二9〜玉9，72〜86（1936）（本論文 に依り昭和 12年 4 月応用 動物

学会賞 を受 く） 苗代期に 於け る 二 化螟虫卵寄生蜂 ズ ヰ ム シ ア カ タ マ ゴ バ チ の 寄生 率 に 就 い

て （5 報〜6 報）（弥富喜三 と共著），同上，9 ： 166〜168 （1937），10 ； llO〜li2 （1938），コ ナ

マ ダラ メ イ ガ卵及 び ズ イ ム シ ア カ タ マ ゴハ チ の 冷蔵 に 就て （予報〜2 報），同上 9 ： 169〜

172（1937），同 10 ：112〜114 （1938），本会幹事と して 20 周年記念大会並び に 行事 に 活躍 さ

れた ．

  　一
：浜次雄氏を 憶ふ，昆虫 13（5／6）：272 （1939）訃報 ：応用昆虫2 （6）：266（1939）

略歴 は農業技術研究所職歴に よ る．

　 　 　 　 　 　 ケ イ

　林　　　　　　　　慶　（19工4〜1962）

  大 正 3 年 1工月 26 日宇右 衛門 2 男 と して 凍京 に 生 る （生家 は代 々 下谷黒 門町で 生 花
・

盆石
・茶道 具商を 営む）．昭和 2 年 3 月東京高等師 範学校附属小学校卒，同附属中学校を経

て ，同 14年 3 月東京帝国大学農学部農芸化学科卒，戦畴中熊本県八代市の 工 場 に 勤務す る

も病 を得 て 退職，富 ［1［県鳳 至 郡宇出 津に 1鐘開，20年 11月帰京爾来闘病生活を続 けつ つ 昆 虫

飼育研究 に 没頭す．別名慶二 郎 の 名で 発表された報文も多い ．

　 昭 和 37年 10 月 21 目歿　享年 47才．

  　沖縄本島の 蝶類，虫 の 世界 3 （11f12） ： 203〜204 （1940），ミ ドリヘ ウモ ン の 産卵 習性

（新村太朗 と共著），Zephyrus　9（4）： 294〜（1947），四国よ りシ ル ヴィ ア シ ジ ミの 記録，昆

虫学評論 5 （1）： 19（1950），蝶 界憂感，新昆 虫 7 （13）： 1 （！954），Ona 　new 　subspecies 　of

Spincinsis’磁 侃 o 廊 Matsumura 　 from 　 Northem 　Honshu ，　Japan ，蝶 と蛾 4 （4）： 30

（1955），ゼ フ ィ ル ス 写真集解説，新昆 虫 9（8）：1・− 12（1956），日本蝶類解説 （日新書院，

1951）， 学生版幼虫図鑑 （1951），日本幼虫図鑑 （1959X 共に 蝶幼虫を 分担 執 筆），日本産 蝶 類

に あらわれた Homoesis の 数例，蝶 と蛾 12（4）： 90〜107（1961）．

  林慶先生追 悼特集 ： lnsect　Magazine　57 ： 1〜38 （1962） 口 絵写真 多 数 ，御 挨 拶 （林

つ る （母堂），林八郎 （令弟），林八 郎 ： 宇出津の こ とな ど （2〜3），磐瀬太郎 ：林慶民 の 思

い 出 （3〜6）， 朝比奈正 二 郎 ： 林慶氏を悼む （7〜8）， 磐瀬太郎 ： 志賀高原 の ゼ ブ イ ル ス

（9），黒沢良彦 ：林 さ ん の 思 い 出　（10〜 12），林先生 を しの ん で （座談会）五 十嵐邁他 7 氏

（15〜24），五 十嵐邁 ・藤岡知夫 ： 林先牛 な き後の 京浜 の 虫屋 に残 され た課題 （25〜31），磐

瀬 太郎 ・築 pL：洋 ：林慶氏の 書か れ た もの （32〜38）．

　 　 　 ジ ユン

林　　　純 之助 （［目姓熊沢）（1898〜1966）
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  明治 31年 8 月 31B 九 衛門 3 男 と して 三 重県四 日市に 生 る． 大正 5年 3 月三 重県富田

　中学校卒，同 13年 3 月慶応義塾大学経済学部卒，同年東洋鋼管株式会社を設立。日本 ス

テ ン レ ス 株式会社取 締役， な どを経て． 油脂製造業会専務理 翦 熊沢製油株式会社社長を

歴任 ， か た わ ら東海地区植物検疫協会副 会 長， 中部植物検疫協会連合会理事を兼務．昭和

34年製油業界 で の 功労に よ り黄綬褒賞を受 く．

　 昭 和 41年 5 月 26 日歿 享年 67 才，

  　大正 2 年四 目市昆虫研究会 に 入会 ， 山 内甚太郎　（別項） 氏 に 昆 虫 の 指 導 を受け，爾後，

三 輪勇四郎博士　（現鈴鹿短大教授） 等と昆虫採集 に熱中す．大正 9年頃名和靖　（別項）

の 紹介で 三 宅恒方 （別項），丸毛信勝両 博士 の 指導 を受 け，主 に 鱗翅類を研究す．当時 「高

山蝶 に」つ い て 及び 「浅間八 ケ岳登山紀行」（山内 ・三 輪両 氏 と の 採集旅行記 ）を 慶火山岳年

報 に 発表．

  　三 輪勇 四 郎 ： 研究の 動機，新昆虫 11（13）： 20〜21（1958），中條道夫
・
水戸野武夫編 ：

徹魂録 （三 輪博士還暦記 念随筆集 ： 7（1963）．本経暦 iま令恩捲長閑博士の 提供資 料 に よ る．

な お，熊沢誠義 ・滌 義 の 御兄 弟 は親戚 に 当 り，両氏が 虫好きに な られ た の も純之助 氏 の 影

響が あつ た とい う．
　 　 　 　 　 カ ネ　 ス ケ

　原 　 摂 祐 （工885〜1962）

  　明治 18年 1 月 9 日岐 阜県 恵 那 郡 川 上村で 吉太郎長 男 と して 生 る．明冶 33年 同村小学校

卒，同年岐阜県農学校入学 ， 同 34年退 学，同 37 年 11 月名和 昆 虫研究所害虫駆 除講 習 会 修

業後同所 に 出入 りして 昆 虫学 を学 ぶ，同 40　
’e 　4 月名和昆虫研究所付属農学校入 学同 10月退

学，上京し東京帝国大学農科大学無給介補 ， 同 43 年 6 月 同助手，大正 7 年 9．月 静岡県農会

技師兼静岡県農業教員養成所教授嘱託，昭和 5年岐阜 1こ帰 り伴野農薬製造所技師 ， 目本菌

類学会を 創立 「臨類」 を発 行，同 30年本邦菌類 に対 す る 貢献で 日 本植物病理 学会賞を 受 く

　昭 和 37年 8 月 5 日歿 享年 77 オ
．
．

  蝗 を 斃す 菌，昆虫世界 8 （86）：437（正904），諸種 の 昆虫に寄生す る冬虫夏草 に 就て ， 同

上 11 （113）：23〜24 （1907），虫生菌 に 就 て ，同上 15（172）： 5ユ0 （1961）
− 17（193）：381〜383

（1913）．蝉茸の 話，同上 25 （286）： 18（1921），キン ケ ム シ の 疾病に 就て ・蚕業所報 32（374）

：297〜301 （1924），病害発生史，病害虫雑誌 19（7）：503〜509 （1932）， 冬虫夏草 ケ ラ タケ

に 就 て （大隅敏夫と共著） 植物及動物 5 （9）：　 1741−・1743（1932）の ほ か植物病理 学菌学 に

関す る多数 の報文 が あり実験活用 病虫害 宝 典 （1926），作物 の 病害と虫害 （1933）， な ど多

数 の 著書が あ る．

  日 野巌 ：原摂祐翁 日 本植物病理 学会報 28 （5）巻順 （1963），同 ：植物病理学発 達史 ：

298（1949），伊藤
一雄 ： 口本 に 於け る樹膚害発 達 の 展 望 （3），林業試験場報告 193 ： 304〜 305

（1966）　（肖｛象写真イ寸）．

ヒ

　平 山 修 次郎 （1887〜1954） （写 翼 Pl・4）

  明治 20 年 7 月 18日京都市中京区神泉苑町 に生 る．京都府立第 1 中学校卒，上京後神

穫蟹
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田三 省堂勤務，明治 40 年 6 月松村松年 （朋項） と台湾へ 採集旅行，大 正 元年昆 虫関係 用 具

製作所 を東京渋谷 に開 く， 昭和 5 年 3 月井の 頭公園隣地 に 平山博物館 を 開設，同 9年 7，　8

月台湾 に 採集旅行，同 26年 よ り歿年 まで 三 鷹市会議員後議長とな る．

　昭和 29年 11 月 7 円肝 臓癌 で 歿　享年 69才．

  原色于種昆虫図譜 （三省堂，
1933）原色続 千 種昆虫図譜 （同，1937）， 原色蝶類図譜

（同，1939），原 色 甲虫図譜 （同，王940） の 著書の ほ か多 くの 報文 が ある．昭和 ll 年平山博

物館虫罰好会を組織 し 「虫 の 世鼻」 を創刊 す．

  訃報 ：虫界速報 33：ヱ2 （1954），ヒ ラヤ マ シ ジ シ ，
ヒ ラヤ マ ミス ジ ，

ヒ ラヤ マ ア ミメ ケ

ナ ガ ミバ エ ，ヒ ラヤ マ ミズ ア ブな ど多 くの 昆虫に 献名 されて い る．

　経歴資料は平山君子氏 （未亡 人）の 提供 に よ る ．

フ

　深 谷 　 徴 （1888〜1916）

◎　嘴洽 21年 7 月茨城県真壁郡柴尾村に 生 る．明治 38年 3 月茨城農学校卒、同 39年 11月

農商務省農事試験場雇として 入場，大正 3 年 9 月植物検査所創設 に当り植物検査宮補とな

り，神戸支所勤務．

　大正 5 年 1 月 11 日歿　享年33才．

  貝殻虫採集法，昆虫世界 10 （3）：452〜454（1906），介殻虫研究の
一端，昆虫学雑誌 2

（3）： 155〜158 （1907），介殻虫 （1〜2），昆 虫世界 11（1正9）：276〜278（120）： 319〜321（1907），

介殻虫の 研究 （1〜2），博物之 友 7 （46）：317〜321，（47）： 360〜363（1907），日本介殻虫 目録

（1〜2），昆虫世 界 工4 （153）： 197〜199，（154）： 244〜 249（i910），実用園芸作物害虫駆除法

（日本園芸研筅会刊 ，
］914），そ の 他 1916年 にか け て 多数の 報告が あ る．

  ト蔵梅之丞 ：深谷徴君を弔ふ （付肖像写真）病虫害雑誌 3（3）： 1〜2（1916）．

　福　　田 　　イニ　郎　（1911〜1962）

  明治 44 年 6 月 9 日和 歌山県 の 人 俊 2男 と して 生 る．大正 13年 3 月滋賀県 彦根尋常高

等 小 学校卒，昭和 8 年 3 月富山高 等 学校 理 乙卒，同 n 年 4 月 農 林 省 農 事 試 験場助 手，同 12

月同上退職，現役兵 と して 輜重 兵第 4 聯隊 に入 隊，同 12年 1 月 召集解除， 同 15年4 月農

林省農事試験場技手，同 18年 2 月台湾総督府農事試験場技師，鳳 LU熱帯園芸試験場支所勤

務 ， 同 20 年 11 月 巾国政府に留用 せ らる，同 21 年12 月 留用解除，同 22 年 5 月　「フ タ テ ン ミ

ド リヒ メ ヨ コ バ イの 生 態 並 に 防除 に関す る研究」で 農学博士，同 22 年 6月農林省 園芸試験

場枝官，同 12 月同東海支場勤務，同 25 年 4 月農林省東海近畿農業試験場園芸部勤務，同 26

年 5 月　「矢 ノ根介殻虫 に 対する硫酸亜鉛加用石灰硫黄合剤 の 効果」 で 日本農学賞受賞，同

3S年 5 月農林省振興局研究部磯究企画官併任，同 36年 4 月研究室 長，同7 月農業妓術研究

所園芸部果樹科果樹害虫発生予察研究室長，同 37年 4 月農林省園芸試験場果樹第2 部果樹

害虫発生予察班究室長．

　 昭 和 37年 5 月 18 日東京世田 ケ谷 の 自宅｝こ歿　享隼 51才．
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  Notes　on 　the 　Oxygen　consumption 　 of 　the 　developing　silkworm 　eggs 　treated

with 　vasious 　methods 　of 　artificial 　hatching
，
　Proc．　Imp ．　Acad ．　TQkyo 　12 ：269〜271

（1936），二 化螻虫発生予察 の 指標動物 と して の フ タ オ ビ コ ヤ ガ，農林省農試報告 53 ： 8〜

（1942），矢 ノ根 介殻虫 に対 す る硫 酸亜 鉛 加 用 石灰 硫 黄合剤 の 効果 （1〜3） （吉 田泉 と共著），

園芸学会雑誌 17：43〜53（1948），
17 ：三66〜175 （1949），

19 ： 81〜91（1950）， フ タ テ ン ミ ド

リ ヒ メ ヨ コ バ イ の 生態並 に 防除に 関す る 研究 1，東海近畿農業試験場研 究報告園芸部 1 二

159〜211（1952），ヤ ノ ネカ イ ガ ラ ム シ に 対す る稚橘の 抵抗性 に 関す る 研究 1，同上 1 ： 128

〜141，同上 II，同上 2 ：150〜159 （
．
甦村光宣と共著）（1954），同上 IIL　同上 3 ：109〜

117 （惟村光宣と共著）（1956）， 最新防除果樹害虫編 （養賢堂，1961），他論著が 多数 あ る．

  　弥富喜三 ： 福 田仁郎 1専士 の 急逝をい た む ， 日本応用動物昆虫学会誌 6 （2）： 178 （1962），

梶浦実 ：福 田仁郎博士果樹害虫研究集録 （養賢堂，1964），巻頭肖像写真略歴，論文著書 目

録 ， 主論文集録 の ほ か巻 末 （p，284〜295） に 故福 田仁郎博士 を 顧み て と題 し浅見 興七 氏 ら

15氏の 追悼文 を附す．

　 　 　 　 　 ＝キ　オ

　藤 巻 雪 生 （1883〜1949）

  明 治 16年 1年 30 目 長野県北安曇郡掌磐村で 弥藤太の 7男 と して 生 る．明治 34年 3 月

県立菘本中学校卒，同 38年 7 月東京帝国大学農科大学農業実科卒， 　同 7 月群馬県技手 ，

農務課勤務 ， 同 40年 6 月農商務省技手 ， 農産課勤務 ， 大 正 3年 ユo 月兼植物検杏密補 ， 同

4 年 7 月蚕業試験技手兼農商務技手兼植物検査 官補，同 7年 7 月 シ ベ リァ に 出張，同 10月

陸軍省御用掛，同 8年 4 月兼植物検査官，同 9年陸軍省を辞す，同 10年農商務鼓師兼植物

検 査官，農産 課勤務，昭 和 2年 4年 4 月依願兼官を 免ぜ らる．岡 5 年 5 月 欧米各国 へ 出張，

同 6 年 2 月帰国，同 13年 11 月満洲国闖東州お よ び 中華 民 国へ 出張，同 14年 9 月 兼農事試

験場妓師 ， 同 14年退職， 同 14年全 国酒精原 料株式会社常務取締役 ， 同 16年 8 月 日本甘藷

馬鈴薯株式会社常務取締役 ， 後同社解散 し， 食糧配給公団藷類局長．

　昭和 24年 5 月 14 日歿 享年 65才 ．

  　欧米各国 に お け る園芸 お よび 病害虫防除奨励施設 の 概要 （1〜2），農業及 園芸 8 （3）：

817〜（4）：iO51〜（1933），
1909年か ら1938年に か けて 病害虫行 政 に 関 す る報文 が あ る．

  　石井悌 ： 藤巻雪 生氏 の 逝去 を悼む， 応用 昆虫 5（2）：85（1949）， 平野伊
・．・．A

： 花輪に 覆わ

れ た藤巻 雪 生氏，大阪植物防疫所研修資料 3 （33）： 324 （1954），経歴資料 は農業技術研究所

の 職 歴 な らび に長 野県 勢総 覧 下巻 （1928） に よ る ．

　古 市 与
一

郎 （1828’− i898）

  文 敢 11年 2 月 le 日 （1828年 3 月 25　E）伊 勢 国河 曲郡 十宮村 に 生 る．幼年の 頃か ら農

事 を好み父 に従つ て農業に従事，安政 5 年十宮村年寄役を拝命，文久元年旧神戸藩本多氏

の命 に よ り同村墨 正 を拝命，元治元 年神戸 領惣 々 勘 定 役を 兼務 ， 明治 5年廃藩置県 に際し

十宮，高岡両村戸長，同年 H 月県区取締を兼務，同 7 年 8 月大小区改正 に より第 5 大区 2

の小区副戸長，同 8年 11月前職を辞 し同 9 年 工月上ff　49才 で麻布学農社入学農学を修む，

同 11年修業，同年 3 月神奈川県第 2 課雇 ， 数ケ 月後実督相続 の た め退 職帰国 ， 同年三 重県
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第2 課御用掛と して害虫調査 に従事，同12年準判任，同 7 月等外 1等 出仕 （判任） に 叙 さ

る，同 15年病 の た め退職帰村，同 17年河 西 郡 神戸に 農談会を創 設，同 20年沢野淳 （農事

試験場初 代場長）に つ き農事 を修む （6α才）， 同年 10 月河西 郡農事 巡 回教師，同 23年大 日

本農会特別会員．

　明 治 31年 歿 　享年 70 才．

  　稲虫防除俚 謳 （18S6t 自刊，昭 和 10年 （1935） 日本昆 虫学会複製），与
一．・
流稲作法，

帝困農家
一

致協会　（王899，　遺稿灘当版）．

  村田藤七 ：明治年間にお け る螟虫 に 関す る 研究 お よび 駆除予防法の 変遷 （古 市氏 肖像

写真，著書表紙写真付）昆 虫 9 （4）； 188〜203（1935）， 「稲虫防除 麗謳」複製 に つ い て ，昆

虫 9 （5）： 26G 会報欄 〔本会は前記 村田 氏論文発表を機 に 古市家蔵の 版木を借用，村 田藤七

（別 項）およ び 三 重県農事試験場前田孝二 両氏の 尽 力に よ り同書を 10α部 手摺 で 複製 ，本会

よ り1 部 10銭 で 希望者に頌布す）．経歴 は古 市氏自筆 履 歴書 に よ る．

木

　 ホ ウ　 ザワ　 サ ン 　ジ

　朴 沢 三 二 （1885〜1947）

  明治 18年 8月 19 日宮城県仙台市 に生 る．仙台第二 中学校卒，明治 40年 7 月年第 四高

等学校卒，同 43年 7 月東京帝鬮大学理 科大学動物学科卒 ， 引続 き大学院に 入 り，大 正 3年 1

月同 大 学助 手，同 6 年 11 月植物検査官，岡 8年石灰海綿 に 関す る論文 で 理学博士，同 10

年5 月東北大学助教授，同6 月動物学 研究 の ため英仏独米 に 留学 ， 同 12年 3 月教授，生物

学第2 講座担当，同 10年 4 月理 学部生物学教室主任．同 12年 7月財団法人 朴 沢女学 園 理

事長，同 9 月同皎長，同 13年浅 虫 臨 海 実験 所 長，同 14年 1 月 仙台市動物園長，同 16 年 4

月学術研究会議会員．

　昭 和 22年 7 月 8 日残　享年 62才。

  　嬋 の 特殊 な る発音器 ， 動物学雑誌 21 （253）：490〜492 （1909），蝉 の 発音器，同上 23

（277）：599〜616，（278）：667〜676（1911），白蟻 に就て，同上 23 （267）；41〜43 （1911），台

湾産白蟻牲甲虫，同上 26（308）：291〜299 （1914），　 ff本 産 白蟻の 種名及其分布，同上 27

（320）： 349〜351（1915），Revision　 of 　 the　Japanese 　Termites
，
　 Jonrn ．　 ColL 　 Agr ．　 Sci．

Imp．　Univ、　Tokyo 　35（7）（1915），蝉 の 塔 に 就 て ，動物学雑誌 28 （338）： 511〜512 （1916）．

  　加藤 陸奥雄 ：朴沢三 二 先生 の 追濾，生物 2 （5）： 152〜159（1947），朴沢三 二 ：「な ま この

・
胃
・」（1948）．

　堀 井 栄 吉 （？〜1920）

  　秋 田県 に 生 る，秋田県立崖学校卒，東京帝国大学農科大学動物学教室で 毘 虫学を研修，

鹿児島県保安課技手 ， 大正 6 年 7 〜 8 月沖縄奄美旅行 ， 鹿児島高等農林学校創立 に 際 し岡

島銀次教授 （別 項） を助 け ， 南洋群 島に 昆虫 お よ び鳥類調査 を行 な い ，大 正 8 年長 崎県妓手

に 転1モ．

　火 正 9 年 1 月 15 日流感の た め歿 享年不明．

  堀井栄吉 （末永
一

抄録）屋久島の 蝶，博物同志会々 報 4 （13）：74〜75 （1934）、さ11縄，

1
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南洋方面の 昆虫多数を採集， また鳥類 の 研究を行 な う．沖縄 お よ び 奄美大島の 採集鳥類，

．需　7 ： 95〜99 （1918）．

  　高橋奨 ：堀井栄吉君 の 訃，昆虫世界 24 （270）： 74 （1920），松村松年 ： 南洋 の 蝶類 に

就て ，昆 虫 学雑誌 （京都）1 （2）：63〜68 （1915）（ホ リイ コ シ ジ ミ原記 載 ） カ ゴ シ マ ア オゲ

ラ Pieus　aeeokera 　horii　Takatsukasaの 発見者．

　 ホ ヅ 　タ 　 マ ザ 　ゾウ

　 堀　　日ヨ　　牙霍　　三 　　（1891〜1964）

  明治 24年 6 月 15 目静岡県志 田 郡 青島村 に 生 る．明治 42年 3 月 同 県志田 郡立農学校

卒，同 43年静岡県立農事試験場助手，大正 9 年 5 月農務省茶業試験場技手，同 13年 12月

退 職．

　昭 和 39年 1 月 29 日 歿 享年 72 才．

  　茶の 鉄砲虫 に 就 きて ，昆 虫 匿界 15 （171）；456〜457 （19il），茶樹病虫篇，病虫害雑誌

4 （10）： 2〜〔1912），梨虱 駆 除に就 て，昆 虫世界 工6 （177）：177・v 】79 （1912），茶樹の 苦瓜虫 ，

静閊農試 出版 （1913），茶樹害虫苦瓜 虫 に 関す る 調 査 （1〜3），茶業界 8（11）：5，（12）：192

（1913），9 （3）：14〜（工914），Red 　spider の・天敵，昆虫 1「ll界 20（226）： 231〜232 （1916），茶

の 赤壁虱 の 天敵，病虫害雑誌 5（12）：933〜（1918），茶 の 三 角葉捲 に つ い て ， 昆虫世界 22

（250）：234〜237 （1918）．茶 の 枩壁虱 に 関す る 調 査 （1〜3）， 病虫害雑誌 5 （10）： 837〜，

（11）：924〜，（12）：993〜（1918），茶 の 赤壁虱に 関す る研究，静岡県農会報 32〜33巻 （1928

〜1929）．

  経歴 資料は 南 川 仁 博 博士 の 提供 に よ る．

　 　 　 　 　 ス グヤ

堀　　　　　　　　　健 　　（1871〜？）

  明治 4 年 8 月 23H （1871隼9 月 27 目）k 海道樺戸 に生 る．明治 20年 9月机幌農学校

予 科入学，同 25年 12 月同 5年級半学期修業 で 退学，同 26 年 6 月渡米 ミシ ガ ン 州立 農学校入

学 ， 同 28 年 9 月 ニ
ュ
ー

ヨ
ーク州 コ ーネ ル 大学農学部入学，同 30年 4 月同校卒 ，

コ ーネル

大学農学 部毘虫科お よび 同 農事試験場の 助乎を 命ぜ ら る．同 31年 4 月辞 して 帰朝，同 32

年 4 月農商務省農事試験場技師，同 8月昆虫部勤務，　同 34年 4 月　（20 日）京都 ， 火阪 ，

兵庫，静岡，富山，岡山，愛媛，長崎，福岡，熊本，鹿 児島の 11県下 に 出 張 （サ ン ノーゼ

カ イ ガラ ム シ 原産地調査 の た め来 朝 せ る　Marlatt，　 C 　L ．夫妻 の 案内と通 訳 の た め），同 7

月 σ2 日） 東北 5県 下 に 出張 （同上），同 37年 7 月台湾総督的
：

農事試験場技 師害虫係，同

40 年 7 月 同上 退 職， そ の 後消息 不 明 な る も 昭 和 4 年 3 月松村松年 1専士 は ジ ャ ワ で 現 地 人 と

結婚せ る同氏 に 会 う．歿年不 明．

  　介殻虫駆除試験， 農事試験場報告 23 ： 117〜ll9 （1902），柑橘介殻虫の 駆 除法，大 睡本

農会報 259 ：5〜（1903）， サ ン ホ
ーゼ 介殻虫 （1〜3）， 農業雑誌 831 ：49〜833：78〜837 ：

ユ41〜（1903）， 煙 草 螟 蛉，農事試報告 23 ：43〜53（1904）， サ ル ハ ム シ駆除試験成績， 同上

： 110〜（1904）， 擬 蟻 象鼻虫に 就て ， 台湾農友会報 1 （1905），相
．
橘重要害虫，台湾総督 府 農

試報告 1（1906）， 稲 の 象鼻虫 ， 台湾殖産局 （1906），台湾の 害虫 に 関す る 調査　（素木得一と

共著）台湾総督府農事試験場特別報告 1 ：1〜228（1910）．

〕
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  　経歴は農業技術研究所職歴 に よ る．松村松年 ：松村松年自伝 （p．194参照），
Marlatt

，

C ．L．：An 　 Entemologist’s　Quest （Washington，1953） （本書は マ ーラ ッ トの 1901 年

〜1902年 の 旅行 日記 で 90 才の 誕生 を 記 念 して 出版 され た．1901年 3 月 22 日横 浜着か ら 9

月 24日長崎を出て 上海 に 向うまで 堀氏 が 世話を した の で 本書中随所 に 同氏 の こ と が 墨て く

る （p．23 に二肖像写 真付），

　堀　　　　松　　次　（1897〜1938）

  甥治 30年 11月 11 囗山形県西 田川郡鶴岡毒 t 徳次郎 3男 と して 生 る．明 治 44年 3 月

鶴岡市の 小学校を卒業，大正 5 年 3 月 el形県立荘内中学校卒，同 10年 3 月北海道大学農学

部農 学実科卒，同年4 月北海道 農事試験場病理 昆虫部勤務，昭和 4年 10月樺太庁へ 出向，樺

太庁技手兼樺太庁中央試験所技手，同年 12 月兼宮を免ぜ られ中央試験場技師 に 任ぜ られ 農

業部第 2 科長 兼同所図書主任 と して 病理 昆虫 に 関す る試験事務 に従事

　昭 和 13年 5 月 2i 日盲腸 手術後胆 嚢炎併発 に よ り歿　享年41才．

  　ア オ クチ ブ トガ メ ニ 三 の 習性，昆 虫世界 26 〔194）：45〜50 （1922），キ ビ クビ レ ア ブ ラ

ム
・
；　 ｝z 関する 謂査，北 海道農事試験場報告 正7 ： 1〜49 （1926），カ ン タ ン の 生態 に つ い て ，

動物学雑 言志 39 （461）： ユ29〜147 （1927），
Some 　new 　Aphids 　from　Hoklcaido，　lns．　Mats ．

1 （4）：玉88〜201（1927），Two 　new 　species 　of 　Aphids 　parasitic　on 　Poplar　in　Hokkaido ，

れ ll晃1専物学会報 10（2）：工09〜115（1929），北 海道 に お け る主 要 農園 芸蛎虫類，北海道農試

報告 23 ： i〜163 （］929），ク ロ ウ リハ ム シ モ ドキ に 関する研究，樺太庁中央試験所報昏 1（工）

：1〜105（1932），樺太農作物害虫 目録，同上 1 （2）： 1〜54 （1934）t 樺太昆虫誌 1，蝶類，

同上 1 （8）： 1〜222 （玉 貰 光一と共著）他多数 の 報文あり．

  　桑 rh覚 ・玉貫光
一

： 堀松次氏小伝，昆 虫 12 （5）： 155〜156 （1938）（肖像写真 ， 著作論

文 目録村），桑 「［［覚 ： 堀松次君 を憶 う，応 用 昆 虫 1（2）：98 （1938），な お，肖像写真 は昆虫

世界 46巻全巻の 表紙 に 使用，

マ

　牧　　茂 ・市 郎 （旧 名茂
一

郎）　（1886〜1959）

  明治 19年 2 月 20 日愛媛県松山市郊外 に生 る，松rl」中学校卒，明 治 42年 3月広島高等

師範学校卒，同 44 年4 月同研究部卒，同 7 月台湾総督府農事試験場勤務害虫研究に従事，

大 正 元年茂市郎 に改む， fi　4 年 8 月台湾林業試験場嘱託，同 6 年 8 月台 湾総 督府国 語学校

助教授 ， 大正 10年 9 月台湾総督府師 範学校教授，同 15E3 月退 職，同 5 月京都大学理 学部

嘱託，昭 和 7年 4 月理 学 1専士，同 11年 3 月京大嘱託 を 退 職，同 2 年よ り同23年まで 同志社

大学講舗，同 22 年4 月臨済宗花園火学教授 ， 同 9 月甲子園学園理 事 ， 同学園小
・
中学校長 ，

後に 高等学狡長を兼務．

　昭 和 34年 4 月 19 ヒ1気 管 支 炎 後心 臓衰弱 の た め歿 享年 73才．

  　愛媛県 に おける蝶類分布上面白き事項を紹介す，昆虫世界 15 （168）；334〜335（1911），

生 態 よ り見 た る台湾 の 蝶，同上 16　（184）：484〜489（19工2），介殻を 造 る
一

新泡吹虫 （マ キ
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ア ワ フ キ），同上 18（205）：354〜359（1914）， 昆 虫経過 の 不整斉を論ず ， 同上 19（217）：

355N362 ，（218）：404〜4玉7 （1915），移住飛蝗，台湾殖 産 局 出版 114 （1915），同 台湾農事報

108：9〜24 （1915），並木及観賞植物の 重要害虫 に 関す る調 査，台湾林業試験場特別報告 1

（1915），台湾産桑樹害虫 に 関する謂査報告 （1916），台湾産毛 深蛎虫 ノ三新種，名和靖還暦

記念論文集 ： 9〜27 （英文） （工917），　 台湾産毛深蛎虫及其
一
新 種 に 就き て ，台 湾農 事報

138 ： 9〜25 （1918），ム シ ヤ シ 1コ ア リに 就 きて，台湾林試報告 6（1918），タ イ ワ ン ボ タル に

就て ，昆 虫世界 31（355）： 74 〜 78（1927），1922年L／降昆虫以外 の 鳥，サ ン シ ョ ウ オ，ヤ モ

リな ど の 研究に移り， 京都大学 で は蛇類 の 研究に専念，大著日 本蛇類図説 （1931 （英文），

1933（和文））を発表する ほ か サ ン シ ョ ゥ オ，ヤ モ リ等 に 関す る多 くの 論文を発表す．

  深 田祝 ： 牧茂一郎 先 生．を偲 ぶ ，爬 虫類 学雑誌 1 （1）：5〜7 （エ964）（肖像写真，略歴，昆

虫 以外の 論著目録付）．

　増　井　林太郎 （ユ870〜1963）　（写 真 Pl．3）

  明治 3 年 10 月 12 日 （閨年 な の で 甲午 le月 な ら 1870年 11 」−J　5 口，癸亥 10 月 な ら 12

月 4 日） 静岡県 志 太郡 豊 田村 に新兵衛長男 と して 生 る．生来病弱 の ため小学校入学後 2 回

落第 5 年目に 退学，同明治 35年名和昆虫研究所第 14回全国害虫駆除講習会修業，同 37年

志太郡農事督励委員，同 42 年豊 H 村農事監 督，同村興農会長，大正 2 月豊 田 村第 1区 長 兼

部農会長，同 3年同村農会長 （そ の 後 4回就 i壬），村会議員 （そ の 後 7 年，10年，13年 ｝こ選

出される），昭 和 3年全国稲作害虫展覧会長より感謝状を受 く，同 17年農林大臣よ り食糧増

産 に よる表彰状を受 く， 同 23年農林省農政局長 よ り感謝状を 受 く，同 23年農林省農政局長

よ り感謝状を受 く， 同 24 年静岡県 知 事 よ り昆 虫 お よ び農作物研 究 に よ り表彰状を受 く，同

25 年 藍綬褒章を 受 く．

　昭 和 38年 9 月 22 日歿 　享年 92オ．

  　静岡県志太郡産の 蝶類 ， 昆虫世界 8（78）： 75（！904）， 静岡県榛原郡 産 の 蟷螂 二 種，同

上 8 （80） ： 162〜163 （19（舛）（ヒ ナ カ マ キ リを 発見後に 素木博士 に よ り新種 と して 命名 さ

る），藁 の積 み方およ び螟虫駆除 に就 て ， 同上 13　（144）： 324〜327 （1909）， 明治 33年頃よ り昆

虫採集をはじめ ， 害虫を 飼育 して 経過 習性を 研究， 噴治 37年頃 よ り昭 和 30年頃ま で志 太

郡，庵原郡 下 の小学校を まわ り螟虫等 に 関 す る講演 や害虫駆除普及 指導 に 努む．明 治 41 年

頃水稲品種改良に 努力 し， 志太糯 通称 「増井モ チ 」外数種の 優良品種育成 に成功 ， 明治 43

年頃 よ り柑橘病害虫防除普及指導 を行 な う．

  　田 申彰
一

；誘蛾燈 の 光の かげに，一
忘れ得 ぬ農民 （8）一農業朝 日 4 （8）：25（1949），笹

本馨 ：昆虫研究家増井林太郎翁 を 訪う （湯浅啓温追 記 ），新昆虫 3 （11）： 22〜23 （1950），故

増井林太郎略歴 （1963，増井家，一
枚翩印刷物），本経歴資料 は山梨大学学芸学部笹本馨教

授 の 厚意 に よ る．

　益　田　素　平 （1843〜1903）

  天 保 14年 7 月 25 日 （1843年 8 月 20 日）筑後八女郡二 川村 （庄屋）重戴長男 （？）と

して 生 る．幼名常太郎後素平 に 改む， 諱 は重信．同郷の 儒牛島益三 の 門に入 り漢学を修む ，

安政 の は じめ上妻郡江 口 組惣代 とな り， 元治元年江口 村庄屋 とな る ， 明治 5 年戸長 ， 明治
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10年農業雑誌 32 ：4（1877）で枯穂が害虫 の 所為 な る こ とを知 り， 自らそ れを 確か め，そ の

後該地 の もの が 3化 性な る こ と を実証 す，ま た 防除の 急務 な る こ とを説き， 同 13年近隣の

3郡 の 町
．
村連合会を開 き稲株掘取焼却案 を 議 し可 決せ られ 実行 に移 した が 反 対者続出し，

所謂稲株騒動となり， 佐野貞蔵 （別項） とその 宅を 暴民 に襲 わ れた が毅然 と して 所信を曲

げ な か つ た，明 治 22年 よ り同 28年 ま で 村長を つ とめ，ま た晩年県会議員 と な つ た．

　明治 36年 10 月 17 日歿 享年60才．

  　益田素平の 発言か ら明治 】3 年 6 月筑後三 潴上下妻 3郡 の 協議会 に よ り試験場を設け螟

虫飼育経過を実験せ しめ，そ の 結果を 郡長を 通 じ勧農局 に報告，局 は臨 時報 35 回 を 以 て ，

各郡 の 試験結采を 全 国 に布達参考に せ しめ た　（農務顛末 5 ：33〜35（1957））．螟 虫実験 録

（1895），な お 明治 29年 （1896）螟虫実験説を著すも版行 されず，大正 15年 （1926）福照

県内務部 に よ つ て 初 めて 公
．
亅1」された．

  　福岡県内務部 ：福岡県 に お け る 螟 虫駆除予防 の 沿革附益 田 素平翁遺稿螟虫実験説，病

害虫駆 除予防資料 15（1926），同 ： 嬢虫駆 除予防 の 先覚益田素平翁，附遺稿 蟆虫実験説，病

害虫駆除予防資料 15 の 2 （1926），

　町　　田　　次　　郎　（王885〜1964）

  　明治 18年 玉 月 5E 埼玉県比 企郡玉 川村に 生 る．明治 ua年 7 月東京帝国大学農科大学農

学科卒 ， 同年 9 月農科大学実科講師，大正 8 隼 9 月 東京帝国大学農学部講師， 同 9 年 4 月

農林省蚕業試験場嘱託，同 11年東京高等蚕糸学校講師，同 9 月農学博士，同 13年 5 月東京

帝国大学農学部助教授 ， 昭和 3年 9 月東京農業大学講師，同 20 年 3 月東京帝国大学教授 ，

同 IO 月退 官，同 39年 7月埼玉 県比企郡玉属村
’
名誉村民 ．

　 昭 和 39年 7 月 15日急 性肺炎 の た め歿 享年 81才．

  　蚕 ノ卵巣 ノ研究，蚕業試験場報告 4 （2）：35〜80 （1922）， 蚕児 ノ ロ臭 二 就 テ，佐久良会

雑誌　13 ： 1〜5（1923），　 マ ヒ マ ヒ ガ に 於ける 雑種試験 ， 東京帝国大学農科大学紀要　8（3）

（1924），家 蚕 ノ 絹糸物 ノ 分 泌 二 就 テ，蚕業試験場報告 7 （5）： 124〜262 （1926），家蚕 ノ 精虫

ノ数 応 用 動物学雑誌 1 （工）：9〜13（1929 ），蠻蛆 ノ成育 二 就 テ，同上 7 （1）： 17〜26 （1935），

家蚕 ノ精虫 発 達史，動物学雑誌 47 （562／563）：521〜534（1935）， 家蚕卵 の 生 成特に 卵黄の

形 成 に つ い て ，動 物学 雑誌 50 （4）：206〜207〔1938） こ の ほ か 1917年よ り 1941年に かけて

多数 の報文が ある．

  　小野 正 武 ： 恩師 町田先生 ，日本応 用動物昆 虫学会誌 8 （3）： 259〜260（1964） （肖｛象写真

略歴付）．

　 　 　 　 マ サ　 キ

　松 下 真 幸 （旧 姓原 田） （1899〜1944）

  　明治 32年 王2 月 26 日札幌市に生 る．大 正 12年 3月北海道帝国大学農学部林学実科卒，

同 工5年 7 月学士試験合格 ， 北 海道庁技手 に 任ぜ られ振殖部林務課勤務，昭 和 4 年退 職，同

年松下に 改姓，　 ドイ ツ に 私費留学 ， 同 フ 年北 海道 大学農学部林学教室副手， 昭 和 9年林学

博士，後年病を得て 伊達町に療養生活を送 る．

　il召和 19年 10月 10　EI伊達紋瑁U田］
『
｝こ歿　　享G三44 ：才

’
．

  　Beitrag　zur 　Kenntnis 　 der　Cerambyciden　 des　japanische　 Reiches （学位論文），
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北 大農学部紀要 34 （2）： 157〜445（1933），Zur　Kenntnis　der　japanischen　Cerambyciden

（1〜VI！），昆虫 10 （3）： 146〜149，同 11 （1／2）： 102〜106，同 12（3）：93〜96，　 Ins．　Mats．

13 （2／3）：56〜60，同 14 （2／3）：52〜55，同 15 （4）：151〜158，台湾博物学会報 33 （242／

243）： 573〜（1936〜1943）， 森林病害虫防除綱要　（北海道庁 ，
1927）， 蟻と入 生　（楽 園書

房，1934）， 森林害虫学 （富山房，ユ943） の ほか多数 の 論著がある．

  　森林害虫学 （再版 ，
1948）巻末に肖像写 真，略 歴，論文 目録 が あり，　また内田 登

一
博

士 の序文 お よ び実兄原 田泰博士　（当時北海道林業試験場長） の 故 人 を偲 ぶ あ とが きが 附 さ

れて い る，略 歴資 料 は 桑 山 覚 博 士 の 提 供 に よ る．

　松 永 伍 作 （1853〜工908）

  嘉永 6 年 5 月 8 日 越前国今立 郡片上 村仁右衛門長男 と して 生 る．幼時藩の 小姓 として

江戸に来り維新後同藩 の 佐 々 木長淳 　⊂別 項） の 推 挙 に よ り 明治 9年内務省勧農寮 に 出任，

蚕業事務に 従事，同 19年 3月農商務省 8等属兼技手 ， 同 24年蚕業講習所 の新設 に伴 い 挾師

lC任ぜ ら る，同 28年 4 月清国に 派遣 せ られ 蚕業 を視察，同 32年 8 月京都蚕業講 習所 々 長，

同 36隼 12月 内国博覧会審査等 の 功 に よ り藍綬褒章を授与 され る．

　明治 41年 4 月 1 日歿　享年 54才．

  虫類名 彙 （勧 農 局，1879），養蚕術講議 （玉887），蚕桑実験説 （1896），蚕 教 （1901）．

  　石田孫太郎 ：松永伍作先生逝去，蚕業新報 16　（i81）：40〜45（1908），松永氏紀功 碑，

京都市北野平野神社境内，1910年 （明治 43年）建設，肖像写真 ： 蚕 糸会報 49 （579）： ロ絵

（1940）．

　松 原 新之助 （1853〜ユ916） （写真 P1．1）

  嘉永 6年 出 雲松江 藩家 臣友益 の 子 と して 生 る．名は 友摂，字は儀卿，瑜，N・1と号す．幼

少に して 藩医山本泰庵 に 本草を学び，生物学 に 興味を い だ く．後藩 校 明 教館 に 入 り，次 い

で 修道館で 雨森精斎 （1822〜1882
， 儒者） に従 い 学を は げみ 武術 を磨 く・後洋式兵術 およ

び英 語 を学ぶ ， 明治 4年藩費生 と して 上京， 司馬盈 之　（工839〜1879．医学者）， 松本碩

（1832〜19（η
， 医学者）に つ き独 乙 語を修む．後東京医学校 に入 り動物学教師 Hi王gendorf ，

F．M ，（1839〜1904）の講義の 通訳を しつ つ 動物学を学ぶ ．次 い で 教場補助と な り水 産 生物

学醐係の 多 くの 訳 語 を 創 定す．明 治 9年医学部助教授博物館兼務 同 10年駒場農学校動物

学 ・植物学教授， 同年 ドイ ツ 万国漁業博覧会 に 出張を 兼ね て ベ ル 1丿ン 大学 に学 び 後，欧州

各国を視察，同 14年帰国，大学励教授 と な る，同 20年農商務省技師とな り第
一

高等学校教

授兼任 ， 同 23年水 産 講 習 所 監 事，同 年 同 所 長，同 44年 3 月退 官，

　大正 5 年 工2 月 14 日歿　享年 63才．

  　飛蝗 の 説，米国博覧会 出品害虫解説 （駒場農学校）明治 12 年 （1879）在独 中ベ ル リン

大学お よ び 同農学協会 よ り日本昆 虫 交換 の 依頼 を受 け，明治 13年駒 場農学校か ら昆 虫 480

点を送付す．

  　妹尾 秀 実 ：故松原翁 の 事 ども，動物学雑誌 20 （330）： 1〜3 （口 絵，肖1象写真付）（1916），

永沢六郎 ：故松原新之助先生，同上 ：3〜4 （19工6），日野巌 ： 植物病 理 発達史 ： 144 （1949），

大 日 本入名辞書 4　
：
　2497 （昭 和 12年版），安藤円秀 ：駒場農学校等史料 （1966）．
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　松 村 源 蔵 （1874〜19工8）

  明 治 7 年 1 月群馬県 勢多郡粕）il村 ｝こ生 る．群馬県師範学校卒，明治 40年第 20 回名 和

昆虫研究所全国害虫駆除講習会修業， 中学校教諭を歴任．

　大正 7 年9 月 】6 日駿 享年 44才．

  蜜蜂一一種 の 習 性，昆虫世界 21（241）： 388〜389（1917），ク ロ ボ シ ハ ム シ の 斑紋の 変異，

同上 21 （242）：425〜427（1917），昆 虫見聞雑記 （1〜16），同上 21 （243）：477〜478 （1917）
一同　23 （263）：269〜271（1919）．

  訃報 ：昆 虫世界 22 （257）：468（1918）．

　 　 　 　 シ ヨ ウ 　 ネ ン

　 松 村 松 年 （1872〜工960）

  　明治 5 年 3 月 5 日 （1872年 4 月 12H ） 如屏 3男と して 兵庫県明 石町 に 生 る． 明治 17

年川 ロ 英学舎入学，同 18年 6 月退学し同 9 月 京都 同 志社英和 学校入 学，後退 学 し上 京，同

D 年 8 月明治学院予備校入学，同 20年 6 月札幌農学較予科第 3 級 に 入学，同 28 年 7 月 同

校卒 〔第 13期）．同校研 究生 とな り同 29年助教授，同 32年 10月 ドイ ツ 外欧米各国 に 留学，

同 35年 5 月 帰蟹，同 36 年 12 月理 学博士 ，同 38年 8 月千葉館山 ， 八丈島 ， 鳥島を経て 小

笠原島 へ 採集族行，同 39年7 月甘蔗害虫調査 の た め台湾へ 11
．
賜長，同40年 4 月 第 2回 台湾採

集旅行，同 9 月東北 帝国大学 農 科大学教授，同 45 年 5 月沖繩旅行，大 正 8年 4 月北海道 帝

黶大学教授 ， 同 5 月欧米各国へ 出張 ， 同 7 月農学 t専士，同 14年国 際昆 虫学会議名誉 会員 に

推挙 さ る．同 7 月ソ ビ エ イ ト連邦 に 出張，同 15年 Insecta　Matsumurana 創 刊，昭 和 4 年

3 月太平洋学術会議出席 の た め ジ ャ ワ に 出張，同 6年 12 月 欧米各国 へ
1出張，1司7年第5 回

国際昆虫学会議出席，同 9 年 4 月遍 官，同 5 月名誉教授，同 10 年 1 月目本昆虫学会長，同

B 年応 用 昆 虫 学会名 誉 会員 と な り，同 年 よ り同 15隼 8 月満洲 国へ 旅行．同 16年 1工月満洲

国に 旅行，同 17年 8 月満洲国に 出張 ， 同 18年 1 月三 た び本会 々 長，同 25年 10 月 日本学

士会々 員，同 29年 10月文化功労者に選ばる，同 29年明石市名誉市民．（初 め マ ツ トシ の 名

を用 い た が後 自らシ ヨ ウ ネ ン を 用 う）．

　昭 和 35年 11月 7 日歿　享年 88才．

  札幌 に 産 す る蝶類 （M ．M 生 ），動物学雑誌 4 （42）： 157〜16王 （1892 ），北海道 昆 虫の 概

数 に付き併新種 の蝶 （M 生），同上 5（54）；147〜150（1893），北海道産鱗翅類，1司上 6（64）
：61〜66 （1894）の ほ か 1945年 に か けて 全昆虫 目 に わた る きわ めて 多数 の 報文 が あ る ほ か，

害 虫 駆 除全 書 （1897），目 本昆 虫学 （1898），大 日本害虫全書菌後篇 （1910，
1915）， 昆虫分

類学 （1907，王915）．応用毘虫学 （1917）， 目 本干虫図解 （1〜4）（1904N1907 ）， 続 口本千

虫図解 （1〜4）（1909〜1912），新 日本千虫図解 （1〜4）（1913〜 1921），増訂 日本干虫図解

（1〜2）（1930）， 日本通 浴昆 虫図説 （工〜5）（1929〜1933）， 日本毘虫大図鑑 （1931） の ほ

か き わめて 多 くの 著書が ある （後掲文献口録参照）．

  　松村松年 自伝 （写真略歴論文自録付）（1960），日本昆虫学会と私 ， 昆虫 25 ： 135〜136

（1957）， 昆虫学 に 関係あ る大家の 略歴 （6〜7）松村松年氏，昆虫世界 14（156）：430〜 432，

（157）：4フ4〜476 （1910），一
色周知 ：松村松年先生追悼 の 詞，昆虫 29 （1）： 1〜3 （1961） （巻

『
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頭 写真付）， 素木得
一

： 松村松年先生 の こ とども，　日本応用 動物昆 虫学会報 4 （4） ： 261

〈1960），松蟲 3 （3）， 松村松年先生喜寿記念号 （1）（内田登
一一：松村松年先生 の 喜寿を祝

して （65〜66），松村松年 「専士 昆 虫学文献 目録 （1）94〜96（1949）），同 （II）3（4）： （小熊捍

：松村先生 と 日木昆虫学会 （97〜 98），文献目録 （2）125〜128），座 談会松 村先 生 を 矚ん で ，

北海道の 今昔 を語 る，新昆虫 8 （6）： 14〜18（1955）．

　長兄 竹 夫 ⊂〜1909） は 千虫図解 （1〜4） の 図を描 く，次 兄介石 （1859〜1939） はキ リス

ト教先駆者の一人 で，宗教家 と して 名高 い ．

　松 本 鹿 蔵 （1889〜1950）

  　明治 20年岡山県和気郡伊部 町 に 生 る．明治 38年 3月岡山県立農学校卒，同 38年 12月

濁山県 農事試験場技手 と して 入場，大正 9年技師，昭和 12年 1ユ月退職， 同県和 気郡伊部 町

々 長 に選 任 され 1期 4 ケ年在職，同 17年 4月〜10 月 同農事試験場嘱 託 ，同 17年大 日本除

虫菊株式会社勤務 ， 同 20年戦災 に よ り研究室，工 場焼失の た め退 職 　同 20年三 井農薬研究

所 （後の 東京農薬株式会社）嘱 託，同 2工年京都大学化学研究所員と して 殺虫剤研究に従事，

同 24年東京農薬株式会社解 散に よ り退 職，　 間 25年 日本農薬株式会社 嘱託 兼務．

　昭和 25 年 ll 月 8 日 腸閉塞 の た め歿　享年64 才．

  梨果壽虫の 研究，岡山農試 臨時報告 3 （1910），梨心 喰虫 に 関する研究 同一ヒ 19（1918），

桃葉 蜂 に つ い て ，岡山果物 月報 79，80 （1918，1919），葡萄害虫 に 関す る 研究 　岡由農試臨

時報告 21 （1920），桃姫心喰 に 関す る研究，同 上 26 （1924），麦 の 発芽を 害す る擬 跳虫 に 関

す る研究 （斉藤太
・一一・

と共著），同上 35 （1930），桑 萎縮病 の 病源 に つ い て （鋳方末彦と共著），

蚕糸学報 13（5）（1929），稲黄色潜蠅 の 生 活 史特 に越冬 に 就 て ，農事改良資料 109 （1934），大

豆 ・栗樹及薄荷害虫 llc関する研究 ， 岡山農試臨時報告 43（1943），果樹害虫講話 （1950）．

  木下 周 太 ： 松本鹿蔵氏逝 く，農薬 と病虫 5（11）：40 〔1950）（写真 お よ び主著 目録付），

湯浅啓温 ： 松本鹿蔵氏 の 死 を悼む，応用昆虫 6 （3）： 160〜161 （1951），松本鹿 蔵 氏 逝 く・新

昆 虫 3（12）：378（1950），鋳方末彦 ： 松本鹿蔵氏 の 逝去を惜む ， 農薬 ニ ュ
ース 8 （195D ， 松

本鹿 蔵氏追悼 号，果樹 4 （12）〔1950），LU田 済 ：害虫に 関す る試験研究史， 岡山農試臨時報

告　45 ：229〜242 （1951）、

　 マ 　　ナ　　セ

　曲　直　瀬　　　　愛　（1851〜 1888）

  　嘉永 4 年 10 月正貞 （曲直瀬養安院） 4 男として 江戸 に生 る．幼少 よ り儒を 修め本草 ・

英語 を学ぶ ， 明治 10隼 内国 勧 業博覧会事務局 に 奉職，岡 11年内務省勧農局御用掛，同 13

年 三 田育種場勤務， ee　14年官制 変更 に よ り農商務省農務局御用 掛，同 16年 2 月小笠 原 へ

農産物謌 査 の t め出張 ， 同 19年農商務省属 （5等），そ の 他大 日本農会創立 委員 の 1人 で発

会後 録事，農芸委 員 を勤む ．

　明治 21 年 9 月 1 口歿 享年 37才 ．

  　革翅類 （Dermaptera ）（英国昆虫書 の 飜 訳），錦窶翁米賀誌 ：68〜75（1891），採虫指南

（有隣堂，1883）　〔本書 は 田 中芳男　（別項） の 著書 な りと の 説あり， 名和昆虫研究所編 ：

昆虫標本製作全書 （編者は永沢小兵衛，別 項）P・34 （1903）〕・蝗蛹字考，毘 虫撹界 6 （6σ）1
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308〜309（1902）（田 中芳男 「物産宝庫」 乙集 （稿本）より転載 せ る もの）．

 
一一一一一一

；曲直瀬愛小伝，大 日本農会 々報 87 ；62〜63 （1888），江 崎悌三 ： 明治 ・大 正 に 於

け る 昆虫採集 ・
標本製作法 に 関す る単行書，む し 5 ：48〜56 （1932）．

、
ミ

轟 鼠 彊鰻 騨 67〜1919）

  　慶応 3 年鹿児島に通庸長男 と して 生 る （父通庸 （1835〜1888） は警視総監 ， 子爵）．山

形県立師範学校 に 学び後，駒場農学校に学 ぶ ， 暫ら く小学校 に 教鞭をとり後米国 に留学，

明治 21 年 ア ム ハ ース ト農学校卒，帰朝後家督 を相続 し，北海道技師捕 と な る．同 22 年再

び渡米，コ ーネル 大学入学，Comstock に師事 して 昆虫学を専攻， マ ス ターオ ブサ イ エ ン

ス の 学位 を 受 く，同 25 年北 海道 庁妓師，同 30年貴族院議員，同β皇鋲難渠尋余畢行1こ入り

取 締役，同 44 隼頭取 ， 大正 2 年 日本銀行総裁．

　大正 8 年 3 月 7 日歿　享年 52才．

  　昆虫学 ．ヒの 論文 は見当らぬ が 昆 虫学理 解者 と して 知られ，米国留学中に 採集せ る 昆虫

標本多数 を戦前東京農業大学に 寄贈，同 図書館 に 蔵せ られ しも戦災 に よ り焼滅す．

  　大人名事典 5・6 ： 121 （平凡社）， 大 li本人名辞書 4 ； 2548 （同 ｝
二lj行会，1937）他に子

爵三 島弥太郎伝 あ り．

　三 　　橋　　イ言　　ナ台　（1878〜工953 ）

  明治 12年 1月 25日信方長男 として 東京 に 生 る （父信方 （1856〜 1910） は 旧幕臣で オ ラ

ン ダ，デ ン マ ーク 公使，横浜市長な ど を歴任す）．明 治 31年 3 月東京正 則 尋常 中学校卒，同

32年 6 月札幌農学校入 学，同 35年 7 月退学，同年 11月 よ り聴講生 と なり，同 38 年4 月岡

校雇，同 40 年 4
．
月胄森県農事試験場技手，ft　41年 7 月退職 　大正 元年 li月東京帝国大学

農科大学介補， 同 8 年 6 月 農商務省農事試験場雇，同 6 月退職，同 9 年東京帝国大学農学

部介補 ， 同 13年 6 月よ り同 15年 9 月まで 同上雇 ， 同 9 月よ り昭和 2年 まで 農事試験場雇，

昭 和 2 年 7 月 よ り昭和 24 年 1 月 まで 東京帝国大学農学部雇 と して 動物学教室 に 勤務，昭 和

24年日本昆 虫学会名 誉会員 に推薦 さ る．

　昭 和 28 年 玉2 月 30 日歿 　享隼 75 才，

  余が所蔵 す る天 牛科標本に つ い て，
』
「専物之友 6 （32）： 149〜150 （1906），余 が所蔵の 蝶

類標 本 目録，昆 虫世界 11（115）： 112〜H4 （1907），予が 所 蔵蛾 類標本 目録，同上 II（117）

：2餌 〜205，（120）： 331〜332，（121）：422〜423
，

12（126）： 71〜73 （1907〜1908），予が所

蔵の 有吻類 目録，同上 13（114）； 336〜338，（116）：424〜426 （1909）， 日本産椿象科 目録

（1〜2），同 上 19（219）：484・−487 （220）：528〜533 （1915），本邦産 鹿子蛾 科目録 （1〜2），

同上 21 （239）：28e−v294 ， （240）： 318〜321 （1917）， 本邦産ベ ニ カ ミキ リ属 の 天牛 に 就 き

て ， 名梯靖還暦記念論文集 ：123〜130 （1917），馨本産吉 丁 虫 目録，病虫害雑誌 6 （4）： 272

（1919），こ の ほ か 1906年 よ り 1949年 に か け て の 報文 が ある．ま た，札幌時代 か ら約 50年

間に 亘 つ て 執筆 され た 日木昆虫全種 の分類学的文献目録 （約500 雕）は 昆虫研究家 に とりま

た と得がた い 貴重 な 文献 目録で
一

磯 に 「三 橋 ノート」 と して 知 られ，多 くの 研究者 に利用

萎
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されたが 繊版 に は至 らな かつ た，

  石井悌 ： 三 橋信治 氏 を 憶 う，新昆虫 6 （6）；4〜5 （1953），河 N 党 ：三 橋信治先生を憶

う，応用昆虫 8 （4）： 105 （1953），訃報 ：虫界速 報 28 ： 6 （1953），三 僑信治翁 採集と飼育

15（5）：150 （1950），三橋信治先生の 御宅を御 た ずね して ， 新昆 虫 1（7）：28 （1924）．ミツ ハ

シ テ ン グ ス ケ バ 等数種 の 毘 虫 に1獣名 され て い る． なお歿後 「三 橋 ノート」 は農業技術研究

所昆 虫科 に 寄贈 され ， また蔵書は宮城県農業短期大学 図 書館 に収 納 され て い る．養嗣 子淳

博士 （農業技術研究所昆虫科勤務） が琵虫学者と して 遺鉢を つ が れて い る，

　 　 　 　 　 ツ 塾　 N 力

　三 常 恒 方 （1880〜玉921） （写真 Pl，3）

  明”p 　13年 5 月14日恒徳長男と して 金沢市水溜町 に 生 る （父恒徳 は雄二郎 （雪 嶺，1860

〜1945）の兄 で法学士 ， 台湾 に歿す）．父 の 転任 に 従つ て 上京，明治 27 年東 京府 立 尋 常 中学

（府立一中）に入 学 2 年級 で 退 学，同 31年 4 月尋常中学郁文館卒，同 35年 7 月第
一

高等

学校二 部学科卒，同 38年 7 月東京帝国大学理科大学動物学科卒，引続 き大学院で 昆 虫学専

攻 ， 同 11月農商務省農事試験場嘱託，同 39年 5 月第 1 臨時教員養成所博 物科講 師 嘱託，同

40 年 9 月東京帝国大学農科大学助手，大正 3年 4 月理 学博士，同 5 年 4 月農事試験場技師

昆 虫部 主任 ，同年農科大学実科講師嘱託，同 6隼 5 月朝鮮勧業模範場害虫害査を 嘱託せ ら

れ朝鮮に 出張，同 8年 9 月実科講師を解 き，農学部講師嘱託．

　大 正 IO年 2 月 2 日腸チ フ ス の た め歿　享年 41才．

  台 湾 の トコ ジ ラ ミに 就 き，昆虫雑誌 3 ：12〜13（1895），マ ル ウ ン カ とナ ナ ホ シ テ ン 1’

ウに 就て，動物学雑誌 10 （116）1179 ・・v183 （1898） （動物学雑誌懸賞 2 等 当選 論 文 ），初学

昆 虫採集法 （東洋社，1901）， 日本産 蛾 類図説 （1〜9）， 動物学雑誌　15 （179）〜18（208）

（1903〜 1906），Alist　of　Panorpidae　of 　Japan，　wlth 　descriptions　of　the 　ten　new 　spe
−

cies ， 農科大学学術報告 8 （1）： 1〜2 （1908），　A 　revision 　of　the 　Arctinae　of 　Japan ，同

．上 8 （2）： 153〜174（1909）， Some 　 notes 　 on 　the　Arctinae　 of　 Japan， 農科大学紀要 2

（3）： 212 （1910），The　Mantispidae 　of 　Japan，同上 二213〜221（19ユ0），　A 　fuエther　con
−

tribution　towards 　the　knowledge　 of 　 me 　Panorpidae　of 　Japan，同上 ： 183〜205 （191e），

Asystamatic　list　of　the　Panorpidae　of 　Japan ，　with 　corrections 　to　my 　former

paper　of 　a 　new 　species ，　Ento；nologist 　55（574）：90〜94（191i），　The　life　history　of

Panorpa　 klugi　 MacLachlan ，農科大学紀要 4 （2）： 117〜139（1912），　 Studies　on 　the

Mecoptera 　of　Japan，同上 4（6）：265〜400（1913），　 Studies　on 　the　fluit−fiies　ef　Japan，

contribnt 圭on 　1．　Japanese　orange −fiy，農事試験場特別 報告 2 （2）： 85〜 165（1919），そ の

他 1922年に かけて 多数 の 報文が あり，ま た，ふ お る そむ氏昆虫学 （内田清之助と共訳）

（警醒社，1910），昆 虫学汎論 （上
・
下）（裳華房，1917〜1918），お よ び，第六感 を交 え て （実

業之 日本社 ，
1921），旅と私 （実業之 日本社 ，1922） な どの 随筆集多数が あ る．

  　矢野宗幹 ：理 学博 士 三 宅恒方氏伝，動物学雑誌 33 （388）： 100〜105（1921），八木誠政

： 故理学博士 三 宅恒方氏，病虫害雑誌 8（4）：巻頭写真お び 略歴主著目録 （1921），訃報 ：

昆虫世界 25 （282） ： 69 （正921），神東淳 ： 三 宅恒方氏 の 少年時代，昆虫 2 （3） ： 189〜 190

（1927）， 昆虫学に 関係 あ る大家の 略歴 （8）， 三 宅恒方氏，昆虫世界 14（159）： 562〜 566
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（1910），高千穂宣磨 ：鶯嶺仙話 ：106〜116 （1946），故 三 宅恒方博士 の 三 十五年忌，新昆 虫

8（8）：9 （1955），大島広 ：三 宅恒方さん の 想 い 出，陸水通信 4 ： 工5〜 王6 （1958）．な お，夫

人 や す子 （旧姓河本，1890〜工932）は 雲嶺夫人花圃 （1860〜1945） と共に閾秀作家 として

令名が あり，そ れぞ れ故博士 の こ とを書 か れ て い る． また長女艶子 （「日姓阿部）も随筆家

と して 知 られ る．

　 　 　 　 　 ミキ

　宮　嶋　幹之助 （1872〜1944）

  明治 5年 8 月 12日 （1872年 9 月 14日）山形県米沢で 家久長男 と して 生 る．明治 20年

上 京，第
一

高等 中学入 学 （岡校勁物学教師 Fritze，　A ．（1860〜1927）に蝶学 を学ぶ ），同 31

年 7E 東京帝国大学理 科大学動物学科卒，引続き大学院に入 る．同 33 年京都帝国大学大学

院 で マ ラ リア の 研究 に 従事，同 34年京都帝国大単講師，同 35年痘苗製造所 （後に 伝染病研

究所と合併）入 所，問 36年同 上 技師，同 40 年医学博士 （本邦産 ア ノ ブ エ レ ス ICつ い て 外 8

篇），大正 3年北里 研究所創設 に参画 し寄生 虫部長，同 6 年慶応義塾大学教授兼任 ， 7年ブ

ラジ ル へ 出張，同 13年衆議院議員 に選 出，昭 和 4 年以 降国際連 盟保健機携 の E「本代表 と し

て 欧米 に しば し ば 出張，同 13年北里 研 究所 副 所長．

　昭 和 19年 12 月 11 日 自動車事級 こ よ り歿　享年 72才．

  　泡 出 し虫 に 就て ，動物学雑誌 8 （90）； lll〜 115 （1896）， 日本産蝶類学名変更，同上

8 （90）： 130〜132 （1896）， 蝶類に 於ける雌雄上異形及び 其 の 原因，同上 9 （102）： 141〜

146，琉球の ツ マ ベ ニ 蝶，同上 10（117）：230〜234　（1898），N本 産 蝶類 図 説 （1〜 12），岡上

11（123）： 15〜26− 12（144）：361〜362（1899〜1900），日本産蝶類総 貝録，同上 12 （144）：

1〜2正（1900），日本塵蛾類図説 （1〜9），同上 15（179）： 311〜316− 18（208）：41〜49 （1903

〜1906），台湾産蝶類図説 （1〜3），同上 18（209）：75〜89− 18〔211）： 141〜153，こ の ほ か

1942年に か けて 衛生昆虫 に 関す る多 くの報文が ある．ま た著書に普通動物学 （1902），女子

教科博物学動物篇 （1902），　目本蝶類図説 （成美堂，1904），動物と人 生 ， 北 里 柴三 郎伝 な

どが ある．

  　北里研究所 50年誌 （同所発行，1966），大人 名事典 5，6 （平 凡 社）．

ム

ム カ f　ガ ワ 　ユウ　サ ク

　向　　川　　勇　　作　（1883
’k〜1927）

  明？k　16年監 蓮 県一志郡 波瀬村 に生 る．久居農学校卒，明治 36年徴兵検査 の 折，沼津

病 院に 入 院， そ の 節 名和 氏 の 昆 虫研究 の こ とを 聞き昆虫 に 興味を持ちは じめ る，農業を営

み 後永 く三 重 県 波瀬村の 村長 を 勤む．

　昭和 2年 3 月 29 日歿　享年 44才．

  ツ マ キ ン ウハ バ の 幼虫 とそ の寄生蜂，昆虫世界 11（123）：520〜521（1907）， シ ロ シ タ

ヨ トウ に就 て ． 昆虫世界 16（173）： 15〜王7 （19エ2），柳瘻葉蜂，昆虫世界 22（255）： 456

（1918）， シ イ ク ダ ア ザ ミ ウ マ に就 て ，昆 虫世界 16 （194）：481〜484 （Leeuwenia 　 pasanii

Mukaigawa の原記載），タ ケ ｝・ラ カ ミキ リの 研究，昆虫 lk界 26（294）： 51〜53 （1922），三
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重県産 没食子 蜂 Cynipidae の 研究 （ム カ イ ガ ワ フ シ バ チ等を記 す）， 動物学雑誌 34（401）

： 203〜208 （1922）， 螟蛾の 羽化 と温度と誘 蛾 灯との 三 角関係，昆虫世界 28 （322）： 187〜

（1924），竹林害虫防除研究，三 重県山林会報 8 ： 1〜（1924），ユ907年 よ り ！928年 に か けて

きわて 多 くの 昆虫 研究観 察記 を 発 表す る．　
＊

生年 は年令 に よ る推定．

  　訃報 ：昆虫世界 31 （356）：142（1927），名和靖白蟻翁雑話 （6），42章向川氏昆虫研究の

動機，昆虫世界 27 （310）：198〜199 （1923）．

　 ム ナ　カ タ

　棟 方 哲 三 （1886〜1913）

  明治 19年 3 月 25 日青森県南津軽郡 藤11「奇村に定次郎長男 と して 生 る．明治 34年 3 月藤

崎小学校卒，明治 38年 3 月青森県立第
一

中学校卒，同 39 隼 10 月南津軽郡藤 崎村藤1「1奇尋 常

高等小学校代用教員，同 42 年 3 月岐阜市名和昆虫研究所附属農学校別科卒， 同年 4 月青森

県立 農事試 験場技手，明 治 44年 （？）退職，健康 に 恵まれず，

　大正 2 年 8 月 11 日歿　享年 27 才．

  苹果黒鬚細椿象に 就て ，昆虫世界 13 （145）：363〜365 （1909），稲の新害虫稲葉潜蠅，

昆 虫世界 14 （157）：459’−463 （1910），（／ ネカ ラバ エ Chlorops　ori2ae　Munakata の 原 記

載），青森県産二 化螟 虫 の 二 化率に就きて，昆 虫世界 16 （175）： 92〜97 （1912 ），サ ク ラ ヒ ラ

タ ハ バ チ に 就 て ，昆虫世界 16 （183）：433〜 436 （1912），二 化螟虫 の 寄生蜂に 就て ，病虫害

雑言志　5 （4）：2〜4 （1924）．

  言ト報 ： 昆虫世界 17（194）： 434（略歴付短報） （1913）（本訃報 に歿 日 9 月 11EI とあ る

は 誤 りと思われ る），青森県りん ご発達史 4 ： 147 （1963），イ ネカ ラバ エ ，ム ナ カ タ コ マ ユ

バ チ は氏 の 発 見 に 関わる．本経歴資料 は 青森県農業試験場病科昆虫科香川寛技師 の 提供 に

よ る．

　村 井 貞 固 （1885〜1963）

  明治 18 年 6 月山形県鶴岡市賀島町 に 生る．山形県庄内中学卒 （在学中昆虫 につ き松村

松年 ・名和 靖 の 指導 を受 く）．東 京帝国 大 学 農学 部実 科 卒，京都 府 立 農学校教授，徳島県 立

徳島農学校教諭，徳島県立 板西 農蚕学校教 諭 な ど を歴征，板 西 実業女学校々 長 を兼務，後

退 職帰 郷， 山形県立 鶴鬪高等女学校講師を経 て 戦後県立鶴岡北高等女学校，県立南高等学

校講師を歴任 し，昭 和 35年退 職．

　昭和 38年 12月出生地で 歿　享年 77才，

  山形県 西 田川 郡 産蝶類 昆虫世界 10 （6）：294〜295 （1906），温室 の 介殻虫，日本園 芸雑

言志　26 （1）　（1914）．

  　略歴資料 は子息山形大学農学部村非貞彰氏 に よ る．

　村 田 藤 七 （1879〜1945 ）

  明 治 12年 7 月 11 日藤兵衛 3男と して 三 重 県多気 郡津 田村に 生 る．明治 22 年 3月修道

尋常小学校卒 ， 同 27年 3 月 多気郡 高等小学校卒，同 29 年 8 月三 重県高等養蚕伝習所卒 ，

同 31年 2 月蚕種検査員 の 資格を得，同 9 月名和昆虫研究所 で 1 ケ月昆虫学を研修， 「司10月

三 重 県蚕種検査員拝命，同 12月同上解除，同 35年 51ヨ三 重県農事試験場技手，岡 33年 10
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月 同県害虫駆除委員 ， 同 34年10 月退職し ll月農商務省農事試験場 に見習生 と して入 場，

同 35年同雇，昆虫部 勤 務，周 39年 工2 月同技手，大 1E3 隼 9 月植物検査宮補，同 10月植

物検 査所 四 肺 支所長 ， 同 n 年 12 月〜12年 2 月台湾 へ 出張，同 12年 5 月農商謝 鰤 兼

任 ・ 同 13年 12月名古屋税関支署勤務 同 15年 2 月大 阪税関植物検査 課長，昭 和 2年植物

検査 官，同 6 年 12 月退官，昭和 10年 （夏〜秋）朝鮮旅行．

　昭和 20年3 月 26 日脳浴血 で 歿　享年 67才．

  麦を害する横這，三 重農事報 （1900），蚊，昆虫学雑誌 1（1）〜1（4）（1950），益虫飼育

成績，農 事試験場報告 36（1909），黄条蚤虫に 関す る調査，同上 38（1911），益虫飼育成績 ，

同上 40（1913）， 二 化螟虫 とそ の 防除法，病虫害駆除予防奨励資料 9（1928），浮塵子 に 関す

る譌査，農事改良資料 10 ； 37〜38，52〜 54（1930），稲作の 大害虫浮塵 子 講座，大 日本農 会

報 593 〜 614 （1930〜1932），害虫懐旧 座談会 ，
．昆虫 8 （4〆6）：266〜284 （1943），明治隼間 に

お け る螟 虫 に 関す る研究お よび 駆 除予防法 の 変遷 ， 昆虫 9（4）：181〜203（1935），こ の ほ か

1942年に か けて 70余篇 の 報文が ある ほ か 害虫防除便覧 （1910），米 麦 の 害 虫 の 予 防駆 除

（玉915 ），米麦 作 の 害 虫 と予防駆除 （1927）の 著書が ある．

  狩谷 精之 ： 村 田藤七君の 思 い 出，大 阪植物防疫研修資料 3（34）：325〜327（1955），平
．a9　［P−一 ：村 田藤七先生 の こ とども （1）〜（2），同一辷 328〜 342，3 （35）：367〜375（1955），前
田孝二 ：村 田藤 七先 生 の 思 い 出， 目本昆虫学会東海支部 ニ

ュ
ース 3 ：2〜3 （1955），平野伊

一
：諸先輩の 略歴 な ど，大 阪植物防疫 7 （3／4）：568〜571 （1959）．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 モ

　 　 　 　 　 タ メ　 ゾウ

　 森　　　　　為　　三　（1884〜 1962）

  明治 17年 6 月 1 目姫路市 に お し・て 久之助 4 男 に 生 る．明治 28年 3月兵庫県飾磨郡 荒川

尋常小学校卒，同 30年 3 月飾暦郡 霏 亀高等 小 学校卒，同 35年 3 月姫路中学校卒， 同 37 年

3 月東京帝国大学附設第
…

臨時數員養成所博物科卒 ， 同年師範学校中学校博物科高等女学校，
動植物 ・生理 ・鉱 物科教員免許を受 く，同 37隼 4 月東京帝国大学 理 科大学動物学教室 に お

い て 研究，同 38年 2 月佐賀県立鹿島中学校 教 諭， 同年 4 月応召，9 月応召 解除，同 40年

12 月よ り福井県立福井中学校教論，同 42 年 4 月朝鮮漢城高等学校教授，京城高等普適学校

教諭を鬪 L 大正 10艦 1 月欧米各国へ 出張 ， 帰国後大正 14年 4 月京 城帝国大学予科教

授，同 11年 6 月 京都 大 学 よ り運 学博士 の 学位 を受 く．昭 和 17年 11 月朝鮮文化功労賞を 受

く，同年 n 月 本籍地 に帰還，同 21年 4 月兵庫県立医科大学予科講師を嘱託， 周年 6 月 同

校予科長 同 年 9E 兼教授，同 24 隼 3 月兵庫県 立 農科大 学長事務取扱，同年 5 月同 校教授

兼兵庫県 立 医 科大 学 予 科長 兼 同 絞予科教 授，昭 和 26年 7 月県立 農科大学副学長，同 26 年 U

月 3 口教育功労賞授賞 ， 同 31年 7 月富山大学文理 学部講師兼任， 圃 32年 3 月兵庫県 立 農

科大学副学長 退 職，武康川女子大教授，同 32年 6．月兵庫 農 科大学名誉教授，同 33年 11 月

兵庫県文化賞授 賞．

　昭和 37年 7 月 18ff歿　享年 78才，

  　朝鮮産 ア カ ボ シ ウ ス バ シ ロ テ フ の 翅 の 変異 に就て ，朝鮮博物学会雑誌 11（193e），朝鮮
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の 嬋，同 上 12　：（1931），朝鮮産ゲ ン ゴ ロ ウ 科目録，同上 41 ：（1932），朝鮮産ゲ ン ゴ ロ ウ

科
一薪種 ， 同上 14 （1932），朝鮮産 キ Vギ リス 科 ， 同上 16 ： （1933），満洲国 の 蝶類，大

陸科学院研究報告 2 （1）（1938），蒙古 の 昆虫類 1 〜2
， 朝鮮博物学雑誌 27 （1939），32

（1941），他 多 数．また 19i3年 よ り 1959年 まで に 哺乳動物，鳥類魚類そ の 他 の 極 め て 多くの

論著がある，詳細 は 森為三業績目録，兵庫生物 3 （5）： 1〜4 （1959）参照 ．

  　紅 谷 進二 ：弔辞 お よ び 会長森為三 先 生の せ い 去 を 淳む （略歴付）兵庫生物 4 （3〆4）：

137〜138 （1962），室井綽 ：森博 士 へ の 感 謝 と生 物 研 究 奨励 会，同上 ：138 （1962），山本茂信

：森為三先生 の思 い 出，同上 ： 139 （1962），室 井綽 ： 森会長学界貢献の
一

断面 ， 兵庫生物

3 （5）： 1〜2 （1959），本略歴資料 は兵庫農科大学奥谷 禎
一一・kg士の 提供 に よ る．

　森　　野　　イ尹　作　（1897〜1962）

  明治 3Q年 1 月 2 日三 重 県阿山郡三 田村 （現上 野市） に生 る，大 正 4 年三 重県 立農林学

校 を卒，同 5 年 6 月三 重 県立農事試験場助手，同 6 年 11 月 農 商 務 省 植 物検査所雇 四 日 市支

所勤務 ，　同 10年 4 月横浜本所勤務，　同 11年 4 月三 重県産業技手 ，
三 重 県農事試験場勤

務 ， 同 13年 4 月福井県産業技手兼農事試験場技手， 昭 和 12年 5 月地方農林技 師兼福井県

農林技師 ， 同 20 年 5 月福井県経済部農務課兼食糧増 産審議室 勤 務 同 21年 3 月退職，同 22

年 4 月農林省福井資材調整事務所食糧資材係長，同 25 年同所廃止 に よ り退職，同年 5 月神

戸植物防疫所舞鶴出張 所 長，同 27 年 4 月神戸植物防疫所敦賀 出 張所 長兼務，　同 30年 4 月

敦賀出張所長退職 ， pm　34年 3 月舞鶴出張所長 退職，同 年 4 月舞鶴植物防 疫 協会嘱 託．

　昭 和 37年 10月 20 日胃ガ ン に て 歿　享年65才 ．

  　大正 13年度
・
大正 14年度黒 椿象二 化 螟 虫調 査試験報告，福井県農事試験場試験調査報

告 7（1926），福井県下にお け る 黒椿象 （古賀信義 と共著）農業及 園芸 1（8）： 11（1926），稲 の

根 喰葉虫に 関 す る 調査試験成績，福井農試試験調査告 20 （1935），蛭虫 に 就て （1〜3）， 滋賀

農報 264　：14，265 ：57，266 ：28 （1936），水稲主要害虫防除に 就て （1〜5），福井農会報

368〜372（1939）．

  　由 利 正 之 ：森野伊作氏 勇退 さ る，神戸植物防疫情報 177 （1959），平野伊
一

；森野伊作

氏 の 霊 に たむ ける，同上 304 （1962），森野 氏肖像写真は大阪植物防疫 7 （81〆82）： 396 （1960）

に あ る．本資料は福井県農業試験場長友永冨博士 の 提供 に よ る．

　 モ ン 　 ゼ ン　 コウ　 タ

　門 前 弘 多 （1883〜正960）

  明治 16年 3 月 13日福井県 に生る．明治 35年 3 月福井県 立 福井崖学校卒，同 39年 4

月盛岡高等農林学校農学科卒 （第 1回生），同 41年 3月同研究科修了，同 4 月「司校助教授，

尚 7 年 10月 同數授，同 工2年 10 月 〜 15年 1 月 ま で 欧米 に 留学，同 14年 7 月 Znrich の 第

3 回国際昆虫学会議 に 出席，昭和 5年農学 ［専士，同 18年 5 月停年退職後も講師 と して 同校

に 勤務，昭 和 24年 6 月岩手大学学芸学部教授 ， 国 33年 3 月退職後同大学名誉教授．

　昭和 35年 12 月 27 日歿　享年77 才．

  ナ シ ガ メ ム シ に 就 て，昆 虫世界 12 （136）：504〜507 （1908）， ク ジ ヤ ク テ フ に就て ・ H

本昆蝉 会々 報 2 （9）・215〜216 （1908），植物蟻 の 研究 斉藤報恩会事業年報 6 （1930）・
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On 　the　Japanese　insect　galls，日本学術協会報告 5 ： 202〜216 （1930），虫痩生成既虫 に

関 す る 2 ・3 の 知 見 ，昆 虫 4 （4）：225・v230 （工93  ），　Revision 　of　the　Japanese　Gallwasp，
with 　the　descriptions　of 　new 　genus ，

　subgenus
，
　species 　and 　subspecies ，　Ann ．　 Rep。

Gakugei　Facu1 ．　Iwate　Univ ．5 ：15〜21（1953）．そ の 他 i957年 に か けて ア ブ ラム シ 類，

虫 瘻昆 虫 そ の 他多数 の 報文 が あ る．

  　牧高治 ： 門前博士を悼む，昆虫 29 （2）：146 （肖像写真付）（1961）．略歴資料は岩手大

学農学部宮慶 一郎博士提供 に よ る．

ヤ

　 　 　 　 　 ノ ブ　 マ サ

　八 木 誠 政 （正894〜1967）

  明 治 27 年 5 月 17E 長 野市 松代に 生 る．明 治 45 年 3 月県 立．．ヒ田 中学校卒，大 正 5 年 3

月上 田 蚕糸専門学校養蚕科卒，同 4 月 財団法入 大原 奨農会農業研究所昆虫部入所， 同 6 年

8月退職，同 9 月東京帝国大学理 科大学動物学選 科入学， 同 9年7 月 同修了，同 9 月農商

務省農事試験場昆 虫部嘱 託，同 10年 7 月大 原 農業研究所研究員，同 12年 5 月退 職，上 田 蚕

糸専門学校講師兼農事試験場 嘱託，同 13年 12月京都帝国大学助教授．農学部勤務 ， 同 15

年 7 月理 学博
．
七，同 6 月欧米各国 へ 出張，昭 和 3年 1 月帰国， 同 4 年 4 月退職 同 5年 4

月よ り同 23年 3 月まで 農沐省農事試験場昆 虫部嘱託，同 6 年 3月 よ り同 25年 4 月ま で 東京

文 埋 科大学講師 兼任，同 9年 10 月同大学萱平高原生物研究所生任，同 24年 6 月 文部教官信

州大学上田繊維専門学校教授兼信州大学教授，同 26年 3 月国際昆虫学会議出席を兼ねて 欧

州各困へ 出張，同 9 月帰国，同 8 月農学博士，同 34年 日本昆虫学会長，同 35年 1 月第 5 期

日 本学術会議会員，同年 4 月停年 退職，同 8 月国際昆 虫会議 ・国際生物，気象学会議出席を

兼ね欧州諸国へ 出張，同 36年 4 月東京農業大学教授，同 31年 5 月停年退職後引続き同大学

院教授嘱託，同 42 年 2 月本会名誉会員．

　昭和 42 年 2 月 18 日すい 臓 しゅ よ うの ため歿　享年 72才、

  　Lycaena 　argus 　montanus 　n ．　var ．並 に 同 蝶の 気候 的 2型 ，昆 虫学雑誌 （京都） 工（4）：

B9 〜（1915），　Preliminary 　note 　on 　the　life−period　of　the 　bulb　mite 　Rhizog！yphus
echinOps ，　Berich，　 Ohara　Inst．　land．　Forsch．1（3）：（1918），本島産未記 録の 小灰 蝶 に 就

て （仁 礼景雄 と共著），昆虫 匿界 23 （268）： 443〜445 （1919）， Analysis　 of 　 the　 growth

of 　the　insect　larvae，　 Mem ．　Coll．　Agr．　Kyeto　Iエnp ．　Univ．1（1926）， 凾 数生物学 （小泉

清明と 共著，裳華房，1929），三 化 螟 虫分布 の 北 限 に 就て ，目 本学術協会報告　6 （正930），

家蚕寄生 蜜 蛆 の 物理 的駆除法 〔1939），二 化 螟 虫の 紫外線波長範蹉 に 就て ，応 用 動物学雑誌

工2 （3／，4）（1940）tNote 　 of　 electron 　 microscopic 　 research 　 on 　 pterin　 pigments 　 in

the　scale 　of 　Pierid　butterflies，　Annot ．　Zoo1 ．　Jap．27（3）（1954），昆 虫学木論 （養賢 堂，

1957），The　 compound 　 eye 　 of　 Lepidoptera（小山長雄 と共著，1963），そ の 他多数の 論

著 が ある．

  　八木誠政 ：研究の 思 い 出 （1〜2），植物防疫 9（11）：472，（12）：5ま5 （1955），同 ： 研究

の 動機 ， 薪昆虫 ll（3）：10〜11（1958），同 ：蝶を追っ て 50年，同上 12（4）：25〜27（1959），
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同 ：私 と俳画 ， 植物防疫 18（3）：121（1964）．同 ：八 木誠 政 論 文 ・著 書
・特許 目録 （自刊・

1959）（1959年 2 月まで の 論著 126 篇 と特許 5件の 目録）， 訃報 ：八木誠政博士逝去 （同写

真 お よ び 略歴付），深谷昌次 ： 八 木誠 政博ヨ：を い たむ，日 本応用動物昆虫学会誌 11（1）：32

〜33（1967）， 昆虫と自然 2 （3）：2〜4 （1967）所載 ，八木誠政先生 を しの ん で
一あ りし 日の

先生
一（写真集 口絵グラ フ ），深谷 昌 次 ； 八木誠政先生の こ と ど も ：2，八 木繁実 ：父の 思 い

出 ：2〜3， 後閑暢夫 ：先生 の 研究業績を顧 み て ，3〜4 （同略歴付），小山長 雄 ：八 木誠政先

生 の ご逝去を悼む，昆虫 35（2）：81〜82（1967），
二 　

：・・一一・エ ン トモ ロ ジス ト八木誠政博士

追悼号 16（2）（1967）所載， ヤ ギ シ ロ ト ビ ム シ （ヤ ギ トビ ム シ モ ドキ） は氏 に 献名され た

著名害虫で ある．

　 ヤ 　　 ゴ　　 マ サ 　 トシ

　矢 後 正 俊 （旧姓 数井） （1887〜1963）

  明治 20 年 7 月 11 日富山県 に生 る．大 正 8年 3 月東京 農 業大学卒，同 4 月農事試験場

見習生 と して 入 場 同 9年 6 月修了 ， 同 7 月静岡黒農事試験場技手 ， 同県梨姫心 喰虫試験地 勤

務，（大正 13年矢後に 改姓），昭 和 13年静岡県農会技師に 転 出， 同 18年 12 月退 職 　r司19

年 1 月三 井物産株式会社農薬研究所入所 ， 岡 10月 頃退 職，同 24年富山県婦 負郡 四方町 収 入

役 ， 29 年 3 胴 町 は和合町へ 含併 ， 和合町 「肪 支所勤務，同 32 年退職 同 33 年四膿

協参事， 同 36 年同紐 合廃止 に よ り退職　（利合町 富rj」市 に合併 の ため）．

昭和 38年 7 月23 日富山市 に歿 享年 76才．

  ノ シ メ 」 クガ に つ きて ，昆虫世界 23（268）：446〜449 （1919），梨姫心 喰虫 の 分布 ， 病

虫害雑誌 9（6）： 340〜343（1922），梨 を害す る 果 蠧虫類 に つ い て （1〜5），同上 10 （3）：工45

−”ISI，（4）・182〜185．（5）：259〜271
， （6）：325〜334，（7）1・379〜384・（1923）・梨姫・O・喰

虫 に 関す る試験並に 調 査，静 岡県農試臨時報告 24（1932）・桃姫 ・O・喰 に 関す る試験並 び に 調

査 ， 同 24 （1932），同 28 （1933），蝉駆 除試験，同上 24 （1932）・梨姫心 喰虫防除試験 静岡

農試梨害虫に 関す る調査報告 11（1936）， 梨 園 に お け る蝉 （1〜2）・静岡農試臨時報告 38

（1936），同 41（1937）， モ モ シ ン ク ヒ ガの 生 態並 び に そ の 防除法，同上 39 （1936）， ほ か に

1919〜1924年 は数井姓で ． 工943年 に か け て は 矢 後姓 で 極 めて 多 くの 報文を発表，著書 に

実験害虫防除法 （養賢堂，1959），原色果樹害虫圏説 〔岡li奇慶郎 と共著）（修教社，　 1937），

最新農用薬剤 （岡崎慶郎 と共 著 ）（修 教社」 937）等 が ある・　ま た 昭 和 10年 2 月嶽陽虫草

採集会を創会，会報 を 発行富士山を 中心 と した Fauna ，　Flora の 調 査 を行 な っ た．

  経 歴資料前半は静岡県山下俊平氏後半は富山県農業試験場常楽武男技師の提供 に よ る．

　矢 崎 亥 八 （1868〜1931）

  明 治 元 年 8 月 長野県諏訪郡 上諏訪町生 明治 25 年 7 月東京帝国大学農科大学第1 部

卒 ， 同 12 月鹿児島県尋常師 範学校教 諭，同 26年 8 月 同上退職，農商務省農務局勤務，同

28年 3 月 農事試験場技師補 ， 同 10 月任農林技手，同 29隼 4 月神奈川県技師 ， 同農事試験

場 々 長 （第 1 代 ），同 33年 9 月同上退職，同 41年岐阜県農会技師，同 44年 2 月退職 し上京．

　昭和 6 年歿　享年63 才．

  　螟虫及浮塵子 （D〜（2），農事雑報 16〜19 （1897〜1900），浮塵 子駆 除予防法 大 日本
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農会報 192： 40〜（1897），農事報徳記 （岐阜県農会，1909）また ， 岐阜県農会報 23 巻前後

に 「神木山入」の 名で 多数害虫記 事 を執筆 して い る．後年 は主 と して 報徳 事業 に 熱 中す．

  　略歴の
．−4
部は農業技術研究所職歴 に よ る。

　矢 沢 米三郎 （1868〜1942）

  明治元年 5 月長野県諏訪郡中州村 に 生 る．長 野師範学校卒，東京高等師範学校卒，長

野 師範学 校 教諭，松本高等 女学校長，松本高等学校講師，長野師範学校長な どを 歴 任 す ．

　昭 和 17年歿　享年74 才．

  ダ ン ダ ラ蝶の
．・一・産 地，動物学雑誌 7 （79）： 玉67〜168（1895），此 日 ま た ツ マ キ テ フ，同

上 ： 167 （1895），昆 虫 研究 の
一例，信濃博物学雑誌 1 ：40〜46 （1904），昆虫研究の また一

例， 同上 3 ：18〜20 （1904）， 昆虫生態学 （沢 田鍬義と共著
：

） （光風 館，1903），鳥獣蟲魚

（1927，1941） 明治 35年信濃 博物学会を創立 ，後会長 とな る．ま た信濃由岳会長で 「日本

ア ル プ ス 案 内 」 「上 高 地 」 「1，E
−
IS
−S岳」 「雷 鳥 」 の 著 者が あ り，永 ら く長 野県 天 然 記 念 物調

査委員 を 勤む．

  　経 歴資料 は 長野県農業試験場 田 中悌技師 の 提供 に よ る．

　 ヤ 　　シ ロ 　ヒ ロ 　多e力

　 屋 代 弘 孝 （1896 〜1961）

  　明治 29年栃木県 に 生 る． 大正 8年 3 月漉児島高等農林学校第 3 部卒，岡 11年沖繩県

庁技師と して 沖縄 に渡 る，同 12年沖繩県立糖業試験場技師，同 6年沖繩県農事試験場昆虫

部主 任，同 19年 兵庫 県 に 帰 国，同 23年 兵庫県 立 農事 試 験場技師，同 25年病理 昆 虫科 長，

同 26 年専門技術員 と して 兵庫県庁農業改良課 に兼務，停年退 職後兵庫県 経済連 に 動務．

　昭 和 36年 12 月30 日交通事故 にて 歿　享年 67才．

  　Iii．1繩県昆虫目録 （1），沖繩県糖業試験場 （1927），宮古島の 蝶類，　 ZephyTus 　 2 （4）：

247〜（1930），南大鳥島 の 蝶類，Zephyrus　3 （2）：　145
，
3 （3／4）： 23フ （1931）， 沖繩県石垣

島 に おける瓜実蠅天敵放飼事業概要，昆虫 8 （4／6）：300〜301（1934），甘蔗害虫ナ カ ジ ロ

シ タバ （王〜3），応用昆虫 1 （5）：202〜215，2 （6）： 23工〜239，3 （3）： 142〜143 （1939〜 41），

ヨ ナ グ ニ サ ン の 生活史，昆虫 13 （3）：97〜111 （1939）， 沖繩地方 に お け る 重要害虫概説，農

業及園芸 15（12）（1940）．

  東平地清二 ： 故屋代弘孝氏 と沖繩の 昆 虫，沖繩農業 1（2）：54 （1962）．

　矢 野 延 能 （1859〜1928） （写 真 P1．2）

  安政 5年 12 月 29 日 （1859年 2 月 1 日） 愛媛県越智郡宮窪村に生 る．明治 9年 11 月

よ り 16小区友浦村組頭，用 係，庶務係衛生 専掌傭，地 押事務整理，宮 窪 村助役，有給村 々

長 ， 越 智郡農会委員 ， 今治米穀取引所支配入 ，伊予紡績株式会社 々 員等 を 歴任 ， 明治 34 年

3 月第 7 回全 国害虫駆除講習会修了，同年 4 月愛媛県農事試験場技手，東予分場勤務，閣

治 35 年 3 月害虫 調査 の ため広島 ・出 口 ・福岡 ・熊本 ・佐賀 ・長II裔6 県へ 出張 4 月 9 日帰省，

同 37年農事試験場東予分場長事務取扱 ， 同年 IO 月解職 ， 明治 38年 6 月農事試験場勤務 ，

同 41年 9 月農林省病虫害駆除予防短期講習を修得，明治 43年害虫駆除予防委員，大正 4年

愛 媛県 農 業技術員養成所助手 ， 同 5 年 4 月 同所講 師， 同 8 年 4 月愛媛 県農事試験場技 師，
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　　　 同 10年愛媛県産業調査委員，同 12年 3 月病の た め 退職，同年 よ り大正 14年 4 月まで 伊予

　　　 果物同業組合技師．

　　　　 昭和 3 年 6 月 8 日病歿　享年 69才．

　　　   　セ ジ ロ ウ ン カ の 発生 と其の 出現時期 の 早晩との 関係 ， 昆zatV：界 9 （95）：304 （1ge5），

　　　 愛媛県下 に お ける麦 の 害虫 ヤ ノ ハ モ グ リバ ェ （Agromyza 　yanonis （Matsumura ）） に就 い

　　　 て ，病害虫雑誌 3（12）：942〜944 （1916），こ の ほ か 1900年か ら 1933年 に亘 り多 くの 応用 昆

　　　 虫学上重要な報告が ある，

　　　   　故 矢 野 延 能先 生，農芸研 究 （愛媛県 農試） 4 （7）（ig2S）（口 絵肖像およ び裏面略歴付），

　　　 略歴資料は愛媛県農業試験場清家義明技師に よ る．ヤ ノ ハ モ グ リバ エ は 氏 に 献名 された 著

　　　 名害虫で ある．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 シ ズカ

　　　　 山　　JI【　　　　黙 　G日姓河 日ヨ）　　（1886〜1966）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヨ シ

　　　   明 治 工9 年 7 月　河 田 烋 2 男 と して 東京 に生 る （父烋 （　 〜1900）は逓 信大 臣秘書官，

　　　 東京市助役 な どを 歴 任），府立第…中学校卒，　 大正 2年 7月東京帝国大学理 学部植物学科

　　　 卒，京北 中学校教諭，慶応義塾 大学講師 を経 て，同 7年武蔵 高等学校教授，昭 和 17年同校

　　　 長，同 22 年停年 退 職．

　　　　 昭和 41年 2 月 11 日歿 　享年 79才．

　　　   八 ケ岳採集記，博物之友 4 （21）：59〜64，（22）二 123〜127，（23）；163〜168 （1904），

　　　春 ノ 高尾，同上 4 （21）：73〜77 （1904），原色蝶類図 （三 省堂，1929），原色新蝶 類 図 （三

　　　 省堂，1935），日本博物学同志会の 古い 会員で 同誌上 で は 河 田姓で 活躍，山岳会 （後の 日本

　　　 山岳会）創立発起人の
一一

入，高山値物飄譜の 著もある．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 でサ オ

キ響 器
：

蔑願聯 1認 島
（

錨 憲濃轟 隷鞴 瓣
、
　　 青森営林局長，弟煦 （染木家を 嗣 ぐ）は洋画家で 民 具研究家，北隆館昆 虫図鑑の 蛾の 図を

　 　 　 　 　 　 　 ア キ ラ

　　　 執筆 ， 末弟窯 （1904〜　 ）は農学博士 ， 元農業技術研究所長 で 昆虫学者で あ る．

　　　　 山　口 　捨 雄 （旧姓田畑）　（1908〜1939）

　　　   　明治 41年6 月 1 日東京赤坂 田 畑孫太郎 3男 に 生 れ 叔父山 口治作の 養嗣子 とな る．金沢

　　　 市 よ り小樽に 転居 し小樽小学校卒，大 正 工5 年小樽中学校卒，昭 和 7 年 3 月北海道 帝国大 学

　　　 農学部農業生物学科動物学分科卒，同年4 月農林省農事試験場見 習生 と して 昆虫部勤務 ，

　　　 同 10年 4 月勧手，13年 5 月技手．

　　　　 昭 和 14年 3 月 14 日脳脊髄膜炎 の た め歿　享年 30才．

　　　   　ア カエ ゾマ ツ 及 び ク ロ エ ゾマ ツ の 苗樹 に 寄生する 線虫 に 就 て ， 北大農学部演習林研 究

　　　報告 7 ：209〜215（1932），根瘤線虫 Heterodera 　vadieicola 　lこ就 て ，農業及園芸 8 （5）：

　　　 1186〜1190（1933），針金虫 の 防除法総覧 （訳），応用昆虫 1（1）：33〜34（1938），昭 和 9年 よ

　　　 り歿年まで 本会幹事 と して会務につ くされ，殊に 20 周年記念大会で 活躍，本会中興 の名幹

　　　 事と謳われた．

　　　   一
： 山口捨雄君を憶ふ，昆虫 13 （3）：138 （1939） （肖像 写 真付），訃報 ；応用昆 虫 2

蘿
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（3）： 128（1939），鞍瀬太郎 、：古 き佳 きN ，L 山ロ 捨雉さ ん の こ と，日本昆虫学会大会新 聞

1 ： 1 （1957）．蔵書 は農業技術研究所 に 寄贈され山口文庫 となつ て い る．

　山　　日ヨ　　信
一

郎　（iE］姓阿部）　　（1883〜1937）

  　明治 16年 4 月 28 日新潟県 中蒲 原 郡 横 越村 阿 部敬止 の 2 男 に生 る．明 治 36年 3 月新潟

県師範学校卒，同 40年 3 月広島高等師範学佼卒， 同 4 月 石川県師範学校教諭， 大 正 2 年 7

月東京帝国大学埋 科大学選 科生 を 修了 し引続 き教 畫 で 研究，同 4 年 6 月伝染病研究所技

手，同 8年 10 月援師，同 ao年 8 月衛生昆 虫研究の た め欧米各国へ 留学，同 12年 10 月帰

国，昭 和 3年 4 月理 学博士の 学位を受 く，同 5年 11 月シ ャ ム へ 出張，同 12年 4 月中華民

国へ 出張．

　昭 和 12年 5 月 30 目 中華民国済南に て 研 究中肺炎 に て 歿 享年 54才、

  　日本産蚊科 の 2 新種，動物学雑誌 29 （341）（1917），　「ス テ ゴ ニ ーア ・フ ァ ス シ ア ・一

タ 」 ノ 本邦 ＝一於 ケ ル 分布，衛生学伝染病学雑誌 12（5）及 同追加 13（2）（1917），晩秋 近 江彦

根 二 於 ケル 「ア ノ フ ェレ ス 」 ノ 観察 （1〜2），動雑 30 （351）〜（352）（1918），北海道産 「ア

ノ フ ．z レ ス 」 ノ
ー

新種，衛生学伝染病学雑誌 13（6×1918），　 Description　of 　ten　new 　spe −

cies 　 of　Aedes　found　 in　Japan ，　 with 　 notes 　 on 　 rclation 　 botween 　 some 　 of 　 these

mosquitoes 　and 　the 　larva　of 　FiZaria　bancrofti　Cobold ，　Annot ．　Zoo1 ．　Jap．10 （6）（1921），

Arevisien　of　the　adult 　Anophelinae 　 mosquitoes 　of 　Japan，　 Sci．　RePt 　 RePt ・lnst、

Infec．　Dis．3 （1924），流行 姓 脳 炎 卜蚊 トノ 関係，東京 医 学会雑誌 48 （12）（1934），そ の 他

1937年 に か け て 多数の 報告が あ る．

  　山田家 ； 故1L嵎 信
一

郎追憶 〔肖像
・
業蹟目録付，医学雑誌 の 別 刷 ？ pp　1〜ll）（1937），

訃報 ： 山 田信
一

郎氏 の 訃，応用動物学雑誌 9 （3／4）：194 （1937），阿部康男 ：山 田 信
一

鄰博

：irを；tn．う　（4重，　業蹟 目録），新昆虫　1（3）　：42〜43（1945）．

　 」舞　　日ヨ　　種三三郎　（IS95〜1927）

  　明治 28年 5 月 1 日大阪市に 市三 郎 2 男と して 生 る．大iE　2年 3 月大阪府立堺中学校卒，

同 6 年 3 月第 3高等学校 二 部 乙類卒，「司 9 年〜10年京都帝国大学理 学部助手 とな り動植物

学教室開講準備に 当 る，同 工0 年 3 月京都帝国大学理学部勁物学科入学，同 13年 3 月 同科

卒 ， 引続 き大学院 に 入 学．

　昭和 2 年 3 月 19 日歿 　享年 32才．

  　 フ ク ラ ス ズ メ 幼虫 に 見 らる る 反 射運動の
一

型，動物学雑誌 38 （456）：333〜（1926）， 機

械的朿ll戟 に 依るキリギ リス 第 3歩脚 の 振額反射 に就 て，同上 45（534）二 174〜（正933），チ ャ

ミ ノ ム シ の 冬 眠 に 就 て の
一

観 察，1司上 45 （535）： 219〜（工933），オ ビ カ レ ハ 幼虫の 諸種試薬

に 対 す る 反応 ，羇上 45 （535）：227〜（1933），Studies　on 　a　peculiaT　 ascillatory 　move −

ment 　of　the　 laTvae　 of　 the　 Ramie 　Moth ，　 Arcte　 coerules 　 Guen ．　 et　 Grey．，　 Mem ．

Co11．　Sci　Kyoto 　lmp ．　Univ ．　Ser．　B　9 （9）：ユ〜45 （1933〕．

  　川村多実二 ： Obitualy 山 田種三 郎略歴 （英文），　Mem 　Co1L 　Sci．　Kyoto 　Imp．　Univ．

Scr．　B　 9 （1）；1 （1933）．
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　 　 　 　 　 セ イ　ヘイ

　山 西 清 平 （旧姓 岡）（1891〜1966）

  明治 24 年 3 月 2 日香川県木田郡林村に 生 る ．香川県立 木 田農林学校卒，明 治 41年 11

月農商務省農事試験場昆虫部 に 見 習生 と して入 場，同 嘱 年 12 月よ り大正 元年 11 月 まで 兵

役 に 服 す，大正 元 年 11 月同上 退場，同 2年翻 1際 農事試験場病虫部勤務，農林技師，昭

和 19年退官，昭 和 19年 よ り32 年まで 香川県 農業共済組合連合会勤務 ， 同 32年 よ り香川

県植物防疫協会勤務，同 36年同会副会長．

　 昭 和 4藍年 6 月 30 日歿　享年 75 才．

  　オ リーブ象虫調査概要，香川県農事試験場 （1926），蜜柑粉蝨 駆除試験成績，病虫害雑

誌 22 （1）：46 〜 （1935），蚕豆 象虫と之 が 防除の
一考察，農業 750：44〜（1943） そ の他多数．

  m村市太郎 ： 江酒 清平翁の 語 る研究者 とそ の 時代 （1・− 2），植 物阪 疫 7（10）：386〜389，

7（11）：29〜31（1953），資料の
一

部は 香川 県 農試 尾 崎幸三 郎技師に よ る．

　山 内 甚太 郎 （1886〜1945）

  明ts　19年 1 月 29 日 四 日市市蔵 町 甚三 郎長男に 生 る。 同 37 年 3 月 鼻曇立第 2 中学校卒

（第 1回生），同 年 9 〜12 月 名和 昆虫研究所珊究生 と して 入所 ， 同 40年 1隼志願兵 と して

守山聯隊に 入 隊，同 43年 3 月名和昆虫研究所主催記念展覧会 に教育標本を 出晶 2 等賞を受

く，大 正 2 年泗 水昆 虫研 究会 （後に 四 目市昆虫研究会）を創 立，8 月 四 日 市市第六尋常小学

校 に 於て 昆虫展覧会を開催，名和 靖を 聘 し講演会を開 く，叉 自宅 に 山内昆 虫研究所 を創設

す ，其 後家 業 の 酒 店 を 嗣 ぐ．

　昭和 2  年 IO月 8 日疎開地の 羽津に 歿　享年 59才．

  姫葉虫の 形態，昆虫世界 8（88）：5G5（1904）， 昆 虫分布の
一

片，同上 9 （100）：515（1907）、

廓 電県産 天 蛾科 に 就 て ，博物研究会 々 誌 （三 重 師範） 1（2），（1906），葉虫 2 種 の 形態，同上

1（3），（1906），八 丁 蜻蛉 の 新分布，昆 虫 学雑誌 2 （6）： 46（1907），伊勢菰 野山蝶類目録 （1915，

四 日市昆虫研究所刊）．山内氏研斧謄 蒙活動の 影響 を 受けた入 に i肺 の 三輪勇四郎博士 や林

純之助氏 （別 項） な ど が あ る．

  三 輪勇四郎 ；研究の 動機，新昆虫 11（13）： 20〜21（1958），本項 の 資料は三 重郡菰野町

重盛志津氏 （令妹）及び三 重県鈴鹿短大教授 三輪勇四 郎博士 に よ る．

　 　 　 　 シ ヨ ウ

　山 村 壗三 郎 （旧 名 正 三 郎） （1894〜1915）

  明治 27年 6 月 17口滋賀県甲賀郡水 口市生．明治 45 年 3 月 県 立水 口農学校卒，同年 4

月名和 昆 虫 研 究 所 助 手 と して 入 所，大正 3 年正 三 郎を 墟三 郎 と 改名，同 4 年 退 職，同年朝

鮮京幾道植林苗圃に 奉職，林業害虫研究 に従事す．

　大正 4 年 12 月 5 日病歿　享年 29才．

  明治 43年 4 月水 口市 杉本 菊 四郎 と 共に 水Z 少年昆虫学会を劇立 し 「昆 虫 月報」な る回

覧雑誌を発行す．報文 に 次の もの が あ る，ヒオ ドシ テ フ の 生涯．昆虫世界 14（159）： 583〜

584 （1910），ッ マ ァ カ シ ャ チ ホ コ 飼育記，同上 16（176）： 113〜（正912）， ヒ メ ホ シ キ コ ヶガ

に 就 きて
， 同上 17（188）： 144〜145 （1913），朝 鮮耐木害虫 の 研 究 （1〜 3），同上 20 （224）：

145〜148，　（225）： 193〜工99，　（226）：227〜230 （1916）（遺稿）．
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  訃報 ：昆 虫学雑誌 （京都 ）2 ：64 （1916），江 ［畸悌 三 ： 少年 は語 る，関西 昆 虫学雑誌 3 （3）：

15〜28 （1935）， 矢野宗幹 ：遺稿の 附記 ， 昆虫世界 20 （224）：i45〜玉48（1916）．

　 ヤ　 ワ タ　 ヒ デ　 オ

　八 幡 英 夫 （1日姓 近 藤） （正921〜 1945）

  火正 10年 12 月 15 目 東京 に 生る．東京 の 商業学校を卒業 し昭 和 i7年 3 月東京高等農

林学校農学科卒，応召．

　昭和 20 年 7 月 8 日戦病死 享年24 才．

  　Notes　en 　the　Glaphirinae　of　Japan，　with 　description　of 　a　new 　genus 　and 　two

new 　 species ，関西昆虫学会報 12（1）：33〜37 （1942），　 Descriptions　of　two 　new 　 Paratri−

chius　species 　 from　Formosa，同上 13 （1） ： 6〜8 （1943），　 Descriptien　d
’
une 　 esp もce

nouval1 ¢ appartenat 　au 　Genere　 Anthicus　du　Japon，同上 i4（1）：1〜2 （1944） こ の ほ

か 各種 の 雑誌に 報 告せ しもの 45 編 が あ る．昭 和 13隼 6 月東京虫友会 を創立　機関誌 「虫

友」 を編 集発 行す．

  　町 田徳治 ・松下伝吾 ： 近 藤（八幡）英夫君 を悼む，付　論文 目録， 生態昆 虫 1 （2／3）：

105〜109 （1946）．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ユ

　 　 　 　 ヒ ロ　 ハル

　湯 浅 啓 温 （1900〜1953）

  　明治 33年 2 月 1 目 島根県那賀郡和閉村 に 生る．大 正 12年 3 月第 6高等学校理 科甲類

卒，同 15年 3 月東京帝国大学農学部農学科卒，同年 4 月農林省農事試験場鼓手，昆 虫部勤

務 昭 和 5 年 9 月技師，同 1王隼 日本毘虫学会及 び 日本応 用 箆 虫学会評議員 ，同 18年 8 月申

華民国へ 1出張，同 22 年 4 月害虫部主任耨 鶴 部主妊兼図書課長， 同 23年 1月農薬検査 所

兼務，同 5 月害虫部 長，同 24年 1 月 H 本学術会議会員 ， 同年 12 月米国へ 農業昆 虫学界視

察 の た め 出張，同 25年 4 月農業技術研究所 に 統合と共 に 総務部図書課 長，兼総務部長，昆

虫科害虫防除第 2 研究室長，同 26年 7 月 ア ム ス テ ル ダ ム に 於け る 国際昆 虫会議 に 出席の

た め オ ラ ン ダ， イギ 1丿ス 1ご 出張，　同 27年 1 月東京大学農学部講師 ， 同年 2 月農学博士，

同 28年 9 月植物防疫協会理 事．

　昭和 28年 10 月 21 口千葉市に 翻 長中心 筋閉塞 の た め歿　享年 53才．

  本邦産 ハ ム シ 科覚書 （1〜5）， 昆虫 2 （2）： 130〜132，〜昆虫 13 （5〆6）： 工99〜202 （1927

〜1939），　 畳 衰 の 害虫 ク シ ヒ ゲ ン バ ン ム シ の 形態生態並 に 防除法 に 就 きて （尾上哲之助 と

共韜
：
），農事試験場彙報 1 （3）：215〜230 （1930），Two 　new 　species 　of　Euncolpid−beetles

noxlous 　to　the 　mulberry −tree　in　the　Liukiu　Islands，　Proc ．　Jmp．　Acad 、6 （7）：293 〜

296 （i930），セ モ ン ジ ン ガ サ の 生活史　昆虫 4（4）：253〜258（1930），本邦産 タ マ ム シ 科幼

虫の 構造並 に 其 の 生 活史，農事試験場彙報 2 （2）：263 〜282 （1983），日本 産 金亀子 類 幼期形

態 及 び生 態 1， ド ゥガネブ ン ブン 　同上 3 （2）：151〜182（1938），小麦の穂 を 害す る瓔蠅類

応用 動物 8（3）：150〜154（1936） 稲稈蠅 に対する稲の 耐虫性に関す る研究，農技研究報告

C1 ： 257〜279 （1952）　そ の 他 1926年 よ り 1954年 まで 多数 の 報 文が あ る．

  木下周太 ：湯浅啓温氏を悼む 応用 昆 虫 9 （3）：126〜127 （1953）， 故湯浅啓温博士記 念
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号 （略歴
・肖像 写 真 ・著作目録付）同上 10 （2）：1・v141 （1954），河 国 党 ： 湯 浅 君 の こ と ど も

植物防疫 7 （1工）：2〜3（工953），湯浅啓温博士追悼号 ：薪昆虫 6 （13）：16〜22 （1954）， 田村

市太郎 ： わが旅 の 人 々 （2）湯浅啓温 氏 の 巻 植物防疫 10（1）：437〜 （1956），欄 ｛
・
松太郎 ：

E本蝶類発見者物語 ， 湯浅啓温博士 とク ロ ミ ドリシ ジ ミ， 採集 と飼育 29 （8）： 260〜266

（1967）．蔵書は農業技術研 究所図書課 に 湯浅文庫 として 納ま る．
　

ヨ

　悉黄　　山　　ヰ同　郎　（1896〜1932）

  明治29 年 9 月25 日又 次郎 2 男 と して 東京｝こ生 る （父 又次郎 （186e〜 ？） は地 質学者理

博，東大名誉教授）．明治 40年 3 月麹町 冨士見小学校卒，同 45年 3 月東京中学卒，大正 4

年 3 月熊本第五 高等学校卒，同 7 年 3 月東京帝国大学農学部農学科卒，同 9 年 9 月農林省

蚕業試験場嘱託 ，同 14年 3 月 「桑 の 野蝗蛾の 研究」 で 農学博士 の 学位 を受 く，同 6 月 東京

農業大学教授，同 15年 3 月東京虫の 会を 設立会長 と な り「蟲」 を発 刊す，同 ll 月東京農業

大学教授 を解 か れ嘱託 と な り，昭 和 2 年 1 月 蚕業試験 場技 師 ．

　昭和 7 年 8 月 1H 歿 享年 36才．

  メ ダカ ハ ネ カ ク シ と其分布，昆虫匱界 17（187）： 122 （1913），ク ロ セ ス ジ ハ ネ カ ク シ の

生活史，岡上 18 （194）：224〜226（1914），E 本産紋賀蝶 の 形 態 と ク ッ カ ケ モ ン キ チ フ の 学

名， 動物学雑誌 32（386）（1920），日本蚕桑害虫 目録，蚕業試験場彙報 19（1923），　桑の 野

螟 蛾 の 研究　蚕業試験場報告 7 （1）（1925） 日 本産鰹節虫 の 研究　同 上 7 （2）（1925），最新農

用昆 虫学教科書 （冨 山房，ユ927），最新日本蚕業害虫全書 （明文堂 ，
1729）， 実用 蚕業害虫

篇 （弘道館，1933），そ の 他，蟲 （弥生 書 院，1926），蟻 と蜂 （1926），虫の 世界を探ね て （講

談社 ，
1928），日本の 甲虫 （上下）（1930〜1931），優曇華 （創元祉，1932） の 著書 の ほ か 多

数 の 報文随筆 が ある．

  　横lh桐郎 ：少年時代 の 思 い 出，蟲 2 （4）：246〜248 （tg30）．訃報 ：昆虫世界 36（421）：

35〜36（1932）， 故農学博士横山桐郎君，昆虫 6 （5／6） ロ絵肖像写 真付 （1932），二 宮栄
一 ：

追悼 文　同上 ：304，蟲 4 （3f4）　横由博士追悼号　略 伝，主著作業績 目録　そ の 他追悼 記

事多数　P．1〜98 （1932）．

　吉 田 昌七郎 （1851〜1904）

  　嘉永4 年福岡県筑紫郡住吉村 に生 る．明 治 9 年頃東京麻布学農社 に 学 び 勧農局試験地

に 於て 実 習，同 11年帰郷 し福岡県庁 に 奉職 　同 27年新設 の 福岡県勧業試験場 （後 の福岡

具農事試験場）に入 場 害虫 の 試験研狙 こ 従事，同 31 年福岡県農会副会頭・

　 明 治 37年 11 月 2 日歿 享
！

“−53
−
）．1

  螟虫駆除法 （本松稔 と共著）（福岡1専聞社，18go），稲螟虫図解 （蓑 田留 と共著）（1〜2）

（森岡書店 ，
1894），福岡県下螟虫駆除，大 日本農会報， 164 ：24〜（1895），稲の ム クゲ ム

シ，同上 ，
226 ：25〜（1900）．

  訃報 ：吉 田 昌七 郎氏 逝 く，農学雑誌 895 ： 506 （1904），村田 藤七 ： 明治年間に 於け る

螟虫 に関する研究 及び 駆除予防法 の 変遷，昆虫 9 （4）： 181〜 203 （1935） （著書 の 表紙写真
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付），織 田室士 夫 ： 明治時代に於 け る 我邦応用昆虫学 の 貴重なる文献に 就て （工），

誌 22 （1）： 3〜37（1935）．

ワ

95

病虫害雑

　 渡 　　瀬　　庄三三郎　（1862−．lg2g）

  文久 2 年 11 月 11 日 （1862年 12 月 3i 日）生． 明 治 9 年 よ り 13年 まで 東京英語学榛

及 び大 学予備門 に 学び開妬使官費生と して 札幌農学校入学，同 17年7 月同校第4 期卒， 道

庁研究生 として 東京大学専 門 科 に修学，同 19年渡米 ジ ョ ン ホ プ キ ン ス 大学に留学，同 23年

ドク トル オ ブ フ ィ ロ ソ フ ィ
ー

の 学位 を受 く，同 23年〜25 年 ク ラーク大学講師 ，　同 25〜32

年シ カ ゴ大学教授　後 ドイツ に 渡りキ
ール 大学 に 学び 再び米国 に もどりウ ッ ズ ホール 臨海

実験場講 師，同 32年理 学博士 と な り帰国東京帝圏大学理 科大学 に 勤務，同 34 年理 科大学

教 授，大 正 3年 3 月退 官，同 11 月名 誉 教授．

　 昭 強 4 年 3 月 8 日歿　享年 66才．

  　螢 の 大 さ，動物学雑誌 5 （61）； 442 （1893） 螢の 話，同上 12 （137）： 83〜 92 （1900），螢

に 就 て．東洋学芸雑誌 18（237）：219〜（1901），螢火 に就 て ，動物学雑誌 13 （154）：249〜

272 （1901），学芸叢書螢 の 話 （開成社，1902），秋螢｝こ就 て ， 動物学雑誌 ユ6 （183）：1〜15

（1904），源 氏螢 と平家螢，理学界 3 （12）（1905），亜 非利加 の 螳 禍，動物学雑誌 23 （275） 口

絵 （1911）．

  　渡瀬 1専士記 念号，動物学雑誌 43（508，509，510）： 1〜78 （1931） （矢津直秀 ：渡瀬階〔士

略伝 （45〜妬 ），林要 次郎 ：博士 の 論文　講演目録 （47〜 50）そ の 他 多数 の 追悼文 を 集録す）

三 好学 ：渡瀬庄三 郎君を想 ふ，史蹟名勝 天 然紀念物 4 ： 374〜385 （1929），林魁
一

：渡瀬博

士を憶 ふ 　同上　463， 英文略伝 ； R本生物地 理学会々 報 ユ（2）　巻 頭 （王929），黒 田長礼 ：

故評議員 渡瀬先生略歴 ，鳥 28 （1929），高島春雄 ： 渡瀬 博士 論 著目録 補遺，動物学雑誌 44

（522）：162’− 163（1932），同上 ； 同上追補　動物学雑誌 44 （528）：399 （1922）・

　 ワ タ リ

　 渡 　 正 監 （1897〜ユ953）

  明治 30年 9 月 9 日正 之 の 長男 と して 東京に 生る （父 正 之 （1839〜？）は普仏戦争 の 際

邦 人 として
一

入 パ リに 籠域 し 「孛仏 戦争 日誌 8冊」を編む，明治初年仏国陸軍士宮学校 に

入 り 日本陸軍 制度法律 の 基 礎 を 作 る）．大 正 10年 4 月束京帝国大学法学部政治学科卒，東京

府風 社会局属 ， 大阪府警視保安課長 ， 警察講習所教授，和歌山県書記官，県警察部長な

どを歴任．昭 和 6年静岡県書記官学務部 長，福島県警察部長を 経て 昭和 10年青森県総務部

長，東京都経済部長，千葉県 総 務部長を 経て 外務省に入 り大 使官参事官とな り上 海共同租

界警視総監 の 要職に つ き，戦後復員．

　昭 和 28 年 2 月 7 日肝臓 ガ ン で 歿　享 牢 55 オ．

  　日本 の 高山蝶， 山岳 23 （2）：192〜2工7 （1929），日本産蝶類 の 変種異常型及新産地 ， 勤

斗彡〕学雑言志 41 （486）：185〜189 （1929）．

  大 先輩蝶 を 語 る ， 渡正 監氏談 ：新昆 虫 6 （1）：35〜38（1953）（写真付
’
），訃報 ：新昆虫

舞
饕
毒

讐

峯
讙
選

護
糞

蕘
羹
嘘冨
饕
辱
鷺
捜
饗
辱

溝
藩
湧

癨

選
凄

」
罵

遷
津
…
壽
…

…
…

ー

…
…

ー
ー

ー
ー
…
41
嘘
」

ー
ヨ
，

…

遍
涯

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Entomological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Entomologioal 　Sooiety 　of 　Japan

96 KONTYO Vo1．35，　No ．3，　Suppl．

6 （3）： 18　（1953），江崎悌三 ； 尾高朝雄 さん と波正 監さん へ の 追想， 新昆虫 9 （12）：10〜

12（1956）．

　　　　　　　　　　　　　　　あ　　と　　が　　き

　経歴資料不 備の たあ ， 本稿 に集録 で き なか っ た方は 数百名に の ぼ る が ， 特 に将来下記 の

方 々 の 資料を 得た い と念 じて い る の で 御教示を 頂 けれ ば幸甚 で あ る．な お こ れ ら の 方々 の

中に は御存命の 方も含ま れ て い る可能 性 が あ る点を御含 み頂きた い ．

　青山哲四郎，秋LLIfi三，浅倉喜代松，粟野 伝之丞，合村猛雄，岩本嘉兵衛，内田 太郎吉，

梅沢親光，梅原寛重，江口　貢 ， 遠藤利久，大上宇
一・一・

， 大河原邦三 郎 （旧姓 　竹 田 ），大竹

義道，大橋腎之 甫，岡出兼吉，鉦 汲治，河 内忠次郎，禅村直 三 郎，神 田左京，兼常弥富，

木村定次郎 （小舟），北上 四郎，栗崎真 澄 （旧姓 滝沢），黒岩恒，査壓癡理，．沢 良三三，沢田

鍬義，柴崎虎五 郎，塩 田 健蔵 ， 新開　悟，杉山乙次郎 ， 大道 金松，高階於菟 次，高椋悌吉，

竹 田鉱次郎，十時雄二 郎，永沢定
一，西沢太吉，仁礼景雄，林泉，林寿祐 ， 平 田駒太郎，平

野 藤吉 （旧姓　林）， 深井武司，福 田　計 ，福 原 恭助，麺野．藩 ，前沢政雄，正 本　任，松

本賢吉，町田貞
一，丸田助継，嶺要

一
郎 ， 三 好浩太郎，村松茂 （明治 16年 （頃） 生 れ の 方

と明治 25年生れ で 朝鮮植検 勤務 の 方），本松稔 （「日姓　安部），森山忠 光，矢1聡正保，梁 田

航 謾 岡轍 辺 蹴 灘 臨 　 　 、…跨
・
・ 嘘
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